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十四偈の伽多


 
 褐色の 
 あざやかに色づく 
 それは沙羅、その 
 色彩に名づけた 
 
 沙羅と。…沙羅 
 何故？ 
 その花は白 
 白く、ただ、白く散るから 
 
 その目は昏く 
 ほほ笑んでさえも 
 狂暴の綺羅 
 その狂いに名づけた 
 
 沙羅と。…沙羅 
 何故？ 
 その花は白 
 白く、ただ、白く散るから 
 
 笑う沙羅は 
 沙羅は癡呆 
 知性などない 
 その恥辱に名づけた 
 
 沙羅と。…沙羅 
 何故？ 
 その花は白 
 白く、ただ、白く散るから 
 
 何を見る？沙羅 
 そのまなざしに、侮辱以外に 
 そのくちびるに、軽蔑以外に 
 何を知る？沙羅 
 
 白く、ただ、白く散るから 
 その花は白 
 何故？ 
 沙羅と。…沙羅 
 
 その恥辱に名づけた 
 知性などない 
 沙羅は癡呆 
 笑う沙羅は 
 
 白く、ただ、白く散るから 
 その花は白 
 何故？ 
 沙羅と。…沙羅 
 
 その狂いに名づけた 
 狂暴の綺羅 
 ほほ笑んでさえも 
 その目は昏く 
 
 白く、ただ、白く散るから 
 その花は白 
 何故？ 
 沙羅と。…沙羅 
 
 その色彩に名づけた 
 それは沙羅、いま 
 あざやかに色づく 
 褐色の色ら 
 
 綺羅ら、沙羅 
 散る綺羅散り沙羅 
 綺羅ら散る沙羅 
 沙羅ら、綺羅 
 
 
 





四聲の伽多


 
 褐色の 
 　　　うつくしい 
 　焰たち 
 　　ひたすらに 
 あざやかに色づく 
 　　　かけがえもない 
 　燃える雨は 
 　　かけがえもない 
 それは沙羅、その 
 　　　ひたすらに 
 　ふりそそぐ 
 　　うつくしい 
 色彩に名づけた 
 
 沙羅と。…沙羅 
 　　　あなたは綺羅めき 
 　目などないよ 
 　　うつくしい 
 何故？ 
 　　　ただ留保もなく 
 　誰れもがないよ 
 　　ただ留保なく 
 その花は白 
 　　　うつくしい 
 　ただの孔 
 　　あなたは綺羅めき 
 白く、ただ、白く散るから 
 
 その目は昏く 
 　　　うつくしい 
 　干からびた風 
 　　無慚なほど 
 ほほ笑んでさえも 
 　　　痛ましいほど 
 　風の発火 
 　　痛ましいほど 
 狂暴の綺羅 
 　　　無慚なほど 
 　卷き上がる 
 　　うつくしい 
 その狂いに名づけた 
 
 沙羅と。…沙羅 
 　　　あなたはかがやき 
 　口などないよ 
 　　うつくしい 
 何故？ 
 　　　ただ留保もなく 
 　誰れもがないよ 
 　　ただ留保もなく 
 その花は白 
 　　　うつくしい 
 　ただの孔 
 　　あなたはかがやき 
 白く、ただ、白く散るから 
 
 笑う沙羅は 
 　　　うつくしい 
 　空に墜ちた 
 　　むごたらしいほど 
 沙羅は癡呆 
 　　　泣き叫ぶほど 
 　もう、ほら青い 
 　　泣き臥すほど 
 知性などない 
 　　　むごたらしいほど 
 　燃え立つ海は 
 　　うつくしい 
 その恥辱に名づけた 
 
 沙羅と。…沙羅 
 　　　あなたはイノチ 
 　顏さえないよ 
 　　うつくしい 
 何故？ 
 　　　この世の光り 
 　誰れもがないよ 
 　　あまりに貴い 
 その花は白 
 　　　うつくしい 
 　ただの孔 
 　　あなたはイノチ 
 白く、ただ、白く散るから 
 
 何を見る？沙羅 
 　　　生きて 
 　正気のふりしろ 
 　　生きてなぜなら 
 そのまなざしに、侮辱以外に 
 　　　うつくさそのもの 
 　涎れがしぶく 
 　　うつくしさそのもの 
 そのくちびるに、軽蔑以外に 
 　　　生きてなぜなら 
 　まともなふりしろ 
 　　生きて 
 何を知る？沙羅 
 
 白く、ただ、白く散るから 
 　　　うつくしい 
 　ただの孔 
 　　あなたはイノチ 
 その花は白 
 　　　あまりに貴い 
 　誰れもいないよ 
 　　この世の光り 
 何故？ 
 　　　あなたはイノチ 
 　顏さえないよ 
 　　うつくしい 
 沙羅と。…沙羅 
 
 その恥辱に名づけた 
 　　　もごたらしいほど 
 　燃え立つ海は 
 　　うつくしい 
 知性などない 
 　　　泣き臥すほど 
 　もう、ほら青い 
 　　泣き叫ぶほど 
 沙羅は癡呆 
 　　　うつくしい 
 　空に墜ちた 
 　　むごたらしいほど 
 笑う沙羅は 
 
 白く、ただ、白く散るから 
 　　　うつくしい 
 　ただの孔 
 　　あなたはかがやき 
 その花は白 
 　　　ただ留保もなく 
 　誰れもいないよ 
 　　ただ留保もなく 
 何故？ 
 　　　あなたはかがやき 
 　口などないよ 
 　　うつくしい 
 沙羅と。…沙羅 
 
 その狂いに名づけた 
 　　　無慚なほど 
 　卷き上がる 
 　　うつくしい 
 狂暴の綺羅 
 　　　痛ましいほど 
 　風の発火 
 　　痛ましいほど 
 ほほ笑んでさえも 
 　　　うつくしい 
 　干からびた風 
 　　無慚など 
 その目は昏く 
 
 白く、ただ、白く散るから 
 　　　うつくしい 
 　ただの孔 
 　　あなたは綺羅めき 
 その花は白 
 　　　ただ留保もなく 
 　誰れもいないよ 
 　　ただ留保もなく 
 何故？ 
 　　　あなたは綺羅めき 
 　目などないよ 
 　　うつくしい 
 沙羅と。…沙羅 
 
 その色彩に名づけた 
 　　　ひたすらに 
 　ふりそそぐ 
 　　うつくしい 
 それは沙羅、いま 
 　　　かけがえもない 
 　燃える雨は 
 　　かけがえもない 
 あざやかに色づく 
 　　　うつくしい 
 　焰たち 
 　　ぶち撒けた？ 
 褐色の色ら 
 
 綺羅ら、沙羅 
 　　　咬み咬みちぎれ 
 　見てほらすてき 
 　　ちんちらら 
 散る綺羅散り沙羅 
 　　　ちぎれ喰え 
 　きらきらすてき 
 　　ちんちらら 
 綺羅ら散る沙羅 
 　　　ちぎっちゃえ 
 　見てほらみんな 
 　　ちんちんちらちら 
 沙羅ら、綺羅 
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//ブーゲンビリア/花、色葉、あふれ/散乱し、それら/色彩のかおり










 
 　　　未生の 
 　　　　　　なにも 
 　　　　焰ら 
 　　　　　なにもなかった 
 　　　すでに未生の 
 　　　　　　ふれ得ないなど 
 　　　　綺羅ら 
 　　　　　なにものも 
 　　　それら 
 　　　　　　不可能など 
 　　　　焰ら 
 　　　　　ふれ得ない 
 　　　すべてに 
 　　　　　　ふれ得ない 
 　　　　その綺羅 
 　　　　　不可能など 
 　　　供物。だから 
 　　　　　　なにものも 
 　　　　焰ら 
 　　　　　ふれ得ないなど 
 　　　これら 
 　　　　　　なにもなかった 
 　　　　それら 
 　　　　　なにも 
 　　　焰ら。言葉 
 
 　　　不在の 
 　　　　　　なにも 
 　　　　焰ら 
 　　　　　なにもなかった 
 　　　すでに不在の 
 　　　　　　見得ないなど 
 　　　　色ら 
 　　　　　なにものも 
 　　　それら 
 　　　　　　不可能など 
 　　　　焰ら 
 　　　　　見得ない 
 　　　すべてに 
 　　　　　　見得ない 
 　　　　その色 
 　　　　　不可能など 
 　　　供物。だから 
 　　　　　　なにものも 
 　　　　焰ら 
 　　　　　見得ないなど 
 　　　これら 
 　　　　　　なにもなかった 
 　　　　それら 
 　　　　　なにも 
 　　　響きら。言葉 
 
 　　　不滅の 
 　　　　　　なにも 
 　　　　焰ら 
 　　　　　なにもなかった 
 　　　すでに不滅の 
 　　　　　　かたり得ないなど 
 　　　　かたち 
 　　　　　なにものも 
 　　　それら 
 　　　　　　不可能など 
 　　　　焰ら 
 　　　　　かたり得ない 
 　　　すべてに 
 　　　　　　かたり得ない 
 　　　　そのすがた 
 　　　　　不可能など 
 　　　供物。だから 
 　　　　　　なにものも 
 　　　　焰ら 
 　　　　　かたり得ないなど 
 　　　これら 
 　　　　　　なにもなかった 
 　　　　それら 
 　　　　　なにも 
 　　　言葉ら。言葉 
 
 　　　ブーゲンビリア 
 　　　花、色葉、あふれ 
 　　　散乱し、それら 
 　　　色彩の翳り 
 
 　　　翳り。庭に 
 　　　光り。庭に 
 　　　横溢し、その 
 　　　それは何？ 
 
 　　　眞夏。光り 
 　　　正午。翳り 
 　　　あふれかえり、その 
 　　　それは何？ 
 
 　　　いちどもなかった 
 　　　わたしがわたしであったことなど 
 　　　いちども 
 　　　すでに 
 
 　　　なにも生まれも滅びもなにも 
 　　　さらすべきなにも、かたちもなにも 
 　　　隱すべきなにも、秘密もなにも 
 　　　なにも在りも消え去りもなにも 
 
 　　　すでに 
 　　　いちども 
 　　　あなたがあなたであったことなど 
 　　　いちどもなかった 
 
 　　　それは何？ 
 　　　あふれかえり、その 
 　　　正午。翳り 
 　　　眞夏。光り 
 
 　　　それは何？ 
 　　　横溢し、その 
 　　　光り。庭に 
 　　　翳り。庭に 
 
 　　　色彩の翳り 
 　　　散乱し、それら 
 　　　花、色葉、あふれ 
 　　　ブーゲンビリア 
 
 
 





//ゆらぐ。何？/陽炎。それら/色彩ら/色などもはや










 
 こう聞いた。その女、——名前は聴き取れなかった、「イン？」と。 
 思わずそう聞きかえすわたしにユエンはふたたび、それは唐突なユエン。唐突なほほ笑みの、だからそれがユエン。聞き洩らされたその名を彼女たちの言葉、ベトナム生まれの、だからそれはユエン。ベトナム語のただ自然な発音に繰り返し、だからわたしは「…ゥイン？」 
 　　　ゆれた 
 　　　　　　いま 
 ユエンは首を横に振った。 
 　　　何が？ 
 　　　　　　息吹く 
 ユエンはさらにもう一度繰り返し、ひびき。それは厖大な、地表を満たした厖大な大気（…色彩のない）の、ほんの（色なさず、それは）纔かな（色づかず。それは）繊細な（だから、）ふるえ。だから（…大気。）わたしは「…何？」 
 　　　完璧な 
 「何だったら、いいの？」 
 　　　双渺。完璧な 
 ユエンは終に、そして 
 　　　額。完璧な 
 笑った。ベトナム、中部の町、ダ・ナン。何故？住みついて 
 　　　眉。完璧な 
 五年目になるわたしは、だからそのホテルの十階、ペントハウスにもう二年近く陽炎ら。陽炎。その午前、まだ新型コロナ・ヴィルスのパンデミックが武漢にさえ存在していなかった六月に陽炎ら。陽炎。白い部屋。白く見える部屋。言葉にすれば、ただ陽炎ら。陽炎。白い部屋。居心地の良い、だから沙羅は？白い天井には陽炎がゆらいだ。窓の外から侵入し、色彩のない、色なさない、決して色づかないゆらぎを何の？何の反射、何の反映？ホテルの東の窓から、だから東向きの海が見えた。ココナッツの木立ちを並べる湾岸道路の向こうに。それは白濁の海。何故？綺羅。沙羅のまなざしにも、綺羅。海。綺羅ら。遠く波立ち、それら綺羅めきの散乱、密集、際限もなく、二度と再現されない途方もない生滅のせいで綺羅ら。綺羅。ここに來た最初のころから、ホテルに週一でここに入り浸るようになった 
 　　　愛してる？ 
 　　　　　　いいよ 
 日本語敎師のユエンは、だから、いつもその 
 　　　愛してる？ 
 　　　　　　見て 
 海を見た。ひとりで？ 
 　　　まるで 
 　　　　　　いいよ 
 或は。 
 　　　かすめとるように？ 
 　　　　　　見たい？ 
 窓越しに立ち、——或は。 
 　　　愛してる？ 
 　　　　　　いいよ 
 ベッドの上に、わたしに 
 　　　まるで 
 　　　　　　見ていいよ 
 覆いかぶさりながら。 
 　　　奪い去るように？ 
 　　　　　　あなたのもの 
 その不意に返り見たまなざしに 
 　　　愛してる？ 
 　　　　　　いつでも 
 ——あるいは。眠る 
 　　　だから 
 　　　　　　すでに 
 わたしをゆすり起こすその…何故？前に。 
 　　　起きて。ほら 
 　　　　　　あなただけのもの 
 あるいは。ひびくのは 
 　　　空は青。ひたすらな 
 　　　　　　だれ？ 
 何？ユエンの誰れの？笑い聲。だから 
 　　　その青 
 　　　　　　いいよ 
 わたしの誰れ？聞いているものは 
 　　　澄み切った 
 　　　　　　見て 
 その聲を立てて笑う前からユエンは、だから、ずっと、すでにずっとユエンはほほ笑んでいた。何故？彼女のベトナム語の発音を 
 　　　完璧な 
 　　　　　　きれい？ 
 　　　　　　　　　すてき。むしろ 
 聴き取るために、懸命の努力を 
 　　　鼻。完璧な 
 　　　　　　すてき？ 
 　　　　　　　　　あり得ない。むしろ 
 傾けるわたしに？そして、それを 
 　　　頬。完璧な 
 　　　　　　あり得ない？ 
 　　　　　　　　　やばい。むしろ 
 唇と舌に音写しようとする同じく懸命なわたしに？もしくはその、それら、わたしの絶望的なまでの、もはや英語のようでもなく、すでにベトナム語のようでもなく、まして日本語のようであるはずもない言葉の群れ。それらの 
 　　　散乱 
 　　　　　　好き放題な 
 響きを？ 
 　　　好き放題な 
 　　　　　　散乱 
 あるいは彼女が、最愛のわたしと時間を共有しているというまぎれもない事實のまぎれも存在、そのまぎれもない幸福に。何故？だからやさしい笑み。ユエン。女として完璧な女。その完璧な容姿。完璧な双渺、完璧な額、完璧な眉、完璧な鼻、完璧な頬、完璧な唇、完璧な顎。だから言うまでも無く、完璧な首すじ。うつくし過ぎるあばら。そしてもはや誰れ彼れない不特定多数への哄笑にちかいたわなな胸。殘忍なまでにやわらかな腹部の殘酷なえぐれと腰骨の豊満の豊饒の絶望。だから完璧を餘らせ模造品のようでしかないユエン。うわずる甘ったれた聲で、途切れ途切れに話す癖の拔けない陽炎ら。陽炎。清楚なユエン。三十近い陽炎ら。陽炎。彼女はわたし以外に男を知らなかった。あかるいまぶたに色彩のある日の光りが差して、そのはかないほどに繊細な白濁に死者ら語らく、 
 　　　ゆらぐ。何？ 
 　　　陽炎。それら 
 　　　色彩ら 
 　　　色などもはや 
 
 　　　すでに、沙羅 
 　　　その哄笑。何故？ 
 　　　沙羅、ほら 
 　　　ひとり 
 
 　　　息遣い 
 　　　聲の漏れ 
 　　　唇に。沙羅 
 　　　沙羅はいま 
 
 　　　咬みちぎるように？ 
 　　　笑み、沙羅、綺羅ら 
 　　　昏い眸に 
 　　　綺羅、昏いまま 
 
 　　　虹彩。綺羅ら 
 　　　陽炎ら、それら 
 　　　色彩ら、不在 
 　　　綺羅ら、沙羅 
 
 　　　沙羅、綺羅ら 
 　　　色彩ら、不在 
 　　　陽炎ら、それら 
 　　　虹彩。綺羅ら 
 
 　　　綺羅、昏いまま 
 　　　昏い眸に 
 　　　笑み、沙羅、綺羅ら 
 　　　咬みちぎるように？ 
 
 　　　沙羅はいま 
 　　　唇に、沙羅 
 　　　聲の漏れ 
 　　　息遣い 
 
 　　　ひとり 
 　　　沙羅、ほら 
 　　　その哄笑。何故？ 
 　　　すでに、沙羅 
 
 　　　色などもはや 
 　　　色彩ら 
 　　　陽炎。それら 
 　　　ゆらぐ。何？ 
 
 かさねて謂はく、 
 　　　ゆらぐ。何？ 
 　　　　　　孕め 
 　　　　ふるえるよ 
 　　　　　いま 
 　　　陽炎。それら 
 　　　　　　破滅 
 　　　　沙羅 
 　　　　　破滅 
 　　　色彩ら 
 　　　　　　いま 
 　　　　ふるえるよ 
 　　　　　孕め 
 　　　色などもはや 
 
 　　　すでに、沙羅 
 　　　　　　明かせ 
 　　　　たゆたうよ 
 　　　　　いま 
 　　　その哄笑。何故？ 
 　　　　　　殲滅 
 　　　　ほら 
 　　　　　殲滅 
 　　　沙羅、見て 
 　　　　　　いま 
 　　　　たゆたうよ 
 　　　　　明かせ 
 　　　ひとり 
 
 　　　息遣い 
 　　　　　　見て 
 　　　　ほほ笑みのよう 
 　　　　　あざやかな 
 　　　聲の漏れ 
 　　　　　　朝燒け 
 　　　　顏のない 
 　　　　　朝燒け 
 　　　唇に。沙羅 
 　　　　　　あざやかな 
 　　　　ほほ笑みのよう 
 　　　　　見て 
 　　　沙羅はいま 
 
 　　　咬みちぎるように？ 
 　　　　　　見て 
 　　　　消えたよ 
 　　　　　燃える 
 　　　笑み、沙羅、綺羅ら 
 　　　　　　朝燒け 
 　　　　もう、その 
 　　　　　朝燒け 
 　　　昏い眸に 
 　　　　　　燃える 
 　　　　星さえも 
 　　　　　見て 
 　　　綺羅、昏いまま 
 
 　　　虹彩。綺羅ら 
 　　　　　　紅蓮さえ 
 　　　　終わったよ 
 　　　　　すでに 
 　　　陽炎ら、それら 
 　　　　　　消えた 
 　　　　もう 
 　　　　　消えた 
 　　　色彩ら、不在 
 　　　　　　すでに 
 　　　　夜さえ 
 　　　　　紅蓮さえ 
 　　　綺羅ら、沙羅 
 
 　　　沙羅、綺羅ら 
 　　　　　　すでに 
 　　　　わたしたちの夜 
 　　　　　紅蓮さえ 
 　　　色彩ら、不在 
 　　　　　　消えた 
 　　　　わたしたちさえ 
 　　　　　消えた 
 　　　陽炎ら、それら 
 　　　　　　紅蓮さえ 
 　　　　終わったよ 
 　　　　　すでに 
 　　　虹彩。綺羅ら 
 
 　　　綺羅、昏いまま 
 　　　　　　燃える 
 　　　　星さえも 
 　　　　　見て 
 　　　昏い眸に 
 　　　　　　朝燒け 
 　　　　もう、沙羅 
 　　　　　朝燒け 
 　　　笑み、沙羅、綺羅ら 
 　　　　　　見て 
 　　　　消えたよ 
 　　　　　燃える 
 　　　咬みちぎるように？ 
 
 　　　沙羅はいま 
 　　　　　　あざやかな 
 　　　　ほほ笑みのよう 
 　　　　　見て 
 　　　唇に、沙羅 
 　　　　　　朝燒け 
 　　　　顏のない 
 　　　　　朝燒け 
 　　　聲の漏れ 
 　　　　　　見て 
 　　　　ほほ笑みのよう 
 　　　　　あざやかな 
 　　　息遣い 
 
 　　　ひとり 
 　　　　　　いま 
 　　　　たゆたうよ 
 　　　　　明かせ 
 　　　沙羅、見て 
 　　　　　　殲滅 
 　　　　ほら 
 　　　　　殲滅 
 　　　その哄笑。何故？ 
 　　　　　　明かせ 
 　　　　たゆたうよ 
 　　　　　いま 
 　　　すでに、沙羅 
 
 　　　色などもはや 
 　　　　　　いま 
 　　　　ふるえるよ 
 　　　　　孕め 
 　　　色彩ら 
 　　　　　　破滅 
 　　　　沙羅 
 　　　　　破滅 
 　　　陽炎。それら 
 　　　　　　孕め 
 　　　　ふるえるよ 
 　　　　　いま 
 　　　ゆらぐ。何？ 
 
 
 





//見ていたのは、沙羅/何？沙羅/その綺羅/眼差しに綺羅ら










 
 めずらしく泊まって、斜めに照らされた朝焼けのユエンは、だから彼女が最愛のわたしと時間を共有しているというまぎれもない事實、そのまぎれもない幸福に——何故？笑み、あかるい、ただ無防備にあかるい聲を立てて（一瞬だけ。ほんの纔か）笑い（聴き取れないほどのほんの一瞬だけ）何故なら「名前、…眞砂さんが」 
 何故？ 
 「つけて」 
 　　　聞こえますか？ 
 　　　　　　心があるから 
 「名前？」 
 完璧なユエンは日本語能力の有資格者で、ダ・ナン市の 
 「つける、よね？名前。のるわなに？」 
 　　　聞こえますか？ 
 　　　　　　世界があった 
 「なに？ごめん。…云ってる事の意味が、」 
 所謂送り出し会社の敎育部の主任。ちいさな清楚な顏と 
 「名前を、つけます。名前を、乘ります、」 
 　　　羽虫たち飛び竦み 
 　　　　　　世界がないから 
 「名乘る？」 
 過剩な程に色めき、過剩なほどにゆたかなその 
 「同じ？」 
 　　　聞こえますか？ 
 　　　　　　まなざしは見た 
 「自分で自分に名前を付ける。それ名乘る。誰れかが名前をあげる。それ名前をつける」 
 首から下。事實、ユエンの首から下は、発情した少年のいたましい自傷じみた自慰じみて、要するにただ淫靡だった。二十代の後半になって、はじめて男性を受け入れたその肌は、わたしに抱かれる前からすでに、その、つれて步くのが恥ずかしいほどに妄想的な肉のユエン。吐く。何を？ 
 息を。 
 なんて言う意味？と、わたしは。つまり、ユエンがわたしの爲に語り始めた女の名前——…インだか、…ゥインだかいう一音節の（ベトナム語では、基本的にすべての語彙は一音節である）、その、意味は？と、だから、わたしはそう呟きかけてやめた。 
 何故？ 
 「何？」そう、ユエンのささやき。「何がいい？」 
 聴き取れない名の意味を問う爲にはその語を、すくなくとも音写しなければならなかった（…例えば、サンサーラとはどういう意味ですか？と）。わたしの唇に（それは輪廻轉生という意味です）。又は舌に（ヴィジュニャーナとはどういう意味ですか？）。喉に（意識という意味です）。その音写が可能なら、ユエンの（プドガラとはどういう意味ですか？）つぶやいその名の女は（誰れも生まれ變われなどしなかったという意味です）、いちいち日本語名など与えられる必要もなかった。 
 いずれにせよ、ユエンは音写の不可能性の翳りにもて遊ぶ。ひとり、…何を？「名前、ね？つけて、ね？」謂わばふたりの、「名前、…ね？」ふたりだけの秘密の呼び名として？光り。だから名の音写などそのベトナム語の発音が困難というより以前に、光り。あるいは聴き取ってもいなかった以上、そして光り。だから口眞似をすべて否定された以上、もはや光り。ひかり原型さえない響きをもう 
 　　　光り。だから 
 　　　　　　ななめに、いま 
 いちど唇に模倣するすべは 
 　　　光り。あるいは 
 　　　　　　窓越しの、いま 
 なかった。 
 　　　光り。ひかり 
 　　　　　　やさしく、いま 
 「淫（——韻？…陰？…印？）」わたしがそうつぶやいた時に蜥蜴。 
 　　　ほら、いま 
 　　　　　　蜥蜴、ほら 
 その蜥蜴はホテルの壁を、上に這って行くのだった。 
 どこに？ 
 窓の向こうの何かの、室内に投げこんだ陽炎の舞う天井の方に？ 
 　　　陽炎ら。陽炎 
 「彼女の、名前？（と、まるでわたしに許しを与えるかにほほ笑んだユエンは、）…言いにくい、よ（と、ささやき、その）」 
 　　　陽炎ら。陽炎 
 「唵（——音？…恩？…怨？）」わたしがそうつぶやいた時に蜥蜴。 
 　　　ほら、その 
 　　　　　　蜥蜴、その目に 
 そのしっぽを完全に制止したまま、だから這う。 
 　　　ほら、その 
 　　　　　　蜥蜴、その爪に 
 四本の足でだけ。 
 　　　ほら、その 
 　　　　　　蜥蜴、その背骨に 
 間歇的な、不意の、二、三步だけの進行。かつ、そしていきなりの靜止。音は？その 
 「變だよ」 
 「安（——餡？…庵？…暗？）」わたしがそうつぶやいた時に足音は？ 
 むしろ聞こえたのはかすかな響きだけ。 
 がらがらと、からから？一瞬、耳に？鳴った、でぃらでぃら？——何？…本当に？ 
 ひびき。何が？——罅き。何？…日々、あなたとわたしの、しあわせであるべきしあわせな日々。 
 「アンさんじゃないよ」 
 彼女の会社に、片仮名でアンと書いたネープレートの学生は常時二、三人いる。 
 「吽（——運？…雲？…蘊）」そしてユエンは笑った。 
 「なんでもいいよ」笑い聲。それは 
 「琥珀でいいよ」ユエン。 
 わたしはそう言った。琥珀？なに？…宝石の名前。…綺麗？…たぶん、綺麗なんじゃない？手に取ったことは、俺は、ないんじゃない？なにそれ。何？綺麗？「宝石は綺麗だって、そう想うことになってるから」と、「だから綺麗なんじゃない？」 
 　　　しあわせであるべき 
 　　　　　　そうだよ 
 そう云ったわたしにユエンは 
 　　　ぼくらは、ね？ 
 　　　　　　もう、ね？ 
 笑んだ。ただし 
 　　　ただ、ぼくらは、ね？ 
 　　　　　　しあわせだよ 
 分かった？ユエン。わたしにさらす 
 　　　ただ、もう 
 　　　　　　ね？そうだよ 
 その曖昧な、うすい翳りを生じた眼差しを 
 　　　絶望的なまでに、ね？ 
 　　　　　　もう、ね？ 
 素直に、——分かった？ユエン。 
 　　　無慈悲なまでに、ね？ 
 　　　　　　しあわせだよ 
 ユエンは、その日本語ではなくて、言っていることの意味自体を理解しきれない自分への、何？ユエンの——何？ 
 　　　どうして 
 　　　　　　噉う。喰え 
 　　　　　　　　　そよぐのは 
 何言った、の？ 
 　　　なぜ？ 
 　　　　　　喰う。その 
 　　　　　　　　　風。かぜ 
 いま。 
 　　　いまも 
 　　　　　　舌に、捕食 
 　　　　　　　　　だから、その 
 眞砂さん、なに？ 
 　　　光りはこんなに 
 　　　　　　ほら、その 
 　　　　　　　　　窓のむこうに 
 なに、云った、の？ 
 　　　こんなにも 
 　　　　　　ちいさな羽虫を 
 　　　　　　　　　そよぐのは 
 だからその 
 　　　やさしく 
 　　　　　　噉う。喰え 
 　　　　　　　　　風。かぜ 
 女は≪琥珀≫という名になった。沙羅は鼻をすすった。琥珀、——それを宝石と呼んでいいのだろうか？そもそもその分類は何なのだろう？わたしは知らない。樹脂のかたりにすぎないそれ。そして希少な宝石のような、しかもあきらかに鉱物ではないそれ。まして樹木でもなく、ましてその化石でも無く、まして恐竜の流した淚でも？それをなんと、 
 　　　淚よ。わたしの 
 　　　　　　すべてがわたし 
 なら、琥珀は一体、その 
 　　　淚、もう 
 　　　　　　わたしの轉生 
 種を何と名づけられるべきなのか。いずれにせよ 
 　　　流れるがままに 
 　　　　　　すべてがわたし 
 ユエンの謂はく、 
 知り合いに≪琥珀≫という女がいる。それは日本へ行く前に、同じ高校に通った友達の妹。その友達自体はまだ日本にいる。大坂でベトナム人と結婚した。≪琥珀≫も外國で働いていた経験があり、「どこで？」 
 「イスラエル。…だ、よ？…知って、る？」その時に始めてわたしは、此のベトナムという國が、イスラエルにまで人材を送り出していることを知った。農業、畜産業、生産業、その他。「その子、イスラエル語、話せるの？」話せない。「なんで？」必要ないから。「イスラエル人は、ね。みんな、ね。英語、話せる、ね？」二年前に帰って來て、それからずっとダ・ナンにいる。すぐ近くだと、ユエンは云った。だからユエンよりすこしだけ年下の≪琥珀≫にもさらに、その下に妹がいた。年の離れた、…だからユエンからはさらに年の離れた今年七歳の妹。彼女が、「名前は？」 
 と、「名前？」…——わたしたちは≪琥珀≫のそれと同じ戯れをくりかえし何故？ 
 　　　そそぎます 
 　　　　　　もう 
 ユエンの幸福の爲に。あるいは 
 　　　ふりそそぎます 
 　　　　　　無防備なほど 
 わたしの？ 
 　　　ふりしきります 
 　　　　　　もう 
 ならば、わたしたちのいま一部で話題をさらっている。どんな？あまりにも幼い盲目の 
 　　　雨が。ほら 
 　　　　　　匂い。死の 
 　　　　　　　　　…ぃーんぃっ 
 天才絵描きとして。盲目？小さい頃は 
 　　　幸せも雨 
 　　　　　　蜥蜴の嗅ぐ 
 　　　　　　　　　…ぃーんぃっ 
 見えた。だが、三歳くらいの時に、ある 
 　　　土砂降りの 
 　　　　　　死の。そして 
 　　　　　　　　　…ぃーんばっ 
 いたましい事故があって、そのせいで 
 　　　破滅的な豪雨が 
 　　　　　　咀嚼のひびきに 
 　　　　　　　　　…はぃーんぃっ 
 視力をうしなった。何故？ 
 「知らなくていいよ。眞砂さんは」それは口癖。いつもの、ユエンの。 
 わたしを拒絶するのではない。その知らなくていいこということそのものをユエンはゆらぐ。それはわたしとユエンの世界…とおそらくは、彼女がそう陽炎。何の？意識するともなく見出している世界、——彼女の、殘像？誰れの？ユエンだけの、ユエンだけにゆるされた殘像？いつの？幸せな世界？に、存在させたくないのだ。何故？二人の世界は色彩さえなく、ただ清純でうつくしくなければそれはゆらぐ。それは噓だから。その肛門をだけわたしに、ホテルにほぼ週一來るたびに捧げながら？ 
 　　　ゆらぐ。それは 
 　　　　　　これほどとは 
 　　　　　　　　　鳥たち！ 
 　　　　　　　　　　　　虫たち！ 
 四つん這いで。 
 　　　陽炎。何の？ 
 　　　　　　これほどとは 
 　　　　　　　　　食べて！ 
 　　　　　　　　　　　　蔓延って！ 
 ユエンの唇に、鼻に、彼女が 
 　　　殘像？誰れの？ 
 　　　　　　これほどまでに 
 　　　　　　　　　ほら、これ 
 　　　　　　　　　　　　あなたたちのもの 
 何処かで知った日本風の 
 　　　殘像？いつの？ 
 　　　　　　青い、——だから 
 　　　　　　　　　わたしの目。もう 
 　　　　　　　　　　　　わたしの肉は 
 あえぎ聲。ただでさえ甘く 
 　　　色彩さえなく 
 　　　　　　空。飛ぶよ 
 　　　　　　　　　必要ないから 
 　　　　　　　　　　　　血の一滴まで 
 舌たらずな、むごたらしいほど甘く 
 　　　ゆらぐ。それは 
 　　　　　　いま、ほら 
 　　　　　　　　　もう 
 　　　　　　　　　　　　イノチ、それは 
 舌たらずなその。さらに 
 　　　陽炎。何の？ 
 　　　　　　飛ぶよ 
 　　　　　　　　　なにも見ないから 
 　　　　　　　　　　　　あなたたちの 
 ユエンの謂はく、 
 その盲目の天才少女は、——雪、と。ユエンはそうわたしの爲にそう呼んだが、「ベトナム語で、ね？雪って、ね？ゆう意味だよ」 
 「名前？」 
 　　　見た。だから 
 　　　　　　しんしんと 
 「月の、雪」 
 　　　月の兎は 
 　　　　　　さんさんと 
 「月に降る雪？」なら、月雪とでも？假りに 
 　　　月の姫のなきがらにも降る 
 　　　　　　らんらんと 
 月の沙漠に、砂の海に、降る雪が猶も（——平地を海と名づけるなら関東平野もすでに海なのだ） 
 　　　その雪の色 
 　　　　　　でぃんでぃんと 
 雪が地上と同じく 
 　　　その色を 
 　　　　　　きんきんと 
 白くあるべきなら、月の白ら雪と？ 
 　　　極彩色のあざやかな兎は 
 　　　　　　るぃんるぃんと 
 だから 
 　　　燃えながら降る 
 　　　　　　ばぐぅんばぐぅんと 
 幼い≪月の白ら雪≫その名の少女は、いま油絵を書いている。何故？知らない。何を？何？何の絵——知らない。何故？書きたいから？何？何が切っ掛けで？…知らない。ある日、突然絵筆をとって少女は（——幼女？まだ）絵を書き出したというのだった。その（永久歯も生えそろわない、だから）父は、かならずしも（むしろ）裕福ではなく、かつ（笑えば拔けた歯の黑い影ばかり。むごたらしい）富裕層一家の次男で、實家に（だから欠損の）妻と、兄夫婦たちと（むごたらしい）暮らしていた。父は（欠乏の）絵描きだった。有名ではないが、だれでも知っている絵を描く。ダ・ナン市のとなり、クアン・ナム省そのホイ・アンという町で、そこを訪れた觀光客なら誰れでも知ってる絵を。何故なら、彼はその絵をそこで売っているから。 
 ホイ・アン、そこは五百年前の貿易港の街並みを今に殘す觀光地で、当時のままの家屋は今、現地の人々によって各種のショップが営まれている。例えばむかしの同潤会の青山アパートのように？倉敷美觀地区のように？そこに何故かいくつもある画廊に絵を御ろしているから。だから、彼の絵には…すくなくとも一連のホイ・アン旧市街地シリーズには、觀光客用の、觀光客好みの古い街並み、その影、その川、その橋、そしてアオ・ヤイを着た女たち（…顏の書きこまれない、だから顏の無い女たち）無数の…そんな絵を（顏のない）描く。ところで（顏のないわたしは）實際、ホイ・アンの（顏のない）町並みには画廊が（顏のないわたしを）目立つ。何故なのだろう？わたしは知らない。ユエンに聞いても「好きだから、だよ」答えられなかった。「みんな、」だから、最初はその 
 「綺麗な、絵。好き」 
 父のアトリエで絵筆を取ったのが始まりのようだ。父の使うのはいつも１３０号程度の比較的大ぶりなものだから、だから娘のそれもすべて、大ぶりだった。 
 ただし、これにはさまざま異説がある。ユエンが帰った後、ひとりになった時に——沙羅さえ。あの沙羅、いつのまにか沙羅の褐色の影さえ出て行ったあと——そのスマートホンに、メッセージが入ったのだった。不感症の淫売。沙羅。だから、或は 
 　　　あなたに 
 　　　　　　海も 
 咥えた？淫売。…わたしは——褐色の事實、ひとりで…売春のインターネットに沙羅。検索した。 
 　　　降る。その 
 　　　　　　海、いま 
 いろいろなキーワードに（どんな？）検索したその（どんな組み合わせ）日本語の（どんな？）ウェブサイトに 
 　　　あなたの爲にだけ降ったその雪は 
 　　　　　　海さえも 
 謂はく、 
 　　　雪は 
 　　　　　　空さえも 
 そのアトリエは、森林地帯にある家屋の 
 　　　燃えた。ほら 
 　　　　　　眞っ黑い。見て 
 廣い敷地の外れにある。その日、盲目の 
 　　　ふれたから 
 　　　　　　雪さえも 
 少女の姿が 
 　　　あなたに雪は 
 　　　　　　黑い 
 家の中に見あたらなかった。その 
 　　　雪は 
 　　　　　　君さえも、だから 
 両親は周囲をさがす。どこを？敷地の中。樹木の翳り。草の翳りまで？近所。その家屋。他人ら。その敷地の中。樹木の翳り。草の翳りまで？いないんだよ。 
 　　　喰われた？ 
 　　　　　　アートマンと 
 だれが？ 
 　　　喰った？ 
 　　　　　　そう呼ばれるものの眷属は 
 むすめが？ 
 　　　喰われた？ 
 　　　　　　すべての心に 
 どの？ 
 　　　誰れに？ 
 　　　　　　いつも、謂わば 
 むすめだよ。 
 　　　俺に？ 
 　　　　　　その事象の地平を開孔しつづけて 
 どの？ 
 　　　やめて 
 　　　　　　それは自傷？ 
 わたしの、むすめ。わたしの生まなかった、だからわたしのむすめだよ。敷地の中。彼の。だからその樹木の翳り。彼らの。だからその草の翳りまで？誰れの？ 
 　　　落ちないで 
 　　　　　　ゆれた？ 
 　　　雫 
 　　　　　　何が？ 
 　　　落ちないで、その 
 　　　　　　心が…誰れの？ 
 　　　つぼみ開くまで 
 　　　　　　とっくに消えた 
 　　　そのままで 
 　　　　　　白い目の 
 軈て、諦めかけ、しかも諦めきれない不可解なその心と、額をながれる汗と、いらだつ喰いしばられたままの歯のそれら散乱する時間のどこかに、ちいさなアトリエのドアは開かれた。画家が、或はもしやと。有るのは絵。最初に見えたのは、だから最初にそこにあったのは大ぶりなサイズの絵。そして絵の具に塗れた少女がいた。その絵の前に。寝卷きのまま、背をむけて立って。見えないはずの目で彼女はカンバスの方を向いているのだった。 
 　　　見つけた 
 画家は唐突な発見に 
 　　　何を？ 
 歡喜し、少女の 
 　　　何？ぬけがら 
 名を呼びながら駆け寄ると 
 　　　あなたの捨てたその拔け殻 
 少女はふりかえる。何故？聲の方を、…耳は聞こえるのだ。何故？あるいは、何故？ひとよりも鋭敏かもしれない耳は何故？ 
 　　　なのに淚は 
 　　　　　　雪。それら 
 　　　　　　　　　白く 
 　　　　　　　　　　　　涎れ埀らした 
 　　　何故？ 
 　　　　　　雪。舞い、その 
 　　　　　　　　　白く 
 　　　　　　　　　　　　ホモ・サピエンス 
 　　　こんなにも 
 　　　　　　雪。それら 
 　　　　　　　　　白く、ただ 
 　　　　　　　　　　　　鼻水埀らした 
 　　　何故？ 
 　　　　　　猶も舞い、もはや 
 　　　　　　　　　白く 
 　　　　　　　　　　　　ホモ・ピテカントロプス 
 少女に（幼女に？）矢継ぎ早に問う、…誰れ？何処にいたのか（——だから、そこに居たのだ）どうやって…誰れ？ここに來たのか（——飛行機で、とでも？）いつから此処に…誰れ？いたのか（——すくなくとも、誰れもが眠っていた間に？）ここで…誰れ？何をしてるのか（——今はただ、いまは唯、いま、立っているだけ。いまは）それら質問を…誰れ？（昨日は龍だった。だから）かさね（アラスカは揺れた）回答をつぶやく隙をあたえるでもなく、「お前は、わたしの」だから自然「娘。わたしの」無言でいるしかない少女の向こうに置かれたカンバスを——いま。 
 ほら燃え上がる 
 　　　散る、その 
 　　　　　　もう君は 
 　　　　　　　　　見て！ 
 燃え上がる世界 
 　　　飛び散る、その 
 　　　　　　泣かなくていい。心など 
 　　　　　　　　　その色。…焰の 
 その果ての先まで 
 　　　散る、その 
 　　　　　　捨てちゃったから 
 　　　　　　　　　色を 
 画家は見ていた。イーゼルの上の、いつものように大ぶりなそれは、画家が昨日途中まで書いたカンバスである筈だった。それを塗りつぶし、そこに新しい絵が描いてあった。それはただ眞っ白い絵。ただただ白一色に塗りたくっているだけ。ただただただ白一色？と、その言葉への違和感。むらのある、濃淡にさまざまなゆらぎを見る。そんな白。なにもなく、そのくせ何か、あざやかに画面に固有の風景を透かし見せる。だからそんな絵。画家は絵に≪何か≫を感じ何を？それをインターネット上に何を？公表した。いつ？ＳＮＳに。その…誰れ？結果、幸いにして——なにが？ 
 なにが幸せ。いまやそれなりの金額で取引されることになった、と。 
 この説にはあやしい部分が、しかも相当にある。だいいち少女の描く絵は、その絵はだから、例えば重ね塗りフェチのレオナルドの左手を以て描かれた不幸にして白一色しか知らないマーク・ロスコの絵を想えばいい。——後にわたしもこの目で見たが、何十層にも渡ってかさねられたらしいすこしずつ濃度とニュアンスの違う白の散乱ないし集積がないし凝縮が、一度見ただけでは気づかない程度のうすい微妙なグラデーションを形成する（かに、見える、要するに）白。繰り返すが、ただ白なす一つの色彩に、光の反射等外的のものをも含めたさまざまな要素によって何か風景らしきものが見えてくる（ような、気がする）、そんなしろ物であって、どうやってもデジタル画像で——だから何？ 
 誰れ？ 
 見ておもしろいものではない。物理的に再現不能なのである。単純に、光り浴びるものと、光り放つものの差異自体が、そもそも埋めがたい。だから、インターネットで拡散し得る可能性があるとは想えない。 
 又、ほかの異説に謂はく、早熟な天才肌の少女だった。だから失明以前から天才少女は絵を書いていたと。生れたときから身の回りに散在した「…こら、駄目」カンバスとイーゼル、そして「…食べちゃ駄目でちょ」絵具と溶きオイルの「…ホルバイン食べちゃダメでしゅ」匂い。あの、サラダごと腐ったサラダ油にような「…それ、ナイフ」惡臭。画材の中で画材と戯れ「鼻に入れちゃ駄目でちゅ」少女はもの心つき、いまでもその絵は殘っている。それら彼女が覺醒する前のあどけない絵は、画用紙、カンバス、アクリル用のパネルに。ほかに、処分しようもない無数の絵も。つまり家屋の壁である。いたるところに、無邪気な彼女は木炭で勝手に落書きしたのだ。だから、純白の絵画を気に入ったあなたは神に選ばれた少女とその凡庸な父の家を一度訪ねてみることをお勧めする。いつでもその壁におさない天才の走り書きがお出迎えしてくれるから。 
 そんな日常の流れの中で、あの（どの？）不幸な（どんな？）事故の後、自然に父はふたたび絵筆を与えた。そろそろ落ち着きを取り乱したかに見える娘に、——かつて毎日それで遊んでいたそれら絵筆。もう開かないまぶた。指先にまさぐり、（或は、娘は、かつての幸福な…幸福？かならずしも幸福という自覺はなくて、でも失ったいまはっきりとそうと知ったやさしいかがやきをかがやき！ 
 かがやき！ 
 あのかがやき！ 
 取りもどそうとするかのように？自分で、与えられたわけではなくて自分自身で少女は、）その絵を（…覺醒した絵。白い、）描くようになった（涅槃の？…だから例えばエベレストに奇蹟的に生息したアルビノのウスバカゲロウに夢見られた極樂淨土の？…と、あげる 
 ほら 
 　しあわせ 
 　あなたに 
 　　これが 
 　　　みんな 
 　パパに 
 　　これが 
 　　　みんな 
 　みんなに 
 　　それ 
 　　　しあわせ 
 　わたしのしあわせ。それら 
 　　ほら 
 　　　みんな 
 　輝いた記憶。）というのが、奇蹟の画家の奇蹟、そのすべての始まりだという。ひたすら白い、或る意味で個性的な（——或る意味で個性も糞もない）絵に価値を見止めたのは父と取引きのある画廊の経営者だった。そして彼が、自分のホイ・アン旧市街地の画廊で売り始めたのが、少女の奇蹟が世に知られるそもそもの始まりだ、と。 
 いずれにせよ、ここで画廊店主は売りまくったのである。常識を超えた悲劇の天才の、悲劇をさえ通り拔けた先に辿り着いた純白の境地という、恥ずかしいほどにナイーブな物語を添えて、白いだけの絵を。 
 これはユエンも又、ホイ・アンで直接聞いたことのある話だと（但し、自分で絵筆を取ったというバーションのほう）認めた。後にふと問いただした時に。少女の絵と父の絵をならべて陳列している画廊——いまや、一部でマニアの聖地、と。…の、隣の隣のカフェの、店主らしき四十代の男が語ったのを聞いた、そのとおりだと。なら、その男の唇と舌とが此の説のそもそもの出所ということなのだろうか？ 
 もっとも、ユエンが、どこまで正確にわたしの日本語を聴き取り理解していたのか、わたしに知るべくもない。時に聲が飛びもした電波不良の日のLine音聲通話で。 
 とまれ、その悲劇の天才の絵を見に行かないかとユエンはささやき、——いいよ。 
 「いい？」 
 行こうよ。 
 「じゃ」と、何故？そんな「約束、ね？」僥倖がふいに空から降って落ちた、無防備にしあわせなほほ笑みは死者ら語らく、 
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 いずれにせよ、その悲劇の天才少女の絵を見に行かないかとユエンは云ったのだった。「…いいよ」と、だからその——行って、みたら、ね？そうしたら、ね？たぶん、ね？感動、する、ね？みんなと、ね？同じように、ね？一緒に、そうだよ？…と、ユエン、いつでも甘い、耳にもたれそうな聲にささやく清楚なユエン。淫靡なユエン。淫蕩な、男たちの発情の匂いのユエン。その肉体。色づく白い肌。胸元に時に昂揚の赤斑。けばけばしいほど煽情的な体臭を、ふとゆらす身じろぎにさえ目一杯こぼれさせながら完璧で模造品じみたユエンは、「うれしい、ね？」何故？ 
 ささやく。 
 暇をもて余しているわたしは、断る理由などなにもなく何故？ 
 ユエンが盲目の 
 　　　瞼。完璧な 
 　　　　　　駄目。もう、俺 
 天才の話をし始めた、その 
 　　　唇。完璧な 
 　　　　　　俺、我慢できねぇじゃん。だって 
 契機は≪流沙≫。その 
 　　　顎。完璧な 
 　　　　　　だってまじくそ 
 男。夢のようにうつくしかった≪流沙≫、魔物のようにひたすら、唯、うつくしかった彼、≪流沙≫、狂暴な唇、狂暴な虹彩、狂暴な≪流沙≫。わたしの≪流沙≫。わたしと九鬼の、燃える人。燃えながら走る人。燃え盡きて猶も死にきれない人。一本足の≪流沙≫。皮膚の九割を燒き黑ずみながら、「おれおみろ」あなたを？ 
 見ろよ。 
 あなたを？——違うよ。豚。 
 家畜… 
 「虹彩を。お前を見つめる虹彩を」ユエンが、そのスマート・ホンから——ストリーミング。≪流沙≫の、あの「見てる？お前がいま見つめてる、その 
 　　　なにも。もう 
 　　　　　　壞して 
 わかる？ 
 　　　なにも。たぶん 
 　　　　　　お願い。すぐに 
 虹彩はほんとに、 
 　　　最初から 
 　　　　　　空も、そして 
 聞こえる？ 
 　　　なにも。もう 
 　　　　　　海も、わたしも 
 見てるの？ 
 　　　あなた以外に 
 　　　　　　不感症の沙羅 
 家畜 
 　　　腕に、此の 
 　　　　　　いったふりをする 
 ほんと？ 
 　　　腕に咬みつき 
 　　　　　　擬態の沙羅 
 聞こえてる？ 
 　　　噛み千切るその 
 　　　　　　壞して 
 お前を、 
 　　　殘酷なあなた 
 　　　　　　すぐに 
 わかる？ 
 　　　あなた以外に 
 　　　　　　空も、そして 
 見てる？ 
 　　　もう、その爪に 
 　　　　　　海も、わたしも 
 生きてる？ 
 　　　右目を抉るその 
 　　　　　　聲を立て右の 
 虹彩をそれは…」静謐とした響きを流し始めた事を——天才音樂家≪流沙≫。契機とする。所詮は自分では≪流沙≫。金も芸術も名誉もないも、一切のなにものをも≪流沙≫。生みだすことなく消費しつづけ浪費しつづけ濫費しつづけ≪流沙≫。だからただ貪るだけの人≪流沙≫。そのくせ何にも執着をみせなかった空っぽの人≪流沙≫。今やもっとも世界的な有名な日本人のひとりかも知れない。——その 
 　　　いつも 
 　　　　　　でもね 
 　　　　　　　　　差異など 
 どの？ 
 　　　記憶はいつも 
 　　　　　　でもね 
 　　　　　　　　　如何なる差異も 
 無慈悲なまでにうつくしかった≪流沙≫。だから彼れの野蠻なほほ笑み。 
 　　　映像を伴わない 
 　　　　　　はじける 
 　　　　　　　　　差異など 
 いつも——家畜。軽蔑を 
 　　　いつも 
 　　　　　　その露 
 　　　　　　　　　記憶と忘却に 
 かくさない、——笑ってみな。家畜なら、 
 　　　記憶は 
 　　　　　　朝の草の葉 
 　　　　　　　　　差異など 
 ほほ笑み——家畜らしく、 
 　　　だから結局 
 　　　　　　だから 
 　　　　　　　　　如何なる差異も 
 鼻から糞でも埀れながら、 
 　　　わたしになにも明かさないのだった 
 　　　　　　だからね 
 　　　　　　　　　差異に角など 
 …さ？もっとも、此の世界の中で、彼が日本人であるということを日本人以外のどれだけの人が 
 　　　むしろ犀のように 
 認知しているか知れたものではなく、ましてその 
 　　　犀の角のように 
 出自こそが本質であるかにも重要視し、そして 
 　　　角ある犀の 
 その上でこそ彼の音樂を聞いているというのが、日本人以外に 
 　　　角のように、あなたは 
 ひとりでもいるかどうか、わたしには 
 　　　孤独に 
 分からない。≪流沙≫の音樂、その響きに國籍は重要ではない。モートン・フェルドマンの音樂が、又はヤニス・クセナキスの音樂が彼等のひびきから國籍を剝ぎ取るように。だから無國籍的というよりも非國籍的な？反國籍的な？ただ、どこにも属しようのないことを以てその属性とした、それら固有の響きの（——ノマドでさえ）抽象性にこそ、想えば（ノマドでさえも）彼の音樂は 
 　　　燃えたよ、ノマドら 
 　　　　　　彼らでさえも 
 愛されているのだから。 
 　　　その蹄 
 　　　　　　棲み処をなし 
 その日、ホテルの 
 　　　その息吹き 
 　　　　　　ノマドでもさえも 
 部屋の中で、——それ、… 
 　　　もう 
 　　　　　　…って、なに？ 
 「なに？」 
 　　　幸せ、だよ 
 　　　　　　心配ない、よ 
 スマートホンから≪流沙≫の、最弱音の——それって、…さ、 
 「なに？」 
 　　　わたしはいま、ね 
 　　　　　　幸せ、だよ 
 響きが聞こえ始めた時に、不意に——それ、… 
 「これ？」 
 　　　幸せ、だよ 
 　　　　　　不安なんか 
 ベッドに寝轉がっていた沙羅は、だから不遜な沙羅はただ、不遜な 
 　　　なにものよ 
 聲を立てて 
 　　　なにものよりも美しいものは、ただな 
 笑った。ユエンのすることは何でも、それら悉くの 
 　　　ただなにものよりも 
 すべては悉く、留保なく、沙羅の 
 　　　狂暴でなければ 
 赤裸々な軽蔑の的でしかなかったから。 
 誰れにも不遜な、不埒な沙羅。十六歳の売春者。そのあざやかに色づく褐色の肌を、そして沙羅はシーツの上にくねらせ——延びを？ 
 　　　沙羅と。…沙羅 
 　　　　　　褐色の 
 沙羅はひとりで、——伸びを？誰れに対しても 
 　　　何故？ 
 　　　　　　あざやかに色づく 
 不遜で、侮辱的で、何故？沙羅は 
 　　　その花は白。白く 
 　　　　　　それは沙羅 
 自分が勝利者であることを 
 　　　ただ、白く散るから 
 　　　　　　沙羅。その色彩は 
 知っていたから。すでに。ほほ笑んでいてさえ昏い、ひたすらに昏い、するどいだけの沙羅のまなざし。夢の中にしか存在を許すべきではない鼻筋。そしてうすい、うすいながらに表情ゆたかな、肉感的なまでに複雑な気配の、ただ見蕩れるしかない、そっけなくうすい唇。沙羅は慥かにうつくしい。日に燒けない白い肌を貴ぶこの國で、そんな価値觀などまるごとせせら笑う褐色をその匂う肌に沙羅はひとり、誇った。匂い。沙羅の肌の、その臭気。体臭。屈辱でしかない。それはもはや。——誰れの？わたしたち、沙羅を見つめるものたちすべての（焦がれるにせよ、羨望するにせよ、発情するにせよ、なじるにせよ、咎めるにせよ、嫉妬するにせよ、見下すにせよ、讚えるにせよ、その死を願うにせよ、貶めるにせよ、）…何故？沙羅の肌。その稀に見る惡臭は、おそらくはわたしたち見蕩れるまなざしへの侮辱に他ならなかったから。だから臭気。悲慘な匂い。例えば使い古され、放置されて黴なした饐えた黑いオリーブ・オイルをふたたび加熱し、しかも盛んに匂うパルメザンチーズを大量にとろけさせた、そんな。いちど嗅いだら、或は、少女たちも少年たちも、その自慰のうちにも許し難く思い出すに違いない、どうしようもなくむごたらしい、だから？掻き立てた。沙羅は、陰湿な感情を——何？それを何と？ 
 何？ 
 何と名づけるべき？それら、だからただ、臭気。鼻に留まらず、目にさえも及ぶ苛酷。だから屈辱。 
 いずれにせよ、いつでも沙羅は知っている。自分の、ユエンに対する圧倒的な優位。壞れやすいおもちゃのようなものが、いま、手のひらの上に存在していた不意の事實。いつもわたしの側にいる沙羅。その自分の優位の赤裸々。自ら望んでここに來なければ遇えないユエン。その事實の無様の赤裸々。何度もLineで連絡をかわし、それで週に一度、時には二週に一度、ようやく抱かれるのが関の山のユエンにとって（肛門を？だから）もはやユエンにとって（肛門を？だから）自分がもはや嫉妬又は羨望の対象でさえないという事實。沙羅。なぜなら嫉妬も羨望も、大して變わり映えのしないものたちの集合の中での出來事だから。 
 あきらかに沙羅は、ひとり、何をするともなく勝利者の位置をもて遊んでいた。沙羅自身がわたしに惚れているかどうかはともかくとして。もはや、むごたらしいほどに。猫？ 
 咥えた捕獲の鼠を何度もやさしく咬んで、故意に傷める、殘酷な猫のように？ 
 　　　喰う？お前 
 　　　　　　やらねえよ 
 その、恍惚を知る、細められた 
 　　　喰う？ 
 　　　　　　カス。だから消え 
 目。だから野蠻なだけの笑い聲をユエンは無視し死者ら語らく、 
 　　　そのほほ笑みに 
 　　　沙羅。もてあそぶ 
 　　　白濁を。ひとり 
 　　　匂いの停滞 
 
 　　　のけぞらし 
 　　　腕。その須臾に 
 　　　匂う？褐色の 
 　　　ゆびさき。すくい 
 
 　　　流れた。背中 
 　　　うつぶせの沙羅 
 　　　埀れた。背筋 
 　　　震え、落ち、沙羅 
 
 　　　融ける白濁、いま 
 　　　やさしい日差し 
 　　　褐色の沙羅 
 　　　窓越しに光り 
 
 　　　にじむ白濁 
 　　　その肌にさえ 
 　　　映え、沙羅 
 　　　綺羅。いま 
 
 　　　狂暴な 
 　　　沙羅、やさしい息 
 　　　沙羅、匂う？ 
 　　　白濁、沙羅、綺羅 
 
 　　　のけぞる沙羅に 
 　　　沙羅の顎 
 　　　匂う？沙羅 
 　　　その引き攣りの須臾に 
 
 　　　笑む 
 　　　沙羅、まばたき 
 　　　昏い目に散る 
 　　　虹彩、白濁 
 
 　　　陽炎は頭上に 
 　　　見ないで、沙羅 
 　　　陽炎の色は？ 
 　　　かたちは？ほら 
 
 　　　にじむ陽炎は 
 　　　沙羅。見ないで 
 　　　頭上。見ないで 
 　　　にじむ陽炎は 
 
 　　　かたちは？沙羅 
 　　　陽炎の色は？ 
 　　　見ないで、ほら 
 　　　陽炎は頭上に 
 
 　　　虹彩、白濁 
 　　　昏い目に散る 
 　　　沙羅、まばたき 
 　　　笑む 
 
 　　　その引き攣りの須臾に 
 　　　匂う？沙羅 
 　　　沙羅の顎 
 　　　のけぞる沙羅に 
 
 　　　白濁、沙羅、綺羅 
 　　　沙羅、匂う？ 
 　　　沙羅、やさしい息 
 　　　狂暴な 
 
 　　　綺羅。いま 
 　　　映え、沙羅 
 　　　その肌にさえ 
 　　　にじむ白濁 
 
 　　　窓越しに光り 
 　　　褐色の沙羅 
 　　　やさしい日差し 
 　　　融ける白濁、いま 
 
 　　　震え、落ち、沙羅 
 　　　埀れた。背筋 
 　　　うつぶせの沙羅 
 　　　流れた。背中 
 
 　　　ゆびさき。すくい 
 　　　匂う？褐色の 
 　　　腕。その須臾に 
 　　　のけぞらし 
 
 　　　匂いの停滞 
 　　　白濁を。ひとり 
 　　　沙羅。もてあそぶ 
 　　　そのほほ笑みに 
 
 かさねて謂はく、 
 　　　そのほほ笑みに 
 　　　　　　目は？ 
 　　　　まばたいた 
 　　　　　どこ？ 
 　　　沙羅。もてあそぶ 
 　　　　　　虹彩 
 　　　　始めて知ったように 
 　　　　　虹彩 
 　　　白濁を。ひとり 
 　　　　　　どこ？ 
 　　　　まるではじめて 
 　　　　　目は？ 
 　　　匂いの停滞 
 
 　　　のけぞらし 
 　　　　　　口は？ 
 　　　　唇にふるえ 
 　　　　　どこ？ 
 　　　腕。その須臾に 
 　　　　　　昏い孔 
 　　　　始めて感じたように 
 　　　　　昏い孔 
 　　　匂う？褐色の 
 　　　　　　どこ？ 
 　　　　まるで、はじめて 
 　　　　　口は？ 
 　　　ゆびさき。すくい 
 
 　　　流れた。背中 
 　　　　　　顏は？ 
 　　　　鼻孔のおびえ 
 　　　　　どこ？ 
 　　　うつぶせの沙羅 
 　　　　　　発狂した卵 
 　　　　始めて嗅いだように 
 　　　　　発狂した卵 
 　　　埀れた。背筋 
 　　　　　　どこ？ 
 　　　　まるで、はじめて 
 　　　　　顏は？ 
 　　　震え、落ち、沙羅 
 
 　　　融ける白濁、いま 
 　　　　　　畸形？ 
 　　　　なんどもふれた 
 　　　　　變異種？ 
 　　　やさしい日差し 
 　　　　　　だれ？ 
 　　　　肌は 
 　　　　　だれ？ 
 　　　褐色の沙羅 
 　　　　　　變異種？ 
 　　　　その白濁 
 　　　　　畸形？ 
 　　　窓越しに光り 
 
 　　　にじむ白濁 
 　　　　　　生きてる？ 
 　　　　なんどもふれた 
 　　　　　猶も 
 　　　その肌にさえ 
 　　　　　　それでも？ 
 　　　　うぶ毛にも 
 　　　　　それでも？ 
 　　　映え、沙羅 
 　　　　　　猶も？ 
 　　　　白濁 
 　　　　　生きてる？ 
 　　　綺羅。いま 
 
 　　　狂暴な 
 　　　　　　間違い？ 
 　　　　のけぞって 
 　　　　　あやまち？ 
 　　　沙羅、やさしい息 
 　　　　　　無慚な 
 　　　　舐めてもいいよ 
 　　　　　無慚な 
 　　　沙羅、匂う？ 
 　　　　　　あやまち？ 
 　　　　その舌に 
 　　　　　間違い？ 
 　　　白濁、沙羅、綺羅 
 
 　　　のけぞる沙羅に 
 　　　　　　前例などない 
 　　　　引き攣りながら 
 　　　　　例外 
 　　　沙羅の顎 
 　　　　　　あなたは 
 　　　　舌を出し 
 　　　　　あなたは 
 　　　匂う？沙羅 
 　　　　　　例外 
 　　　　舐めてもいいよ 
 　　　　　前例などない 
 　　　その引き攣りの須臾に 
 
 　　　笑む 
 　　　　　　万象そのもの 
 　　　　あなたのもの 
 　　　　　無邊なる轉生 
 　　　沙羅、まばたき 
 　　　　　　永遠そのもの 
 　　　　沙羅 
 　　　　　無盡の轉生 
 　　　昏い目に散る 
 　　　　　　あなたはすべて 
 　　　　あなたは 
 　　　　　轉生 
 　　　虹彩、白濁 
 
 　　　陽炎は頭上に 
 　　　　　　すべてはすでに生きられた 
 　　　　あざ笑う 
 　　　　　未生のものさえ 
 　　　見ないで、沙羅 
 　　　　　　すべて見られた 
 　　　　癡呆の沙羅 
 　　　　　すべて見られた 
 　　　陽炎の色は？ 
 　　　　　　未生のものさえ 
 　　　　あざ笑う 
 　　　　　すべてはすでに生きられた 
 　　　かたちは？ほら 
 
 　　　にじむ陽炎は 
 　　　　　　散沙羅。孤独 
 　　　　軽蔑以外になにもしらない 
 　　　　　あふれたよ 
 　　　沙羅。見ないで 
 　　　　　　燦沙羅。孤立 
 　　　　化ものだから 
 　　　　　とび散った 
 　　　頭上。見ないで 
 　　　　　　讚沙羅。孤絶 
 　　　　屈辱以外になにもしらない 
 　　　　　こぼれたよ 
 　　　にじむ陽炎は 
 
 　　　かたちは？沙羅 
 　　　　　　未生のものさえ 
 　　　　あざ笑う 
 　　　　　すべてはすでに生きられた 
 　　　陽炎の色は？ 
 　　　　　　すべて見られた 
 　　　　癡呆の沙羅は 
 　　　　　すべて見られた 
 　　　見ないで、ほら 
 　　　　　　すべてはすでに生きられた 
 　　　　あざ笑う 
 　　　　　未生のものさえ 
 　　　陽炎は頭上に 
 
 　　　虹彩、白濁 
 　　　　　　あなたはすべて 
 　　　　あなたは 
 　　　　　轉生 
 　　　昏い目に散る 
 　　　　　　永遠そのもの 
 　　　　沙羅 
 　　　　　無盡の轉生 
 　　　沙羅、まばたき 
 　　　　　　万象そのもの 
 　　　　いま 
 　　　　　無邊なる轉生 
 　　　笑む 
 
 　　　その引き攣りの須臾に 
 　　　　　　例外 
 　　　　舐めてもいいよ 
 　　　　　前例のない 
 　　　匂う？沙羅 
 　　　　　　あなたは 
 　　　　舌を出し 
 　　　　　あなたは 
 　　　沙羅の顎 
 　　　　　　前例のない 
 　　　　引き攣りながら 
 　　　　　例外 
 　　　のけぞる沙羅に 
 
 　　　白濁、沙羅、綺羅 
 　　　　　　あやまち？ 
 　　　　その舌に 
 　　　　　間違い？ 
 　　　沙羅、匂う？ 
 　　　　　　無慚な 
 　　　　舐めてもいいよ 
 　　　　　無慚な 
 　　　沙羅、やさしい息 
 　　　　　　間違い？ 
 　　　　のけぞって 
 　　　　　あやまち？ 
 　　　狂暴な 
 
 　　　綺羅。いま 
 　　　　　　猶も？ 
 　　　　白濁 
 　　　　　生きてる？ 
 　　　映え、沙羅 
 　　　　　　それでも 
 　　　　うぶ毛にも 
 　　　　　それでも 
 　　　その肌にさえ 
 　　　　　　生きてる？ 
 　　　　なんどもゆらした 
 　　　　　猶も？ 
 　　　にじむ白濁 
 
 　　　窓越しに光り 
 　　　　　　變異種？ 
 　　　　その白濁 
 　　　　　畸形？ 
 　　　褐色の沙羅 
 　　　　　　だれ？ 
 　　　　肌は 
 　　　　　だれ？ 
 　　　やさしい日差し 
 　　　　　　畸形？ 
 　　　　なんどもふれた 
 　　　　　變異種？ 
 　　　融ける白濁、いま 
 
 　　　震え、落ち、沙羅 
 　　　　　　どこ？ 
 　　　　まるで、はじめて 
 　　　　　顏は？ 
 　　　埀れた。背筋 
 　　　　　　発狂した卵 
 　　　　始めて嗅いだように 
 　　　　　発狂した卵 
 　　　うつぶせの沙羅 
 　　　　　　顏は？ 
 　　　　鼻孔のおびえ 
 　　　　　どこ？ 
 　　　流れた。背中 
 
 　　　ゆびさき。すくい 
 　　　　　　どこ？ 
 　　　　まるで、はじめて 
 　　　　　口は？ 
 　　　匂う？褐色の 
 　　　　　　昏い孔 
 　　　　始めて感じたように 
 　　　　　昏い孔 
 　　　腕。その須臾に 
 　　　　　　口は？ 
 　　　　唇にふるえ 
 　　　　　どこ？ 
 　　　のけぞらし 
 
 　　　匂いの停滞 
 　　　　　　どこ？ 
 　　　　まるで、はじめて 
 　　　　　目は？ 
 　　　白濁を。ひとり 
 　　　　　　虹彩 
 　　　　始めて知ったように 
 　　　　　虹彩 
 　　　沙羅。もてあそぶ 
 　　　　　　目は？ 
 　　　　まばたいた 
 　　　　　どこ？ 
 　　　そのほほ笑みに 
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 不意に腰の下に立った笑い聲を、ユエンはだから無視した。 
 改めてそのベッドのふちに腰かけ（ふみつぶように？）、わたしは（聲を）壁際の（だからその聲をふみつぶすように？）ソファセットの端に座っていた。その 
 　　　ひびくのだった 
 　　　　　　見える？ 
 日の訪問の名目、ユエンの 
 　　　だからひびき 
 　　　　　　息吹のない 
 学生の知り合いの留学文書の 
 　　　ひびくのだった 
 　　　　　　虹彩 
 手直しの依頼。それを、確認修正する爲に。 
 「好きなの？」 
 返り見ざまの、その時、いきなりの質問にユエンは一瞬、何も言えなかった。 
 「何？」 
 　　　おどろかないで 
 　　　　　　腕さえもう 
 「それ、≪流沙≫でしょ」 
 　　　なにも 
 　　　　　　指さえもう 
 「ルーシャ？」と。 
 　　　なにもしなよ 
 　　　　　　なにも 
 ユエンはその響きに聞き覺えがないようだった。 
 「それ、知らない？≪流沙≫…その」 
 　　　おどろかないで 
 　　　　　　目さえもう 
 「ユー・チューブだよ」 
 　　　なにも 
 　　　　　　耳さえもう 
 「音樂」と云った時に、ユエンは 
 　　　なにもしないよ 
 　　　　　　なにも 
 そっと、鼻に笑った息を立てた。——ルーサー、と。 
 ユエンは、だからそうささやく。それが≪流沙≫のここでの呼び方らしかった。後に、ユエンの手ほどきで彼のベトナム語サイトを（公式ではない。そもそも）見つけた時の、その（覆面作曲家の彼に公式というものなの存在しない。）つづけりを引けばＬưu ｓａと、ユエンは（顏のない≪流沙≫）そう云ったのだった。わたしには（性別もない）口眞似ようもなく、片仮名に（うつくしい男）音写しようもない完璧なベトナム語で。ただし極端に中部なまりのユエン。それは、もともと漢字圏内だったここに殘る、越南漢字由來の音で≪流沙≫をそのまま讀んだだけだ。だからそれは音写でさえなく、そのまま≪流沙≫と、ベトナム語で発音したということになる。 
 「知ってるの？…眞砂さんも、」 
 「≪流沙≫？」ルーサー、と、ユエンは云い直した。 
 ただすなおに微笑み、本当に耳障りになりはじめた沙羅の笑い聲のひびきを、もはやふりではなく耳に入れず、「ベトナムで、すごく有名」 
 わたしは尋ねた。 
 「日本で知ったの？」 
 　　　ぃいー…ばっ 
 　　　　　　聞こえる？ 
 「日本でも。有名？…去年から、…二年前から？有名だよ。ベトナムは。ね？こういうの、何て言う？やさしくなる、」 
 　　　るぃいー…うっ 
 　　　　　　聞こえる？ 
 「優美？」 
 　　　ぃいー…ばっ 
 　　　　　　聞こえる？ 
 「違う…なに？日本で聞かなかった、よ、それ」 
 　　　るぃいー…ばっ 
 　　　　　　聞こえる？ 
 「癒し？」 
 　　　ぅいぃー…はっ 
 　　　　　　聞こえる？ 
 「違う。それ知ってる。でも違う…心が、やさしくなる」どこまでユエンが、≪流沙≫の人となりを知ってるかは知らない。或は、今やネット上にさまざまなヴァリエーションを散らすはずの≪流沙≫神話。いずれにせよ、彼女の夢見るまなざしの色に、ユエンが何も知らないことだけは知れて家畜と、そう「家畜。…聞こえる？」彼が呼んだゴーストライターの存在を「家畜たち？…」隱さない≪流沙≫、公式ゴーストライターの（だから公式）九鬼とわたしを（家畜？）酷使した血も淚もない≪流沙≫、——お前ら… 
 「なに？」 
 耳、ないだろ？…詩人＝作曲家の肩書を名乘り、だれにも「ぃいー…ばっ」その素顏をは明かさない≪流沙≫、素性も、年齢も、出身地、國籍、人種も、だから「るぃいー…うっ」謎の人≪流沙≫、——必要ないだろ？ 
 「なに？」 
 お前、顏、必要か？…そしてわたしと九鬼にはさらした。その素顏。その多義的な形容詞をつかうことになんのためらいもいらない程に美しい男、≪流沙≫…お前らでも、わかるの？ 
 　　　とけてゆく 
 　　　　　　散る 
 「美、という事實が、…さ、」…聞こえた？ 
 　　　いま 
 　　　　　　飛び散ったのは 
 ただ、冷酷なだけの聲、——俺の音樂… 
 　　　空に、すべての 
 　　　　　　血、血の 
 「美、という燃え上がる痕跡の殘像が、…さ、」 
 　　　色彩が 
 　　　　　　誰れの？ 
 わかる？…家畜たち。「聞こえた？」…ぃいー…ばっ 
 　　　とけてゆく 
 　　　　　　血 
 「九鬼が作った音樂でしょ。あなたの音樂は、ぜんぶ」 
 　　　鳥ら 
 　　　　　　もうすでに 
 わかる？…俺の 
 　　　失速し 
 　　　　　　死んだ血 
 「俺と九鬼が作った音樂でしょ？」 
 　　　とけていく 
 　　　　　　血 
 美しすぎる音樂、その、美…と、≪流沙≫は 
 　　　いま 
 　　　　　　飛び散ったのは 
 云った。「…いいよ。家畜たち。ひとりで、分かった気になってれば。…勘違いなんだ。お前らの理解は。すべて。わかる？…豚。お前らが耳で聞いた気になってる、その、そして事實、お前が聴き取ってる能なしの家畜音樂の家畜的響きは、…豚。本当はなにも分かってない。何故ならなにも聞いてないから。」と、「…いいよ。家畜たちぃいー…ばっ。聞け。ひとりで、分かった気になってればぁあー…ぃばっ。耳をすまして、…勘違いなんだ。お前らの理解は。すべてぇんいぃー…。わかる？静寂の響き。…豚。お前らがぁいっ。…るぅー…。耳で聞いた気になってる、その、聞こえた？そして事實、お前が聴き取ってる——聞こえた？微弱音。すべてぇんばー…ぃいっ。能なしの家畜音樂のぅんぁあー…。家畜的響きは、…豚。聞こえた？俺の…本当はなにも…ひびき。聞こえた？分かってない。何故ならなにもんもぅー…んばっ。聞いてな」 
 「でも、九鬼は…」 
 「九鬼？なにほどのもの？なにも聞いていもないお前らの耳が、勝手に俺の無垢の音樂の、しかもそれには辿り着けない汚れたヴァリエーションを生産していく…謂ってしまえば凄慘な、主題さえなき、」九鬼はもと≪明日の夢≫という名のボーカル・デュオの、その作曲担当だった。≪あす・ゆめ≫と呼ばれ、売れたのはほんの二年足らずだった。事實上の解散。相棒が入院したから。藥と、そして心の病気で。裏メロをあてるのがすっごくやさ。仕事の、才能豊かで地味なすっごくやさ。九鬼にソロはすっごくやさ。不可能だった。 
 「すっごく、やさしい音樂だよ」 
 ユエンはささやき、わたしの爲にだけ笑み、だからわたしはユエンの爲にただ、——飛び降りてみろ。 
 　　　願わくは 
 　　　　　　泣かないで 
 「ここから？」 
 　　　愛を 
 　　　　　　もう 
 ≪流沙≫の聲に振り返る。≪あす・ゆめ≫の 
 　　　あふれでる愛 
 　　　　　　目なんかないよ 
 最後のヒットはすでに 
 　　　願わくは 
 　　　　　　泣かないで 
 十年近く前の出來事になっていた。「できないの？」 
 　　　愛を 
 　　　　　　もう 
 思わず笑ったわたしに、「本当だよ」と、ユエンは「わからないの？」 
 聲をたてずに、≪流沙≫は笑った。 
 「お前、何人？俺の日本語、わからない？」 
 無理でしょ…そうつぶやく九鬼の聲を聞いた。耳の横で。「こんな奴とのコラボ、無理だから」 
 「選ばれたんだよ」 
 ≪流沙≫の聲。 
 「お前ら、買われたの。俺に。實名だしていいって云ったろ？ゴーストライターとして。金もぜんぶやるって謂ったろ？」 
 そういう問題じゃない…つぶやきかけたわたしに、彼は、「もう遅い」云った。 
 「お前らは俺の家畜。奴隷に選択権あるか？…豚。家畜らしくしてろ」…飛び降りろ。 
 ささやく、≪流沙≫の耳元の聲に、「無理です」 
 「無理」その九鬼に≪流沙≫は「無理なら。飛べ。いま」 
 　　　這う。その 
 　　　　　　そっと 
 「許してください。」 
 　　　蜥蜴は、だから 
 　　　　　　そっと 
 「強化ガラス、手前の頭血まみれにしてぶち割って、で、…」 
 　　　その 
 　　　　　　ほら 
 「お願いします。ぼくら」 
 　　　擬態した白 
 　　　　　　そっと 
 「飛び降りろ、豚」その、東京タワーの展望台。飛び散る光り。清潔な東京の清潔な夜景。出逢った初めの頃。だから≪流沙≫…「すっごく、やさしい音樂だよ」と、ユエンは云った。 
 わたしはユエンの爲にただ、ほほ笑んでいた。 
 「ルーサーはね」ユエンはささやく。「大變なんだよ。耳も、目も、見えない、言葉も話せない」 
 「そうなの？」 
 　　　轟音がひびき 
 　　　　　　夜明けです 
 　　　　　　　　　ないんだ 
 素性をあかさない≪流沙≫が、必然として 
 　　　轟音がなりひびき 
 　　　　　　見て 
 　　　　　　　　　ないんだ 
 他人の口にさまざま 
 　　　ぼくは 
 　　　　　　地球の夜明けです 
 　　　　　　　　　それしかないんだ 
 流説をたれ流していることは知ってる。 
 　　　どこ？どこ？ 
 　　　　　　地球の一部に 
 　　　　　　　　　夜明けしかないんだ 
 「すごくかわいそう。でも 
 　　　燃えたのはどこ？ 
 　　　　　　地球の夜明けです 
 　　　　　　　　　永遠に 
 すごいね。いろんな人の心をやさしくするよ」と、響き合う…何が？ 
 ささやく。 
 ≪流沙≫は、わたしたちを金で買い、そして 
 「かたちのないもの。だからいー、いっ。 
 　　　だから 
 　　　　　　すべては 
 「わかる？…聞け、 
 　　　それでも猶も 
 　　　　　　うつくしかった 
 「いぃーっ、いっ。 
 　　　あなたは 
 　　　　　　もはや 
 「聞こえる？ 
 　　　ね？ 
 　　　　　　もはやすべては 
 「この調べ。 
 　　　ただ 
 　　　　　　留保なく 
 「いぃぃーっ、いっ。 
 　　　しあわせになるため 
 　　　　　　うつくしかった 
 「蜃気楼を考えろ。 
 　　　そのためにだけ 
 　　　　　　無慈悲なまでに 
 「その響きだと。 
 　　　うまれたんだよ 
 　　　　　　うつくしかった 
 「焰を考えろ。 
 　　　だから 
 　　　　　　絶望的なまでに 
 「だから聞け、いー、いっ。 
 　　　ね？ 
 　　　　　　無慚なまでに 
 「わかる？ 
 　　　わらってごらん 
 　　　　　　うつくしかった 
 「いぃーっ、いっ。 
 　　　知って 
 　　　　　　だからすべて 
 「ラルゴ、その３乘 
 　　　あなたは 
 　　　　　　すべては 
 「いぃーっ、 
 　　　うつくしい 
 　　　　　　もはや 
 「聞こえる？ 
 　　　いつでも 
 　　　　　　もはやすべては 
 「この調べ。 
 　　　その 
 　　　　　　うつくしかった 
 「いぃぃーっ、いっ。 
 　　　痛みのさなかに 
 　　　　　　留保なく 
 「それは同じ事だ、いっ、んぃいぃーっ、 
 　　　その時でさえ 
 　　　　　　うつくしかった 
 「同じなんだよ、 
 　　　あなたは 
 　　　　　　無慈悲なまでに 
 「いっ、んぃいぃーっ、」 
 　　　もはや留保さえなく 
 　　　　　　うつく 
 そして、九鬼が構築した、最弱音の音樂。そしてその時、開き切っていた（憧れ…）瞳孔が急に（憧れの…）しぼみ、不意に（やさしいあなた）思い出したように（愛しの）ユエンは云った、「知ってる？…もうひとり、いるよ。≪流沙≫みたいなひと、もうひとり」と。 
 　　　もし神ないし眞我にいたるまでの所詮そのヴァリエーション悉くを 
 だからユエンははその悲劇の画家の話をしはじめ、わたしはユエンの話を聞いた。 
 　　　捨てさえすすれは倫理は必ず純粋に他利としてその意味を確定させ 
 謂はく、 
 　　　るもはや独善としての神の倫理及び眞の倫理は存在しないからであ 
 盲目の月の白ら雪は知能障害があった。故にアトリエに長い間放置されていた。ユエンの 
 　　　る幸福とは他者の充足としてのみ意味を確定し故に倫理は他者幸福 
 言い方では、≪ひとりで、家族と一緒にくらいしていて、何不自由なかったけど、かわ 
 　　　の維持ないし實現である神乃至眞我こそが倫理を理解不能な魔物に 
 いそうだった≫と。私たちの世界に悲しみも恐れも不安さえもあってはならない。いつ 
 　　　し我々をただ混乱のうちに落とし込むので在って本來倫理について 
 か自分で自分のしずかな世界を油絵に書くようになり、その絵はベトナム中のみならず世界中の人々を今、感動させている。その絵を見た人は心がやさしくなり、善意に気付き、そして綺麗な世界にあこがれるようになる。≪月の白ら雪≫は、障碍者だが、——何？ 
 「日本語？」 
 　　　なに？ 
 　　　　　　それなに？ 
 「目が見えません。耳が聞こえません。そう云う人、何？」 
 　　　なに？なに？ 
 　　　　　　それは 
 「障碍者？」世界中の人々を 
 　　　花。花 
 　　　　　　汚物まみれの 
 元気にしている、と、故に、わたしはユエンの所謂世界の語の意味の中には含まれていないことになる。何故なら、はじめてその名を知ったから。 
 　　　おはよう 
 ユエンは 
 　　　世界よ 
 云った。 
 「遇いに行けるよ」 
 「≪月の白ら雪≫？」 
 「行きたい？」 
 沙羅。 
 ただひたすら不遜に、かならずしもわたしに愛されている事實もないままにユエンを、自分ひとりだけ愛されているものとして見下す獸じみた少女は、——売春者。だからその 
 　　　でもね？ 
 　　　　　　ちぎった？ 
 素肌をさらした腕を 
 　　　でもね？ 
 　　　　　　もいだ？ 
 からめて、——十六歳？…の 
 　　　こころは綺麗なまんまなん 
 　　　　　　握りつぶ 
 沙羅。背後からユエンにもたれかかっていた。狂暴なまでに昏いまなざしの沙羅。ほほ笑んでさえ昏い。だから笑み、昏く笑み、その軽蔑を隱す気もない、赤裸々な侮辱の笑みを、ユエンの肩にあずけた顎の上に。 
 沙羅はわたしをだけ、見つめた。——ね？ 
 「この女、莫迦？」 
 彼女たちの言語を話しつづけていた沙羅が（応えない。ユエンは、それには）そう云ってるのかどうかは（何も。何故？）知らない。（沙羅はわたしにだけ話しかけているから。わたしの解さないベトナム語で） 
 「脳みそ、腐ってるよね？」 
 と、沙羅は、或は、——行きたい。わたしも。だって、ね？ 
 その一瞬、首をすこしだけ傾けた沙羅。 
 「わたしの心は綺麗だよ」 
 或は、——素敵。わたし、その女の子の友達になりたいな。 
 わたしは思わず、その沙羅の爲にほほ笑みを返し、「もう殺しちゃえば？」…生きてる意味なくね？ 
 或は、入れて。入れて。もうめっちゃくちゃにして。 
 知らない。沙羅が何を云ってるのかは。ユエンにさえ意図的に無視されつづけた言葉の群れ、持続された無視の中にもはや、自分が無視していた意図さえも消滅し、だからその無視している事實さえすでに意識されないまま、ユエンは見て。見てあこがれた眼差しをわたしに見て。見てそそいだ。沙羅は 
 　　　見て。見て 
 　　　　　　死者ら 
 　　　　　　　　　涎れまみれの 
 「いいよ。行きたいんでしょ？」 
 　　　かすめとるように 
 　　　　　　それら 
 　　　　　　　　　猨が。…猨が 
 聲を立てて笑った。癡呆の気配。沙羅は 
 　　　見て。見て 
 　　　　　　色彩のない 
 　　　　　　　　　いま、ね？ 
 「眞砂さん、行きたいよ、ね…」 
 　　　奪い去るように 
 　　　　　　死者ら 
 　　　　　　　　　ぼくらの爲にほほ笑みました 
 笑い聲がでるほどに笑顏にくずれた時には、まなざしのにらむに似た昏さは綺麗に（白癡の沙羅）消滅し、むしろ、ただ（沙羅。白癡の）何の知性も感じられない馬鹿げた顏になる。謂わば、留保無き癡呆とでも謂うべき、 
 「わたしと、行きたいよ、ね」 
 嘆息？その、ユエンの吐いた聲。深い、もの思わし気なまなざしの気配。深い、なにが深いとも明示されない、だからただ深い息。吐く。ひとり、ユエンは——じゃ、と、「行こう」彼女はささやき死者ら語らく、 
 　　　ただ匂いたつ 
 　　　昏い目に沙羅は 
 　　　赤裸々に臭気 
 　　　惡臭のけもの 
 
 　　　褐色の肌 
 　　　沙羅。それら 
 　　　ふれた光りら 
 　　　白濁の綺羅 
 
 　　　匂いたつ 
 　　　沙羅はひとり 
 　　　臭気を放つ 
 　　　惡臭の肌 
 
 　　　褐色の沙羅 
 　　　沙羅。それら 
 　　　ゆらいだ光りら 
 　　　蔓延る翳りら 
 
 　　　沙羅。ほら 
 　　　惡臭。あなたは 
 　　　黴の生えた 
 　　　褐色のバター 
 
 　　　燃やした髮の毛 
 　　　魚醤のミルク 
 　　　野蠻な沙羅は 
 　　　惡臭の沙羅 
 
 　　　沙羅。ほら 
 　　　異臭。あなたは 
 　　　獸の唾液 
 　　　噉いあらされた 
 
 　　　死屍の肉汁 
 　　　腐肉の繁殖 
 　　　恥辱の沙羅は 
 　　　惡臭の沙羅 
 
 　　　沙羅。ほら 
 　　　二度とない臭み 
 　　　瘤なす樹液 
 　　　雨の日の 
 
 　　　濡れ土の香 
 　　　獸らの柔毛 
 　　　下劣の沙羅 
 　　　惡臭の沙羅 
 
 　　　沙羅。その肌 
 　　　その褐色に匂う 
 　　　饐えたオイル 
 　　　焦げたチーズ 
 
 　　　褐色の沙羅 
 　　　くさい化もの 
 　　　おとなではなく 
 　　　こどもではなく 
 
 　　　その不遜、沙羅 
 　　　何を？虹彩 
 　　　軽蔑の綺羅 
 　　　あやうい沙羅 
 
 　　　見るものすべて 
 　　　侮辱の色 
 　　　その昏い目に 
 　　　沙羅の綺羅 
 
 　　　見なかった。虹彩に綺羅 
 　　　愚劣以外に 
 　　　癡妄以外に 
 　　　見なかった。綺羅ら虹彩 
 
 　　　綺羅の沙羅 
 　　　その昏い目に 
 　　　侮辱の色 
 　　　見るものすべて 
 
 　　　あやうい沙羅 
 　　　軽蔑の沙羅 
 　　　何を？虹彩 
 　　　その不遜、綺羅 
 
 　　　こどもではなく 
 　　　おとなではなく 
 　　　くさい化もの 
 　　　褐色の沙羅 
 
 　　　焦げたチーズ 
 　　　饐えたオイル 
 　　　その褐色に匂う 
 　　　沙羅。その肌 
 
 　　　惡臭の沙羅 
 　　　下劣の沙羅 
 　　　獸らの柔毛 
 　　　濡れ土の香 
 
 　　　雨の日の 
 　　　瘤なす樹液 
 　　　二度とない臭み 
 　　　沙羅。ほら 
 
 　　　惡臭の沙羅 
 　　　恥辱の沙羅は 
 　　　腐肉の繁殖 
 　　　死屍の肉汁 
 
 　　　噉いあらされた 
 　　　獸の唾液 
 　　　異臭。あなたは 
 　　　沙羅。ほら 
 
 　　　惡臭の沙羅 
 　　　野蠻な沙羅は 
 　　　魚醤のミルク 
 　　　燃やした髮の毛 
 
 　　　褐色のバター 
 　　　黴の生えた 
 　　　惡臭。あなたは 
 　　　沙羅。ほら 
 
 　　　蔓延る翳りら 
 　　　ゆらいだ光りら 
 　　　沙羅。それら 
 　　　褐色の沙羅 
 
 　　　惡臭の肌 
 　　　臭気を放つ 
 　　　沙羅はひとり 
 　　　匂いたつ 
 
 　　　白濁の綺羅 
 　　　ふれた光りら 
 　　　沙羅。それら 
 　　　褐色の肌 
 
 　　　惡臭のけもの 
 　　　赤裸々に臭気 
 　　　昏い目に沙羅は 
 　　　ただ匂いたつ 
 
 かさねて謂はく、 
 　　　ただ匂いたつ 
 　　　　　　花ら。花 
 　　　　ほら孔だから 
 　　　　　嗅いだ 
 　　　昏い目に沙羅は 
 　　　　　　誰れもが 
 　　　　見ないだろう 
 　　　　　誰れもが 
 　　　赤裸々に臭気 
 　　　　　　嗅いだ 
 　　　　無様な 
 　　　　　花ら。花 
 　　　惡臭のけもの 
 
 　　　褐色の肌 
 　　　　　　見止めたら 
 　　　　孔だから 
 　　　　　嗅ぎだすもの 
 　　　沙羅。それら 
 　　　　　　匂うもの 
 　　　　虫も巢噉わない 
 　　　　　匂うもの 
 　　　ふれた光りら 
 　　　　　　嗅ぎだすもの 
 　　　　孔だから 
 　　　　　見止めた目ら 
 　　　白濁の綺羅 
 
 　　　匂いたつ 
 　　　　　　花ら。花 
 　　　　孔ぼこだから 
 　　　　　嗅がれた 
 　　　沙羅はひとり 
 　　　　　　どれもが 
 　　　　嗅がないだろう 
 　　　　　どれもが 
 　　　臭気を放つ 
 　　　　　　嗅がれた 
 　　　　無様な 
 　　　　　花ら。花 
 　　　惡臭の肌 
 
 　　　褐色の沙羅 
 　　　　　　見止めたら 
 　　　　孔だから 
 　　　　　鼻になぶるもの 
 　　　沙羅。それら 
 　　　　　　鼻に舐めるもの 
 　　　　蛆も這わない 
 　　　　　鼻に舐めるもの 
 　　　ゆらいだ光りら 
 　　　　　　鼻になぶるもの 
 　　　　孔だから 
 　　　　　見止めた目ら 
 　　　蔓延る翳りら 
 
 　　　沙羅。ほら 
 　　　　　　すてきだよ 
 　　　　陥没 
 　　　　　かおり 
 　　　惡臭。あなたは 
 　　　　　　その色 
 　　　　わかる？ 
 　　　　　その色 
 　　　黴の生えた 
 　　　　　　かおり 
 　　　　お前は陥没 
 　　　　　すてきだよ 
 　　　褐色のバター 
 
 　　　燃やした髮の毛 
 　　　　　　夢のよう 
 　　　　ただの辱 
 　　　　　見い出した夢の 
 　　　魚醤のミルク 
 　　　　　　蝶が風のなか 
 　　　　万象の辱 
 　　　　　蝶が風のなか 
 　　　野蠻な沙羅は 
 　　　　　　見い出した夢の 
 　　　　恥辱の陥没 
 　　　　　夢のよう 
 　　　惡臭の沙羅 
 
 　　　沙羅。ほら 
 　　　　　　きれいだよ 
 　　　　陥没 
 　　　　　かおり 
 　　　異臭。あなたは 
 　　　　　　その色 
 　　　　わかる？ 
 　　　　　その色 
 　　　獸の唾液 
 　　　　　　かおり 
 　　　　お前は陥没 
 　　　　　きれいだよ 
 　　　噉いあらされた 
 
 　　　死屍の肉汁 
 　　　　　　幻のよう 
 　　　　不意の失神 
 　　　　　幻のよう 
 　　　腐肉の繁殖 
 　　　　　　戀が朝燒けに 
 　　　　無防備な痴呆。その 
 　　　　　戀が朝燒けに 
 　　　恥辱の沙羅は 
 　　　　　　映したこころの 
 　　　　息吹きさえ障碍 
 　　　　　幻のよう 
 　　　惡臭の沙羅 
 
 　　　沙羅。ほら 
 　　　　　　うっとりするよ 
 　　　　陥没 
 　　　　　かおり 
 　　　二度とない臭み 
 　　　　　　その色 
 　　　　わかる？ 
 　　　　　その色 
 　　　瘤なす樹液 
 　　　　　　かおり 
 　　　　お前は陥没 
 　　　　　うっとりするよ 
 　　　雨の日の 
 
 　　　濡れ土の香 
 　　　　　　気配のよう 
 　　　　剥き出しの裏切り 
 　　　　　置いてた名殘り 
 　　　獸らの柔毛 
 　　　　　　春がどこかに 
 　　　　容赦ない欠損 
 　　　　　春がどこかに 
 　　　下劣の沙羅 
 　　　　　　置いてた名殘り 
 　　　　無謀な損壞 
 　　　　　気配のよう 
 　　　惡臭の沙羅 
 
 　　　沙羅。その肌 
 　　　　　　さららさら 
 　　　　あなたに固有の 
 　　　　　花はふるえて 
 　　　その褐色に匂う 
 　　　　　　さららさら 
 　　　　意味などないから生れてこれた。だから 
 　　　　　さららさら 
 　　　饐えたオイル 
 　　　　　　花はふるえて 
 　　　　化もの 
 　　　　　さららさら 
 　　　焦がしたチーズ 
 
 　　　褐色の沙羅 
 　　　　　　るうらるら 
 　　　　化ものら 
 　　　　　雫らゆれて 
 　　　くさい化もの 
 　　　　　　るうらるら 
 　　　　孔ら 
 　　　　　るうらるら 
 　　　おとなではなく 
 　　　　　　雫らゆれて 
 　　　　穿つ。唾液の飛沫ら 
 　　　　　るうらるら 
 　　　こどもではなく 
 
 　　　その不遜、沙羅 
 　　　　　　ゆれるのは 
 　　　　悲慘？ 
 　　　　　誰れの見た？ 
 　　　何を？虹彩 
 　　　　　　誰れの風景？ 
 　　　　孔だから。ただの 
 　　　　　誰れの風景？ 
 　　　軽蔑の綺羅 
 　　　　　　誰れの見た？ 
 　　　　孔だから 
 　　　　　ゆれるのは 
 　　　あやうい沙羅 
 
 　　　見るものすべて 
 　　　　　　ゆれるのは 
 　　　　壞れない 
 　　　　　誰れの夢？ 
 　　　侮辱の色 
 　　　　　　どんな風景？ 
 　　　　あなたは、沙羅 
 　　　　　どんな風景？ 
 　　　その昏い目に 
 　　　　　　誰れの夢？ 
 　　　　永遠に 
 　　　　　ゆれるのは 
 　　　沙羅の綺羅 
 
 　　　見なかった。虹彩に綺羅 
 　　　　　　おはよう！世界よ 
 　　　　陥没。恥辱 
 　　　　　すてきだよ！ 
 　　　愚劣以外に 
 　　　　　　ごきげんよう！ 
 　　　　孔ひらく。ひらき 
 　　　　　ごきげんよう！ 
 　　　癡妄以外に 
 　　　　　　すてきだよ！ 
 　　　　陥没。愚劣 
 　　　　　おはよう！世界よ 
 　　　見なかった。綺羅ら虹彩 
 
 　　　綺羅の沙羅 
 　　　　　　誰れの夢？ 
 　　　　永遠に 
 　　　　　ゆれるのは 
 　　　その昏い目に 
 　　　　　　どんな風景？ 
 　　　　あなたは、沙羅 
 　　　　　どんな風景？ 
 　　　侮辱の色 
 　　　　　　ゆれるのは 
 　　　　壞れない 
 　　　　　誰れの夢？ 
 　　　見るものすべて 
 
 　　　あやうい沙羅 
 　　　　　　誰れの見た？ 
 　　　　孔だから 
 　　　　　ゆれるのは 
 　　　軽蔑の沙羅 
 　　　　　　誰れの風景？ 
 　　　　孔だから。ただの 
 　　　　　誰れの風景？ 
 　　　何を？虹彩 
 　　　　　　ゆれるのは 
 　　　　悲慘？ 
 　　　　　誰れの見た？ 
 　　　その不遜、綺羅 
 
 　　　こどもではなく 
 　　　　　　雫らゆれて 
 　　　　穿つ。唾液の飛沫ら 
 　　　　　るうらるら 
 　　　おとなではなく 
 　　　　　　るうらるら 
 　　　　孔ら 
 　　　　　るうらるら 
 　　　くさい化もの 
 　　　　　　るうらるら 
 　　　　化ものら 
 　　　　　雫らゆれて 
 　　　褐色の沙羅 
 
 　　　とろけたチーズ 
 　　　　　　花はふるえて 
 　　　　化もの 
 　　　　　さららさら 
 　　　饐えたオイル 
 　　　　　　さららさら 
 　　　　意味などないから生れてこれた。だから 
 　　　　　さららさら 
 　　　その褐色に匂う 
 　　　　　　さららさら 
 　　　　あなたに固有の 
 　　　　　花はふるえて 
 　　　沙羅。その肌 
 
 　　　惡臭の沙羅 
 　　　　　　落とした名殘り 
 　　　　無謀な壞損 
 　　　　　落とした名殘り 
 　　　下劣の沙羅 
 　　　　　　春がどこかに 
 　　　　容赦ない欠損 
 　　　　　春がどこかに 
 　　　獸らの柔毛 
 　　　　　　気配のよう 
 　　　　剥き出しの裏切り 
 　　　　　落とした名殘り 
 　　　濡れ土の香 
 
 　　　雨の日の 
 　　　　　　かおり 
 　　　　お前は陥没 
 　　　　　うっとりするよ 
 　　　瘤なす樹液 
 　　　　　　その色 
 　　　　わかる？ 
 　　　　　その色 
 　　　二度とない臭み 
 　　　　　　うっとりするよ 
 　　　　陥没 
 　　　　　かおり 
 　　　沙羅。ほら 
 
 　　　惡臭の沙羅 
 　　　　　　映したこころの 
 　　　　息吹きさえ障碍 
 　　　　　幻のよう 
 　　　恥辱の沙羅は 
 　　　　　　戀が朝燒けに 
 　　　　無防備な痴呆。その 
 　　　　　戀が朝燒けに 
 　　　腐肉の繁殖 
 　　　　　　幻のよう 
 　　　　不意の失神 
 　　　　　映したこころの 
 　　　死屍の肉汁 
 
 　　　噉いあらされた 
 　　　　　　かおり 
 　　　　お前は陥没 
 　　　　　きれいだよ 
 　　　獸の唾液 
 　　　　　　その色 
 　　　　わかる？ 
 　　　　　その色 
 　　　異臭。あなたは 
 　　　　　　きれいだよ 
 　　　　陥没 
 　　　　　かおり 
 　　　沙羅。ほら 
 
 　　　惡臭の沙羅 
 　　　　　　見い出した夢の 
 　　　　恥辱の陥没 
 　　　　　夢のよう 
 　　　野蠻な沙羅は 
 　　　　　　蝶が風のなか 
 　　　　万象の辱 
 　　　　　蝶が風のなか 
 　　　魚醤のミルク 
 　　　　　　夢のよう 
 　　　　ただの辱 
 　　　　　見い出した夢の 
 　　　燃やした髮の毛 
 
 　　　褐色のバター 
 　　　　　　かおり 
 　　　　お前は陥没 
 　　　　　すてきだよ 
 　　　黴の生えた 
 　　　　　　その色 
 　　　　わかる？ 
 　　　　　その色 
 　　　惡臭。あなたは 
 　　　　　　すてきだよ 
 　　　　陥没 
 　　　　　かおり 
 　　　沙羅。ほら 
 
 　　　蔓延る翳りら 
 　　　　　　鼻になぶるもの 
 　　　　孔だから 
 　　　　　見止めた目ら 
 　　　ゆらいだ光りら 
 　　　　　　鼻に舐めるもの 
 　　　　蛆も這わない 
 　　　　　鼻に舐めるもの 
 　　　沙羅。それら 
 　　　　　　見止めた目ら 
 　　　　孔だから 
 　　　　　鼻になぶるもの 
 　　　褐色の沙羅 
 
 　　　惡臭の肌 
 　　　　　　嗅がれた 
 　　　　無様すぎた 
 　　　　　花ら。花 
 　　　臭気を放つ 
 　　　　　　どれもが 
 　　　　嗅がないだろう 
 　　　　　どれもが 
 　　　沙羅はひとり 
 　　　　　　花ら。花 
 　　　　孔ぼこだから 
 　　　　　嗅がれた 
 　　　匂いたつ 
 
 　　　白濁の綺羅 
 　　　　　　嗅ぎだすもの 
 　　　　孔だから 
 　　　　　見止めたら 
 　　　ふれた光りら 
 　　　　　　匂うもの 
 　　　　虫も巢噉わない 
 　　　　　匂うもの 
 　　　沙羅。それら 
 　　　　　　見止めた目ら 
 　　　　孔だから 
 　　　　　嗅ぎだすもの 
 　　　褐色の肌 
 
 　　　惡臭のけもの 
 　　　　　　嗅いだ 
 　　　　無様すぎた 
 　　　　　花ら。花 
 　　　赤裸々に臭気 
 　　　　　　誰れもが 
 　　　　見ないだろう 
 　　　　　誰れもが 
 　　　昏い目に沙羅は 
 　　　　　　花ら。花 
 　　　　ほら孔だから 
 　　　　　嗅いだ 
 　　　ただ匂いたつ 
 
 
 





//褐色の/あざやかに色づく/それは沙羅、その/色彩に名づけた










 
 　　　道路の宏大 
 　　　犬ら寝ころび 
 　　　白銀の朝日 
 　　　溢れ返り 
 
 　　　外國語が散り 
 　　　コリアンの不遜 
 　　　白肌を腫らし 
 　　　それらを名づけた 
 
 　　　ダ・ナンと 
 　　　中部の町 
 　　　觀光都市 
 　　　拡がる更地 
 
 　　　少女の描く 
 　　　小物じみた家屋 
 　　　タイヤのちぎる 
 　　　鼠の殘骸。犬たち 
 
 　　　その聲。吼え 
 　　　猫が走り、軈て 
 　　　彼等だけの町に 
 　　　それらを名づけた 
 
 　　　ダ・ナンと 
 　　　中部の町 
 　　　觀光都市 
 　　　拡がる更地 
 
 六月のはじめだった。眞夏のダ・ナン市。その気候に於て言えば、そこはどうしようもなく曖昧で、なすすべもなくいかがわしく、無様なほどに難解な町だった。属するのは亜熱帯。サイゴンのように雨期・乾期を理路整然と繰り返す気候ではない。サイゴン、あの永遠の夏。その二季の違いは、毎日一時間程度のすさまじい豪雨をふらすか、毎日雨の気配さえないか、それだけ。ダ・ナン市に雨期はない。四季というべきものもない。梅雨に近い、朝から晩までだらだらとした細かい雨が降ってはやみ、やんでは降る時期がある。太陽暦の十月くらいからだいたい旧正月の前まで。台風の季節の後の数か月である。旧正月はだいたい一月後半から二月頭あたり。所謂月の暦の正月。ちなみにむかしの歌に謂う如月はだいたい三月である。故に西行は三月に死にたいと云った。ダ・ナンの雨の季節、その気温は二十度くらい。住んでいれば、それ意外とに落差で容赦もない冷気のように感じる。但し、住んでいて猶、それを冬と呼ぶには抵抗がある。 
 常夏でもなければ四季を感じるわけでもない。季節などないと言いたくなる。台風の來襲とともに唐突に寒気に落ち込む時期を冬と呼ぶなら、春秋は存在しない。それを春か秋と呼ぶなら、冬はない。秋と呼ぶなら春はどこにある？だが、季節がないとは言えない。事實、六月と十月の温度はまるで違うのだから。結局のところ、季節という言葉の概念を大きく外れた亜熱帯の気候は、つまりは何と呼ぶべきなのだろう？ハノイのような温帯の最南端に属する北部には、それでもしっかりと季節があるのに。 
 又、もうひとつの曖昧さ。ダ・ナンは觀光地として急激に再開発されていた都市だが、買収された更地をただ至るところに拡げる町だった。ハン川沿いの、何故か一方通行の大通りには、毎晩派手で乙女チックなライトアップが施され、そしてそのかたわらには草の延びる更地をすでに見せている。開発されて間もなく想える何かの大規模競技場は、大量の人を抱え込む前にすでに廢墟化していた。 
 いずれにせよ不可解な都市だった。何年も前にベトナムに辿り着て、このダ・ナンに來てから五年近く。變わるようでいてなにも變わらない。 
 六月、眞夏の気候に日本のような凄慘さはない。あの、極度の湿気、極度の熱気、からみつような、噎せ返るような、…と、此処の夏はあんな苛酷さとは違う。ただし除くべきは日光の直射の力。それは痛みさえ感じさせ、温帯の比ではない。あきらかにより太陽に近いのだ。地球儀にしてほんの纔かの高低差でここまで違うのだから、金星に生き物など存在できるはずはない。アダムスキー氏の夢見たそこはただ燒かれるためにだけ存在する地表。そしてわたしのまばたく此処にはただ灼かれるためだけに存在する肌。同じアジア系だろうが何だろうが、外國人かどうかはひと目ですぐに分かる。いかにもなリゾート・ファッションのタンクトップで無防備に肌を灼くのは外國人に決まっている。此処で肌は曝すべきものでも誇るべきものでない。ただ護り隱すべきものだった。だからわたしは沙羅とたわむれるしかない。基本的にはいつも調子の惡いエアコンの、その低いノイズの響くホテルの中で。 
 陽炎の下で。 
 　　　褐色の 
 　　　　　　沙羅と。…沙羅 
 或は海沿いの 
 　　　あざやかに色づき 
 　　　　　　何故？ 
 カフェで。或は海岸で。 
 　　　それは沙羅、その 
 　　　　　　花は白 
 だから、沙羅——と、そうわたしが勝手に 
 　　　色彩に名づけた 
 　　　　　　沙羅は沙羅 
 名づけた、売春少年と。 
 　　　あなた誰れ？ 
 　　　　　　…なに？ 
 此の年の数か月前に（——四か月前。それは二月だったから）ヤンがメッセージをよこした。言はく、週末、時間ありませんか？と、その流暢な日本語の≪週末。眞砂さん、時間ない？≫メッセージ。ヤンはユエンの所属する所謂外國人労働者送り出し機関の人材管理部の人間だった。主に、日本側の顧客との間で派遣した實習生もしくはエンジニアたちの募集及び管理をする。日本の大坂にある日本本社の掘り起こした顧客の、ベトナムに於ける直接的な窓口。どの会社の誰れが何の問題を起こし、どこの實習生が何人逃げた、とヤンが把握すべきことは矢継ぎ早に言って寄越される。もう、かなり古い付き合いになる。ユエン自体、もともとはヤンがわたしに引き合わせた。妻子持ちで、そして同性愛者のヤン。ヤンは女ではない。男に生まれた男として、男の美しさを愛する。だからヤンも、何を愛するかという境界を乘り越えたもののひとりだった。わたしとおなじように。バイ・セクシャルというセクシュアリティが存在するとはわたしには想えない。バイとはセクシュアリティの問題ではなく、如何となれば所謂ジェンダーの問題ではなく、乘り越えたかどうかの営爲の問題にすぎない。わたしにはそう思われる。 
 ≪いつもどおり≫と、その返信に、≪じゃ、時間つくって≫とヤン。どうしたの？と、問いかけるわたしに≪電話していい？今≫ 
 いいよ。 
 ≪じゃ、する≫だからすぐさま鳴った音聲着信にヤンの謂はく、ベトナムで現地視察したいという新規顧客のアポイントがあった。ホテル等すでに予約したあとに「おれね、どたキャンされちゃって、」そのホテルは仕方ないからどうでもいい。ところで、顧客の要望で是非、売春を世話しろ、と「デリへル。わかる？デリへル。日本、あるでしょ？」…あるね。「ベトナムにもある。それ、呼べって言うので、わたし、接待した（…手配した、と。おそらくは）」しかし結局、渡越自体キャンセルされたので、「断われないから、眞砂さん、買って」その女衒はヤンの知り合いの男（…か、女）のようだった。「お金、もう拂ってある。キャンセル料…すくない。けちだから。でも、なんとかする。しかたない、ね？」断われない理由をヤンは謂わなかった。わたしの思ったのは、たぶんその女衒はヤンの恋人なのだろう、と。アジアン・ハンサムを絵に描いたヤン。日本のアニメないし韓國芸能界の描く、化粧顏ではない。女々しいほどにやさしく、狂暴な程に強く、狂暴さも野蠻さもエレガントに隱し通す男の中の男、ヤン。彼が誰れかに愛されずにいられる時間は少ない。恋人への慈しみを、あるいは感じてわたしはすこしの嫉妬と不快に苛まれた。そして若干に不滿。所詮はヤンの恋人の爲の糞ジャップの尻ぬぐい、と。 
 「いいよ。いつ？」 
 彼の爲に時間を裂くことを、わたしは決してためらいたくはない。右眼をくれというなら、 
 「今週の日曜日」 
 すぐさまにさしだそう。孔雀の中の孔雀、獅子の中の獅子、男の中の男に他ならないうつくしいヤンの爲に。 
 その、約束の日曜日、そのまま部屋にいればいいというので、わたしは部屋にいた。時間は、だいたい午前の「午前？」 
 「…ね？」變態でしょ？しかも、けちなの。九時くらい、と。 
 ヤンの爲に、だからわたしは早くシャワーを浴び、ホテルの人間に言ってすべてのシーツを替えさせた。女たちを「ふたり、行くから」歡待してやる爲、だから、「ふたりも？」ヤンの爲に。 
 「ひとりに、ふたり。變態でしょ？しかもけちなの」笑うヤン。屈託もなく、何の翳りも無く、いつも笑うことに迷うことなく笑う唯うつくしい男、ヤン。 
 九時になっても女たちは來なかった。ベトナム時間ということなのだろう、と思った。九時にホテルということは、九時に 
 　　　いま何語話してる？ 
 　　　　　　右手って 
 身支度をはじめて 
 　　　それ日本語？ 
 　　　　　どれ？…てか 
 十五分後くらいにゆったりと 
 　　　まじ？ 
 　　　　　　手ってなに？ 
 バイクに 
 　　　お前、人間？ 
 　　　　　　まじ？ 
 またがるのだ。おそらくは。いまだ見ぬ売春婦たちに何を求められるか分からなかったので、冷蔵庫には 
 　　　あなたの爲に 
 　　　　　　花があるから 
 彼女たちの爲のヨーグルト飲料と 
 　　　すべてはただ 
 　　　　　　雨はふります 
 炭酸飲料と、ミネラル・ウォーターと、念の爲の 
 　　　あなたの爲に 
 　　　　　　牛がいるから 
 ビールが冷やしてあった。ビールは、やがて部屋に來た時にヤンが飲むことになるだろう。ベッドで時間をつぶすともなくつぶし、うたた寝しはじめた頃合いに死者たち。 
 その翳り。 
 わたしただから、いつものようにそれら、色彩のない死者たちの、擦り付けたような——どこに？翳りを——何に？見ていた。瞼をとじても、開いても、たぶん眠りにおちてさえいてもわたしの目に見え続けた死者たち。 
 いつから？ 
 その明確な記憶さえもなく。永遠の輪廻轉生に貫かれ続ける此の世界の永遠の中で、だから 
 　　　誰れ？だれ 
 　　　　　　ゆらぐ 
 無数の死者たちはすでに 
 　　　そこに 
 　　　　　　焰は 
 不埒なものたちなのだろうか？もはや 
 　　　それら 
 　　　　　　その色彩 
 その人称さえもなく、そして 
 　　　醒めたものたち 
 　　　　　　あざやかな 
 混濁することも混迷するともなく、冴え切って 
 　　　誰れ？だれ 
 　　　　　　誰れにも 
 ただ、目覺め続ける 
 　　　そこに 
 　　　　　　名づけられなかった 
 死者たち。擦り付けた——何に？その 
 　　　それら 
 　　　　　　色彩 
 終にかたちを——どこに？なさない無数の 
 　　　醒めたものたち 
 　　　　　　焰ら 
 翳りは、だからそれら無数の翳りに無数の孔を開き、軈て消失しつづけた。 
 それは何？目？鼻？口？耳？肛門？——なに？死者たちの孔の底に、焰が燃えていることはすでに知っていた。見えもしない、その気配もしない焰の群れは、すでに自明の此の世界の永遠の輪廻轉生と同じく、確認するとも証明するともない事實に過ぎなかった。 
 　　　散沙羅。きらら 
 いきなり 
 　　　燦沙羅。すでに 
 ドアが開いた。その 
 　　　讚沙羅。だれも 
 音で（…むしろ気配で？）目覺めた。かならずしも、眠っていたわけでもなく。だから 
 　　　無明とは 
 　　　　　　夜を知っていたこと 
 目を開くとそこに 
 　　　すでに 
 　　　　　　すでに 
 陽炎。いつもの 
 　　　明けを知ること 
 　　　　　　その夜明けとは 
 天井の。ゆらぐ、その、それが何の反映なのか決して明かさない翳り…光りのなす、翳り？——なんと呼ぶべき？それを。その陽炎。 
 死者たちの翳りの向こう、あるいはこちら、いずれにせよ、あやうくかさなり合わずに。 
 身を起こし、少し離れたドアを見ると、ドアに前に少女がひとり立っていた。と、思った。ペントハウスの部屋は細長いものの三十疊程度はあって、だからひろかった。もともと、キングサイズのベッドを置いて、さらにソファ・セットを配置した部屋だったのだ。 
 やせた、昏い眼差しの少女だった。本当にそのときに、彼を少女と目は認識していたのかどうかはわたしは（——誰れが？）知らない。女が（——誰れが？）來るに違いわたしの意識は（誰れ？）ただそれを少女として見ていた。何故？少女は、昏い、むしろ狂暴な気配のある目つきのままにうすく笑んだ。わたしを見つめていた。値踏みする？或は。もしくは軽蔑？金で女を買うような男を。或は。単にその顏のつくりが見せるだけの悩ましさだっただろうか？もの思わしげに見えるだけで、心の内を反映しない、顏の必然としての。或は。軈てほほ笑みは大きく崩れかけ、唐突に少女は聲を立てて笑った。破顏の顏は無慚だった。笑えば彼女の顏は何ら知性のない、謂わばまったき癡呆の顏になることをはじめて知った。思考能力など感じられなかった。笑った沙羅はただの赤裸々な莫迦に過ぎなかった。その瞬間に、わたしは少女を名づけた。沙羅、と。その聴き取りにくい現地の言葉をすでに放棄し、ただ、沙羅、と。タンクトップにショートパンツの、褐色の少女は何の迷いも無くサンダルのまま步みより、そしていきなりベッドに身を投げた。ベッドははずみ、そして軋んだ。沙羅は聲を立てて笑った。 
 匂った。 
 沙羅は。体臭。要するに、歡迎できない惡臭にすぎない。例えば、けばけばしく匂うパルメザン・チーズにさらに火をつけて燒き焦がしたような？或は黑ずんだオリーブオイルを発火寸前まで加熱したような？いずれにせよ、人の肌の立てるべきではない匂い。 
 沙羅の容姿は、うつくしいとひとことで言っておけばいい。いかなる細かな形容詞も文飾も所詮は、終にはその幼稚園児レヴェルの言葉に出して果てるから。 
 沙羅はうつくしい。夢見るような、という美しさでは無くて。だから目の覺めるような。苛酷にいきなり引き戻されるような。だから、謂わば、凄慘なうつくしさ、とでも？「知らないんだ…」と。 
 だから不意に≪流沙≫は云った。それはわたしが何か云ったとき——何を？忘れた。だから、その≪流沙≫の言葉は 
 「何？」 
 「お前、知らないんだ」 
 ただ、眼の前の≪流沙≫は呆気にとられた顏をする。彼の 
 　　　わたしはひとりで 
 　　　　　　絶句 
 その時の反応があまりに 
 　　　ひとりで 
 　　　　　　ただあまりにも 
 唐突でつじつまの…すくなくとも、わたしには、合わないものだったことは 
 　　　見つめる 
 　　　　　　絶句 
 事實だったろう。わたしには 
 　　　もう 
 　　　　　　うつくしすぎて 
 彼が何を 
 　　　眼窩しかない 
 　　　　　　絶句 
 言いだすのか、一切 
 　　　わたしはだから 
 　　　　　　ほらいま 
 理解できなかったから。或は、わたしこそひとり、狂っていたのかもしてない。 
 「…何言ってるのか、ぜんぜんわからない」 
 「知らないんだね。お前」と、その聲、やさしい、 
 「何？」 
 ただひたすら優しい聲。そして 
 「苛酷さも」 
 「何？」 
 その眼差し。 
 「殘酷さも」 
 「だからなに？」 
 彼は暴力的な専制君主である以上に 
 「無慚さも」 
 「何の？」 
 むしろ、唐突な慈愛を 
 「無慈悲さも」 
 「誰れの？」 
 わたしたちに埀れる 
 「知らないんだ。…だから」 
 「何？」 
 なによりほほ笑みと、もの思わし気な 
 「美しささえ。お前は」 
 「…ね」 
 流し目の存在だった。或は 
 「ただの莫迦だから」 
 「お願い、」 
 なつかしい人、≪流沙≫そして 
 「ただの癡呆」 
 「ね、お願いだから」 
 狂気の人 
 「脳さえないから」 
 「日本語はなして」 
 「ひとりなの？」と、云ったわたしに沙羅は目を細めた、…あんた、——「莫迦？」その色、まなざしの気配。ヤンはふたり來ると云った。ひとり來た。もうひとりどこかにいるはずだった。「あなた、だよね。今日來る予定の…」 
 「やっぱ、お前、なんかまじ頭おかしいんじゃね？」と？ 
 或は、「智慧たりてる？タコ」例えば。 
 わたしには一切聴き取れない、まして「たりーよまじくそたりーよおっさんまじくそ」意味など解しようのないベトナム語を（おそらく）沙羅は話した。 
 「めっちゃやべぇーからまじしねかす」 
 惡びれもせず 
 「めっちゃ日々の過ぎ行き流れゆくそんな」 
 ためらいもなく。 
 「あわい恍惚のなかでもくそたりーまじ」 
 沙羅はいつでもそうだ。だからわたしは彼の眞似をして、日本語を話す。褐色の、狂暴な沙羅に。だからわたしはそのほほ笑んで猶も昏い目の虹彩を見つめ死者ら語らく、 
 　　　褐色の 
 　　　あざやかに色づく 
 　　　それは沙羅、その 
 　　　色彩に名づけた 
 
 　　　沙羅と。…沙羅 
 　　　何故？ 
 　　　その花は白 
 　　　白く、ただ、白く散るから 
 
 　　　その目は昏く 
 　　　ほほ笑んでさえも 
 　　　狂暴の色、沙羅 
 　　　その色に名づけた 
 
 　　　沙羅と。…沙羅 
 　　　何故？ 
 　　　その花は白 
 　　　白く、ただ、白く散るから 
 
 　　　笑う沙羅は 
 　　　沙羅は癡呆 
 　　　なにも、知性など 
 　　　その白癡に名づけた 
 
 　　　沙羅と。…沙羅 
 　　　何故？ 
 　　　その花は白 
 　　　白く、ただ、白く散るから 
 
 　　　何を知る？ 
 　　　沙羅、軽蔑以外に 
 　　　沙羅、侮辱以外に 
 　　　何を知る？ 
 
 　　　白く、ただ、白く散るから 
 　　　その花は白 
 　　　何故？ 
 　　　沙羅と。…沙羅 
 
 　　　その白癡に名づけた 
 　　　なにも、知性など 
 　　　沙羅は癡呆 
 　　　笑う沙羅は 
 
 　　　白く、ただ、白く散るから 
 　　　その花は白 
 　　　何故？ 
 　　　沙羅と。…沙羅 
 
 　　　その色に名づけた 
 　　　狂暴の色、沙羅 
 　　　ほほ笑んでさえも 
 　　　その目は昏く 
 
 　　　白く、ただ、白く散るから 
 　　　その花は白 
 　　　何故？ 
 　　　沙羅と。…沙羅 
 
 　　　色彩に名づけた 
 　　　それは沙羅、その 
 　　　あざやかに色づく 
 　　　褐色の虹彩 
 
 　　　綺羅ら、沙羅 
 　　　散る沙羅 
 　　　綺羅、散沙羅 
 　　　沙羅ら、綺羅 
 
 かさねて謂はく、 
 　　　褐色の 
 　　　　　　うつくしい 
 　　　　焰たち 
 　　　　　絶望的なまでに 
 　　　あざやかに色づく 
 　　　　　　無慈悲なまでに 
 　　　　燃える雨は 
 　　　　　無慈悲なまでに 
 　　　それは沙羅、その 
 　　　　　　絶望的なまでに 
 　　　　ふりそそぐ 
 　　　　　うつくしい 
 　　　色彩に名づけた 
 
 　　　沙羅と。…沙羅 
 　　　　　　あなたは綺羅めき 
 　　　　目などないよ 
 　　　　　うつくしい 
 　　　何故？ 
 　　　　　　だから 
 　　　　誰れもがないよ 
 　　　　　だから 
 　　　その花は白 
 　　　　　　うつくしい 
 　　　　ただの孔 
 　　　　　あなたは綺羅めき 
 　　　白く、ただ、白く散るから 
 
 　　　その目は昏く 
 　　　　　　うつくしい 
 　　　　干からびた風 
 　　　　　無慚なまでに 
 　　　ほほ笑んでさえも 
 　　　　　　痛ましいまでに 
 　　　　風の発火 
 　　　　　痛ましいまでに 
 　　　狂暴の色、沙羅 
 　　　　　　無慚なまでに 
 　　　　卷き上がる 
 　　　　　うつくしい 
 　　　その色に名づけた 
 
 　　　沙羅と。…沙羅 
 　　　　　　あなたはかがやき 
 　　　　口などないよ 
 　　　　　うつくしい 
 　　　何故？ 
 　　　　　　ひたすらに 
 　　　　誰れもがないよ 
 　　　　　ひたすらに 
 　　　その花は白 
 　　　　　　うつくしい 
 　　　　ただの孔 
 　　　　　あなたはかがやき 
 　　　白く、ただ、白く散るから 
 
 　　　笑う沙羅は 
 　　　　　　うつくしい 
 　　　　空に墜ちた 
 　　　　　むごたらしいほど 
 　　　沙羅は癡呆 
 　　　　　　泣き臥したくなるほど 
 　　　　もう、ほら青い 
 　　　　　泣き臥したくなるほど 
 　　　なにも、知性など 
 　　　　　　むごたらしいほど 
 　　　　燃え立つ海は 
 　　　　　うつくしい 
 　　　その白癡に名づけた 
 
 　　　沙羅と。…沙羅 
 　　　　　　あなたは光り 
 　　　　顏さえないよ 
 　　　　　うつくしい 
 　　　何故？ 
 　　　　　　まさに 
 　　　　誰れもがないよ 
 　　　　　まさに 
 　　　その花は白 
 　　　　　　うつくしい 
 　　　　ただの孔 
 　　　　　あなたは光り 
 　　　白く、ただ、白く散るから 
 
 　　　何を知る？ 
 　　　　　　生きて 
 　　　　正気のふり 
 　　　　　生きて 
 　　　沙羅、軽蔑以外に 
 　　　　　　あなたはうつくしさそのもの 
 　　　　ほら 
 　　　　　あなたはうつくしさそのもの 
 　　　沙羅、侮辱以外に 
 　　　　　　生きて 
 　　　　まとなふり 
 　　　　　生きて 
 　　　何を知る？ 
 
 　　　白く、ただ、白く散るから 
 　　　　　　うつくしい 
 　　　　ただの孔 
 　　　　　あなたは光り 
 　　　その花は白 
 　　　　　　まさに 
 　　　　誰れもいないよ 
 　　　　　まさに 
 　　　何故？ 
 　　　　　　あなたは光り 
 　　　　顏さえないよ 
 　　　　　うつくしい 
 　　　沙羅と。…沙羅 
 
 　　　その白癡に名づけた 
 　　　　　　むごたらしいほど 
 　　　　燃え立つ海は 
 　　　　　うつくしい 
 　　　なにも、知性など 
 　　　　　　泣き臥したくなるほど 
 　　　　もう、ほら青い 
 　　　　　泣き臥したくなるほど 
 　　　沙羅は癡呆 
 　　　　　　うつくしい 
 　　　　空に墜ちた 
 　　　　　むごたらしいほど 
 　　　笑う沙羅は 
 
 　　　白く、ただ、白く散るから 
 　　　　　　うつくしい 
 　　　　ただの孔 
 　　　　　あなたはかがやき 
 　　　その花は白 
 　　　　　　ひたすらに 
 　　　　誰れもいないよ 
 　　　　　ひたすらに 
 　　　何故？ 
 　　　　　　あなたはかがやき 
 　　　　口などないよ 
 　　　　　うつくしい 
 　　　沙羅と。…沙羅 
 
 　　　その色に名づけた 
 　　　　　　無慚なまでに 
 　　　　卷き上がる 
 　　　　　うつくしい 
 　　　狂暴の色、沙羅 
 　　　　　　痛ましいまでに 
 　　　　風の発火 
 　　　　　痛ましいまでに 
 　　　ほほ笑んでさえも 
 　　　　　　うつくしい 
 　　　　干からびた風 
 　　　　　無慚なまでに 
 　　　その目は昏く 
 
 　　　白く、ただ、白く散るから 
 　　　　　　うつくしい 
 　　　　ただの孔 
 　　　　　あなたは綺羅めき 
 　　　その花は白 
 　　　　　　だから 
 　　　　誰れもいないよ 
 　　　　　だから 
 　　　何故？ 
 　　　　　　あなたは綺羅めき 
 　　　　目などないよ 
 　　　　　うつくしい 
 　　　沙羅と。…沙羅 
 
 　　　色彩に名づけた 
 　　　　　　絶望的なまでに 
 　　　　ふりそそぐ 
 　　　　　うつくしい 
 　　　それは沙羅、その 
 　　　　　　無慈悲なまでに 
 　　　　燃える雨は 
 　　　　　無慈悲なまでに 
 　　　あざやかに色づく 
 　　　　　　うつくしい 
 　　　　焰たち 
 　　　　　絶望的なまでに 
 　　　褐色の虹彩 
 
 　　　綺羅ら、沙羅 
 　　　　　　散る散った 
 　　　　見てほらすてき 
 　　　　　舞い舞い 
 　　　散る沙羅 
 　　　　　　とび散った 
 　　　　きらきらすてき 
 　　　　　ふっ飛ぶ 
 　　　綺羅、散沙羅 
 　　　　　　舞い舞った 
 　　　　見てほらみんな 
 　　　　　散る散り 
 　　　沙羅ら、綺羅 
 
 
 





//それは陽炎/陽炎、沙羅/綺羅と綺羅/あわい散乱










 
 「お前、知能ねぇんじゃね？」と？例えば「…違う？」そうつぶやいた沙羅は、わたしの傍らに添い寝のかたちでうつぶせ、顏だけをこちらにむけて、だから昏い、不遜なまなざしにわたしを見ていた。此の時に沙羅は、わたしには未だ未成年の少女だった。彼女が未成年であることはすぐに見て取れた。躰のみならず顏だち、顏だちのみならず瞼のまばたきひとつさえも顯らかに成熟というものがなかった。それでもここに來たということは彼女が躰を売ってるという事を意味するはずだった。或は、わたしはその苛酷な事實に戸惑うべきだった。もしくは憐れむべきだった。そのどちらも思いつかなかった。 
 褐色の、どこかどうしうもなくあやうく、あやうすぎて狂暴な、そんな不穩な気配をまきちらす曖昧な沙羅は、ただ自分の生活を樂しんでいるとしか思えなかった。すくなくとも、樂土ではないまでも、彼女の日常の環境は決して地獄と見出されてはいなかった。 
 わたしは少女の、その眼差しの向こうの（…こちらの？）、謂わば世界觀を？許すような？そんな？——どんな？心地で誰れが？わたしはその頭を撫ぜた。ただ「臭いよ」やさしく、「すっごい、お前、くさいよ」沙羅はだから聲を立てて笑った。「お前、」 
 「暇なの？」 
 　　　雨の日は 
 　　　　　　あざやかに 
 「何歳？…お前」 
 「變態だろ？」 
 　　　何故？ 
 　　　　　　花は 
 「なにしてるの？ここで」 
 「やっぱ、こんな外國に來てまでお前、」 
 　　　こんなにも 
 　　　　　　雨の中に 
 「なにしに來たの？」 
 「やりまくりたい感じ？」 
 　　　白く見えるの？ 
 　　　　　　その紅を 
 「なにもの？」 
 「ずっこんばっこんずこばこ？」 
 　　　さまざまに散る 
 　　　　　　凄慘なまでに 
 「責任者いるか？」 
 「それやばっ」 
 　　　色彩の色を 
 　　　　　　あざやかに 
 「ヤン？…彼に言えばいいの？」 
 「もはや魔性じゃね？」 
 　　　より深く 
 　　　　　　よりあざやかに 
 「ね、…」 
 「糞だね、お前のきったないちっこいの。もう」 
 　　　際立てながら 
 　　　　　　花よ 
 「敎えて。俺、さ、お前に」 
 「さきっぽ湿ってたりした？」 
 　　　沈ませて行く 
 　　　　　　咲け、いま 
 「なにすればいいの？」と、だから笑った。わたしは喉に自分の聲を立てて。沙羅はその時にすべて、わたしの言葉を聞き取っているかに笑い、彼女のベトナム語でまるで答えるかのように話し（…本当に？或は）笑い、ひとり笑い崩れ（本当に応え、彼女の）吹き出しさえして（その世界の中では、）そのたびに（彼女なりに）匂う息を（立派に会話を成立させて？）吐いた。沙羅は、だからその口臭。例えば猫の口の匂いに近い、そんな陰湿な。「…破壞じゃない」沙羅は不意に、あかるい白癡と昏い狂暴のあいだにゆらぐその「家畜たち。…わかる？」笑みを途切れさせ、だからただ、昏い沙羅の狂暴な目に「これは破壞じゃない…わかる？」わたしを見つめて、そして鼻に笑うと「なにものも壞れなかった。なにも」ひっくり返った。沙羅は、自分で 
 　　　わたしがわたしであったことなど一度もなかった 
 　　　　　　きれいだよ 
 仰向けになって「なにものも壞されなかった。なにも」タンクトップだけを 
 　　　あなたがあなたであったことなど一度もなかった 
 　　　　　　ほら、その 
 脱いだ。だから、「わかる？… 
 　　　存在さえしなかった 
 　　　　　　花。うすくれないの 
 家畜ども」やれよ。さっさと。「豚ども、 
 　　　眞實など 
 　　　　　　きれいだよ 
 …知れ、よ」やるんだろ？ 
 　　　なにもなかった 
 　　　　　　ほら、その 
 タコ。さっさと「これは、——」 
 　　　死さえなかった 
 　　　　　　花。むらさきいろの 
 お前のくっさいの「何？」 
 　　　曠野さえ 
 　　　　　　くれないにちかい 
 ね？「破壞じゃないと。なにも」 
 　　　涅槃さえ 
 　　　　　　むらさきいろの 
 吐き出せよ豚。「破壞されさえ 
 　　　なにも 
 　　　　　　さきほこる 
 しなかった、と」そう 
 　　　すでに 
 　　　　　　ブーゲンビリアの 
 ささやいた≪流沙≫はその 
 　　　ふれたものさえ 
 　　　　　　花たちは 
 みづから企画した有栖川公園の花見の 
 　　　嗅いだもの 
 　　　　　　きれいだよ 
 深夜、もうすぐ 
 　　　匂ったもの 
 　　　　　　ほら、その 
 夜の明ける頃に 
 　　　見たものさえ 
 　　　　　　花。眞っしろい 
 瞬いた。至近に。何故？三人だけの花見。夜中の呼び出し。≪流沙≫はその時ほくそ笑むように？…まさか。なんの邪気もなく。花を、と、——花、見に行こう。ゆらめき立つガソリンの匂い。≪流沙≫が自分で頭から被ったその「何したいの？」 
 花に似合わない。ガソリンの匂いは。 
 何故？ 
 九鬼の聲。何を？わたしは。その時に何を？わたしと九鬼が≪流沙≫に話しかけ続けていたことは知っていた。切れめもなく。息継ぎ以外のと切れも無く、「何で？」と、誰れ？ 
 九鬼？ 
 「ごめん…」誰れ？「なに、しでかす気？」覺えていない。わたしは自分がまくしたてていた言葉を一切。耳に聞き取っていた記憶もない。話す唇の感覺の記憶さえも。なら、何を記憶してると？ 
 「むしろ…」と、ささやく「焰の爲に」その聲、≪流沙≫「わかる？」 
 家畜たち 
 「わかる？」 
 豚ども 
 「むしろ焰の」 
 わかる？ 
 「焰の爲だけに」 
 だから≪流沙≫は言い終わらないうちにライターを摺った。その華奢な指に、「男の子？」と、わたしは思わず、その、唇にこぼれかけた言葉を飲み込む——飲み込む？…前に、その、つぶやきかけた言葉の存在さえ、すでに忘れた。すでに目は知っていた。沙羅は少年だった。沙羅が自分で恥ずかしげもなくショートパンツを、たぶんその下着ごと脱ぎ捨てた時に、——同性愛、しかも少年愛者だったと？その、ヤンの謂うけちなジャップは。低能イエローモンキーは。彼等に固有のひこひこひこひこ礼儀作法に執着したマスかき猨は。まさか。なら、——高等人種。 
 後進國のみんなが尊敬すべきジャップ。 
 白肌のひとたちに愛されたい家畜。 
 ヤンの恋人の手配ミスということなのか。それとも沙羅が、あくまで自分で性別さえごまかして体を売っているということなのか。その褐色のなめらかな肌。そして口と、肛門を？ 
 わたしは沙羅を見ていた。沙羅は、恥じらいも無くただ、仰向けのあやうい裸体をさらして、そっとやさしく——やさしく？狂暴な、昏いまなざしに、いいよ。 
 「いつでも」 
 わたしを、——四つん這いがいい？許していた。その昏い虹彩の昏いままのほほ笑みに。 
 「なんでここにいるの？」 
 わたしは云った、「やっぱやりたいんじゃん？お前…」…性別など、最初から存在しないとでも？ 
 沙羅は 
 「もう、ぎんぎんじゃん？タコ」 
 とでも？或は。それら彼の言語をその口にすべらし、だから沙羅は彼の言語を 
 　　　みんな狂人 
 　　　　　　見えてる？ 
 話す。いつでも、どこでも、 
 　　　世界がわたしの爲に 
 　　　　　　その目 
 わたしにも。わたしが 
 　　　わたしの爲に生まれたのでないなら 
 　　　　　　むしろ脱糞の爲の 
 彼女の言語を 
 　　　みんな狂人 
 　　　　　　装置 
 聴き取っていないことなどすでにはっきりと知っていながら——知性が。 
 　　　知ってる 
 沙羅に知性がありさえすれば。沙羅に 
 　　　きのう十二時四十三分、すべては 
 知性があるのかどうか、言語を解さなければ 
 　　　滅びました 
 わからない以上、あるいはそもそもわたしたちの間に知性というものの有無の問題など存在しえない。狂気も正気もなにもない。 
 沙羅はだから、ベトナム語を話す。日本語を話すわたしと同じように。ここは沙羅たちの國なのだからむしろ不当なのはわたしの方だろう。わたちは留保なく違法だ。わたしは燒き捨てられるべきだ。苛烈な拷問のあとで。だから沙羅の聲を聞いた。低い、少女の喉のたてた低い聲のようなアルト。喉のどこかにひっかかり、ややもすればかすれ、そのいつもフラットにふれる響き。わたしが沙羅のそれを咥えてやるときにも。いつも。 
 「狂人、と。そう認定された」 
 　　　…ぃいー… 
 いつでも。その 
 「お前が、狂人の」 
 　　　…ぃいー…んっ 
 肛門にも、或は、 
 「響きを書き写すんだよ」 
 　　　…はぁー…ぃ 
 時に、冗談めかした 
 「おれの響きを？」 
 　　　…ぃるぅー… 
 手のひらの上にさえ 
 「どう？」やさしい≪流沙≫ 
 　　　…ぃんー…まっ 
 愛をそそいでやるときにも。 
 　　　感じる？ 
 　　　　　　こぼれるよ 
 口に、わたしが沙羅のそれを 
 　　　感じる？ 
 　　　　　　あふれるよ 
 受けてやる時にも。沙羅は 
 　　　それが愛 
 　　　　　　飛び散るよ 
 指ですくって匂いをかぐ、——くっさ。…と？ 
 ふいに思わず、吹き出して笑い、褐色の沙羅。その言語を理解せず、何が語られてるのか一切理解できないときに、そのそれぞれの異國語をそれぞれに話す人間たちにはすべて一様に正気と狂気の区別はなくなる。例えばその眼差し、或はその虹彩の色に、…唇に、…鼻に、それらの挙動に明らかにホモサ・ピエンスの定型とのずれを感じて仕舞う時以外には、狂気と正気はその区別自体を無効にし、だから彼等すべては狂気のヒト、或は正気のヒトになりおおせる。彼等すべてが正気の人になりおおせた時に、そしてわたしが正気のヒトであることは、わたしに自明なのだから、なにが起ころうともそこに欠けているのはただ狂気だけで、結果思いあぐねた心はその時に広がった事象自体をすべて狂気と認識しようとする。此れはあり得ない事故なのだと。例えば、空港でいつもどおり、何の不備もないはずのパスポートを出した時に入管の人間が急に陰鬱な顏になり、わたしはいきなり別室に連れて行かれかけれながら見る。かたわらの彼。正気でもなければ狂気でもない正気のひと。そこに遅れてやってきたもうひとりの職員と共に、だから彼等はいつか彼等の言語にいつ果てるともない相談を重ね、あげく、この彼からもその彼からも彼等の言語で話しかけられた時に、——此れ、なんか事故だよね？又は例えばいつもの町の飲食でいつもの食事を取って金を払い、いつものように立ち去ろうとしたときに、その店の從業員に呼び止められ、囲まれ、やつぎばやに口々に彼等の言葉を吐かれ、だから言葉。それら言葉。群れなす言葉。何を謂ってるのか。怒りなのか懇願なのか。何ら脈略をさえ一切あかさない、彼等にとっては明晰なだけの言葉と表情の生滅。もはや見得るものなど単に見えない幻に等しく響くのはだからそんな時には——此れ、なんか事故だよね？いずれにせよ、言葉は沙羅とわたしにとっては或は問題ではなかった。 
 沙羅がわたしを愛してるとは想えず、わたしが沙羅を愛している事實がないことも明らかだった。 
 もっとも、その、愛という言葉。定義次第でいくらでも意味を持ち、だからむしろまずしっかりと定義した後でなければ使えない、本來これ以上ない程の空虛と自由とをだけ曝すにすぎないこの愛という言葉を不用意につかう愚劣さをは捨て置き、——愛など。 
 　　　愛はあなた 
 　　　　　　ともあれ 
 沙羅は居すわった。居心地が 
 　　　あなたは愛 
 　　　　　　我々は 
 いいから？家猫のように？夜にも朝にも 
 　　　わたしたち 
 　　　　　　救われなければならない 
 時に拔け出す沙羅が 
 　　　愛だけが眞實 
 　　　　　　所詮そんなものだから 
 他の男か女かその両方かと逢っていることはあきらかで、…呼び出し。 
 スマートホンに、メッセージで。わたしは沙羅の眼の前でもユエンを抱いた。…綺麗な子だね。 
 ユエンは云った。沙羅を紹介した時に。 
 「お名前、は？」と日本語で敢えて死者ら語らく、 
 　　　それは陽炎 
 　　　陽炎、沙羅 
 　　　綺羅と綺羅 
 　　　あわい散乱 
 
 　　　傾くそれ 
 　　　色彩もなく 
 　　　ゆらぐそれ 
 　　　かたちもなく 
 
 　　　それは陽炎 
 　　　陽炎、沙羅 
 　　　すでになく 
 　　　ないことさえなく 
 
 　　　見つめた 
 　　　沙羅、綺羅 
 　　　まばたきもせず 
 　　　綺羅めき。虹彩 
 
 　　　何を？ 
 　　　沙羅、綺羅 
 　　　何を見た？ 
 　　　綺羅めき。虹彩 
 
 　　　生きてる？ 
 　　　まだ、沙羅 
 　　　沙羅、死んだ？ 
 　　　もう 
 
 　　　散る綺羅 
 　　　虹彩 
 　　　沙羅の 
 　　　綺羅散り 
 
 　　　散る綺羅 
 　　　沙羅の 
 　　　虹彩 
 　　　綺羅散り 
 
 　　　もう 
 　　　沙羅、死んだ？ 
 　　　まだ、沙羅 
 　　　生きてる？ 
 
 　　　綺羅めき。虹彩 
 　　　何を見た？ 
 　　　沙羅、綺羅 
 　　　何を？ 
 
 　　　綺羅めき。虹彩 
 　　　まばたきもせず 
 　　　沙羅、綺羅 
 　　　見つめた 
 
 　　　ないことさえなく 
 　　　すでになく 
 　　　陽炎、沙羅 
 　　　それは陽炎 
 
 　　　かたちもなく 
 　　　ゆらぐそれ 
 　　　色彩もなく 
 　　　傾くそれ 
 
 　　　あわい散乱 
 　　　綺羅と綺羅 
 　　　陽炎、沙羅 
 　　　それは陽炎 
 
 かさねて謂はく、 
 　　　それは陽炎 
 　　　　　　いつも目は 
 　　　　夢を見た 
 　　　　　見えないもをだけ 
 　　　陽炎、沙羅 
 　　　　　　見る 
 　　　　肉体の 
 　　　　　見る 
 　　　綺羅と綺羅 
 　　　　　　見えないものをだけ 
 　　　　息吹く夢 
 　　　　　いつも目は 
 　　　あわい散乱 
 
 　　　傾くそれ 
 　　　　　　見える？ 
 　　　　あざやかな 
 　　　　　見える？ 
 　　　色彩もなく 
 　　　　　　なに？ 
 　　　　痛みと 
 　　　　　なに？ 
 　　　ゆらぐそれ 
 　　　　　　見える？ 
 　　　　色彩 
 　　　　　見える？ 
 　　　かたちもなく 
 
 　　　それは陽炎 
 　　　　　　いつも目は 
 　　　　夢を見た 
 　　　　　燃え盡きたあとに 
 　　　陽炎、沙羅 
 　　　　　　見る 
 　　　　慥かに生まれ 
 　　　　　見る 
 　　　すでになく 
 　　　　　　燃え盡きたあとに 
 　　　　滅びた夢 
 　　　　　いつも目は 
 　　　ないことさえなく 
 
 　　　見つめた 
 　　　　　　見える？ 
 　　　　あざやかな 
 　　　　　見える？ 
 　　　沙羅、綺羅 
 　　　　　　なに？ 
 　　　　色彩ら 
 　　　　　なに？ 
 　　　まばたきもせず 
 　　　　　　見える？ 
 　　　　横溢 
 　　　　　見える？ 
 　　　綺羅めき。虹彩 
 
 　　　何を？ 
 　　　　　　どこに？ 
 　　　　あふれかえる 
 　　　　　目は 
 　　　沙羅、綺羅 
 　　　　　　わたしの 
 　　　　痛みら 
 　　　　　わたしの 
 　　　何を見た？ 
 　　　　　　目は 
 　　　　沙羅 
 　　　　　どこに？ 
 　　　綺羅めき。虹彩 
 
 　　　生きてる？ 
 　　　　　　どこに？ 
 　　　　燃え上がる 
 　　　　　目は 
 　　　まだ、沙羅 
 　　　　　　あなたの 
 　　　　色彩ら 
 　　　　　あなたの 
 　　　沙羅、死んだ？ 
 　　　　　　目は 
 　　　　沙羅 
 　　　　　どこに？ 
 　　　もう 
 
 　　　散る綺羅 
 　　　　　　見つめあう 
 　　　　肉体は夢 
 　　　　　見つめた 
 　　　虹彩 
 　　　　　　ささやきあって 
 　　　　すでに見た夢 
 　　　　　いつまでも 
 　　　沙羅の 
 　　　　　　いつまでも 
 　　　　遠い未生の 
 　　　　　ささやきつづけ 
 　　　綺羅散り 
 
 　　　散る綺羅 
 　　　　　　ささやきつづけ 
 　　　　はるかな過去の 
 　　　　　いつまでも 
 　　　沙羅の 
 　　　　　　いつまでも 
 　　　　軈て見る夢 
 　　　　　ささやきあって 
 　　　虹彩 
 　　　　　　見つめた 
 　　　　夢は肉体 
 　　　　　見つめあう 
 　　　綺羅散り 
 
 　　　もう 
 　　　　　　目は 
 　　　　沙羅 
 　　　　　どこに？ 
 　　　沙羅、死んだ？ 
 　　　　　　あなたの 
 　　　　色彩ら 
 　　　　　あなたの 
 　　　まだ、沙羅 
 　　　　　　どこに？ 
 　　　　燃え上がる 
 　　　　　目は 
 　　　生きてる？ 
 
 　　　綺羅めき。虹彩 
 　　　　　　目は 
 　　　　沙羅 
 　　　　　どこに？ 
 　　　何を見た？ 
 　　　　　　わたしの 
 　　　　痛みら 
 　　　　　わたしの 
 　　　沙羅、綺羅 
 　　　　　　どこに？ 
 　　　　あふれかえる 
 　　　　　目は 
 　　　何を？ 
 
 　　　綺羅めき。虹彩 
 　　　　　　見える？ 
 　　　　横溢 
 　　　　　見える 
 　　　まばたきもせず 
 　　　　　　なに？ 
 　　　　色彩ら 
 　　　　　なに？ 
 　　　沙羅、綺羅 
 　　　　　　見える？ 
 　　　　あざやかな 
 　　　　　見える？ 
 　　　見つめた 
 
 　　　ないことさえなく 
 　　　　　　燃え盡きたあとに 
 　　　　滅びた夢 
 　　　　　いつも目は 
 　　　すでになく 
 　　　　　　見る 
 　　　　慥かに生まれ 
 　　　　　見る 
 　　　陽炎、沙羅 
 　　　　　　いつも目は 
 　　　　夢を見た 
 　　　　　燃え盡きたあとに 
 　　　それは陽炎 
 
 　　　かたちもなく 
 　　　　　　見える？ 
 　　　　色彩 
 　　　　　見える？ 
 　　　ゆらぐそれ 
 　　　　　　なに？ 
 　　　　痛みと 
 　　　　　なに？ 
 　　　色彩もなく 
 　　　　　　見える？ 
 　　　　あざやかな 
 　　　　　見える？ 
 　　　傾くそれ 
 
 　　　あわい散乱 
 　　　　　　見えないものをだけ 
 　　　　息吹く夢 
 　　　　　いつも目は 
 　　　綺羅と綺羅 
 　　　　　　見る 
 　　　　肉体の 
 　　　　　見る 
 　　　陽炎、沙羅 
 　　　　　　いつも目は 
 　　　　夢を見た 
 　　　　　見えないものをだけ 
 　　　それは陽炎 
 
 
 





//捨てられた/すでに/言葉など、沙羅/屍










 
 わたしは沙羅の眼の前でもユエンを抱いた。…綺麗な子だね。そうユエンは云った。沙羅を紹介した時に。 
 「沙羅ちゃんっていうの？」 
 小柄で（——発育不順？）、自分とほぼ背丈の變わらない褐色の沙羅を、ユエンは、正面から見つめて目が…と、「綺麗」邪気もなく、投げ捨てるようにつぶやいて見せ、そして気にも留めなかった。沙羅は。ユエン如きなど？だからユエンは、とりたて相手にもせず、沙羅。ベッドのかたわら、片肘をついてよこたわり、その沙羅。まるでわたしと共謀して此の女を可愛がってやっている？「…飢えてんじゃん。結構」そんな眼差しの「こいつ、干からびてんの？」沙羅には、ユエンは、だからすこしも気に病みもせず——むしろ、 
 　　　病んだ！ 
 　　　　　　食ったんだよ 
 意識さえも。 
 　　　雨は！ 
 　　　　　　燃え尽きながら 
 まったく意識していないかに、沙羅の 
 　　　病んだ！ 
 　　　　　　食われたんだよ 
 存在。その 
 　　　紅の雨！ 
 　　　　　　だから食え 
 眼差しと唇の 
 　　　唐突に雨は！ 
 　　　　　　食ったんだよ 
 極端な不遜。赤裸々な軽蔑。唇の端、何故か淫乱な気配のゆがみ。何故？…沙羅を、その意識からしめだし、ただ、ユエンはだからわたしを見る。いつものように日本語で 
 　　　薔薇よ誇れ 
 　　　　　　飛び散った！ 
 その時の聲を過剩に立ててみせながら。わたしの 
 　　　降りしきる雨の 
 　　　　　　誰れの？ 
 爲に。そして 
 　　　雨の中に燃えた 
 　　　　　　目が飛び散った！ 
 日本語がだれよりも上手な 
 　　　そのあざやかな色を 
 　　　　　　どの？ 
 自分の、自分への証明と矜持の爲に。だから沙羅と、わたしは日々を過ごした。 
 あるいはいつかの朝に、出かけた先から帰ってきた沙羅がドアを叩いた。さっさと開けろ、と。投げやりな、周囲の部屋に起こされたかもしれない耳の存在など、考慮しない、だからドアを開けて遣ると唇に傷痕のある沙羅がひとりで笑っていた。どこかで 
 　　　見なければいい 
 喧嘩を？ないし 
 　　　どうせ 
 殴られ、暴行されたのか。その 
 　　　なにも 
 肛門を？ 
 　　　なにも見はしなかったのだから 
 口を？まさか沙羅がした？…いつもに變らないその挑発的な微笑に陰慘な気配はなにもない。惡びれもせず、「やべぇ」動揺するわけでもないせいで。「糞噉わされた」だから「やべぇ」沙羅に、わたしは 
 　　　聞かなければいい 
 云った——殴られたの？ 
 　　　どうせ 
 「やべぇ。だって空がやばっ…綺麗すぎてさ…」 
 　　　なにも 
 「大丈夫？」 
 　　　なにも聴き取りはしなかった 
 沙羅の笑いながらつぶやくベトナム語の、空間にひびくままにまかせ「結局のところ如何にしてもぃいいぃー…っと。聞こえた？いぃー死という自体が存在し得ないというのは、生とぉうぃいー…と。わかる？ぃいー…取り得ずは我々が我々の今をそう呼ぶ。ところがぃいぃー…いっ、いっ…聞こえた？死とは」 
 或はいつかの正午に、不意にベッドから飛び起きて、窓際に走った。だからその沙羅を見た。だからわたしは、むしろ不意の失神のような、気付きもしなかったうたた寝から目を開き、わたしは見る。死者たち、窓越しの光に白濁と、その色彩のない翳り、擦り付けられた翳りの黑褐色に染まる沙羅の後ろ姿を、——うつくしい、その見ていた。ただただ華奢な肉体。孔。 
 　　　落ちる 
 　　　　　　散る 
 ひろがる孔。死者ら。 
 　　　墮ちる 
 　　　　　　花 
 やわらかな肩。孔。 
 　　　墜ちる 
 　　　　　　乱れて 
 すぼめる孔。死者ら。 
 　　　何が？ 
 　　　　　　散る 
 流れ落ちる背筋の窪み。孔。 
 　　　砂が今 
 　　　　　　花が 
 とろける孔。死者ら。 
 　　　落ちる 
 　　　　　　散る 
 息づく胸とわき腹。孔。 
 　　　墮ちる 
 　　　　　　わたしの口の 
 流れ出す孔。死者ら。 
 　　　墜ちる 
 　　　　　　喉の近くに 
 足はおどろくほど細い。孔。 
 　　　どこから？ 
 　　　　　　散る 
 ゆらぐ孔。死者ら。 
 　　　月から。それは 
 　　　　　　花が 
 ふくらはぎの唐突な肉付き。孔。 
 　　　月の海の 
 　　　　　　色のない花 
 死者らの孔。不意の陥没。 
 わたしはまばたく。 
 「燃えてるよ」 
 沙羅の聲に、だからわたしは「何？」 
 「やばい。空、やばっ。今燃え上がってんだけど…」 
 「何、見てるの？」 
 「おれたちみんな、やばっ、滅びたね」 
 「どうした？」 
 舌を咬むように早口に言う沙羅に、わたしはだから笑いながら、それら、だから沙羅の笑いながらつぶやくベトナム語の空間にひびくままにまかせ「それとはまったく差異する事態、ないしぃいー…と。聞いた？事象とでも？であるなら、生であるぅいんー…聞いた？我々に死というのは終にぃいー…ばっ。聞いた？ふれ得ない。宇宙の果てに宇宙はふれることができないように。水のないところがぁんばっ…たぁー…わかる？沙漠である以上、海の水は如何にしても沙漠の砂にぃいー…と。聞こえた？ふれ得ないように」 
 或はいつか朝、窓ガラスの向こうに張り付いた蜥蜴の腹部を見ていた。誰れが？わたしが。 
 何故？ 
 蜥蜴が這っていたのは知っていた。わたしが不意に——理由があった。だがその理由は、すでに忘れられ（——誰れが？）その、蜥蜴を（——誰れが？）見た一瞬には（——いつ？）すでに、返り見た（——何故？）窓に、だからその時に（——誰れが？）蜥蜴は止まった。だから（——誰れ？）知った、それが此の瞬間まで（——何故？）這っていたのを。 
 　　　見ろ。それら 
 　　　　　　すべての花は 
 十階。 
 　　　限界の果てを 
 　　　　　　ほほ笑んで咲く 
 ペントハウスの窓。 
 　　　見ろ。もう 
 　　　　　　すてきだよ 
 蜥蜴にとっては 
 　　　目は燒けた墜ちた。目は 
 　　　　　　すてきだよって 
 冒険だったにちがいない。思う、 
 　　　見ろ。それら 
 　　　　　　だからあなたも 
 何故、蜥蜴はわたしが彼を——彼女を？見た事を知ったのだろう？わたしに彼が——彼女が？見つめられる間中、だから蜥蜴は靜止しつづけた。時に首にのみかすかな動き。 
 何故？ 
 「あした、雨だね」 
 と、沙羅は、あるいは云った。 
 　　　見て 
 だから背後を 
 　　　その 
 振り向く。そこに 
 　　　恥じらう花ら 
 沙羅は、窓からの直射日光をよこなぐりにあび、だからその白濁を「…知ってる？あれ、雨の雲だよ。海の遠くに見える」と、沙羅の笑いながらつぶやくベトナム語の、空間に死者ら。それらひびくままにまかせた。「だから死と假りにそれがあったとして、生にぃいー…聞こえる？死などあり得ない。だからぁあーんっ。ら。ぁー…聞こえる？俺たちは現在・過去・未來、かつてだれも死にぃいー…んばっ。わかる？得たものなどいない。死とは」と、ささやく≪流沙≫は、そして死者ら。それらわたしの耳たぶを咬んだ。——何？ 
 「続きは？」 
 　　　死者ら。それら 
 　　　　　　果てもない 
 「なに？」 
 　　　死者ら。それら 
 　　　　　　海 
 「聞かせて。話の、…お前の話のつづき」 
 　　　すでに燃え上がった 
 　　　　　　果てもない 
 「何の話？」と。その≪流沙≫は 
 　　　死者ら。それら 
 　　　　　　空 
 いきなり、侮辱された顏をする。九鬼はすでに、シャワールームで肌を流していた。≪流沙≫の部屋。ひろい、神宮前のビラ・フレスカ。≪流沙≫の隱れ住むように住んだ≪流沙≫の部屋。ひろい、神宮前のビラ・フレスカ。二階。木立の中の白と黄色。 
 「誰れが今、何、話してた？」と≪流沙≫の、あるいはその夜、…何時？ 
 たぶん十時過ぎ、一日中朝から不在で、夜の十時に帰ってきた沙羅は——だからその日、あと二時間近くで終わる今日の、はじめて見た 
 　　　夜に 
 沙羅。開けて遣るドアをさえ 
 　　　夜に鳥たち 
 叩きつけるように 
 　　　時には鳥ら 
 振り払って、だから 
 　　　飛び去って 
 沙羅はわたしにしがみついた。 
 　　　どこ？ 
 　　　　　　あなたがいま 
 しがみつく？ 
 　　　どこ？ 
 　　　　　　そこはどこ？ 
 むしろすがりつく。 
 　　　ほら 
 　　　　　　あなたがいま 
 すがりつく？ 
 　　　いま 
 　　　　　　そこはどこ？ 
 むしろ羽交い絞めに。 
 　　　聞こえはしなかった 
 羽交い絞め？ 
 　　　その鳥たちが 
 むしろ倒れこむ。 
 　　　それらの身近に 
 胸に、倒れ込み、むしろ 
 　　　立てた無数の 
 むしゃぶりつくように？ 
 　　　羽搏きのひびき 
 沙羅は顯らかに興奮していて、押さえられない高揚に、だから沙羅でさえない沙羅は誰れ？ 
 　　　月はいま 
 　　　　　　駆け拔ける 
 誰れが沙羅？ 
 　　　きれいなきれいな 
 　　　　　　駆け拔けた犬ら 
 わたしの背中をつかんで、そして不意に顏をあげ死者ら。…た。その、胸に擦り付けていた顏を。翳りの死者ら、色彩さえ額に赤らみ。あるいは目の色彩さえなく死者ら、錯覺？藥を？と。だれかに藥を打たれたか、嗅がされたか、飲まされたかは死者ら。擦り付けられた知らない。薬に死者ら。翳りの違いないとわたしは思っていた。そうでは死者ら。色彩さえないなかった。そう思った。見上げる眼差しに。その色に。あきらかに死者ら。その孔ひらく沙羅は、まともな沙羅の目で、沙羅の目ではもはやない目に、そして沙羅はわたしを見ていた。 
 見る。だからわたしはその 
 　　　死者ら 
 白目に散る充血の 
 　　　翳 
 筋を。 
 　　　翳りの死者ら 
 その飛沫の群がりを。——お尻の 
 　　　翳りの死者ら 
 孔の、ね？ 
 　　　死者ら。翳りの 
 と。 
 　　　だから色彩さえ 
 「孔の中の線虫が今、自然発火しちゃってさ…」 
 唐突に、そして沙羅は笑った。 
 「燃えそう。やばい。…ね」 
 聲を立てて「むしろひとりで燃えていい？」その沙羅の笑いながらつぶやくベトナム語の、空間にひびくままにまかせ「死を超越することはできない。すでに超越ぃいー…ぃっ聞こえた？されていたから。初めからなにも、存在などしぃいぃー…ぃっ、いっぃー…聞こえた？なかったから」 
 　　　だれにも 
 　　　　　　あかるむそらには 
 或はその朝に、沙羅が 
 　　　ひとつも 
 　　　　　　ほら 
 ふと、動きを止めた。 
 　　　耳はありません 
 　　　　　　有明の月 
 何故？ 
 その朝食。 
 ベトナム風のホットドックを買って、そして海岸のベンチで食べた時に、口を開いたまま、その食べ方ままに動きが止まった沙羅を、「何？」 
 どうしたの？ 
 「何を」それら、ささやくわたしの聲の存在にさえ 
 　　　聲ら。聲 
 　　　　　　とけだす 
 気付かない沙羅は「何を 
 　　　聲らまばたく 
 　　　　　　心が 
 見てるの？」 
 　　　聲ら。聲 
 　　　　　　とろけだす 
 向こうの方を 
 　　　聲らゆららぐ 
 　　　　　　ほら 
 見る。 
 　　　聲ら。聲 
 　　　　　　やさしい雨の 
 何を？ 
 　　　聲らむさぼる 
 　　　　　　ひびきのなかに 
 水平線のあたり？ 
 　　　聲ら。聲 
 　　　　　　かたくなな 
 あるいは、空の 
 　　　聲ら、もう 
 　　　　　　心さえ 
 最後のあたり。 
 　　　鳥は墜ちた 
 　　　　　　ね？ 
 あるいは、海の 
 　　　その海の 
 　　　　　　今とけ出して 
 盡きあるあたり。 
 　　　聲の響きに 
 　　　　　　流れて行ったよ 
 それら、眼差しの中にしか存在しない風景。 
 「何？」 
 「すっげぇ…俺、今、太陽が子供が生んだの見っちゃった」 
 唐突に、わたしの聲に気付いた沙羅は 
 「すっげぇちっちゃい、おこちゃまブラックホール」 
 沙羅の笑いながらつぶやく「もうさまじイベントホライズン状態じゃん」ベトナム語の、空間に「アインシュタインやばくね？」ひびくままに「禿げてる？もう、さ」まかせ「飲み込まれて滅びた」死者ら語らく、 
 　　　捨てられていた 
 　　　すでに 
 　　　言葉など、沙羅 
 　　　屍 
 
 　　　脱ぎさられた 
 　　　すでに 
 　　　言葉など、沙羅 
 　　　屍 
 
 　　　碎かれた 
 　　　すでに 
 　　　言葉など、沙羅 
 　　　屍 
 
 　　　屍。屍ら 
 　　　死屍。沙羅 
 　　　屍ら 
 　　　もはや 
 
 　　　燒きつくされた 
 　　　すでに 
 　　　言葉など、沙羅 
 　　　屍 
 
 　　　噛み千切られた 
 　　　すでに 
 　　　言葉など、沙羅 
 　　　屍 
 
 　　　滅ぼされた 
 　　　すでに 
 　　　言葉など、沙羅 
 　　　屍 
 
 　　　屍。屍ら 
 　　　死屍。沙羅 
 　　　屍ら 
 　　　もはや 
 
 　　　侮辱された 
 　　　すでに 
 　　　言葉など、沙羅 
 　　　屍 
 
 　　　踏みにじられた 
 　　　すでに 
 　　　言葉など、沙羅 
 　　　屍 
 
 　　　存在さえ 
 　　　すでに 
 　　　言葉など、沙羅 
 　　　いまも 
 
 　　　いまも 
 　　　言葉など 
 　　　すでに 
 　　　存在さえ 
 
 　　　屍 
 　　　言葉など 
 　　　すでに 
 　　　踏みにじられた 
 
 　　　屍 
 　　　言葉など 
 　　　すでに 
 　　　侮辱された 
 
 　　　すでに 
 　　　屍ら 
 　　　死屍。沙羅 
 　　　屍。屍ら 
 
 　　　屍 
 　　　言葉など 
 　　　すでに 
 　　　滅ぼされた 
 
 　　　屍 
 　　　言葉など 
 　　　すでに 
 　　　噛み千切られた 
 
 　　　屍 
 　　　言葉など 
 　　　すでに 
 　　　燒きつくされた 
 
 　　　すでに 
 　　　屍ら 
 　　　死屍。沙羅 
 　　　屍。屍ら 
 
 　　　屍 
 　　　言葉など 
 　　　すでに 
 　　　碎かれた 
 
 　　　屍 
 　　　言葉など 
 　　　すでに 
 　　　脱ぎさられた 
 
 　　　屍 
 　　　言葉など 
 　　　すでに 
 　　　捨てられていた 
 
 かさねて謂はく、 
 　　　捨てられていた 
 　　　　　　抉り取った 
 　　　　見て 
 　　　　　目を得た 
 　　　すでに 
 　　　　　　ホモ・サピエンス 
 　　　　ほら 
 　　　　　ホモ・サピエンス 
 　　　言葉など、沙羅 
 　　　　　　目を得た 
 　　　　白銀の朝 
 　　　　　ホモ・サピエンス 
 　　　屍 
 
 　　　脱ぎさられた 
 　　　　　　ちぎり取った 
 　　　　見て 
 　　　　　鼻を得た 
 　　　すでに 
 　　　　　　ホモ・サピエンス 
 　　　　ほら 
 　　　　　ホモ・サピエンス 
 　　　言葉など、沙羅 
 　　　　　　鼻を得た 
 　　　　木漏れの散乱 
 　　　　　ちぎり取った 
 　　　屍 
 
 　　　碎かれた 
 　　　　　　ぶち込んだ 
 　　　　見て 
 　　　　　口を得た 
 　　　すでに 
 　　　　　　ホモ・サピエンス 
 　　　　ほら 
 　　　　　ホモ・サピエンス 
 　　　言葉など、沙羅 
 　　　　　　口を得た 
 　　　　葉々の色彩 
 　　　　　ぶち込んだ 
 　　　屍 
 
 　　　屍。屍ら 
 　　　　　　これが肉体 
 　　　　かさなりあい 
 　　　　　肉体を得た 
 　　　死屍。沙羅 
 　　　　　　得られた肉体 
 　　　　こすれあい 
 　　　　　得られた肉体 
 　　　屍ら 
 　　　　　　肉体ら息吹き 
 　　　　ゆらぎあって 
 　　　　　これが肉体 
 　　　もはや 
 
 　　　燒きつくされた 
 　　　　　　喰いちぎる 
 　　　　見て 
 　　　　　耳を得た 
 　　　すでに 
 　　　　　　ホモ・サピエンス 
 　　　　ほら 
 　　　　　ホモ・サピエンス 
 　　　言葉など、沙羅 
 　　　　　　耳を得た 
 　　　　透き通る色彩 
 　　　　　喰いちぎる 
 　　　屍 
 
 　　　噛み千切られた 
 　　　　　　ひき剥いだ 
 　　　　見て 
 　　　　　肌を得た 
 　　　すでに 
 　　　　　　ホモ・サピエンス 
 　　　　ほら 
 　　　　　ホモ・サピエンス 
 　　　言葉など、沙羅 
 　　　　　　肌を得た 
 　　　　ひびきあう翳り 
 　　　　　ひき剥いだ 
 　　　屍 
 
 　　　滅ぼされた 
 　　　　　　なぶり壞した 
 　　　　見て 
 　　　　　性別を得た 
 　　　すでに 
 　　　　　　ホモ・サピエンス 
 　　　　ほら 
 　　　　　ホモ・サピエンス 
 　　　言葉など、沙羅 
 　　　　　　性別を得た 
 　　　　なじみあわない光りと翳り 
 　　　　　なぶり壞した 
 　　　屍 
 
 　　　屍。屍ら 
 　　　　　　これが肉体 
 　　　　さわぎあって 
 　　　　　得られた肉体 
 　　　死屍。沙羅 
 　　　　　　肉体を得た 
 　　　　鳴らしあって 
 　　　　　肉体を得た 
 　　　屍ら 
 　　　　　　肉体ら息吹き 
 　　　　ほのめかしあって 
 　　　　　これが肉体 
 　　　もはや 
 
 　　　侮辱された 
 　　　　　　叩き落とす 
 　　　　見て 
 　　　　　腕を得た 
 　　　すでに 
 　　　　　　ホモ・サピエンス 
 　　　　ほら 
 　　　　　ホモ・サピエンス 
 　　　言葉など、沙羅 
 　　　　　　腕を得た 
 　　　　生滅の散乱 
 　　　　　叩き落とした 
 　　　屍 
 
 　　　踏みにじられた 
 　　　　　　咬みついた 
 　　　　見て 
 　　　　　指を得た 
 　　　すでに 
 　　　　　　ホモ・サピエンス 
 　　　　ほら 
 　　　　　ホモ・サピエンス 
 　　　言葉など、沙羅 
 　　　　　　指を得た 
 　　　　失神の色彩 
 　　　　　咬みついた 
 　　　屍 
 
 　　　存在さえ 
 　　　　　　これが肉体 
 　　　　なんというものを 
 　　　　　息吹く肉体 
 　　　すでに 
 　　　　　　目覺めた肉体 
 　　　　見ていたのだろう 
 　　　　　肉の目覺め 
 　　　言葉など、沙羅 
 　　　　　　これが肉体 
 　　　　わたしたちは 
 　　　　　息吹く肉体 
 　　　いまも 
 
 　　　いまも 
 　　　　　　火をつけた 
 　　　　わたしたちは 
 　　　　　爪を得た 
 　　　言葉など 
 　　　　　　埀れる涎れに 
 　　　　もはや絶句のうちに 
 　　　　　涎れの綺羅ら 
 　　　すでに 
 　　　　　　爪を得た 
 　　　　なんというものを 
 　　　　　火をつけた 
 　　　存在さえ 
 
 　　　屍 
 　　　　　　指を得た 
 　　　　失神の色彩 
 　　　　　咬みついた 
 　　　言葉など 
 　　　　　　ホモ・サピエンス 
 　　　　ほら 
 　　　　　ホモ・サピエンス 
 　　　すでに 
 　　　　　　咬みついた 
 　　　　見て 
 　　　　　指を得た 
 　　　踏みにじられた 
 
 　　　屍 
 　　　　　　腕を得た 
 　　　　生滅の散乱 
 　　　　　叩き落とした 
 　　　言葉など 
 　　　　　　ホモ・サピエンス 
 　　　　ほら 
 　　　　　ホモ・サピエンス 
 　　　すでに 
 　　　　　　叩き落とす 
 　　　　見て 
 　　　　　腕を得た 
 　　　侮辱された 
 
 　　　すでに 
 　　　　　　肉体ら息吹き 
 　　　　ほのめかしあって 
 　　　　　これが肉体 
 　　　屍ら 
 　　　　　　肉体を得た 
 　　　　鳴らしあって 
 　　　　　肉体を得た 
 　　　死屍。沙羅 
 　　　　　　これが肉体 
 　　　　さわぎあって 
 　　　　　得られた肉体 
 　　　屍。屍ら 
 
 　　　屍 
 　　　　　　性別を得た 
 　　　　なじみあわない光りと翳り 
 　　　　　なぶり壞した 
 　　　言葉など 
 　　　　　　ホモ・サピエンス 
 　　　　ほら 
 　　　　　ホモ・サピエンス 
 　　　すでに 
 　　　　　　なぶり壞した 
 　　　　見て 
 　　　　　性別を得た 
 　　　滅ぼされた 
 
 　　　屍 
 　　　　　　肌を得た 
 　　　　ひびきあう翳り 
 　　　　　ひき剥いだ 
 　　　言葉など 
 　　　　　　ホモ・サピエンス 
 　　　　ほら 
 　　　　　ホモ・サピエンス 
 　　　すでに 
 　　　　　　ひき剥いだ 
 　　　　見て 
 　　　　　肌を得た 
 　　　噛み千切られた 
 
 　　　屍 
 　　　　　　耳を得た 
 　　　　透き通る色彩 
 　　　　　喰いちぎる 
 　　　言葉など 
 　　　　　　ホモ・サピエンス 
 　　　　ほら 
 　　　　　ホモ・サピエンス 
 　　　すでに 
 　　　　　　喰いちぎる 
 　　　　見て 
 　　　　　耳を得た 
 　　　燒きつくされた 
 
 　　　すでに 
 　　　　　　肉体ら息吹き 
 　　　　ゆらぎあって 
 　　　　　肉体を得た 
 　　　屍ら 
 　　　　　　得られた肉体 
 　　　　こすれあい 
 　　　　　得られた肉たち 
 　　　死屍。沙羅 
 　　　　　　これが肉体 
 　　　　かさなりあい 
 　　　　　肉体を得た 
 　　　屍。屍ら 
 
 　　　屍 
 　　　　　　口を得た 
 　　　　葉々の色彩 
 　　　　　ぶち込んだ 
 　　　言葉など 
 　　　　　　ホモ・サピエンス 
 　　　　ほら 
 　　　　　ホモ・サピエンス 
 　　　すでに 
 　　　　　　ぶち込んだ 
 　　　　見て 
 　　　　　口を得た 
 　　　碎かれた 
 
 　　　屍 
 　　　　　　鼻を得た 
 　　　　木漏れの散乱 
 　　　　　ちぎり取った 
 　　　言葉など 
 　　　　　　ホモ・サピエンス 
 　　　　ほら 
 　　　　　ホモ・サピエンス 
 　　　すでに 
 　　　　　　ちぎり取った 
 　　　　見て 
 　　　　　鼻を得た 
 　　　脱ぎさられた 
 
 　　　屍 
 　　　　　　目を得た 
 　　　　白銀の朝 
 　　　　　抉り取った 
 　　　言葉など 
 　　　　　　ホモ・サピエンス 
 　　　　ほら 
 　　　　　ホモ・サピエンス 
 　　　すでに 
 　　　　　　抉り取った 
 　　　　見て 
 　　　　　目を得た 
 　　　捨てられた 
 
 
 





//燃えた/沙羅、綺羅/綺羅ら/海は










 
 その朝。「明日、時間、ある？」いつものように単語レヴェルで短く切りながら甘ったれた聲につぶやくユエンの、だからひたすら甘ったるい聲を聞いた。彼女が鳴らしたLineの画像通話の中で。土曜日。いつも（だからいつも、それは）休みの筈の（画像通話。かならず）ユエン。完璧な（顏を見せる、完璧な）メイク。知っている（。ユエンは）。いつでもそうだった。わたしに素顏を見せたことなどなかった。そして 
 　　　見なかった。誰れも 
 　　　　　　俺？ 
 かならず極端な 
 　　　あなたの顏など 
 　　　　　　…ね？ 
 薄化粧。口紅を塗った以外にほとんど 
 　　　頭部がないから 
 　　　　　　お前だれ？ 
 なにも。 
 「どうしたの？來る？」 
 　　　きれいなあなた 
 　　　　　　微笑めば 
 「行く」と、ユエンは云った。…のところに行こう、と。 
 　　　夢のように 
 　　　　　　ほらね、星さえ 
 「行く？」 
 　　　すてきなあなた 
 　　　　　　星さえ墜ちた 
 その聴き取れないベトナム語の一音節、場所か人の名前を云ったには違いないユエンの、「何？」 
 　　　きれいなあなた 
 　　　　　　微笑めば 
 「忘れた？…絵を描く、…描く人…何？…紹介者」 
 　　　夢のように 
 　　　　　　ほらね、月さえ 
 「障碍者？」 
 　　　すてきなあなた 
 　　　　　　月さえ墜ちた 
 「…該者」 
 　　　あなたは壊滅 
 　　　　　　あなたは殲滅 
 　　　　　　　　　地獄の業火 
 　　　　　　　　　　　　果てるともない最後の苦悶 
 その時には、例の≪月の白ら雪≫の話を聞いてからすでに二週間ほど經っていた。だから、わたしはすでに二週間ほど經っていた。だから、わたしはすでに二週間ほど經っていた。だから、わたしはすでに忘れていたのだった。「覺えてるよ」 
 　　　忘れないでいて 
 　　　　　　あのかがやきは 
 わたしは云った。 
 　　　わたしたち 
 　　　　　　あのときめきは 
 忘れてはいなかった。覺えて 
 　　　青春の日々 
 　　　　　　あのきらめきは 
 いたのだった。何故ならいま、思い出したのだから。 
 「…忘れてたよ」ユエンは、だから笑った。 
 　　　鼻水さえきらら 
 　　　　　　きらきら 
 ユエンは明日の朝、ホテルに 
 　　　血尿さえきらら 
 　　　　　　ききらら 
 行くと言った。一緒に行こう、と。「沙羅ちゃんも連れていけばいいよ」 
 　　　孔子ほど論理的な倫理学者はいない 
 　　　　　　誰れ？ 
 「いらないよ。…いる？」 
 　　　仏陀ほど倫理的な論理学者はいない 
 　　　　　　誰れ？ 
 「不安だよ」 
 　　　すべての存在論は最終的に國家主義に奉仕する 
 そのユエンの選んだ不安という言葉の意味は、多義と謂うでもないまま、事実、どうとでも取れた。ひとつには、ひとりぼっちの沙羅が不安がると。もうひとつには、沙羅をひとりにホテルに殘すのはあなたが——もしくはユエン自身が？不安だろう、——もしくは事實、わたしは不安だ、と。さらには 
 　　　すべて異敎徒を受け入れなさい 
 信賴の置けない 
 　　　彼等の貴い文化として 
 毛のない獸の 
 　　　その全き殲滅の爲に 
 沙羅を野放しにするのは不安だと。何をしでかすかわからない。物取りでもしたら？火でもつけたら？あなた、どうするの？まるでわたしの妻であるかのように。 
 「大丈夫じゃない？」 
 　　　ジャップはカルト 
 　　　　　　死なないで 
 　　　　　　　　　殲滅の朝燒け 
 「連れて行けばいいよ」 
 　　　誰れもがジャップ 
 　　　　　　生き延びないで 
 　　　　　　　　　壞滅の黄昏れ 
 不意に、投げやりな聲を 
 　　　ほほ笑みの 
 　　　　　　木漏れ日を 
 立てた。沙羅は 
 　　　ほほ笑みのユエン 
 　　　　　　漏れる光りを 
 その時、出かけていた。スマートホンに 
 　　　いつでもほほ笑み 
 　　　　　　さわった風は 
 メッセージが入った。それを知らせる 
 　　　ほほ笑み以外に 
 　　　　　　綺麗です 
 短いベルが鳴って、そして 
 　　　顏のない 
 　　　　　　ここちよいです 
 すさまじい速さで 
 　　　だからユエン 
 　　　　　　葉の影を 
 打ち返した後に。行先も告げずに。…告げずに？「ちょっと天國まで行ってくるね」慥かに沙羅は、指をスマホから話した直後、振り向きざまのベトナム語で或はそう云った。その言葉は「神様、発狂したらしいからさ…」わたしには「浣腸だけ打って、それからすぐ帰るから」意味を「ついでに灌頂しちゃうかも」なさなかったから「心配しないで」沙羅は「ちょっと北京でハルマゲドンしてくるだけだからさ」或は、事實なにも告げなかった。 
 　　　誰れもが今 
 明けた朝に、沙羅と 
 　　　ベッドの中で 
 窓越しの海を 
 　　　眠れるままに 
 見た。だから 
 　　　眠れぬままに 
 空をも。 
 　　　死んだら？ 
 午前六時、昏いまま青む空は、すでに明けの紅蓮を消し（東向きの窓）、もはや（東の空。だから）白い発光にすぎない（いつでも）太陽…かすかに（海は）感じる纏う黄色、陽炎のような、その有るか無いかの揺らぎ。いつも太陽の色は白。色彩など追いつけない発光。黄色の環のゆらめきに、いつかかすかに見えた気がする青、青み、ひたすら自由にくずれる円環。空は青、青み、青く、昏いさをしずかに失って青、青み、行きながらすでに、霞みがかった青、青み、白濁をさえも感じさせ（水平線はいつでも白いのだ。いつでも。まだ昏みの息遣ううちにも）むしろ、ひとことで謂えば白いと？ 
 屈辱を感じ乍らつぶやく以外にすべのない、それら色彩の群れ。 
 　　　存在など 
 　　　　　　出逢えるよ 
 雲がうすく 
 　　　ホモ・ネアンデルタールの眼差しのうちにさえ 
 　　　　　　ほら、ね？ 
 散った。 
 　　　存在など 
 　　　　　　ほんとの自分に 
 太陽は雲に 
 　　　色彩など 
 　　　　　　出逢えたよ 
 隱れ、姿を隱し、そのせいでその、苛烈な発光のすがたをより鮮明にする。雲を通す、あまりにもあざやかな遠い、巨大な円環。 
 纔かな切れ目があったのだった。その雲に（蜘蛛らさえ）。その切れ目自体には（見上げるのだった。その）気付かなかった。漏れた光りが（蜘蛛らさえ）そこに、（光りの円環。ほら）切れ目が 
 　　　色彩はからっぽ 
 あることを（その海の綺羅らの上に）知らせた。だから 
 　　　からっぽは色彩 
 ひとすじの光りは、 
 　　　ちがわないよ 
 白く、海に 
 　　　かわらないよ 
 直射する。 
 　　　誰れ？ 
 　　　　　　死んだの。ぼくが 
 誰れが海を青いと言得るのだろう。いったい、どこの 
 　　　お前、誰れ？ 
 　　　　　　殺したの 
 狂者が？ 
 綺羅らの無際限な散乱に他ならない海。海。海。綺羅。その綺羅らぎらの背景色はあくまで青だと？ 
 　　　目なんか 
 　　　　　　海！ 
 まさか。 
 　　　ある？あなたに 
 　　　　　　かぎりない 
 黑？ 
 　　　わたしに 
 　　　　　　生滅の 
 まさか。 
 　　　目なんかあんの？ 
 　　　　　　綺羅ら 
 形容すべき 
 　　　ほんと？ 
 　　　　　　海！ 
 色彩、色彩の名、その名を以て名づけるべき色彩をなどもはや維持しないだから永遠に不視の海は昏む。生滅の綺羅の滅した須臾に。青？ただひたすらな眩むばかりの綺羅らの氾濫。それら氾濫に、——横溢。ひとすじの光はふれたそこをだけ、だから氾濫の綺羅らを、その生滅をだけ殲滅する。ただひとつに発光する白い綺羅のなかに。 
 　　　見ないで 
 　　　　　　墮ちますよ 
 それは滅びなのだろうか？ 
 　　　見ないでもう 
 　　　　　　雫がほら 
 あるいは 
 　　　それは死屍 
 　　　　　　こぼれます 
 到達なのだろうか？綺羅らは 
 　　　いつかのわたしの 
 　　　　　　しずかにそっと 
 より強靭になったというのか、あるいは 
 　　　いつもの死屍 
 　　　　　　燃えながら 
 より強靭なものにただ、壞滅の慘状をさらしていたのか。 
 　　　見ていた。ぼくは 
 それら、所詮は言葉。 
 　　　眼の前に 
 言葉は常に、終に無効であるに過ぎない。 
 　　　擦り付けられた 
 言葉以上に、なにをも言い表さない無慚なものは 
 　　　死者たちの 
 存在しない。だから狂った言葉など存在しない。だから狂った沈黙も、だから狂いとしての失語もすでに、存在しない。言葉そのもの、その正しい言葉の響き自体が、すでにしてまったき狂気そのものなのだと「甘いんだよ」 
 沙羅は云った。 
 　　　狂ってる？ 
 　　　　　　誰れが？ 
 　　　　　　　　　死んだよ 
 その素肌を 
 　　　狂ってる？ 
 　　　　　　あなたが？ 
 　　　　　　　　　わたし、昨日。ひとり 
 さらしたままの背中を、わたしに 
 　　　狂ってる？ 
 　　　　　　誰れが？ 
 　　　　　　　　　夜明けに 
 うしろから抱きしめられながら「太陽ってね」と、 
 「だから月も」 
 それら、甘えるような 
 「たべたら甘いんだよ」 
 夢見るような異言語の發語。 
 　　　夢ですか？ 
 　　　　　　せめていちど 
 刈り上げられた沙羅の 
 　　　素敵すぎたあなた 
 　　　　　　その背中 
 髮の毛の匂いを嗅いだ。鼻をそのうしろ頭におしつけて。音をさえ立てて死者ら語らく、 
 　　　燃えた 
 　　　沙羅、綺羅 
 　　　綺羅ら 
 　　　海は 
 
 　　　燃えた 
 　　　沙羅、綺羅 
 　　　綺羅ら 
 　　　空は 
 
 　　　沙羅、散乱 
 　　　光りの 
 　　　綺羅ら 
 　　　綺羅の散乱 
 
 　　　波立ちに 
 　　　燃えた 
 　　　光りは 
 　　　沙羅 
 
 　　　朝燒けに 
 　　　空は 
 　　　すでに 
 　　　燃えた 
 
 　　　沙羅 
 　　　すべては、もう 
 　　　燃えた 
 　　　沙羅 
 
 　　　沙羅 
 　　　燃えた 
 　　　すべては、もう 
 　　　沙羅 
 
 　　　燃えた 
 　　　すでに 
 　　　空は 
 　　　朝燒けに 
 
 　　　沙羅 
 　　　光りは 
 　　　燃えた 
 　　　波立ちに 
 
 　　　綺羅の散乱 
 　　　綺羅ら 
 　　　光りの 
 　　　沙羅、散乱 
 
 　　　空は 
 　　　綺羅ら 
 　　　沙羅、綺羅 
 　　　燃えた 
 
 　　　海は 
 　　　綺羅ら 
 　　　沙羅、綺羅 
 　　　燃えた 
 
 かさねて謂はく、 
 　　　燃え盡きた 
 　　　　　　深く 
 　　　　知ってる？ 
 　　　　　まばたき 
 　　　沙羅、綺羅 
 　　　　　　吸い込むように 
 　　　　誰れも 
 　　　　　吸い込むように 
 　　　綺羅ら 
 　　　　　　まばたき 
 　　　　見なかった 
 　　　　　深く 
 　　　海は 
 
 　　　燃え盡きた 
 　　　　　　深く 
 　　　　知らなかった 
 　　　　　沈む 
 　　　沙羅、綺羅 
 　　　　　　吐き出すように 
 　　　　誰れも 
 　　　　　吐き出すように 
 　　　綺羅ら 
 　　　　　　沈む 
 　　　　それは海 
 　　　　　深く 
 　　　空は 
 
 　　　沙羅、散乱 
 　　　　　　蝶たち 
 　　　　空は海 
 　　　　　飛び散る 
 　　　光りの 
 　　　　　　失神したのは 
 　　　　沙羅 
 　　　　　失神したのは 
 　　　綺羅ら 
 　　　　　　飛び散る 
 　　　　海は空 
 　　　　　蝶たち 
 　　　綺羅の散乱 
 
 　　　波立ちに 
 　　　　　　羽搏き 
 　　　　海でさえない 
 　　　　　蝶たち 
 　　　燃えた 
 　　　　　　墜ちたのは 
 　　　　だから 
 　　　　　墜ちたのは 
 　　　光りは 
 　　　　　　蝶たち 
 　　　　それは海 
 　　　　　羽搏き 
 　　　沙羅 
 
 　　　朝燒けに 
 　　　　　　褪せた？ 
 　　　　空でさえない 
 　　　　　羽搏きの色らは 
 　　　空は 
 　　　　　　もう 
 　　　　だから 
 　　　　　もう 
 　　　すでに 
 　　　　　　羽搏きの色らは 
 　　　　それは空 
 　　　　　褪せた？ 
 　　　燃えた 
 
 　　　沙羅 
 　　　　　　目醒めるよ 
 　　　　なにも 
 　　　　　目醒めたよ 
 　　　すべては、もう 
 　　　　　　すべて 
 　　　　見い出されなかったから 
 　　　　　すべては 
 　　　燃えた 
 　　　　　　目醒めたよ 
 　　　　だからすべては 
 　　　　　目醒めるよ 
 　　　沙羅 
 
 　　　沙羅 
 　　　　　　目醒めたよ 
 　　　　だからすべては 
 　　　　　目醒めるよ 
 　　　燃えた 
 　　　　　　すべては 
 　　　　見い出されなかったから 
 　　　　　すべて 
 　　　すべては、もう 
 　　　　　　目醒めるよ 
 　　　　なにも 
 　　　　　目醒めたよ 
 　　　沙羅 
 
 　　　燃えた 
 　　　　　　羽搏きの色らは 
 　　　　それは空 
 　　　　　褪せた 
 　　　すでに 
 　　　　　　もう 
 　　　　だから 
 　　　　　もう 
 　　　空は 
 　　　　　　褪せた 
 　　　　空でさえない 
 　　　　　羽搏きの色らは 
 　　　朝燒けに 
 
 　　　沙羅 
 　　　　　　蝶たち 
 　　　　それは海 
 　　　　　羽搏き 
 　　　光りは 
 　　　　　　墜ちたのは 
 　　　　だから 
 　　　　　墜ちたには 
 　　　燃えた 
 　　　　　　羽搏き 
 　　　　海でさえない 
 　　　　　蝶たち 
 　　　波立ちに 
 
 　　　綺羅の散乱 
 　　　　　　飛び散る 
 　　　　海は空 
 　　　　　蝶たち 
 　　　綺羅ら 
 　　　　　　失神したのは 
 　　　　沙羅 
 　　　　　失神したのは 
 　　　光りの 
 　　　　　　蝶たち 
 　　　　空は海 
 　　　　　飛び散る 
 　　　沙羅、散乱 
 
 　　　空は 
 　　　　　　沈む 
 　　　　それは海 
 　　　　　深く 
 　　　綺羅ら 
 　　　　　　吐き出すように 
 　　　　誰れも 
 　　　　　吐き出すように 
 　　　沙羅、綺羅 
 　　　　　　深く 
 　　　　知らなかった 
 　　　　　沈む 
 　　　燃え盡きた 
 
 　　　海は 
 　　　　　　まばたき 
 　　　　見なかった 
 　　　　　深く 
 　　　綺羅ら 
 　　　　　　吸い込むように 
 　　　　誰れも 
 　　　　　吸い込むように 
 　　　沙羅、綺羅 
 　　　　　　深く 
 　　　　知ってる？ 
 　　　　　まばたき 
 　　　燃え盡きた 
 
 
 





//見たもの。沙羅/あなたが/それは/海。…沙羅










 
 九時にホテルに入って來たユエンに、だからわたし口づける。その腰にすこし（…骨盤。完璧な）ふれてやり、それに（微笑。完璧な）気付かない。ユエンは。わざと？沙羅が（うなじ。完璧な）その背後に（手首。完璧な）聲を立てて笑ったことに。かたくななまでに。だからユエンの右のまぶたは、かすかに震えた。見た。わたしはその微細なふるえ死者らはユエンとの口づけに、目を死者らは閉じないからひらく。沙羅とのひらくそれにも。閉じたところで見えるものはひらく孔ら。決まっている。だから死者たち。色彩の無い翳り、そして孔の群れ。無数にひらき、やがて消え失せ、ふたたび陥没し、死者ら——はじめて？いま、始めて？不意に開き始めた、だから孔の群れの生滅。「かわいいでしょ？」と？ 
 慥かそう云った。いつか、いつ？≪流沙≫は。 
 その名を終にわたしたちに…だから 
 　　　死者たち。もう 
 　　　　　　冴えたままに 
 九鬼にも…だから彼の 
 　　　意識さえない 
 　　　　　　醒め切ったままに 
 恋人たちに明かさずに 
 　　　死者たち 
 　　　　　　ふるえたのだ。それら 
 壞れた≪流沙≫。 
 　　　孔をひらく 
 　　　　　　花たちは 
 「好きでしょ？」 
 なにが？ 
 自分の見下ろしたまなざしの中に、床に膝間付くわたしを見ていた。 
 　　　あなたの燃える手で 
 誰れが？ 
 　　　燃える唇で 
 ≪流沙≫が。 
 　　　燃えるまなざしで 
 そのいつもの戯れ。邪気のない、すこし暴力的な 
 　　　わたしを 
 あそび。膝間付かせた——自分で？…本当に？わたしは自分で？≪流沙≫。わたしの手首を、だから後ろ手にしばって——何で？ 
 ≪流沙≫。彼のやわらかなシャツ。値が張ることを隱す気も無いうすむらさきの≪流沙≫。シャツ。いつもむらさき。ビラ・フレスカの中の花も≪流沙≫。むらさき。なにもかも 
 　　　あなたの燃える手で 
 むらさき。壁だけは 
 　　　燃える唇で 
 白。ただ、むらさきの 
 　　　燃えるまなざしで 
 散乱に、より強烈なあざやかさを 
 　　　わたしに発火 
 与える爲に、「舐めてもいいよ」ささやく≪流沙≫。奴隷にして家畜、家畜にして奴隷なるそれに——わたし？それは言葉の施しを与える、——わたし？やさしい≪流沙≫。 
 「やさしく、舌で、ふれてもいいよ」 
 家畜の眼の前にさしだしたそれを≪流沙≫は「俺のあついもの」斜め左右にすこしゆらした。根元に力を入れて。 
 　　　ゆれますよ 
 　　　　　　誰れももう 
 わたしの舌があやうく 
 　　　ゆれますよ 
 　　　　　　死なないで 
 ふれようとしたときに、——痛いよ。 
 　　　燃える朝燒け 
 ≪流沙≫痛い。…と？知った。わたしは 
 　　　川面に燃えた 
 ≪流沙≫の手のひらが容赦なくわたしの頬をひっぱたいたのを、「許して」 
 　　　わたしは鳥 
 ささやくわたしに、「死ね…糞」ささやく≪流沙≫、ほほ笑みの「許して」 
 「死ね、…だから」もはやなにも聞かなかった。それら、ただ恍惚をだけ耳に吹き込む≪流沙≫のうつくしい聲などすでにわたしは軈て、バイクでハン川の方へ行った。ユエンが彼女のホンダの大ぶりなスクーターで…海外仕様。ここでは四人乘り迄合法だから。先行し、沙羅はわたしのスズキの後ろにしがみつく。カタナは乘りごこちの良いふたり乘りの爲には作られていない。死ぬならひとりで死ねと？それは、…刀で腹を裂くように？ 
 　　　わたしは鳥 
 　　　　　　速度が流れを 
 ユエンが云ったほど 
 　　　夜更けに啼く鳥 
 　　　　　　風景に流れを 
 近いとは 
 　　　啼いた鳥 
 　　　　　　流れとはなに？ 
 感じられない。ミーケーのホテルから十分も懸からないと行った。二十分は超えた。三十分近く。安全過ぎてあやういユエンの運轉のせいには違いない。交差点の眞ん中で不意に、安全の爲止まったりもする。結局、本気で飛ばせば、ひょっとしたら五分程度なのだろうか。信号次第で。 
 ハン川にかかる、龍のかたちを模した——犬みたい、と。いつかユエンは行った。あれ、よくないよ。黄色い犬だよ。ドラゴン・ブリッジの手前を左にまがればすぐに、むしろ更地の群れがひろがる。建物は立っているのだが、あくまで更地の中の点在にすぎない。まっすぐ思ったより直進しつづけ、区画整理の産物たる新興住宅街…に、なるべき宏大な更地と新築家屋の纔かな点在、ただそっけない碁盤の大通りと、時に放棄されたらしい旧家屋の朽ちるままの点在、そんなエリアのいくつめかの角を、ユエンは唐突に曲がった。わたしたち以外に人通りなどありはしない。住んでいる人間が住んでいるという他に、まだ何の目的もあり得ない場所だから。 
 ふためつのブロックに、新しい四階建ての戸建てと、その傍らに古い平屋に瓦屋根の家屋が見えた。かつて増築されたらしい離れの屋根はトタン。ここでトタンはかならずしも貧困をは意味しない。瓦屋根の様式のすたれた後は、ブロックの基礎にコンクリを塗りたくった壁に、トタンを敷くのがもっとも一般的な建築様式になていったようだ。木の柱にコンクリートの瓦をしいた家屋は、だから前世代の様式である。またはいまどきそんな瓦様式を採用する家は、大抵は富裕層の家屋のように見える。もっとも、このあたりの建築史の、正確なところまではわたしにはわからない。 
 家の前に一台のバイクを（…赤いヤマハのスクーター）止めた新築の方はともかく（日本から直輸入したもの。ベトナム仕様にくらべてひとまわりちいさい）旧家の方にはおよそ人の住んでいる気配がない。破棄されたということなのか。ただし、占有した面積は廣い。そのブロックの、おそらくほぼ半分近くが敷地であるようだった。ひょっとしたら、新築のほうと持ち主が同じで、旧家屋はこれから壞して建て直すということなのか。 
 いずれにせよ建築の規模から言って、その、不在の家族自体はもともとは富裕層に属したのだろう。すでに他に移り住んだのだろうか。家ごとを土地を売却し、その金でもっといい場所を？旧家のぐるりを、樹木がさまざまに埋める。 
 ユエンは旧家の前にバイクを止めた。そのブロックの通り沿いにはその一軒だけ。斜すにした背後にもう一軒。新築。それのみ。通りを隔てた斜す向かいにも一軒。その後ろにおそらく二軒。それ以外は、草を散らす更地。それだけだった。 
 バイクを止めた時には、気付いていた。意外な事實、その古い家屋が営業中のカフェだったことに、——だから樹木。ほそい幹を絡ませるように曲がりくねった若いブーゲンビリアの、それら擬態の花——色づく葉、それらと赤裸々なただの葉々、それら色彩と翳りが通からはカフェと書かれた看板を隱していた。 
 木漏れ日に、テラス席はほんの纔か。光りよりも翳りのほうが多い印象。開かれっぱなしの木製のドアから家屋の中に入ると、中の壁は白く塗りなおされ、朽ちかけの印象の外觀とは極端な対比を造る。瀟洒な白いテーブルと、黑い椅子。旧家を再利用したカフェ、ということなのか。中庭があった。せまくはない中庭。そこに二組とひとりだけ客はいた。 
 二組はベトナム人の、何故か会社員。会社の制服らしいそろいのシャツとを來ている。下は思い思いの格好。女二、男一。二十代後半。もう一組は家族づれ。祖母らしき女と、その娘か嫁。そして子供。十歳くらいの女の子。祖母は携帯電話で話し続け、娘か嫁かはスマートホンに、孫娘はタブレットに夢中だった。ゲームの音聲はそのまま好き放題流される。ここでは騒音被害は存在しない。だれもかれもが好き勝手にうるさいからだ。 
 眞ん中に生えていたのは、名前のわからない樹木。その横の、翳りを散らす席に、ひとりの男（のように、見えた）が座っていた。華奢な男。二十代。明らかに彼は東アジア系の外國人だった。日本人なのだな、と。わたしは根拠もなくそう思った。わたしたちは恐らく彼とまちあわせしていて、彼が案内してくれるにちがい。 
 何故？ 
 何も云わないまま先導するユエンの足取りが、あきらかにその男にだけ向かっていたから？ 
 そしてユエンといえば日本人だから？ 
 あるいは霧のような、且つゆるぎない確信。事實、ユエンはその男の眼の前で立ち止まった。 
 「川原先生」と、ユエンに言われ、男は（…女は？）はっとし、顏をあげた男の（…女の）顏に——パソコンを弄っていたのだ。彼は（——彼女は？）ずっと。匂いがした。過ぎるほどに端正な顏に、あきらかな倒錯の…錯乱の？匂いが死者ら語らく、 
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 「川原先生」と、そうユエンに呼びかけられたとき、その男（…女？）風が「川原先生」と、そうユエンに呼びかけられたとき、その男（…女？）風が「川原先生」と、そうユエンに呼びかけられたとき、その男（…女？）風がそよぐ？中庭に？どこから？「川原先生」と、そうユエンに呼びかけられたとき、その男（…女？）頭の上から？川原は明らかな狼狽を素直にさらした。何故？惡戲を見つかった子供じみて。川原の 
 　　　眞我は 
 　　　　　　まなざしに 
 　　　　　　　　　深呼吸すれば 
 纏う倒錯の匂いの 
 　　　よみがえりつづけた 
 　　　　　　ゆびさきに 
 　　　　　　　　　ほんとの自分に 
 根拠は「…びっくりした」その「ちゃんと、 
 　　　それは 
 　　　　　　舌に 
 　　　　　　　　　出逢える 
 聲かけてよ」川原の 
 　　　言葉に巣食うから 
 　　　　　　鼻孔に 
 　　　　　　　　　わたし 
 聲が、だから直後に明かした（その男——女は）。それは女の聲だった。聲に性別が判明したのではない。わかりはしない。何かの障害で變聲のなかった男かもしれず、或は美貌を誇る瀟洒な男のような、綺羅らかな容貌の女なのかもしれない。ただ、倒錯の気配の、その底の知れたことにわたしは安堵し、何故？すでにひとり 
 　　　すでに死んだから 
 　　　　　　その 
 腑におちていた。 
 　　　眞我はひとりで 
 　　　　　　よみがえりを 
 ユエンはすでに 
 　　　すでに死んだから 
 　　　　　　その 
 聲を立てて笑っていた。 
 「ちゃんと、かけたよ、ね？…聲、ね？…かけたよ」 
 　　　　ゆれるのは 
 　　　　　　　なにが？ 
 「もっと、ちゃんと、さ…」 
 　　　　やさしい髮 
 　　　　　　　ふるえ 
 「いま、だから、ね？…呼んだ、よ？」 
 　　　　あなたの 
 　　　　　　　ふるえるのは 
 「いや、だから」 
 　　　　やさしい 
 　　　　　　　なにが？ 
 「わたし、ね？…いま、呼んだよ」 
 　　　　前髮だけ 
 　　　　　　　ふるえ 
 そうだけど、と。事實として、理不尽にすぎない自分の言葉を愧るともなく川原は椅子に背をふたたび持たれ、そして、我に返れば唐突に明らかな日本人様式でわたしに頭をさげた。立ち上がり、そして上目におずおずとわたしを見て。あっ…やっ…いぃやっ…あっ 
 「こちら？…今回、面会したいって謂う…」 
 「面会？」云ったわたしをは誰れもが無視し、「眞砂さん、だよ。日本人、だよ」 
 あっ…やっ…いぃやっ…あっ 
 「いや、それは見ればわかるけど」 
 あっ…やっ…いぃやっ…あっ 
 「うれしい？」 
 邪気も無く云うユエンにわたしたちは笑った。何故？つまり、日本人あっ…やっ…いぃやっ…あっふたりは。 
 ややあって川原が応えた。 
 「別に、日本に帰ったら日本人、いっぱいいるからね」と、…日本人だらけだからね。笑み、川原のやさしい、どうですか？あなたのお気持ち、代弁させていただきました。どうですか？だからあっ…やっ…いぃやっ…あっそんな、人のよさそうな眼差しをつくり、そしてわたしの背中にじゃれる褐色の、タンクトップの沙羅をは疚しげな目に一瞥するものの、不貞？「日本で、ね？ベトナム人に、ね？遇うと、ね？すごく嬉しい、ね？」 
 頽廃？ 
 「日本人とベトナム人、違うから」 
 倒錯？ 
 「同じだよ。ね？ちがうけど、ね？一緒だ、よ？」 
 墮落？ 
 川原たちの笑う聲を聞いた。 
 軈てユエンは紹介した。わたしたちを。テーブルに座り、勝手にユエンが注文したコーヒーとスムージーふたつとを待つ間に、まずは 
 　　　我等狂人 
 　　　　　　狂気の巨人が 
 川原にわたしを。謂はく、わたしは 
 　　　すべて狂人 
 　　　　　　自らの自重に 
 ベトナムにもう 
 　　　眞實を知る 
 　　　　　　背骨折るのを 
 十年くらい住んでいる——それは 
 　　　我等狂人 
 　　　　　　蚯蚓は見たもの 
 あきらかに誇張が過ぎた。親越家で、ダ・ナンのことならなんでも知っていて、そして日本でたくさんレストランを経営してる、お金持ちで、親切で、暇な時にはいつも日本語を敎えている——誰れに？「歌も上手だよ」わたしもよく、ちょっと迷ったら聞くが、説明もわかりやすいし、それに「歌もすっごく、」発音が綺麗なので、すごく「上手なんだよ」いい、と。ミーケービーチ沿いのホテルに住んでいて、もう長いからホテルの人たちの家族みたいだ——噓。これはさすがに「それに、ね？」ユエンのでまかせだった。そして「いけめんだよ」ユエンはわたしの傍らに肱をついて、添えた顎の先に「やさしいよ、いつも」川原を見つめる沙羅の紹介は「だれにも、いつも」飛ばした。存在しないとばかりに？ 
 次にユエンは川原を、謂はく、倉敷の大原美術館の美術館員。もっとも、美術館の方は大して忙しいわけでも無いので、…と、あっ…やっ…いぃやっ…あっ川原自身が大して忙しいわけでも無いので。もっぱら美術史家として活動している。書籍も何冊か入門用の本を書いた。三十歳で（とユエンは言い、川原本人が二十九と訂正した）「…噓。わたしの、ね？…年上、だよ」ユエンとはほぼ初対面である。ベトナムに來て、一週間前に知り合った。調査で訪れたダ・ナンで、通訳が必要だったからである、と。「調査って、その、天才少女の？」 
 「お姉さんが、ね」と。 
 ユエンは言った。だから、姉とは、所謂≪琥珀≫。 
 「通訳してって云ったから、…日本語、できないから、ね？先週の週末、ね？行った」 
 ふと思ったのだが、だからユエン自身、あの画家に遇いに行こうとわたしに云った事など忘れていたのだ。或は、一か月近く前から≪琥珀≫はユエンに言っていたのだろうか。日本人が來るから通訳しろと？とは言え、川原が何か月もスケジュールを埋めた多忙な人間とは想えなかった。 
 「だから調査って…画家…あの」 
 「ルーパ？」 
 「≪流波≫あの子に面会にいらしたんですよね。今日…眞砂さんも」 
 「≪ルーパ≫っていうんですか？その、…画家」 
 「名前は、いろいろ。他にも、≪サンサーラ≫≪ハジュン≫≪ガンダルヴァ≫≪ナーガ≫…もともと、匿名作家だったんですよ。…いや、匿名じゃない。匿名って、本人でも他人でも敢えて名を伏せる、名乘らないってことでしょ。単に、名前が無かっただけ。だから、名前もないまま広まって、だから、…あれ、ホイ・アンの觀光に來た白人たちの間で広まった。つまり、ま、誰れも彼もが適当に、仮りに名づけて、その結果…あれ、見ました？≪流波≫の絵」 
 「まだ…いや、見たことあるんだと思いますけど。…何回かホイ・アン、行ったんで」 
 「あ、…お好きなんだ。ホイ・アン」 
 「じゃなくて、ここに住んでると、ここのベトナム人とたまに遊びに行くって、海かホイ・アンくらしかないんですよ」 
 わたしはそして、笑んだ彼（——彼女？）の爲に快活に笑った。 
 「そういう事情ですね」と、川原は此の時にそのフレーズを始めて云った。それは何かと彼が（——彼女が？）使う、彼（彼女？）固有の決まり文句だった。 
 「でも、ぜんぜん、記憶には、殘ってない？」 
 「いや、俺は…僕は、ですよ」 
 「あんまり興味ないんですね。美術に。（あっ…やっ…いぃやっ…あっ）どこかで遇いませんでした？」と、不意に川原が眉を潜めて、だから彼は（——彼女は？）そう云った。わたしはすでに「どこかな？…前、出身、まさか岡山とかじゃないですよね？」彼の（——彼女の？）その懷疑の理由をは知っていた。なにも謂わなかった。その必要を見止めなかったから。 
 「全然関係ないですね」 
 「前、どっかで見た気がするんだよな」深い入りしようとしないわたしに、川原の懷疑は自然、離散するしかない。そもそも彼とは（——彼女とは？）顏を合わせた記憶などなにもない。 
 「だから、ネット主導のカリスマというのは、…乘らないから、ですね。デジタルの平面画面に。≪流波≫の絵って、實物見ないと…あれ、ゴッホ見たことあります？あれと一緒。實物見ないと、（あっ…やっ…いぃやっ…あっ）何のことやらさっぱりわからない。写眞版で見るとゴッホなんかド派手な色だなって。それだけでしょ？すんごいデフォルメだねって。まがりくねってるねって（あっ…やっ…いぃやっ…あっ）だから画集見て深く感動する人って、實際大量にいますけど、見る前にもう感動してるわけ、…です。だからあんな子供の落書き見て…いや、写眞版のが、ですよ。…です。あの写眞版の絵っていかなる芸術価値もないですよ。…ゼロ。でも本物を見ると、あの静謐さが…ね。強度。強靭さ。確信。ゆるがない、圧倒的な實在感…なにも神秘的な話じゃなくて、——だから魂が宿る、（あっ…やっ…いぃやっ…あっ）みたいな？つまりは、（あっ…やっ…いぃやっ…あっ）彫刻みたいな厚塗りのせい。モナ・リザもセザンヌも、はっきり言って美術館のそれも写眞版のそれも、サイズ以外なにも變わらない。うす塗り系の画家さんたちのは。…まっ意外に、ですね。でも、まっ≪流波≫のは、ゴッホとはまたまっ若干違う意味で、そんなまっ絵なんですよ」 
 「厚塗りなんですか？」…上手だね、と。 
 不意にユエンは行った。素直に称賛の笑みを浮かべ、「ふたりとも、日本語すごい」 
 川原だけが聲を立てて笑った。だから——ありがと。「ベトナム人に褒められちゃった」 
 　　　なにを？ 
 　　　　　　光りに 
 「あれ、下絵が 
 　　　なにを？いま 
 　　　　　　照らされたのは 
 あるんですよ」 
 　　　いま 
 　　　　　　なに？ 
 「下絵？…木炭でひいた、 
 　　　なにを？ 
 　　　　　　それは 
 デッサンみたいなの？」 
 　　　沙羅、ひとり 
 　　　　　　色彩？ 
 「茶系の薄す溶き絵具とか、 
 　　　なにを？ 
 　　　　　　なに？ 
 ね。じゃなくて、完全に、 
 　　　ひとり 
 　　　　　　それは 
 たぶん、完成してる絵」 
 　　　いま、沙羅 
 　　　　　　光りに 
 「聞いたな…お父さんの、」 
 　　　なにを？ 
 　　　　　　照らされたのは 
 「…かな？…でも、そうなのかな？…と。それで、…いや、とにかくその絵の上に塗りたくってある…というか、んー…ね？基本、薄塗りの絵具を何層にもわたって…そう。かさねてる。だから、…あれ、つまり、んー…一体、一枚、いったいどのくらいかけてるんだろう。…かな？…ただ、ここ、そうですね。一週間前にここにきて、それでま、ゆっくり觀光気分で、で、気付くのはここ、ここって、ここ、熱いでしょ。ここ、熱帯ですか？」 
 　　　何語？ 
 　　　　　　いつでもすでに 
 「亜熱帯？」 
 　　　その 
 　　　　　　はじめて知った 
 「だから、日差し、まあ、夏の？ですか。まあ、強いし、 
 　　　ひびきの羅列 
 　　　　　　未知の言語を 
 聞いてたほど…まぁそんなにね。湿気も、ね？ない、と。からっ 
 　　　何語？ 
 　　　　　　いつでも 
 …と、してる。と、…でしょ？絵具の渇き、相当早い筈なんですよ。あれ。…です、ね。だから、まぁ、思うのは、当初日本で考えてたよりは意外に、です、ね。だから、はるかに、ね。まったぶん短いのかもな、とは。まっとも、思うんですけど、…も。まっでも、」 
 「どのくらい、かかると？」 
 「日本で考えたところでは、…事前に。事前。あくまで、まっ。まぁ、三か月以上。…くらい？たぶん、です。…ね。重ね塗りだから、ま、毎日全面に手を加えて、そうするわけですよ。そうするとする。仮りに、まっそれが例えば、熱い所だから三、四日でまっ乾いたとして、——日差しが、です。また手をまっ加える。それを三十回くらいは、確實に。まぁ、わからないんですが、まぁ、でもまっ、かさねているはずだ、と。…です。それにしちゃまっ量産が過ぎないかと、あれ、まっ結構大量に出回ってる。眞贋鑑定、意外に樂ですよ？あれ、…ので、それは、まっだから、ですね。まっ問題ない。…と、そいういうわけですよ。一度にまっ何枚も、結局、んー…ですね。同時進行させれば。普通、まっそうする。それで、まぁいいんで。原理的には、です、ね。まっ三日空けるなら、一々枚で三枚（…と。すくなくとも耳にはそう聞こえた。）同時でしょ？一日二枚ならまっ六枚同時でしょ？三枚なら…と。そういう、です。で、単純にまっ思うのはそんなにぃいー…ん。まっ創造性って——アーティストの、ですね。そういうのが、そう、まっそんなふうにこう、そう、こう、まっ。溢れ返るものか、と。たしかにまっ同じような絵、慥かに、ね？…です。同じ技法だとは言え、です。でも、と、ですよ？まっ。それか、もうひとつ。まっ仮りに三か月かけて一枚だけ制作しました。…した、とする。三か月の間、まっ基本ぅんー…まっ白一色の絵画の、見えかけているかに暗示するにすぎない風景。あれ、そういう絵なんで。あくまで、…だから、謂っちゃえば曖昧な？あるかないかわかんない、…ぶっちゃけ。でも、そういうのが、です、ね？そういうの、画家のんまー…心の中で。まっ果たして持続可能なの？と…そうなの？と。どんだけだ、となる。…ん、です。しかもまっ。謂っちゃえば、その、知能？んー…と知能障害？んー…と。…の、まっ。ある、んー…です。」 
 不意に川原は話を切って 
 「話、それちゃいましたね」 
 笑った。ユエンと一緒に。 
 「で、ホイアンでその絵を見つけて感銘を受けた、たぶんそれ、アメリカ人なんです。最初、アメリカから有名になったみたいなんで。…たぶん、です。これ、あくまで。まったぶん。まぁ確実にね。んまー…それで、その人、写眞に撮って、フェイスブックだかインスタだかに、ありますよね？そういうの。んとぉー…アップした、みたいな？…んです。よ、ね。まっツイッターとか？でもまっ、画像としてはただまっ、眞っ白。まっまー…早い話、つまり、でも、なにも實際には映ってない、と。何も。だからでも、これぇー…まっ實物にはもうさまざまな風景が透けて見える、と。そんな絵なんだよ、と。まぁ、東洋の神秘？…的な？…たぶんね。そのまっ最初の記事を確認——特定？したわけじゃないので。ネットで…なに？まっ特定班？そういうの？まっそういう彼等が、です。ま、多数群がれば、でもま、すぐに第一号発見できるんでしょうけどね。でもまっ、消されてるかも。すでに。…です。…神秘的でしょ？」 
 「だから、ネットが？何が？」 
 吹き出して、川原は笑った。「絵が。見えてる。けど、見えてない、しかもそこに行かなければ、いやまっ。この時代、ネット全盛時代にですよ？絶対に現地以外で見る事の出來ない絵…いやまっだから、から。からね。です。そうなりますでしょ？データ社会のいまどき、です。そういうまっ究極のアナログって？そういう？でも、まぁ、神秘的に見える。しかもまっだいたいまっアメリカン人なんてまっベトナムなんてまっ日本とか？まっどこにあるかも知らないから。戦争しときながら。普通、——でもまっ、結局はアジア、だから正体不明で、…ミンダナオ島なんてどこにあるか知りませんでしょ。わたしたち。まっ。でも、ま、ここ、ほら。ホイ・アンって所詮安全な觀光地ですから。ジャングルの中、…マチュピチュとか？そういうのあるじゃないですか。ねぇーちょっと蛇でたよ。カラフルだよ的な、ま、だから謂わば、そういう秘境探索…探検？異敎の秘境的まっ。バーチャルな冒険が安全圏いながら味わえる…ベトナムって仏敎國でしょ？ブッディズム、有名ですから。ないないないないなにもないみたいな。ニルヴァーナ。チーンっていう。そういうアジア、ね。インドじゃ邪道でしょ？あれ。まっでも、ま、その名前も知れない幻の画家についた呼び名が——まぁ、アジアチックなんです。これ。全部。だいたい白人さん命名なんで。だから、まあ、一つにはハジュン。波旬。仏敎用語、です…ヒンドゥー系…か？。ま、仏敎の、惡魔かなんかの名前なんですよ。魔王波旬、みたいな。あやしいからでしょ？見た感じ。絵。日本人も墮天使とか好きじゃないですか？ルシフェルだのなんだの。ゲームとかね。だからまっわたしたち的感性でこっちは秘境ヨーロッパの神秘的な？ま、それからサンサーラ。散沙羅。日本語で謂う輪廻轉生。…中國語ですけどね。だいたい、ほんとは。それのまっ流用なんで。でも、アジアと言えば、まったしかに、輪廻轉生。いいでしょう、それで。まっなんか、キリスト敎圏には、…でも、だから復活はしても轉生はしないと。しないんでね。魂の固有性は普遍。またはルーパ。有名な仏敎用語。サンスクリット語。色彩。色。ま、白い以外色彩ないけど、だから、です。逆説的に、色しかないから。と、まっ、そういう、…でしょ。あれ。あの絵は。まぁ、白いんで。日本では、この三つくらいが…だから、名前、だいたい有名な、流布してるのは三つあるんですよ」四つ、と。 
 ≪月の白ら雪≫それで四つ目。 
 わたしはそう思った。 
 「よく出てくる順には散沙羅、波旬、流波の順番かな。それがヨーロッパだと、≪流波≫の独り勝ち。中國だと≪波旬≫たぶん、これ切っ掛けになったインフルエンサー？それぞれ、それそれにそれのそれぞれの影響にそれぞれ依ってんじゃないですか？…と、わたしの友人がまっ。そう謂ってました。」 
 「で、今日、案内をしていただけるんですか？」 
 「案内？」 
 　　　融け合った？ 
 川原は素直に 
 　　　風にそよいだ 
 腑に落ちない顏をする。 
 　　　ひびきたち 
 「わたしが、ですか？」 
 　　　融け合った？ 
 　　　　　　いま 
 「じゃ、なんでここに？」 
 　　　風にそよいだ 
 　　　　　　こすれたよ 
 「相談に乘ってって。ユンちゃんに、」と 
 　　　ひびきたち 
 　　　　　　どこかで 
 川原はユエンを見た。 
 　　　見なかった 
 　　　　　　なにも 
 ユエンは惡びれもせずにただ 
 　　　見なかった 
 　　　　　　なにも 
 笑んでいた。結局、何の意図で彼女がわたしたちを引き合わせたがったのか、それは分からない。或は。単純に日本人どうしだからという、それだけだったかのかもしれず死者ら語らく、 
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 　　　投げ落とす翳り 
 　　　風が。その 
 　　　風ら 
 
 　　　その心の眼で 
 　　　沙羅 
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 　　　あなたは見ていた 
 　　　　　　なにもなく 
 　　　　食べちゃえば？ 
 　　　　　言葉など 
 　　　沙羅 
 　　　　　　ささやくべき 
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 　　　風ら 
 　　　　　　聲もなく 
 　　　　ひきつり 
 　　　　　だから沙羅 
 　　　風が。その 
 　　　　　　昏い目のまま 
 　　　　のけぞり 
 　　　　　昏い目のまま 
 　　　投げ落とす翳り 
 　　　　　　だから沙羅 
 　　　　うわづり 
 　　　　　聲もなく 
 　　　樹木の繁り 
 
 　　　色の拡散 
 　　　　　　ほほ笑む？ 
 　　　　這いあがる 
 　　　　　ほほ笑む？ 
 　　　その密集 
 　　　　　　なすすべもなく 
 　　　　蝶になる 
 　　　　　なすすべもなく 
 　　　その散乱 
 　　　　　　ほほ笑む？ 
 　　　　毛虫はあした 
 　　　　　ほほ笑む？ 
 　　　色の飛散 
 
 　　　ゆらぎの散乱 
 　　　　　　ほのめきもなく 
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 　　　　　なぜなら 
 　　　それら翳り 
 　　　　　　なにも 
 　　　　撒き散らす 
 　　　　　なにも 
 　　　それらゆれ 
 　　　　　　なぜなら 
 　　　　わたしは耳 
 　　　　　ほのめきもなく 
 　　　沙羅 
 
 　　　昏くただ狂暴な 
 　　　　　　風景など 
 　　　　鼓膜裂き 
 　　　　　なにもなく 
 　　　その目 
 　　　　　　見い出された 
 　　　　皮やぶり 
 　　　　　見い出された 
 　　　沙羅 
 　　　　　　なにもなく 
 　　　　わめいちゃえ 
 　　　　　風景など 
 　　　あなたは見ていた 
 
 　　　ゆらぎの散乱 
 　　　　　　かたりかけずに 
 　　　　孔 
 　　　　　なぜなら 
 　　　それら光り 
 　　　　　　なにも 
 　　　　撒き散らす 
 　　　　　なにも 
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 　　　　　　なぜなら 
 　　　　わたしは口 
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 　　　　　　言葉など 
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 　　　その目 
 　　　　　　ささやくべき 
 　　　　腹くだす 
 　　　　　ささやくべき 
 　　　沙羅 
 　　　　　　なにもなく 
 　　　　食べちゃえば？ 
 　　　　　言葉など 
 　　　あなたは見ていた 
 
 
 





//すべて生きられた/すでに/すべて/なにもかも










 
 だから中庭には樹木が、その幹は太い。相撲取りの三人が、手を取り合って円を組ませたくらいの。その樹木。そして日差し、だからそのふりそそぐままに樹木は影を床に散らした。 
 沙羅は不意に立ち上がると音もなく——聞かなかった。わたしはその足音を。ふらふらと「意外に、…みんな」そして傍らの樹木にふれた。その前に「聞くんだね…あんな」立って。だから沙羅は「難解な？」日差しと、樹木の上方の葉の群れの「あんな、音樂とも言えない…」翳りと木漏れ日とを同時に「難解な？」浴びる。光りにふれれば褐色の肌。それは白く、ただ白く白濁し、翳りにふれればその褐色。いよいよそれは濃く、濃くされ、濃くし、だからそれら光り。翳り。白いタンクトップの、——沙羅。その生地はその色を超え剝き出しの白をだけさらした。だからそれはもはや生地そのものの色彩？或は僥倖じみた不意の発光？ 
 色彩。 
 「意外に、…みんな」 
 光り。 
 「聞くんだね…あんな」 
 何処からが光りのそれで、又はどこまでが生地のそれと、誰れによっても規定しようない、だからむしろふれられもせずに失われていくだけのあざやかな白い色彩を、わたしは「意外に、…みんな」見ていた。「…まさか」と。 
 誰れが？ 
 「意外に、…みんな聞くんだね」わたしはその耳に聞いた、九鬼の「…あんな」 
 「難解な？」それは≪流沙≫。燃える人≪流沙≫の「あんな、音樂とも言えない…」九鬼のその聲に、だから≪流沙≫は「難解な？」聲を立てて笑った。 
 「まさか」ささやく。その、≪流沙≫は「聞いてないよ。だれも。響きなんか。鼓膜のふるえなんか。なにも」それはわたしと九鬼に依る≪流沙≫の一枚目が、…だから二十一世紀になって数年後、当時のＣＤ規格で販売された時に、——なに？この環境音樂。 
 ぼくらの、ニュー・スタイルなんです。 
 ブライアン・イーノみないな？でも、こういうの、七十年代八十年代じゃないの？ 
 　　　ぃいー…ばっ 
 でもこれ、…何て言うんだろ？仕掛けがあって… 
 　　　かさなる。ややずれて 
 仕掛け？ 
 　　　るぃいー…ばっ 
 「聞いてるやつなんか誰れもいない。誰れも、お前も、俺さえも、…」 
 「結構売れてる」 
 「耳さえないから」 
 此れ、書いたのスキゾフレニーの…精神分裂症？（と、当時はそう呼んだ）…名前は明かせないんですけど、結構な富豪の息子で… 
 　　　ぃいー…ばっ…わかる？ 
 それが≪あす・ゆめ≫とどうつながるの？ 
 　　　そしてるぃいー…ばっ 
 僕ら、代筆したんですよ。 
 　　　聞こえる？ 
 ゴーストラーターってこと？ 
 　　　繰り返され 
 彼、頭の中に音樂鳴ってて、でも、外に出せないんですよ。クラシックの、ラヴェルとか。ああいう…失語症？音樂の。で、出さなきゃ割れるって。割れちゃうって言ってる… 
 　　　ぃいーん…ばっ、すこし 
 いまさらスキャナーズ？ 
 　　　かたちを變えた、もはや 
 で、ぼくら、… 
 　　　るぃいーん…ばっ、同じではない、しかも 
 やめときなよ。ゴーストラーター…会社的にも、もしそう云うのが… 
 　　　違うとは言い切れない。…聞こえてる？ 
 言っていいって。 
 　　　はぃいー…ばっ 
 なに？ 
 　　　わかる？ 
 彼、ゴーストラーターの存在も自分の病気…精神疾患？全部公表しろ、と。 
 　　　るひぃいー…ばっ 
 なにそれ？ 
 　　　聞こえてるか？ 
 「笑えない？耳も無い所詮畸形どもが、耳に鳴る音樂に感動する…」その、周辺情報だけで決して素性を明かさない作曲家、謂わば、顏のない幻の、呪われたアーティストのレコードは思った以上に売れ、「魂がふるえるんだよ。彼等…魂さえない畸形どもが…」咬んだ。≪流沙≫は、だから九鬼の耳を。やさしく。かぎりもなく、…やめて。と。九鬼は自分から目を閉じ、≪流沙≫に背を向けると、…やめて。その尻を突き出し、…やめて。≪流沙≫のビラ・フレスカの窓。だから茂りたつ綠り。木漏れ日。光りと翳り。そのさわぎ。…やめて、と、——俺のとなりではやめて。わたしはただ心につぶやいた。俺の見てるところで、ひとつになったりしないで、と、それだけはやめて、と、知っていた。川原が、その耳だけに聞けばただ自然に、 
 　　　愛は 
 　　　　　　ほら、これが 
 女性のそれとしか想えない聲に、彼の 
 　　　愛はそっと 
 　　　　　　わたしの眼球 
 経歴をかいつまんで 
 　　　かさなりあうこと 
 　　　　　　ほらこれが 
 話していえることは。しかも、ただ 
 　　　愛は心が 
 　　　　　　何も見ない眼玉 
 わたしの爲に。そこまで、だれも 
 　　　かさなりあうこと 
 　　　　　　いままで何も 
 求めたわけではなかった。川原に 
 　　　そっと。まるで 
 　　　　　　何も 
 興味はなかった。話したければ 
 　　　しのびこむように 
 　　　　　　翳りさえも 
 話せばよかった。すくなくとも 
 　　　そっと 
 　　　　　　見なかった眼玉 
 ユエンは興味深げに聞き、時にみづから（いまさら？）質問していた（何度目かに？）——何を？ 
 　　　地面が裂けたよ！ 
 忘れた。 
 　　　ふたつに裂けたよ！ 
 彼自身の（——彼女自身の？）口に語られる川原ダニエル聖の経歴。それを聞きながらなんら記憶しようとさえしていなかった。わたしは死者ら。だから、響きの死者ら。ながれるままに瞬時に死者ら。忘れられてそれら。 
 色彩もない死者ら。云った。だからわたしは死者ら。川原の経歴の詳細をは知らない。ユエンは死者ら、或は今、嫉妬しているのかも死者ら。知れないと、わたしはそれら。 
 擦り付けられた死者ら。思った。つまりは、沙羅の死者ら。後ろ姿を見つめるわたしの死者ら。眼差しのせいで。ユエンには死者ら。充分以上、わたしたちにそれら。 
 翳りの死者ら。 
 嫉妬する資格があった。わたしを死者ら。愛しているから。嫉妬の死者ら。気配は何ら感じ取れなかった。あるいは死者ら。あたらしい日本人を前にして、それら。 
 孔ひらく死者ら。わたしどころでは死者ら。なかったのかもしれない。不意に、死者ら。ちいさな子供が沙羅の太ももに死者ら。ふれた。それら。 
 孔とじる死者ら。 
 すこしはなれたテーブルの親子連れのそれだった。女の子。幼い。だから何のはじらいも遠慮もなく彼女は沙羅の、ふとももから尻を撫でた。まるで姉に（——女？）するように。そして（——女？）突きあげた顎の（なら沙羅は）上の目に、沙羅を（少女？）見上げた。沙羅は、あるいは（少女の夢 
 　　　ほら。埀れる 
 　　　　　　イノチが 
 それは孔雀の 
 　　　ほら。埀れる 
 　　　　　　ぼくのイノチが 
 白い睾丸を貪ること）驚いているに違いない、と。 
 　　　燃える。燃え 
 　　　　　　春はもう 
 わたしは思った。 
 　　　燃える。燃えるんだ 
 　　　　　　あなたの影の 
 何故？ 
 　　　燃える。燃え 
 　　　　　　頭の先まで 
 沙羅はそれまで、失神したにも近い、——そう、わたしにはそれまで、失神したにも近い、——そう、わたしには沙羅はそれまで、失神したにも近い、——そう、わたしには見えた。深い唐突なもの想いに沈んでいるように死者ら。見えたから。死者ら。 
 見ると、沙羅は幼児になつかれるままに笑んでいた。その顎をやさしく引き、年増の女じみてうつむき、そしてやさしく。例えば、——明日、世界は 
 　　　やさしさが時に 
 滅びちゃうよ。…とでも？ 
 　　　僕を殺した 
 その幼児は沙羅たちの言語で、だから 
 　　　やさしさが時に 
 更に何か 
 　　　もう 
 云った。 
 　　　だからぼくは千五百七十二回程度死んだ 
 鼻にかかりすぎた、なんらかの耳鼻疾患を感じさせるほどに湿気の強い聲だった。 
 沙羅は大げさに笑った顏をし、その「豚のケツ喰った？」ただでさえ女性的な顏をますますに女性的に、むしろ「…ね、あなた、…ね？」母親じみてさえ崩し、そして行った、——何を？ 
 例えば、「天の川がもう、ひあがっちゃったからね」とでも？ 
 幼児は「豚のケツ喰った？」口を開け、不思議そうな顏をした。自分で聲をかけておいて、そのくせ言葉を返されたことが信じられないとでも、「いいえ。鴨です」…誰れ？と。 
 「鴨の睾丸の下のニューロンです」 
 あなた、誰れ？と？ 
 「こいつ、食っちゃう？」 
 例えば、そういきなり振り向いた沙羅は、わたしを見て云った。彼女の言語で。わたしは笑った。聲もなく、ただその頬のかたちでだけで、 
 「燒いたら、食えるよ。…それなりに、だけど」 
 だから沙羅は幼児の頭のあたりを指さし、わたしにささやき死者ら語らく、 
 　　　すべて生きられた 
 　　　すでに 
 　　　すべて 
 　　　なにもかも 
 
 　　　沙羅、轉生とは 
 　　　沙羅 
 　　　散沙羅、沙羅 
 　　　なにものでもなかった 
 
 　　　沙羅、轉生とは 
 　　　沙羅 
 　　　散沙羅、沙羅 
 　　　時間の從僕でさえなかった 
 
 　　　沙羅、轉生とは 
 　　　沙羅 
 　　　散沙羅、沙羅 
 　　　すべてでしかなかった 
 
 　　　わたしはすべて 
 　　　生きられた。すでに 
 　　　その須臾にさえ 
 　　　あなたはすべて 
 
 　　　沙羅、轉生とは 
 　　　沙羅 
 　　　散沙羅、沙羅 
 　　　イノチでさえない 
 
 　　　沙羅、轉生とは 
 　　　沙羅 
 　　　散沙羅、沙羅 
 　　　かたちさえもない 
 
 　　　沙羅、轉生とは 
 　　　沙羅 
 　　　散沙羅、沙羅 
 　　　轉生さえなかった 
 
 　　　沙羅、轉生とは 
 　　　沙羅 
 　　　散沙羅、沙羅 
 　　　すべてであった 
 
 　　　見られなかったなにものもない 
 　　　知られなかったなにものもない 
 　　　過去も未來も 
 　　　生滅も持続も 
 
 　　　すべてすでに見られていたから 
 　　　すでにすべて知られ 
 　　　わたしにはすでに 
 　　　何もなく、あり得ず、目醒め 
 
 　　　何もなく、あり得ず、目醒め 
 　　　あなたはすでに 
 　　　すでにすべて存在し 
 　　　すべてすでに生きられていたから 
 
 　　　生滅も持続も 
 　　　過去も未來も 
 　　　知られなかったなにものもない 
 　　　見られなかったなにものもない 
 
 　　　すべてであった 
 　　　散沙羅、沙羅 
 　　　沙羅 
 　　　沙羅、轉生とは 
 
 　　　轉生さえなかった 
 　　　散沙羅、沙羅 
 　　　沙羅 
 　　　沙羅、轉生とは 
 
 　　　かたちさえもない 
 　　　散沙羅、沙羅 
 　　　沙羅 
 　　　沙羅、轉生とは 
 
 　　　イノチでさえない 
 　　　散沙羅、沙羅 
 　　　沙羅 
 　　　沙羅、轉生とは 
 
 　　　沙羅、もはやなにもかも 
 　　　生きられなかった須臾さえも 
 　　　散沙羅、沙羅 
 　　　すでに沙羅 
 
 　　　すべてを生きた 
 　　　散沙羅、沙羅 
 　　　すべてはもはや 
 　　　散沙羅、沙羅 
 
 　　　あなたはすべて 
 　　　その須臾にさえ 
 　　　生きられた。すでに 
 　　　わたしはすべて 
 
 　　　すべてでしかなかった 
 　　　散沙羅、沙羅 
 　　　沙羅 
 　　　沙羅、轉生とは 
 
 　　　時間の從僕でさえなかった 
 　　　散沙羅、沙羅 
 　　　沙羅 
 　　　沙羅、轉生とは 
 
 　　　なにものでもなかった 
 　　　散沙羅、沙羅 
 　　　沙羅 
 　　　沙羅、轉生とは 
 
 　　　なにもかも 
 　　　すべて 
 　　　すでに 
 　　　すべて生きられた 
 
 かさねて謂はく、 
 　　　すべて生きられた 
 　　　　　　わたしはすでに 
 　　　　未生の極樂鳥 
 　　　　　誰れかが見た 
 　　　すでに 
 　　　　　　その色彩 
 　　　　いま羽搏いた極樂鳥 
 　　　　　その色彩 
 　　　すべて 
 　　　　　　誰れかが見た 
 　　　　死滅の極樂鳥 
 　　　　　わたしはすでに 
 　　　なにもかも 
 
 　　　沙羅、轉生とは 
 　　　　　　わたしはすでに 
 　　　　未生の鶯 
 　　　　　誰れかがふれた 
 　　　沙羅 
 　　　　　　その温度 
 　　　　いま淚した鶯 
 　　　　　その温度 
 　　　散沙羅、沙羅 
 　　　　　　誰れかがふれた 
 　　　　死滅の鶯 
 　　　　　わたしはすでに 
 　　　なにものでもなかった 
 
 　　　沙羅、轉生とは 
 　　　　　　わたしはすでに 
 　　　　未生の雲雀 
 　　　　　誰れかが舐めた 
 　　　沙羅 
 　　　　　　その甘み 
 　　　　いま唾吐いた雲雀 
 　　　　　その甘み 
 　　　散沙羅、沙羅 
 　　　　　　誰れかが舐めた 
 　　　　死滅の雲雀 
 　　　　　わたしはすでに 
 　　　時間の從僕でさえなかった 
 
 　　　沙羅、轉生とは 
 　　　　　　わたしはすでに 
 　　　　未生の緊那利 
 　　　　　誰れかが聞いた 
 　　　沙羅 
 　　　　　　その息吹き 
 　　　　いま舞いあがった緊那利 
 　　　　　その息吹き 
 　　　散沙羅、沙羅 
 　　　　　　誰れかが聞いた 
 　　　　死滅の緊那利 
 　　　　　わたしはすでに 
 　　　すべてでしかなかった 
 
 　　　わたしはすべて 
 　　　　　　光りに 
 　　　　なにも得ないまま 
 　　　　　翳りに 
 　　　生きられた。すでに 
 　　　　　　ゆらぐ 
 　　　　飛び立つものら 
 　　　　　ゆらぐ 
 　　　その須臾にさえ 
 　　　　　　翳りに 
 　　　　翼なすもの 
 　　　　　光りに 
 　　　あなたはすべて 
 
 　　　沙羅、轉生とは 
 　　　　　　わたしはすでに 
 　　　　未生の虎 
 　　　　　誰れかがふるえた 
 　　　沙羅 
 　　　　　　その痛み 
 　　　　いま駆け去った虎 
 　　　　　その痛み 
 　　　散沙羅、沙羅 
 　　　　　　誰れかがふるえた 
 　　　　死滅の虎 
 　　　　　わたしはすでに 
 　　　イノチでさえない 
 
 　　　沙羅、轉生とは 
 　　　　　　わたしはすでに 
 　　　　未生の獅子ら 
 　　　　　誰れかが怯えた 
 　　　沙羅 
 　　　　　　その歡喜 
 　　　　いま吼えた獅子ら 
 　　　　　その歡喜 
 　　　散沙羅、沙羅 
 　　　　　　誰れかが怯えた 
 　　　　死滅の獅子ら 
 　　　　　わたしはすでに 
 　　　かたちさえもない 
 
 　　　沙羅、轉生とは 
 　　　　　　わたしはすでに 
 　　　　未生の犀ら 
 　　　　　誰れかが歎いた 
 　　　沙羅 
 　　　　　　その叡智 
 　　　　いま步み來た犀 
 　　　　　その叡智 
 　　　散沙羅、沙羅 
 　　　　　　誰れかが歎いた 
 　　　　死滅の犀ら 
 　　　　　わたしはすでに 
 　　　轉生さえなかった 
 
 　　　沙羅、轉生とは 
 　　　　　　わたしはすでに 
 　　　　未生の緊那羅 
 　　　　　誰れかが嗅いだ 
 　　　沙羅 
 　　　　　　その香り 
 　　　　いま踊る緊那羅 
 　　　　　その香り 
 　　　散沙羅、沙羅 
 　　　　　　誰れかが嗅いだ 
 　　　　死滅の緊那羅 
 　　　　　わたしはすでに 
 　　　すべてであった 
 
 　　　見られなかったなにものもない 
 　　　　　　ひたすらな全能 
 　　　　なにも得ないまま 
 　　　　　万象 
 　　　知られなかったなにものもない 
 　　　　　　ただなすすべもなく 
 　　　　貪ったものら 
 　　　　　ただなすすべなく 
 　　　過去も未來も 
 　　　　　　万象 
 　　　　足なすものら 
 　　　　　ひたすらな全能 
 　　　生滅も持続も 
 
 　　　すべてすでに見られていたから 
 　　　　　　いなかったものたち 
 　　　　這うものたち 
 　　　　　性差あるもの 
 　　　すでにすべて知られ 
 　　　　　　夢見られたものたち 
 　　　　融けるものたち 
 　　　　　ひとつのものたち 
 　　　わたしにはすでに 
 　　　　　　化と幻たち 
 　　　　裂けるものたち 
 　　　　　両性俱有者 
 　　　何もなく、あり得ず、目醒め 
 
 　　　何もなく、あり得ず、目醒め 
 　　　　　　泳ぐものたち 
 　　　　死なないものたち 
 　　　　　變化するものたち 
 　　　あなたはすでに 
 　　　　　　浮かぶものたち 
 　　　　茂るものたち 
 　　　　　放つものたち 
 　　　すでにすべて存在し 
 　　　　　　湧き出すものたち 
 　　　　蔓延るものたち 
 　　　　　壞すものたち 
 　　　すべてすでに生きられていたから 
 
 　　　生滅も持続も 
 　　　　　　万象 
 　　　　足なすものら 
 　　　　　ひたすらな全能 
 　　　過去も未來も 
 　　　　　　ただなすすべもなく 
 　　　　貪ったものら 
 　　　　　ただなすすべもなく 
 　　　存在しなかったなにものもない 
 　　　　　　ひたすらな全能 
 　　　　なにも得ないまま 
 　　　　　万象 
 　　　生きられなかったなにもない 
 
 　　　すべてであった 
 　　　　　　誰れかが嗅いだ 
 　　　　死滅の緊那羅 
 　　　　　わたしはすでに 
 　　　散沙羅、沙羅 
 　　　　　　その香り 
 　　　　いま踊る緊那羅 
 　　　　　その香り 
 　　　沙羅 
 　　　　　　わたしはすでに 
 　　　　未生の緊那羅 
 　　　　　誰れかが嗅いだ 
 　　　沙羅、轉生とは 
 
 　　　轉生さえなかった 
 　　　　　　誰れかが歎いた 
 　　　　死滅の犀ら 
 　　　　　わたしはすでに 
 　　　散沙羅、沙羅 
 　　　　　　その叡智 
 　　　　いま步み來た犀 
 　　　　　その叡智 
 　　　沙羅 
 　　　　　　わたしはすでに 
 　　　　未生の犀ら 
 　　　　　誰れかが歎いた 
 　　　沙羅、轉生とは 
 
 　　　かたちさえもない 
 　　　　　　誰れかが怯えた 
 　　　　死滅の獅子ら 
 　　　　　わたしはすでに 
 　　　散沙羅、沙羅 
 　　　　　　その歡喜 
 　　　　いま吼えた獅子ら 
 　　　　　その歡喜 
 　　　沙羅 
 　　　　　　わたしはすでに 
 　　　　未生の獅子ら 
 　　　　　誰れかが怯えた 
 　　　沙羅、轉生とは 
 
 　　　イノチでさえない 
 　　　　　　誰れかがふるえた 
 　　　　死滅の虎 
 　　　　　わたしはすでに 
 　　　散沙羅、沙羅 
 　　　　　　その痛み 
 　　　　いま駆け去った虎 
 　　　　　その痛み 
 　　　沙羅 
 　　　　　　わたしはすでに 
 　　　　未生の虎ら 
 　　　　　誰れかがふるえた 
 　　　沙羅、轉生とは 
 
 　　　あなたはすべて 
 　　　　　　翳りに 
 　　　　翼なすもの 
 　　　　　光りに 
 　　　その須臾にさえ 
 　　　　　　ゆらぐ 
 　　　　飛び立ったものら 
 　　　　　ゆらぐ 
 　　　生きられた。すでに 
 　　　　　　光りに 
 　　　　なにも得ないまま 
 　　　　　翳りに 
 　　　わたしはすべて 
 
 　　　すべてでしかなかった 
 　　　　　　誰れかが聞いた 
 　　　　死滅の緊那利 
 　　　　　わたしはすでに 
 　　　散沙羅、沙羅 
 　　　　　　その息吹き 
 　　　　いま舞いあがった緊那利 
 　　　　　その息吹き 
 　　　沙羅 
 　　　　　　わたしはすでに 
 　　　　未生の緊那利 
 　　　　　誰れかが聞いた 
 　　　沙羅、轉生とは 
 
 　　　時間の從僕でさえなかった 
 　　　　　　誰れかが舐めた 
 　　　　死滅の雲雀 
 　　　　　わたしはすでに 
 　　　散沙羅、沙羅 
 　　　　　　その甘み 
 　　　　いま唾吐いた雲雀 
 　　　　　その甘み 
 　　　沙羅 
 　　　　　　わたしはすでに 
 　　　　未生の雲雀 
 　　　　　誰れかが舐めた 
 　　　沙羅、轉生とは 
 
 　　　なにものでもなかった 
 　　　　　　誰れかがふれた 
 　　　　死滅の鶯 
 　　　　　わたしはすでに 
 　　　散沙羅、沙羅 
 　　　　　　その温度 
 　　　　いま淚した鶯 
 　　　　　その温度 
 　　　沙羅 
 　　　　　　わたしはすでに 
 　　　　未生の鶯 
 　　　　　誰れかがふれた 
 　　　沙羅、轉生とは 
 
 　　　なにもかも 
 　　　　　　誰れかが見た 
 　　　　死滅の極樂鳥 
 　　　　　わたしはすでに 
 　　　すべて 
 　　　　　　その色彩 
 　　　　いま羽搏いた極樂鳥 
 　　　　　その色彩 
 　　　すでに 
 　　　　　　わたしはすでに 
 　　　　未生の極樂鳥 
 　　　　　誰れかが見た 
 　　　すべて生きられた 
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 すごく、…と、だからわたしは暴流。云った。返り見ざまに光りこそ、不意に呆気に取られた川原に、「失礼なのかも…じゃ、ない。じゃないんだけど」 
 　　　暴流 
 　　　　　　見せないで 
 「何ですか？」 
 　　　光りこそ 
 　　　　　　もう、なにも 
 「川原さんって、…」男？…女？「日本人？」と、そう謂えば、あるいはその時にわたしの眼差しと耳に生じつづけた性別への疑いのハレーションは治まったに違いない。川原は暴流。一瞬、だから「…日本人ですよね？」何を光りこそ。言われたのか分からない顏をして、いきなり 
 　　　暴流 
 　　　　　　見えません 
 笑った。…女性の？グラスの 
 　　　光りこそ 
 　　　　　　もう、なにも 
 ふるえたに似た笑い聲を立てて、 
 　　　食われました 
 　　　　　　なりひびく 
 「あれ、云ってませんでした？」 
 　　　鳥に 
 　　　　　　なりひびく 
 「何を？」 
 　　　翼の消えた 
 　　　　　　はばたきのおと 
 「わたし、ハーフ。…犬だと雑種」 
 　　　これらの鳥に 
 　　　　　　なりひびく 
 「それ、すごい言い方ですね」 
 　　　噉われました 
 　　　　　　なりひびく 
 「でも、中学生くらいの時、…いや。だれにも謂わなかったですけど、わたし、結構好きだった。雑種ってことば」 
 　　　もう脳髄ごと 
 　　　　　　くちばしのむさぼり 
 「なんで？」 
 　　　弔いの鳥ら 
 　　　　　　なりひびく 
 「それ、漢字で書くと、ちょっとかっこよくないですか？犬飼ってて。その字、なんか、ふたつ並ぶと謎めいてて。微妙に」 
 わたしは笑む。ユエンは、要するに何を話しているのか分からない。だから、「…何？」 
 「結構、不思議ちゃんでした？」 
 「でも、かっこいい方のハーフじゃなくて」 
 　　　はくじんこんぷれっくす？やーっ…い 
 「どこ？このあたりですか？」 
 　　　ぃいっ、まっ…そうゆうこんぷれ 
 「じゃっしゅ？」 
 　　　っぃまっ…てゆう…か 
 「フィリピン」 
 　　　んかっ…んまぁー…こんぷれっ 
 「あそこ…じゃ」 
 　　　すくっ…くすっ 
 「何？じゃっしゅ？」 
 　　　まんっ…まーあー…あぁっー…あー 
 「だから、ベトナム」 
 　　　るくっす。くぅー… 
 「近いじゃないですか」 
 　　　んまぁー…ぁんっ… 
 「何？それ」 
 　　　まぁーぁー…ぁーっ 
 「遠いですよ」川原は笑う。「海外あるあるですよね。それ。岡山から東京、すっごく遠いのに、ベトナムとフィリピンとか近い。海、超えてますよ。飛行機ですよって。」 
 だから川原謂はく、父親のほうがフィリピン人だった、と。一般的に連想される、日本人男とフィリピン人女の組み合わせではない。しかも、日本國内で出逢ったわけでもない。父親は 
 　　　４２・１・２マニラ占拠 
 いまでこそ日本語が、すくなくとも英語の堪能な 
 　　　４３・１０・１４フィリピン第二共和國樹立 
 日本人の英語よりは遥かに堪能だが、定住の爲に 
 　　　４５・２・１０マニラ大虐殺 
 來日してから言葉を覺えた。出会いの切っ掛けはフィリピンで、そこでボランティア活動をしていた母親と共に活動した現地の富裕層の協力者の息子、だった。知的な男だった。すくなくとも川原はそう認識していた。英語はるぃらっと。堪能だったが、堪能な英語がいくらぃるらっと。堪能でも日本では意味をなさなかった。「日本って結局、エキゾティックな田舎なんですよ。世界的な國、世界的な人たち、世界的な文化じゃない。」——それいま、反日って謂われるよ。 
 　　　戦争が政治手段であるなら 
 まさにそう。かっぺのひがみ。「經濟第二位だった？そんなころからさえ」だから 
 　　　殺人犯はまったき 
 來日の異國でぃいー…んまっ、本國に於ける 
 　　　倫理的審判者である 
 富裕層エリートは差別の屈辱に塗れることになる。結局のところぃっちぃー…母親も 
 　　　戦争と殺人の差異は後者が個人的見解による倫 
 　　　理的な決断であることで、だから一切の個人的 
 　　　裁量や個人的決断の悉くは殺人に等しく許され 
 　　　ざる倫理違反なのである。故に我々は個人の自 
 　　　由など喜んで放棄しようと願うものであり、全 
 地方の不動産屋の娘で、成り上がりとはいえ資産家だった。一時期、異國でのアルバイトを点々とする褐色のやさしいハンサムをやしなう余裕は 
 　　　ホモ・サピエンスの尊厳とは 
 　　　　　　原爆は達成 
 ありすぎるほどにあった。結局は 
 　　　大量殺戮能力の 
 　　　　　　人類進化の 
 日本語能力の向上と共に、——日本の男ってまじで、気が利かないでしょ？ 
 　　　飛躍的向上にすぎない 
 　　　　　　奇蹟的発展 
 それいま、反日って謂われるよ。…まさにそう。かっぺのひがみ。家の不動産業の内装部門を独立されたインテリア・デザイン会社の経営者に治まっている。 
 「そこらへんの日本人より裕福ですよ。父。永住権も取って…」 
 　　　ぃいー…る。んぱぁー… 
 　　　　　　あなた反日？ 
 「國籍は？」 
 　　　とぃーる。んぱぁー… 
 　　　　　　おれ、親日 
 「だから永住権。一応、名詞には日本名も書いてある。」 
 　　　ぃいっ…ぃいっぱー… 
 　　　　　　お前反日？ 
 「何？」 
 　　　るぅんばっ。…ぶぱぁっ。あー… 
 　　　　　　世界のみんなができること 
 「川原エミリオ万次郎」 
 　　　ぅいぃうるぃやっ…ぱーっ 
 　　　　　　みんなで日本人を尊敬すること 
 「ジョン万次郎？」 
 　　　んぅいぃうる、ぃっぱー… 
 　　　　　　我等貴いモンキー・ジャップ 
 「知ってます？…海を渡ったということで。いい」ぃいぃいぃっ…と。≪流沙≫のささやきに——耳元のそれ。それに耳を澄まし…聞こえる？ぃいんっばぱーっ 
 　　　反日ですか？ 
 家畜たぅいんやっ…っ、たはー… 
 　　　ね、反日？ 
 この響き…ぃいー…は、はーぁあー… 
 　　　反日じゃん？ 
 聞こえたぅぃはーぁあー… 
 　　　てかネトウヨ？ 
 家畜たちぃんぅいん、…る、るぅぃっ…んたー… 
 　　　保守って反日？ 
 此の、「父親。もとからハンサムな顏立ちで…以外に居ないでしょ？ハンサムっていう言葉の似合う日本人…いや、彼はフィリピンですけど。今、グレーヘアで髯はやしてる。ダンディ。アジアン・ダンディ。そんな感じ…でも、大變だった」 
 　　　しあわせにね？ 
 　　　　　　ほうえむよ 
 「虐め？」 
 　　　ね、ね？ 
 　　　　　　ぱから 
 「それはね…所詮島國ですから。でも、それより」 
 　　　いいんだよ 
 　　　　　　のくたちみんな 
 「何？」 
 　　　しあわせになって 
 　　　　　　ほうえむよ 
 「宗敎が…父、カソリックで」 
 　　　もう 
 　　　　　　ぱから 
 「嫌なの？」 
 　　　きのうせかいはほろびていたから 
 　　　　　　のくたちみんな 
 「もう、本当は絵の中だけにしてほしい。受胎告知とか。美術館やアトリエで受胎告知されると荘厳だなって思う。けど、日曜日の朝、おはよう、元気？ところで最近受胎告知だねって、それ、嫌になる。パンは肉、ワインは血、レオナルドの絵なら感動するけど、お食事時のテーブルで我が主の肉と血はちょっと。和式のいただきますごちそうさまでもう、精一杯。…宗敎ないので。わたしは。でも、尊敬してますよ。敬虔なクリスチャン。人の惡口云ってるの、聞いたこと無い。…でも、すごく、宗敎に無知なんですね。彼等。宗敎的な人たちって」 
 　　　神とは惡意 
 　　　　　　ほんとの自分に 
 「宗敎学的な知識ってこと？」 
 　　　殺戮の強制 
 　　　　　　ほんとのわたしに 
 「じゃなくて、…いや、そういうこと？たとえば仏敎とか。ヒンドゥー敎とか。中東の方の、…それとか、同じキリスト敎でもロシア正敎とか？ぜんぜん。謂っちゃえばひとつの宗敎の世界の中だけに住んでるひとであって。…いや、あんだけ無知なら宗敎戦争くらい起こるでしょって。知らないもの同士だもん。理解しようがない。美術史やってると、結局各地の宗敎史には詳しくならざるを得ないんですよ。わたし、和ものの鑑定もやるし、それに掘り出し物探るの、結構、趣味なので。…でも、わかります？」 
 「あやしいなと…」 
 　　　だったら死ねよ 
 　　　　　　反日ですか？ 
 「肌の色？」 
 　　　いますぐ死ねよ 
 　　　　　　親日ですか？ 
 「そういうんじゃないんだけど。でも、言われればちょっと、濃いですよね」 
 「そう…でも、ここもそうかなって思って。南だから。肌色。馴染んじゃう？みたいな。でも來ると、みんな必要以上に白いのね」ユエンに笑いかけ、惡気のないユエンはただ、「だって、ね？白い方が、ね？いいよ。きれいだよ」無邪気に喜んでいるのだった。何より肌の白さが矜持のユエンは、遠回しにでもはっきりとその肌の色彩を讚えられたことを。 
 「名前、だからダニエルって謂うんです。」 
 　　　神は愛 
 　　　　　　反日死ね 
 「川原さんが？」 
 　　　愛は救済 
 　　　　　　國に帰れよ 
 「川原ダニエル。若干、かっこいいですよね？日本名は聖。つなげると、川原ダニエル聖、とでも。…だから、ダニエルでもいいですよ。呼び方。あっちだと、そうなんで。日本でも、友達なんかはね…」云って、「なんか、いいでしょ？外人みたいで。でも、聖はやめて。」 
 　　　第二次大戦などなかった 
 　　　　　　アウシュビッツはユダヤ人慰安施設 
 「なんで？」 
 　　　原爆投下もなかった 
 　　　　　　南京虐殺もとい南京日中親睦会 
 「もうそれ、お坊さんじゃないですか」だから 
 　　　修正主義など存在しない歴史 
 　　　とは修正かつ粛清にすぎない 
 川原はひとりで笑い死者ら語らく、 
 　　　もうすぐ空は 
 　　　沙羅 
 　　　破れるだろう 
 　　　明日には、ほら 
 
 　　　鳥たちがもう 
 　　　飛ばないから 
 　　　沙羅 
 　　　捨てられた鳥ら 
 
 　　　もうすぐ海は 
 　　　沙羅 
 　　　燃えるだろう 
 　　　いまにも、ほら 
 
 　　　魚たちがもう 
 　　　空へ逃げたから 
 　　　沙羅 
 　　　鰓のない魚ら 
 
 　　　もうすぐ土は 
 　　　沙羅 
 　　　飛沫をあげるだろう 
 　　　すでに、ほら 
 
 　　　獸は自分で 
 　　　墓をつくった 
 　　　沙羅 
 　　　だから足場もない殻 
 
 　　　殻もない 
 　　　拔け殻 
 　　　なにもない 
 　　　なにもないから 
 
 　　　なにもないから 
 　　　なにもない 
 　　　拔け殻 
 　　　殻もない 
 
 　　　だから足場もない殻 
 　　　沙羅 
 　　　墓をつくった 
 　　　獸は自分で 
 
 　　　すでに、ほら 
 　　　飛沫をあげるだろう 
 　　　沙羅 
 　　　もうすぐ土は 
 
 　　　鰓のない魚ら 
 　　　沙羅 
 　　　空へ逃げたから 
 　　　魚たちがもう 
 
 　　　いまにも、ほら 
 　　　燃えるだろう 
 　　　沙羅 
 　　　もうすぐ海は 
 
 　　　捨てられた鳥ら 
 　　　沙羅 
 　　　飛ばないから 
 　　　鳥たちがもう 
 
 　　　明日には、ほら 
 　　　破れるだろう 
 　　　沙羅 
 　　　もうすぐ空は 
 
 かさねて謂はく、 
 　　　もうすぐ空は 
 　　　　　　くすぐったい？ 
 　　　　感じたのだった 
 　　　　　まじ？ 
 　　　沙羅 
 　　　　　　なんで？ 
 　　　　あなたは 
 　　　　　なんで？ 
 　　　破れるだろう 
 　　　　　　まじ？ 
 　　　　灼かれる気配を 
 　　　　　くすぐったい？ 
 　　　明日には、ほら 
 
 　　　鳥たちがもう 
 　　　　　　笑っちゃいそう？ 
 　　　　中庭に 
 　　　　　なんかね 
 　　　飛ばないから 
 　　　　　　…ね？ 
 　　　　日差し 
 　　　　　…ね？ 
 　　　沙羅 
 　　　　　　なんかね 
 　　　　あかるくそそぐ 
 　　　　　笑っちゃいそう？ 
 　　　捨てられた鳥ら 
 
 　　　もうすぐ海は 
 　　　　　　うざくない？ 
 　　　　感じたのだった 
 　　　　　若干ね 
 　　　沙羅 
 　　　　　　なんかさ 
 　　　　そのうぶ毛も 
 　　　　　なんかね 
 　　　燃えるだろう 
 　　　　　　若干ね 
 　　　　あたたかな光り 
 　　　　　うざくない？ 
 　　　いまにも、ほら 
 
 　　　魚たちがもう 
 　　　　　　いいかんじ？ 
 　　　　さわいでいた。そっと 
 　　　　　なんかね 
 　　　空へ逃げたから 
 　　　　　　もう、さ 
 　　　　耳に沁むように 
 　　　　　まじ、さ 
 　　　沙羅 
 　　　　　　なんかね 
 　　　　こすれあう葉々 
 　　　　　いいかんじ？ 
 　　　鰓のない魚ら 
 
 　　　もうすぐ土は 
 　　　　　　まあまあ？なんか 
 　　　　やさしくなるのだった 
 　　　沙羅 
 　　　　　　なんとなく、さ 
 　　　　何故？ 
 　　　　　なんとなく 
 　　　飛沫をあげるだろう 
 　　　　　　それなりだよね 
 　　　　心が 
 　　　　　まあまあ？なんか 
 　　　すでに、ほら 
 
 　　　獸は自分で 
 　　　　　　いいんじゃん？ 
 　　　　ほほ笑むのだ 
 　　　　　問題なくない？ 
 　　　墓をつくった 
 　　　　　　べつに 
 　　　　ひとりで 
 　　　　　べつに 
 　　　沙羅 
 　　　　　　問題なくない？ 
 　　　　あなたは 
 　　　　　いいんじゃん？ 
 　　　だから足場もない殻 
 
 　　　殻もない 
 　　　　　　やべぇーから 
 　　　　さらさらゆれる 
 　　　　　やばすぎじゃん？ 
 　　　拔け殻 
 　　　　　　まじかよ？ 
 　　　　風に 
 　　　　　まじかよ？ 
 　　　なにもない 
 　　　　　　やばすぎじゃん？ 
 　　　　ほら、木漏れ日 
 　　　　　やべぇーから 
 　　　なにもないから 
 
 　　　なにもないから 
 　　　　　　やばすぎじゃん？ 
 　　　　ほら、木漏れ日 
 　　　　　やべぇーから 
 　　　なにもない 
 　　　　　　まじかよ？ 
 　　　　風に 
 　　　　　まじかよ？ 
 　　　拔け殻 
 　　　　　　やべぇーから 
 　　　　さらさらゆれる 
 　　　　　やばすぎじゃん？ 
 　　　殻もない 
 
 　　　だから足場もない殻 
 　　　　　　問題なくない？ 
 　　　　あなたは 
 　　　　　いいんじゃん？ 
 　　　沙羅 
 　　　　　　べつに 
 　　　　ひとりで 
 　　　　　べつに 
 　　　墓をつくった 
 　　　　　　いいんじゃん？ 
 　　　　ほほ笑むのだ 
 　　　　　問題なくない？ 
 　　　獸は自分で 
 
 　　　すでに、ほら 
 　　　　　　それなりだよね 
 　　　　心が 
 　　　　　まあまあ？なんか 
 　　　飛沫をあげるだろう 
 　　　　　　なんとなく 
 　　　　何故？ 
 　　　　　なんとなく、さ 
 　　　沙羅 
 　　　　　　まあまあ？なんか 
 　　　　やさしくなるのだった 
 　　　　　それなりじゃん？ 
 　　　もうすぐ土は 
 
 　　　鰓のない魚ら 
 　　　　　　なんかね 
 　　　　こすれあう葉々 
 　　　　　いいかんじ？ 
 　　　沙羅 
 　　　　　　まじ、さ 
 　　　　耳に沁むように 
 　　　　　もう、さ 
 　　　空へ逃げたから 
 　　　　　　いいかんじ？ 
 　　　　さわいでいた。そっと 
 　　　　　なんかね 
 　　　魚たちがもう 
 
 　　　いまにも、ほら 
 　　　　　　若干ね 
 　　　　あたたかな光り 
 　　　　　うざくない？ 
 　　　燃えるだろう 
 　　　　　　なんかね 
 　　　　そのうぶ毛も 
 　　　　　なんかさ 
 　　　沙羅 
 　　　　　　うざくない？ 
 　　　　感じたのだった 
 　　　　　若干ね 
 　　　もうすぐ海は 
 
 　　　捨てられた鳥ら 
 　　　　　　なんかね 
 　　　　あかるくそそぐ 
 　　　　　笑っちゃいそう？ 
 　　　沙羅 
 　　　　　　…ね？ 
 　　　　日差し 
 　　　　　…ね？ 
 　　　飛ばないから 
 　　　　　　笑っちゃいそう？ 
 　　　　中庭に 
 　　　　　なんかね 
 　　　鳥たちがもう 
 
 　　　明日には、ほら 
 　　　　　　まじ？ 
 　　　　灼かれる気配を 
 　　　　　くすぐったい？ 
 　　　破れるだろう 
 　　　　　　なんで？ 
 　　　　あなたは 
 　　　　　なんで？ 
 　　　沙羅 
 　　　　　　くすぐったい？ 
 　　　　感じたのだった 
 　　　　　まじ？ 
 　　　もうすぐ空は 
 
 
 





//沙羅。ほほ笑み/ブーゲンビリアの/花の翳りに/沙羅、その










 
 步いて行ける距離だと川原は云った。会計を済ませ（川原が。ひとりで）店を出ると（あー…いっ、やっ、いっ…いいですよ。ぁいっ）木陰の（お客さんですもん）駐輪スペースに川原のバイクは（あー…いっいいですよ。ぁいっ）ない。だから彼は（——彼女は？）ユエンの後ろに乘った。來るときは画家の家の者が送ってくれたのだと 
 　　　地に翳り 
 　　　　　　這うような 
 謂う。ただし 
 　　　鳥の？ 
 　　　　　　這い、すべるような 
 川原の云うとおり徒步で充分な距離だった。ユエンは頑なにそれを否定した。あんな距離を步くと、足がふとくなるだけだ、よ、と。すくなくともユエンにとっては、ユエンの云うことにこそ、理はあったに違いない。その 
 　　　地に翳り 
 　　　　　　擦るような 
 やさしく風を切るだけで、決して 
 　　　鳥の？ 
 　　　　　　擦りしかも痕跡を殘さず 
 風圧を受けないユエン速度で三分程度。そしていくつか角を曲がった。 
 繁った葉と枝の投げる翳りは 
 　　　ふれあうよ 
 　　　　　　あたたかな 
 濃い。そのブロックの 
 　　　ほら、ね 
 　　　　　　日差しの中に 
 半分はそれら樹木の 
 　　　ふれあうよ 
 　　　　　　わたしたちは 
 散乱、そしてのこりの半分は 
 　　　光りと影と 
 　　　　　　息を殺して 
 更地、殘りの半分、 
 　　　影と葉々とが 
 　　　　　　そっとまばたき 
 それが画家たちの家屋のようだった。 
 一角に細長い三階建ての住居。とりたてて新しくもない。十年落ち程度？傍らに物置きなのか、ガレージなのか、木を組んだあばら家がある。それにつながって、古い家屋。母屋ということなのか。木製も、或は荘厳な——豪壮な、と？どこか荒々しさのある平屋。その敷地は廣い。 
 それなりに値の張るはずの木材を（…その名を見て取る程、わたしは樹木に明るくない）惜しみなく組み上げ、見ように依ってはここらにある古い寺のようにも見える。すくなくともわたしは予備知識を与えられなかったら、そんな風に見て通りすぎたかも知れない。すくなくとも建築当時には、この家屋の所有者たちは裕福だったはずだ。いずれにせよ、あたらしい三階建てのほうが安っぽく見える。 
 「すごく、彼等、お金持ちらしくて」 
 川原は云った。 
 「だから、これでも半分以上敷地、売ったみたいなんですよ（…だよね？と、川原はユエンに。そしてユエンは）。共産圏とか東南アジアの富裕層って、實際はんぱないでしょ？格差が」 
 あそこまで、と、向かいのブロックの方を指した。「あそこらへんまでが、だからもともとの…」川原ダニエルのさした指先がどこまでを示したのか、わたしには判別できなかった。 
 家の庭のココナッツの翳りを潜り、トタンを組んでいつかの昔に新しく増築した庇の翳りにバイクを止めた。 
 開かれ、たたみ込まれ込んだ重厚な木製の三面の、觀音開きの戸のむこう、昏む日影のなかに巨大な仏敎祭壇のネオン装飾が明滅した。ここではけばけばしいほどに仏間を飾る。それが此処での荘厳の意味なのか。たぶん 
 　　　地に翳り 
 　　　　　　舐めるような 
 古いi-podからの読経の 
 　　　鳥の 
 　　　　　　何がふれた痕跡もなく 
 聲が、微弱な音で流されっぱなしにしている。大乘の國。だから、日本でも中國でも知られた經のはずだった。異國語のそれは謎めいた民族音樂に過ぎない。 
 正面にブランコがある。そこに七十代の？それにしてはわかわかしい老婆がいた。見た目がではない。そのなんということもない纔かな身のこなし、——身のこなしとも言えない些細なそれらが。彼女の皴にまみれた肉体は、猶も至って健康であることを曝す。 
 わたしは会釈した。沙羅は無視した。もとから沙羅の世界に挨拶などというものはなかった。老婆はただ、——あら。 
 　　　４５・９・２ベトナム民主主義共和國独立宣言 
 　　　　　　覚えてる？ 
 ごきげんよう。笑んでいた。だから 
 　　　４５・９・２３フランス軍サイ・ゴン侵攻 
 　　　　　　あなたは 
 ユエンと川原は手を振る。 
 　　　４６・３・６フランス軍ハイ・フォン入港 
 　　　　　　本当に？ 
 「このおばあちゃん、かわいいんですよ」 
 　　　４６・３・１８フランス軍ハ・ノイ侵攻 
 　　　　　　何を？…そもそも 
 川原はわたしに紹介しながら、老婆に 
 　　　４６・１１・２０ハイ・フォン港銃撃事件 
 　　　　　　記憶とは 
 笑いかける。素直過ぎる、こぼれる笑顏の 
 　　　４８・６・５於サイ・ゴン、ベトナム臨時中央政府樹立 
 　　　　　　なに？ 
 老婆。お互いの、その感情のどこまでが素で、どこまでが作ったものかは知らない。いずれにせよ途方もなく健康な老婆は不意にわたしを見ると、その見慣れない外國人に何を身構えるともなく彼女たちの言語で話しかけた。或は、 
 「ココナッツの木、…ね？あれは昨日海の龍が埀らした焰」と？ 
 すでに老婆に馴れていたユエンが 
 　　　日本人？ 
 　　　　　　誰れ？ 
 笑った。わたしに 
 　　　またフランス人からかっさらいに來たの？ 
 　　　　　　あなたは 
 通訳するでもなくむしろ、彼女はそのまま 
 　　　日本人？ 
 　　　　　　あなたは誰れ？ 
 彼女たちの言語で、老婆に 
 　　　ハラキリ、好き？ 
 　　　　　　どこ？ 
 応えた。 
 「今、海底火山が蚯蚓、食べちゃったからだよ」 
 　　　５３・１１・２０カストール作戦 
 　　　　　　語れあなたのその眼差しの見た 
 「此の人は山の向こうの葉っぱを飲み込んだんだろ？」 
 　　　６３・６・１１ティック・クァン・ドゥック燒身自殺 
 　　　　　　…っぽい、その風景を 
 「鍋には笹の葉を入れたよ」 
 ユエンはことさらにやさしく、ただ、じょうずに笑んだ。老婆のその健康な瞼がかすかに細められ、憂いに近い色が浮かぶのを、だからユエンは容赦なく捨て置き「この人は、ちょっと病気だから、ね」その日本語は、顯らかにわたしの爲にだけささやかれたそれだったが、明確なその言葉のむれを如何に解するべきか、わたしはすべをもたなかった。 
 「このひとたち、すごく協力的で…」川原ダニエル。「良くしてくれるんですよ。」言う。すでに老婆を通り過ぎ、仏間の奧の方を見ながら。「表面的には、ですけど」かたくななまでに花が。川原は、だれにむけたともない笑顏を花が。崩さない。それ、人のほらそれら花が。人の好い、無防備な。 
 こっちです、と、 
 　　　花が 
 　　　　　　紅の 
 そう私たちを先導するのは 
 　　　花が 
 　　　　　　あわい紅 
 川原だった。だから 
 　　　ほらそれら花が 
 　　　　　　むらさきの 
 わたしたちが仏間の入口の段差に 
 　　　咲いています 
 　　　　　　むらさきに近い紅 
 サンダルを脱いで、仏間の 
 　　　庭に、ほら 
 　　　　　　白い花 
 右手に開く空間に入ろうとしたときに、その 
 　　　ブーゲンビリア 
 　　　　　　白いちいさな 
 叫び聲。 
 女の聲だった。それが言葉である事はわかる。普通のベトナム語。何故？——何を云ったのか分からない。何故、わたしはそれをベトナム語だと？そんなもの片仮名のシン・チャオ以外何も知らないのに、何故、顯らかに？ 
 けばけばしい、或は厳飾された祭壇の翳りに人が立っていたのを、その時にはじめて気付いた。だから、彼女は翳りの中に張り付くように。その眼差しの色に——何？ 
 それをなんと謂うべき？ 
 狂気というのとは、慥かに別の、何か途方もない未知が…わたしたちにとっての未知。あくまでも、すくなくともわたしにとっては未知の。…何？それはなに？鮮明な…だからなに？ 
 　　　花が 
 　　　　　　紅の 
 或る鮮明で理不盡な気配が彼女のまなざしに 
 　　　花が 
 　　　　　　あわい紅 
 兆してるのが見える。間違いなく 
 　　　ほらそれら花が 
 　　　　　　むらさきの 
 知能障害のある女なのだが、よく 
 　　　咲いています 
 　　　　　　むらさきに近い紅 
 太り、太り過ぎているほどに 
 　　　庭に、ほら 
 　　　　　　白い花 
 太り、体質？ 
 　　　ブーゲンビリア 
 　　　　　　白いちいさな 
 彼女の生活様式のせいでなくむしろその太りやすい体質のせいで？だから灼けて灼けて灼けまくった褐色の肌。血色はいい。…と、その自分の認識を疑う。わたしの眼は死者ら。灼けた褐色のそれの死者ら。健康状態を察知し得るまでに、その死者ら色彩も無く色彩に慣れてはいない。 
 　　　死者ら 
 　　　　　　花の 
 「ちょっと、おかしいんだよ」 
 　　　死者ら 
 　　　　　　花の翳りに 
 ユエンがわたしの背後に、その 
 　　　死者ら色彩も無く 
 　　　　　　花の 
 明るい無防備な 
 　　　擦り付けられた 
 　　　　　　花の白濁に 
 聲を立てた。あるいは差別的なその言表が 
 　　　死者ら 
 　　　　　　花の 
 不自由な外國語会話のせいなのか、それとも素直な心にそう云ったのか、わたしには 
 　　　ゆらぐ死者ら 
 　　　　　　花の息吹きに 
 わからない。太った女の、その目は殆どまばたきがなく、そして過剩なまでに挑戦的な軽蔑を表す。その「…糞か？」ゆがめられた唇。めくれるような、「…お前ら、」惡気がないことは「…糞か？」知れる。その「びち糞どもか？」知性のない女は（或は違う知性のかたちをさらす女、とでも？）ただ「びちびち糞びちびっちども？」 
 　　　花はゆれて 
 　　　　　　あざやかに 
 　　　　　　　　　ちぎりましょう 
 　　　　　　　　　　　　まじ？ 
 　　　ゆれて 
 　　　　　　ゆめみるように 
 　　　　　　　　　ほら 
 　　　　　　　　　　　　血ぃでてね？ 
 　　　ゆれて 
 　　　　　　いつくしむよう 
 　　　　　　　　　あなたはその歯で 
 　　　　　　　　　　　　まじ？ 
 　　　ゆれます 
 　　　　　　ほほえむようにも 
 　　　　　　　　　ちぎるでしょう 
 　　　　　　　　　　　　はなぢでてね？ 
 素直なだけなのかもしれない。 
 わたしは目を背けた。彼女は老婆の娘ということなのか。川原ダニエル、だから立ち止まるわけでも、知性の無い彼女に一瞥をくれるでもない川原に隨って奧に進み、「やばいっ」と、背後にその「目から魚が落ちてくるよ！」邪気もなくさわぐ沙羅の「やばいっ！」彼女たちの「くっそやばっ」言語の群れの散る響きを「そくばやっ」聞きながら死者ら語らく、 
 　　　沙羅。ほほ笑み 
 　　　ブーゲンビリアの 
 　　　花の翳りに 
 　　　沙羅、その 
 
 　　　沙羅。ほほ笑み 
 　　　ブーゲンビリアの 
 　　　花の火照りに 
 　　　沙羅、その 
 
 　　　沙羅。ほほ笑み 
 　　　ブーゲンビリアの 
 　　　花の色の下 
 　　　沙羅、その 
 
 　　　沙羅。色づく葉 
 　　　花のように 
 　　　色づいた葉ら 
 　　　擬態ら。沙羅 
 
 　　　わたしは擬態 
 　　　わたしが擬態 
 　　　イノチを擬態 
 　　　花さえ擬態 
 
 　　　咲くさえ擬態 
 　　　散るさえ擬態 
 　　　沙羅さえ擬態 
 　　　擬態の沙羅の 
 
 　　　沙羅の擬態の 
 　　　沙羅さえ擬態 
 　　　散るさえ擬態 
 　　　咲くさえ擬態 
 
 　　　花さえ擬態 
 　　　イノチを擬態 
 　　　わたしが擬態 
 　　　わたしは擬態 
 
 　　　擬態ら。沙羅 
 　　　色づいた葉ら 
 　　　花のように 
 　　　沙羅。色づく葉 
 
 　　　沙羅、その 
 　　　花の色の下 
 　　　ブーゲンビリアの 
 　　　沙羅。ほほ笑み 
 
 　　　沙羅、その 
 　　　花の火照りに 
 　　　ブーゲンビリアの 
 　　　沙羅。ほほ笑み 
 
 　　　沙羅、その 
 　　　花の翳りに 
 　　　ブーゲンビリアの 
 　　　沙羅。ほほ笑み 
 
 かさねて謂はく、 
 　　　沙羅。ほほ笑み 
 　　　　　　しばって 
 　　　　誰？ 
 　　　　　燃やしたら？ 
 　　　ブーゲンビリアの 
 　　　　　　火をつけ 
 　　　　聞いていた 
 　　　　　火をつけ 
 　　　花の翳りに 
 　　　　　　燃やしたら？ 
 　　　　聲を 
 　　　　　しばって 
 　　　沙羅、その 
 
 　　　沙羅。ほほ笑み 
 　　　　　　目つぶし 
 　　　　なに？ 
 　　　　　吊るしたら？ 
 　　　ブーゲンビリアの 
 　　　　　　猿轡咬ませ 
 　　　　ひびいていた 
 　　　　　猿轡咬ませ 
 　　　花の火照りに 
 　　　　　　吊るしたら？ 
 　　　　女の聲 
 　　　　　目つぶし 
 　　　沙羅、その 
 
 　　　沙羅。ほほ笑み 
 　　　　　　小指折り 
 　　　　莫迦？ 
 　　　　　舌拔けば？ 
 　　　ブーゲンビリアの 
 　　　　　　爪はぎ 
 　　　　でぶで、狂った 
 　　　　　爪はぎ 
 　　　花の色の下 
 　　　　　　舌拔けば？ 
 　　　　女 
 　　　　　小指折り 
 　　　沙羅、その 
 
 　　　沙羅。色づく葉 
 　　　　　　存在価値なし 
 　　　　褐色の女は 
 　　　　　なすすべもない 
 　　　花のように 
 　　　　　　生きる価値なし 
 　　　　ゆらした 
 　　　　　生きる価値なし 
 　　　色づいた葉ら 
 　　　　　　なすすべもない 
 　　　　肉のぶよつきを 
 　　　　　存在価値なし 
 　　　擬態ら。沙羅 
 
 　　　わたしは擬態 
 　　　　　　知ってる？ 
 　　　　盗みに來たろ？ 
 　　　　　ただの間違い 
 　　　わたしが擬態 
 　　　　　　あなたこそ 
 　　　　盗まれたあとに 
 　　　　　あなたこそ 
 　　　イノチを擬態 
 　　　　　　ただの間違い 
 　　　　盗みに來たろ？ 
 　　　　　知ってる？ 
 　　　花さえ擬態 
 
 　　　咲くさえ擬態 
 　　　　　　この世界の恥辱 
 　　　　笑えばいいよ 
 　　　　　知ってる？ 
 　　　散るさえ擬態 
 　　　　　　あなただけが 
 　　　　沙羅、壞れもの 
 　　　　　あなただけが 
 　　　沙羅さえ擬態 
 　　　　　　知ってる？ 
 　　　　彼女は屑 
 　　　　　この世界の恥辱 
 　　　擬態の沙羅の 
 
 　　　沙羅の擬態の 
 　　　　　　この世界の恥辱 
 　　　　糞まみれの豚 
 　　　　　知ってる？ 
 　　　沙羅さえ擬態 
 　　　　　　あなただけが 
 　　　　沙羅、壞れもの 
 　　　　　あなただけが 
 　　　散るさえ擬態 
 　　　　　　知ってる？ 
 　　　　屠殺しちゃう？ 
 　　　　　この世界の恥辱 
 　　　咲くさえ擬態 
 
 　　　花さえ擬態 
 　　　　　　ただの間違い 
 　　　　奪いに來たろ？ 
 　　　　　知ってる？ 
 　　　イノチを擬態 
 　　　　　　あなたこそ 
 　　　　もう奪われたよ 
 　　　　　あなたこそ 
 　　　わたしが擬態 
 　　　　知ってる？ 
 　　　　奪いに來たろ？ 
 　　　　　ただの間違い 
 　　　わたしは擬態 
 
 　　　擬態ら。沙羅 
 　　　　　　なすすべもない 
 　　　　肉のぶよつきを 
 　　　　　存在価値なし 
 　　　色づいた葉ら 
 　　　　　　生きる価値なし 
 　　　　ゆらした 
 　　　　　生きる価値なし 
 　　　花のように 
 　　　　　　存在価値なし 
 　　　　褐色の女は 
 　　　　　なすすべもない 
 　　　沙羅。色づく葉 
 
 　　　沙羅、その 
 　　　　　　舌拔けば？ 
 　　　　女 
 　　　　　小指折り 
 　　　花の色の下 
 　　　　　　爪はぎ 
 　　　　でぶで、狂った 
 　　　　　爪はぎ 
 　　　ブーゲンビリアの 
 　　　　　　小指折り 
 　　　　莫迦？ 
 　　　　　舌拔けば？ 
 　　　沙羅。ほほ笑み 
 
 　　　沙羅、その 
 　　　　　　吊るしたら？ 
 　　　　女の聲 
 　　　　　目つぶし 
 　　　花の火照りに 
 　　　　　　猿轡咬ませ 
 　　　　ひびいていた 
 　　　　　猿轡咬ませ 
 　　　ブーゲンビリアの 
 　　　　　　目つぶし 
 　　　　なに？ 
 　　　　　吊るしたら？ 
 　　　沙羅。ほほ笑み 
 
 　　　沙羅、その 
 　　　　　　燃やしたら？ 
 　　　　聲を 
 　　　　　しばって 
 　　　花の翳りに 
 　　　　　　火をつけ 
 　　　　聞いていた 
 　　　　　火をつけ 
 　　　ブーゲンビリアの 
 　　　　　　しばって 
 　　　　誰？ 
 　　　　　燃やしたら？ 
 　　　沙羅。ほほ笑み 
 
 
 





//化ものら/沙羅、それは/それは、沙羅/だから怪物ら










 
 通路という概念は此の家屋の中には存在しない。このあたりの一般的な様式に等しく。ただ、仕切り壁がおおぶりな部屋をつくり、それらが隣接し合うだけ。ドアはない。あくまで取り敢えず仕切られれば良くて、空間を密閉することの必要などもとから見止められていない。だから素通りの開口をくぐれば、その空間の暗がりに目が慣れようとはじめるまえにすでに「俺、…ね？」左手の明るい光源に「なに？」いきなり眩む。川原はすぐにその「俺、…ね？」光源に入り、從えばそこには「俺、ね？」 
 　　　ぃいー…ぱっ 
 　　　　　　聞いて、俺の聲 
 「なに？」と、ささやく≪流沙≫を、…壁にもたれた≪流沙≫ 
 　　　ぁあっ…ぱっ、つぁー… 
 　　　　　　聞いて、ひびきを 
 ビラ・フレスカの窓の横の壁。 
 　　　ぉあぁあー…は 
 　　　　　　俺の聲の 
 窓の向こうに植林の葉の「お前を裏切ろうと思う」 
 　　　るはっ…ぱー… 
 　　　　　　あなたの眼差しの中に 
 「なんで？」 
 　　　とぃるぃーは、ぁはー… 
 　　　　　　暗示した 
 「お前が俺を裏切るから」 
 　　　ぃるっ 
 　　　　　　罅われを 
 つきあたりには壁がない。ほとんどすべて、開け放たれたシャッターで、だから巨大な開口。むこうには光源。だから庭（裏庭？表庭？なに？そもそも庭？）。そこは居間のようなスペースだった。木製の客用の椅子とテーブル。値踏みせずともわかる。そのあきらかな重量と比例し、それは高額なものであるはずだ。何人がかりで運び入れたのか。古び、故にただいかめしいだけの重厚を曝す。つきあたりの開口はそのまま、家屋の裏側の更地——庭？だから裏庭？表庭？なに？庭？その樹木の数本と土を——ブーゲ輝かせた。その時にブーゲ、その樹木らの中央、空間に押し崩れるに似て色彩を投げ散らす一本がブーゲンビリアであることに気付く。季節も知らず白い、薫りのないちいさな花を咲かせ、その周囲の葉を紅の（——紫に近いくれないの）花弁に擬態させるその（——花。花…乱れ）樹木は、だからその（咲き乱れて）紫がかった紅の色彩を（眞紅の）葉の繁りをその全面に散乱させ、…花々。 
 ただ、叩きつけられたように横溢した花。 
 樹齢をかさねたものであることは慥かだった。幹は何ら依る邊も無いはずの空間の眞實を嘲笑し、這うように伸びた。あるいは空虛へのまったき破壞者として。だから（空虛の破壞が重力の正体なら、ブーゲンビリアも）太り、のたうち回るように（その重力を？）伸び、太り、ねじまがって（あなたも？）歪みしかも（わたしも？）上に伸び、太り、だから（…まじ？）昏い幹は太い。 
 　　　見ないでください 
 　　　　　　噉う。ほら 
 居間には誰れも 
 　　　わたしの色づき 
 　　　　　　毛虫たち。ほら 
 居なかった。 
 　　　見ないでください 
 　　　　　　蛹になるよ 
 なぜか、沙羅は 
 　　　わたしの色彩 
 　　　　　　蝶に 
 鼻でわらった。 
 「画家さん、いるはずなんですけど…」 
 川原が云った。心の、何故かこもらない当惑。川原の謂う画家が、≪月の白ら雪≫の父親のほうを云ってることはそれとなく何故？知れた。 
 何故？ 
 いま、わたしたちの目的の画家は≪月の白ら雪≫以外になく、その父親のことなど一切わすれてさえいたのに何故？花は「たぶん、ね？」ユエン「かいものに、ね」 
 　　　何故、花は 
 　　　　　　燃えたよ 
 「買い物？」 
 　　　やさしいのでしょう 
 　　　　　　昨日 
 「行ったんだよ」 
 　　　何故、花は 
 　　　　　　あなたの目に這う 
 「なんで？」 
 　　　せつないのでしょう 
 　　　　　　その薔薇は 
 ユエンは応えない。拒絶ではない。ただ、応えないだけ。 
 何故？ 
 不意に沙羅は小走りに居間の端にまで駆けた。だから 
 　　　ゆれる 
 光りの中にその 
 　　　ゆれるのは 
 白濁にもはや 
 　　　あなたの翳り 
 まともな色さえさえさらさない——目には。わたしの目には。わたしの。 
 庭の手前に、沙羅はだから立ち止まる。逆光の中に、そして、振り向いてわたしに沙羅は笑んだ。聲もなく、崩れ落ちた笑顏。こぼれそうなほどの、だから赤裸々な癡呆の笑顏に死者ら語らく、 
 　　　化ものら 
 　　　沙羅、それは 
 　　　それは、沙羅 
 　　　だから怪物ら 
 
 　　　空も土も 
 　　　海も雨も 
 　　　あなたたちの爲でないなら 
 　　　わたしの爲でないなら 
 
 　　　化ものら 
 　　　沙羅、だから 
 　　　それは、沙羅 
 　　　怪物ら 
 
 　　　わたしたちの爲でないなら 
 　　　あなたの爲でないなら 
 　　　花も葉々も 
 　　　蜜もその蕊も 
 
 　　　沙羅、鏡の中に 
 　　　ほら、化ものら 
 　　　沙羅、だから沙羅 
 　　　それは、沙羅 
 
 　　　沙羅、水面にも 
 　　　ほら、怪物ら 
 　　　沙羅、だから沙羅 
 　　　それは、沙羅 
 
 　　　化ものたちが 
 　　　ささやきあった 
 　　　怪物ら 
 　　　ただ異形のものら 
 
 　　　ふれた葉ら 
 　　　その色ら 
 　　　かたちも化もの 
 　　　沙羅、怪物ら 
 
 　　　嗅ぐ花ら 
 　　　その香りら 
 　　　それら化もの 
 　　　沙羅、怪物ら 
 
 　　　味わう蜜ら 
 　　　その味ら 
 　　　それら化もの 
 　　　沙羅、怪物ら 
 
 　　　沙羅、化ものら 
 　　　沙羅、それら聲、息吹き 
 　　　それら息吹き、聲なし 
 　　　沙羅、化ものら 
 
 　　　沙羅、怪物ら 
 　　　それら化もの 
 　　　その味ら 
 　　　味わう蜜ら 
 
 　　　沙羅、怪物ら 
 　　　それら化もの 
 　　　その香ら 
 　　　嗅ぐ花ら 
 
 　　　沙羅、怪物ら 
 　　　かたちも化もの 
 　　　その色ら 
 　　　ふれた葉ら 
 
 　　　ただ異形のものら 
 　　　怪物ら 
 　　　ささやきあった 
 　　　化ものたちが 
 
 　　　それは、沙羅 
 　　　沙羅、だから沙羅 
 　　　ほら、怪物ら 
 　　　沙羅、水面にも 
 
 　　　それは、沙羅 
 　　　沙羅、だから沙羅 
 　　　ほら、化ものら 
 　　　沙羅、鏡の中に 
 
 　　　蜜もその蕊も 
 　　　花も葉々も 
 　　　あなたの爲でないなら 
 　　　わたしたちの爲でないなら 
 
 　　　怪物ら 
 　　　それは、沙羅 
 　　　沙羅、だから 
 　　　化ものら 
 
 　　　わたしの爲でないなら 
 　　　あなたたちの爲でないなら 
 　　　海も雨も 
 　　　空も土も 
 
 　　　怪物ら 
 　　　それは、沙羅 
 　　　沙羅、だから 
 　　　化ものら 
 
 かさねて謂はく、 
 　　　化ものら 
 　　　　　　立ち去りかけ 
 　　　　なに？…え？ 
 　　　　　返り見た 
 　　　沙羅、それは 
 　　　　　　その老婆 
 　　　　は？…ん？ 
 　　　　　その老婆 
 　　　それは、沙羅 
 　　　　　　返り見た 
 　　　　それにんげんのことば？ 
 　　　　　立ち去りかけ 
 　　　だから怪物ら 
 
 　　　空も土も 
 　　　　　　何故？ 
 　　　　だれ？あんた 
 　　　　　ひとりで笑った 
 　　　海も雨も 
 　　　　　　何故？ 
 　　　　なにもの？ 
 　　　　　何故？ 
 　　　あなたたちの爲でないなら 
 　　　　　　ひとりで笑った 
 　　　　なに？ 
 　　　　　何故？ 
 　　　わたしの爲でないなら 
 
 　　　化ものら 
 　　　　　　口をひらきかけ 
 　　　　なに？…え？ 
 　　　　　いきなり絶句 
 　　　沙羅、だから 
 　　　　　　そのふとっちょ 
 　　　　は？…ん？ 
 　　　　　そのふとっちょ 
 　　　それは、沙羅 
 　　　　　　いきなり絶句 
 　　　　それにんげんのかたち？ 
 　　　　　口をひらきかけ 
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 　　　わたしたちの爲でないなら 
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 　　　あなたの爲でないなら 
 　　　　　　何故？ 
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 　　　　　何故？ 
 　　　花も葉々も 
 　　　　　　瞳孔をひらいた 
 　　　　なに？ 
 　　　　　何故？ 
 　　　蜜もその蕊も 
 
 　　　沙羅、鏡の中に 
 　　　　　　あなたは 
 　　　　きもくない？ 
 　　　　　何故？ 
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 　　　　　　軽蔑 
 　　　　くさくない？ 
 　　　　　軽蔑 
 　　　沙羅、だから沙羅 
 　　　　　　何故？ 
 　　　　やばくない？ 
 　　　　　あなたは 
 　　　それは、沙羅 
 
 　　　沙羅、水面にも 
 　　　　　　散る。花 
 　　　　だいじょうぶ？ 
 　　　　　花？…散る 
 　　　ほら、怪物ら 
 　　　　　　ブーゲンビリア 
 　　　　まともじゃなくね？ 
 　　　　　ブーゲンビリア 
 　　　沙羅、だから沙羅 
 　　　　　　花？…散る 
 　　　　あんただれ？ 
 　　　　　散る。花 
 　　　それは、沙羅 
 
 　　　化ものたちが 
 　　　　　　風が吹くから 
 　　　　ぼくらはイノチ 
 　　　　　風がなくても 
 　　　ささやきあった 
 　　　　　　散る。…花？ 
 　　　　とうといイノチ 
 　　　　　散る。…花？ 
 　　　怪物ら 
 　　　　　　風がなくても 
 　　　　やばくない？ 
 　　　　　風が吹くから 
 　　　ただ異形のものら 
 
 　　　ふれた葉ら 
 　　　　　　目舞いした？ 
 　　　　なに？…え？ 
 　　　　　傾く 
 　　　その色ら 
 　　　　　　老婆 
 　　　　は？…ん？ 
 　　　　　老婆 
 　　　かたちも化もの 
 　　　　　　傾く 
 　　　　それにんげんのあたま？ 
 　　　　　目舞いした？ 
 　　　沙羅、怪物ら 
 
 　　　嗅ぐ花ら 
 　　　　　　とまりかけたのは蠅 
 　　　　なに？…え？ 
 　　　　　はんびらき 
 　　　その香りら 
 　　　　　　ふとっちょの唇 
 　　　　は…ん？ 
 　　　　　ふとっちょの唇 
 　　　それら化もの 
 　　　　それにんげんのかお？ 
 　　　　　とまりかけたのは蠅 
 　　　沙羅、怪物ら 
 
 　　　味わう蜜ら 
 　　　　　　すすって飲み込み 
 　　　　なに？…え 
 　　　　　鼻水たれそう？ 
 　　　その味ら 
 　　　　　　老婆 
 　　　　は…ん？ 
 　　　　　老婆 
 　　　それら化もの 
 　　　　　　鼻水たれそう？ 
 　　　　それにんげんのはな？ 
 　　　　　すすって飲み込み 
 　　　沙羅、怪物ら 
 
 　　　沙羅、化ものら 
 　　　　　　さわぐ木漏れ日 
 　　　　でたらめじゃん？ 
 　　　　　ゆらぐ翳りら 
 　　　沙羅、それら聲、息吹き 
 　　　　　　ブーゲンビリア 
 　　　　くっそやばくね？ 
 　　　　　ブーゲンビリア 
 　　　それら息吹き、聲なし 
 　　　　　　ゆらぐ翳りら 
 　　　　でたらめじゃん？ 
 　　　　　さわぐ木漏れ日 
 　　　沙羅、化ものら 
 
 　　　沙羅、怪物ら 
 　　　　　　鼻水たれそう？ 
 　　　　それにんげんのはな？ 
 　　　　　すすって飲み込み 
 　　　それら化もの 
 　　　　　　老婆 
 　　　　は？…ん？ 
 　　　　　老婆 
 　　　その味ら 
 　　　　　　すすって飲み込み 
 　　　　なに？…え？ 
 　　　　　鼻水たれそう？ 
 　　　味わう蜜ら 
 
 　　　沙羅、怪物ら 
 　　　　　　はんびらき 
 　　　　それにんげんのかお？ 
 　　　　　とまりかけたのは蠅 
 　　　それら化もの 
 　　　　　　ふとっちょの唇 
 　　　　は？…ん？ 
 　　　　　ふとっちょの唇 
 　　　その香ら 
 　　　　　　とまりかけたのは蠅 
 　　　　なに？…え？ 
 　　　　　はんびらき 
 　　　嗅ぐ花ら 
 
 　　　沙羅、怪物ら 
 　　　　　　傾く 
 　　　　それにんげんのあたま？ 
 　　　　　目舞いした？ 
 　　　かたちも化もの 
 　　　　　　老婆 
 　　　　は？…ん？ 
 　　　　　老婆 
 　　　その色ら 
 　　　　　　目舞いした？ 
 　　　　なに？…え？ 
 　　　　　傾く 
 　　　ふれた葉ら 
 
 　　　ただ異形のものら 
 　　　　　　風がなくても 
 　　　　やばくない？ 
 　　　　　風が吹くから 
 　　　怪物ら 
 　　　　　　散る。…花？ 
 　　　　とうといイノチ 
 　　　　　散る。…花？ 
 　　　ささやきあった 
 　　　　　　風が吹くから 
 　　　　ぼくらはイノチ 
 　　　　　風がなくても 
 　　　化ものたちが 
 
 　　　それは、沙羅 
 　　　　　　花？…散る 
 　　　　あんただれ？ 
 　　　　　散る。花 
 　　　沙羅、だから沙羅 
 　　　　　　ブーゲンビリア 
 　　　　まともじゃなくね？ 
 　　　　　ブーゲンビリア 
 　　　ほら、怪物ら 
 　　　　　　散る。花 
 　　　　だいじょうぶ？ 
 　　　　　花？…散る 
 　　　沙羅、水面にも 
 
 　　　それは、沙羅 
 　　　　　　何故？ 
 　　　　やばくない？ 
 　　　　　あなたは 
 　　　沙羅、だから沙羅 
 　　　　　　軽蔑 
 　　　　くさくない？ 
 　　　　　軽蔑 
 　　　ほら、化ものら 
 　　　　　　あなたは 
 　　　　きもくない？ 
 　　　　　何故？ 
 　　　沙羅、鏡の中に 
 
 　　　蜜もその蕊も 
 　　　　　　瞳孔をひらいた 
 　　　　なに？ 
 　　　　　何故？ 
 　　　花も葉々も 
 　　　　　　何故？ 
 　　　　あんたなに？ 
 　　　　　何故？ 
 　　　あなたの爲でないなら 
 　　　　　　何故？ 
 　　　　だからだれ？ 
 　　　　　瞳孔をひらいた 
 　　　わたしたちの爲でないなら 
 
 　　　怪物ら 
 　　　　　　いきなり絶句 
 　　　　それにんげんのかたち？ 
 　　　　　口をひらきかけ 
 　　　それは、沙羅 
 　　　　　　そのふとっちょ 
 　　　　は？…ん？ 
 　　　　　そのふとっちょ 
 　　　沙羅、だから 
 　　　　　　口をひらきかけ 
 　　　　なに？…え？ 
 　　　　　いきなり絶句 
 　　　化ものら 
 
 　　　わたしの爲でないなら 
 　　　　　　ひとりで笑った 
 　　　　なに？ 
 　　　　　何故？ 
 　　　あなたたちの爲でないなら 
 　　　　　　何故？ 
 　　　　なにもの？ 
 　　　　　何故？ 
 　　　海も雨も 
 　　　　　　何故？ 
 　　　　だれ？あんた 
 　　　　　ひとりで笑った 
 　　　空も土も 
 
 　　　怪物ら 
 　　　　　　返り見た 
 　　　　それにんげんのことば？ 
 　　　　　立ち去りかけ 
 　　　それは、沙羅 
 　　　　　　その老婆 
 　　　　は？…ん？ 
 　　　　　その老婆 
 　　　沙羅、だから 
 　　　　　　立ち去りかけ 
 　　　　なに？…え？ 
 　　　　　返り見た 
 　　　化ものら 
 
 
 





//さらさらと沙羅/色彩のはじく/さらさらと/響き










 
 「アトリエは、こっち」 
 川原はその沙羅の背後の（だから沙羅の）傍らの開口を（見るのは、それは）潜る。中に入ると（庭の）そこには（横溢）匂い。肥えた（光り、そして）動物の脂肪の（色彩の）塊りを思い切り腐らせたような、だからそれら（…その？）油絵の（それら？）具の（その？）匂い。（それら？）見た。「これなんですよ」 
 　　　ゆらぐのは 
 　　　　　　それは海 
 その色彩。 
 　　　それは白光 
 　　　　　　白濁の 
 白。 
 　　　白い綺羅に 
 　　　　　　海に 
 小さな部屋の壁にはほとんどなにも 
 　　　ゆらぐ 
 　　　　　　海に降る 
 ない。窓からの光りは 
 　　　綺羅ら 
 　　　　　　雪 
 横殴りに、 
 　　　ゆらぐ 
 　　　　　　雪ら 
 正面に立てられたカンバスの色彩——だからそれは白。それら？それは白。…白。その、（それら？）ただ白い白を白濁させ、ひたすら白く、もはや何がなんだか理解できない、もはや白の一色を曝す。 
 一色の白？ 
 まさか。散乱。ただの発光。だから白濁。それらの散乱。見上げた太陽に等しい赤裸々な白。無数の絵具の無数の白、微細なそれぞれの白の集積。さまざまな、いろいろな、慥かに白い、だから白の——白。氾濫。…白い。 
 ユエンが背後に、聲を立てた。「爆発するよ！」彼女たちの言語で、「もう煮えてるから！」なら、誰れに？「ちょっと待ってて！」沙羅？それとも、…誰れか？ 
 　　　見つめているよ 
 　　　　　　その散るさにも 
 「不思議でしょ？」 
 　　　降る。降る 
 　　　　　　散るさに雪は 
 川原だった。その 
 　　　降る雪を 
 　　　　　　見ていたよ 
 聲は。 
 　　　見つめているよ 
 　　　　　　海の雪らを 
 「見るの、始めてですか？」 
 応えないわたしに、——或は、…まだちょっと、と。そう、わたしは答えたのかもしれない。その言葉に。川原の耳の爲にというでもなく、すくなくとも心にだけは、だからすでにささやかれていた言葉。まだちょっと、慣れない。ほら…目が… 
 ほら… 
 「いろんな風景、見えてくるんですよ」 
 ほら… 
 衝撃的な絵というわけでもない。目が…「燃えてる。今」或は、譬えばどこかの美術館で、例えばマーク・ロスコの絵の隣に「燃えてるよ。いま」並べられていたら、たぶんそのまま「俺の目さえもが」と。 
 ≪流沙≫…ささやき。燃えながら。 
 自分で被ったガソリンに、そして立ったまま燃え——焰。燃えながら。素通りして仕舞うのかもしれない。時間が必要な絵だった。その絵を受け入れる、又はそれ以前に、その絵に興味をもつ爲の時間が「見えない。…」嫌な印象はない。最初は、ただでさえ「何も、…何故？」光りを反射しやすい白の、だから好き放題に「…なぜ？見えないんだ…」散らすその白濁の無数が「焰の色さえ。…何故？」と。 
 ≪流沙≫…ささやき。燃えながら。 
 自分で被ったガソリンに、そして立ったまま燃え——焰。燃えながら。けばけばしく感じる。静寂の、と、そう聞いた印象とは大きく違う。その白の一色は狂暴なまでに「むしろ見える。俺」白く、さまざまに白く、途方もなく「俺、ね？…いま」白く、どうしてもこの画面に「飛び立つ鳥たち？」ふさわしい光りの環境で見ている印象を「何故？鳥たち」持てない。だからひたすら居心地が「燃えあがる鳥たち」と。 
 ≪流沙≫…ささやき。燃えながら。 
 自分で被ったガソリンに、そして立ったまま燃え——焰。燃えながら。惡いのだった。慥かに光は、よこ殴りに直射し、ならばどんな絵にもふさわしい環境とは（ならばどんな）言えないだろう。とはいえ、これが（どんな？）もっとうすぐらい場所で（どんな光りが？）見られたとして、もしくはモナ・リザの横におかれていたとして、だからと言ってそのすがたのすべてをはっきり曝すとは思えない。邪魔をしているのは 
 　　　まばたくんだ 
 　　　　　　素敵です 
 光りそのものだ。そんな気が 
 　　　まぶたのない 
 　　　　　　きらきら、きらら 
 する。だから、見れば見るほどに 
 　　　眼差しがいま 
 　　　　　　素敵です 
 見てるという實感が 
 　　　まばたいたんだ 
 　　　　　　綺麗 
 うすれていく。錯乱？ただ障碍をだけ、むしろ錯乱？まなざしは見てるのだと。そんな錯乱？ 
 如何なる静けさもない。そう思った。あるのは果てぃんばぁあー…ぁあっぱ。もない混乱、無慈悲な迄のぅうぅぅ…ん。ばっ、たー…叫喚、どうしようもない喚き聲、慄き聲と、怒号と、それらぁあんばっ…ぃいいぃっ…やんっ。とにかく只管な轟音。 
 「なんでお前、俺のこと好きなの？」そうささやいたのは…いつ？それは≪流沙≫ 
 「…派手な絵だね」と、わたしは聞こえる？そう、本当に唇に、そう聲に出して聞こえる？云ったのだろう。 
 　　　聞こえる？ 
 　　　　　　聞こえた？ 
 ひと呼吸おいて、川原は 
 　　　ほら 
 　　　　　　ほら 
 笑った。そして「つまり 
 　　　雪のふる音 
 　　　　　　もう飛び散った 
 硝酸かけられた豚肉を食いたくないですか？」とでも？わたしに聴き取られはしなかった川原のささやく——ささやき？聞かれなかっただけで、はっきりと通る聲だった。あるいは「寸胴のそこに眠るシャム猫の舌に」聞かなかった。背後の川原の「弾けた宇宙っです」聲などもはや、何故？「漏らしてる…こいつ」と、その軽蔑の聲をなど聞かずに≪流沙≫は「九鬼。こいつ、もう」と、そのささやくのは誰れ？…わたし。いつ？耳元に。≪流沙≫の。「気絶してんじゃない？」 
 惹かれるところの無い絵だった。なんにしても居心地の惡すぎる絵で、だから、（魅了されたと？）すくなくともわたしには（魅了されたと？）心に響く物はなにも（まさか）なかった。何重にも（目を返して！）白を——うすく、それでも（僕の眼を）他の色の絵具を、ほんのすこしだけ混ぜているのかもしれない。白としか終には謂えない色彩だけを、おそらくはなにかの意図、何らかの設計を以てかさねてあることは明確な、見えるようで見えなく、見えないようで鮮明な白の、白一色のグラデーション、それら變轉の過程。或は色彩の暴流。白一色の、むしろ 
 　　　美とは 
 白の斑ら、ないし 
 　　　あなたにささげる 
 白の散乱、白らの 
 　　　花々の散華 
 飛散。そんな 
 　　　散れ 
 印象がある。何かが 
 　　　散れ 
 見えるようで、見えるべきそれが何か終には、結局はなにもさらさない。だが、意志と設計…すくなくとも絵を絵としてつらぬく意識は、事實としてそこにある。それだけはわかる。何故にと言うでなく、ただ直接に。 
 だから要するに、ひたすらな過剩。そんな気がした。ひたすらな混乱。ひたすらな横溢。且つはひたすらな欠損。闇よりも昏い、無明とでも？ 
 　　　眞夜中に 
 　　　　　　夜明けだよ 
 「これって、価値があるんですか？」 
 　　　わたしは目覺めた 
 　　　　　　ほら 
 思わず川原を返り見て、 
 　　　眞夜中に 
 　　　　　　紅蓮散らした 
 素直にわたしは云った。 
 　　　だからあなたは 
 　　　　　　夜明けだよ 
 川原ダニエルはかすかに眉間をしかめていて、——わたしの爲？ではなくて、絵を見つめる川原の眼差しの、その見出す風景のせいで？何を？ややあってその何を？表情を口もとにだけ何を？緩めると「難しいですよね」 
 　　　何を？ 
 　　　　　　狂える犬が 
 そう云った。 
 　　　ささやく 
 　　　　　　足元に 
 「まず、発想自体 
 　　　何を？ 
 　　　　　　吼えた。そんな 
 二十世紀絵画によくあるパターン。決して 
 　　　ひびかす 
 　　　　　　しずかな明るい 
 めずらしくない。しかも 
 　　　何を？ 
 　　　　　　月の夜だった 
 そもそも批評性がない…七歳の…いま、九歳かな？…何歳でも同じなんですけど、とにかくぁあっ、やぁまっ、んー…知能障害ある盲目のぅあっ、やぁまっ、んー…少女が、なんとなく描いた、だからぁあっ、やぁまっ、んー…偶発的なものでしょ？例えばぁあっ、やぁまっ、んー…イースターのモアイは芸術性があるかもしれない。でもぉうはっ、やぁまっ、んー…イースター島に轉がってる石ころ拾って、このぅはっ、やぁまっ、んー…島の住民たちの芸術だって、そんなことんー…ん、んー…まっ。言わないでしょ？」 
 「じゃ、川原さんはこれを否定する、と？」 
 「妙にカリスマ人気を持っちゃったことはぁー…んぁー…んぱっ。事實なんですけど」 
 「だったら、なんで此処に來たんですか？いちいち…」 
 「それ、…と」言いかけた時に川原は「と…」不意に笑み、部屋の「…と。ん」右手の隅をみた。云った。そちらのほうに微笑ながらら、「紹介しますよ」まなざしの 
 　　　やさしい 
 　　　　　　すきっ 
 さきには「彼女が…」その 
 　　　やさしい 
 　　　　　　きぃきっ 
 窓のかたちを拔いてに直射する 
 　　　わたしだけの 
 　　　　　　ぃきっ…つ 
 光りの中に「≪散沙羅≫…≪流波≫…≪波旬≫とも」月の白ら雪、と。白濁し、立ったまま口を明けている少女をわたしは見た。すでに見ていた。慥かにすでにまなざしの中に「彼女が、作家です」死者ら語らく、 
 　　　さらさらと沙羅 
 　　　色彩のはじく 
 　　　さらさらと 
 　　　響き 
 
 　　　燦燦と沙羅 
 　　　日差しの中に 
 　　　舞い散るそれら 
 　　　色彩 
 
 　　　さらさらと沙羅 
 　　　色彩のはじく 
 　　　さらさらと 
 　　　響き 
 
 　　　もうすぐ沙羅 
 　　　風がやむ 
 　　　風がやむ 
 　　　もうすぐ沙羅 
 
 　　　響き 
 　　　さらさらと 
 　　　色彩のはじく 
 　　　さらさらと沙羅 
 
 　　　色彩 
 　　　舞い散るそれら 
 　　　日差しの中に 
 　　　燦燦と沙羅 
 
 　　　響き 
 　　　さらさらと 
 　　　色彩のはじく 
 　　　さらさらと沙羅 
 
 かさねて謂はく 
 　　　さらさらと沙羅 
 　　　　　　昏い目 
 　　　　そのふとっちょは 
 　　　　　いま 
 　　　色彩のはじく 
 　　　　　　あなたは 
 　　　　不意に目を剝く 
 　　　　　あなたは 
 　　　さらさらと 
 　　　　　　いま 
 　　　　茫然と 
 　　　　　昏い目 
 　　　響き 
 
 　　　燦燦と沙羅 
 　　　　　　慣れ切ってしまったかのような 
 　　　　だから痴呆 
 　　　日差しの中に 
 　　　　　　ことごくの悲慘に 
 　　　　するどいを眼をした 
 　　　舞い散るそれら 
 　　　　　　あたかも 
 　　　　にらみつける 
 　　　色彩 
 
 　　　さらさらと沙羅 
 　　　　　　軽蔑の色 
 　　　　そのふっちょは 
 　　　　　その目は 
 　　　色彩のはじく 
 　　　　　　いまたしいほど 
 　　　　失神した 
 　　　　　いたましいほど 
 　　　さらさらと 
 　　　　　　その目は 
 　　　　わめきながら 
 　　　　　軽蔑の色 
 　　　響き 
 
 　　　もうすぐ沙羅 
 　　　　　　なにも見はしなかった 
 　　　　お前のせいだよ 
 　　　　　なにも 
 　　　風がやむ 
 　　　　　　ほら孔だから 
 　　　　地面が熱いよ 
 　　　　　ほら孔だから 
 　　　風がやむ 
 　　　　　　なにも 
 　　　　お前のせいだよ 
 　　　　　なにも見はしなかった 
 　　　もうすぐ沙羅 
 
 　　　響き 
 　　　　　　その目は 
 　　　　わめきながら 
 　　　　　軽蔑の色 
 　　　さらさらと 
 　　　　　　いたましいほど 
 　　　　失神した 
 　　　　　いたましいほど 
 　　　色彩のはじく 
 　　　　　　軽蔑の色 
 　　　　そのふとっちょは 
 　　　　　その目は 
 　　　さらさらと沙羅 
 
 　　　色彩 
 　　　　　　あたかも 
 　　　　にらみつける 
 　　　　　慣れ切ってしまったかのような 
 　　　舞い散るそれら 
 　　　　　　ことごとくの悲慘に 
 　　　　するどい眼をした 
 　　　　　ことごとくの悲慘に 
 　　　日差しの中に 
 　　　　　　慣れ切ってしまったかのような 
 　　　　だから痴呆 
 　　　　　あたかも 
 　　　燦燦と沙羅 
 
 　　　響き 
 　　　　　　いま 
 　　　　茫然と 
 　　　　　昏い目 
 　　　さらさらと 
 　　　　　　あなたは 
 　　　　不意に目を剝く 
 　　　　　あなたは 
 　　　色彩のはじく 
 　　　　　　昏い目 
 　　　　そのふとっちょは 
 　　　　　いま 
 　　　さらさらと沙羅 
 
 
 





//何故、沙羅/沙羅、何故/あなたはその/光の中に










 
 少女という言葉の年齢の下限、あるいは幼女という言葉の上限、それはいったい何歳なのだろう、と。そう思わず所詮は曖昧で空疎な言葉。言葉のもつべき正確さにすがりかけたくらいに空疎な言葉。立ったまま口を明けている少女を（——幼女を？）わたしは空疎な言葉。見た。だからすでに見ていた。慥かに空疎な言葉。まなざしの中にもう「彼女が、作家です」その作家は——だから≪月の白ら雪≫は、彼女の年齢を空疎な言葉。明かさなかった。即ち、その外見が——性別さえ。 
 立ちつくした少女の躰全体はただ——性別さえ。その知性の隱しようのない欠損をしか——性別さえ。感じさせない。何故？人間？あなたその埀らされ、指の人間？あなたいいかげんな開きにいたるまでも、ひたすらに人間？ほら脱力しきったその…ホモ・サピエンスに性別などあったのだろうか？ 
 　　　人間？あなた 
 　　　　　　ささげましょう 
 腕が？ 
 　　　人間？あなた 
 　　　　　　ほら 
 がに股気味に、なぜか 
 　　　人間？ほら 
 　　　　　　ほほ笑みを 
 まっすぐ立たずにかすかに 
 　　　これがその化石 
 　　　　　　この 
 膝を振りながら立つその 
 　　　滅びた化石 
 　　　　　　うつくしい世界よ 
 不可解な足が？その、 
 　　　人間？あなた 
 　　　　　　かけがえもない綺羅め 
 今にも失禁でも始めるに違いないと予感させる、どうしようもないだらしなさが？掻き毟った赤らみの無慚な散乱。ワンピースの（——幼すぎる？）短すぎる（子供が着るような？）すその下にさらされる（——幼すぎる？）ふとももの半ばから下、そこに 
 　　　頭部がない 
 　　　　　　かゆいです 
 大量に散らばった吹き出物の 
 　　　見せかけだけで 
 　　　　　　肛門の奧と 
 類い——たぶん 
 　　　頭部のない 
 　　　　　　胃のやや右あたりのうぶ毛が 
 なにかになにかを併発しているのだろう。例えば 
 　　　獸ら僕ら 
 　　　　　　キリキリとかゆいです 
 アトピーと、蕁麻疹と？（或は治療の爲に毎日塗られる薬剤の強すぎたせい？）死者ら。一瞬たりともじっとしているわけでなく、ただ死者ら。軽く、すこしだけ左右に死者ら。さら揺れ続ける体躯。 
 　　　死者ら 
 　　　　　　ゆらいだよ 
 　　　　　　　　　よく灰汁を取った 
 その床に這わす 
 　　　死者ら 
 　　　　　　いま、さわいだよ 
 　　　　　　　　　百合の花弁ひとちぎに 
 ゆらぐ翳り。 
 　　　死者らさら 
 　　　　　　花の色ら 
 　　　　　　　　　よく塩を振って 
 何故？ 
 　　　さらさらと死者ら 
 　　　　　　ゆらら 
 　　　　　　　　　それからすこし揉んだら 
 あるいはその 
 　　　散る花の下に 
 　　　　　　さわぎたったよ 
 　　　　　　　　　オリーブ・オイルと 
 顎。けずれたように突き出しのない…おかしくはない。かならずしも。顎のある種の時に目にする特徴。なのに何故、彼女のそれはあまりにも目立つのか？奇態なのか？異常なのか？何故？ 
 　　　ブニュエルの眼球 
 唇。上だけめくれ上がったように膨らんだ、…だから 
 　　　ちゅっ、と、ね 
 　　　　　　いいんだよ 
 上下の太さと形がほぼ 
 　　　ちゅっ、と、ね 
 　　　　　　もう 
 揃って仕舞っている、——おかしくは 
 　　　もっと自分を 
 　　　　　　泣いていいんだ 
 ない。かならずしも。あるいは 
 　　　愛してあげて 
 　　　　　　いいんだよ 
 色っぽく感じるかもしれないのだ。他の 
 　　　ちゅっ、と、ね 
 　　　　　　死んでもいいよ 
 女なら。ならば何故？ 
 　　　瞼ちぎった？ 
 鼻。まるい団子鼻。つまんだときのかたさが指に、それとなく思わず（鮮明に…）感じられた、そんな（あざやかに…）はっきりとした…一般的な。それは（目舞うほどにも）むしろこのあたりには（鮮明に…）一般的で、それをとやかく（あざやかに…）言うほうがむしろ（飛び散）可笑しいのだ。 
 　　　飛び散る目 
 　　　　　　見たの？ 
 何故？ 
 　　　目ら 
 　　　　　　まじ？ 
 目。——事故？ 
 　　　飛び散る目 
 　　　　　　見ちゃった？ 
 どんな？ 
 　　　目ら？ 
 　　　　　　まじ死ね 
 その目の両方にはまぶたがなかった。だから、閉じることができないに違いなかった。その眼窩の乾燥の防止の爲に？あるいはせめてもの義眼の積りなのか。眼窩の空洞の骨格の中に、ようやく零れ出さずに白い、何ら黑のない——陶器？白玉を——陶器？はめ込んで——陶器？いた。ビリヤード玉のような——陶器？その目視の質感。 
 　　　ただようよ 
 まさか、本当に 
 　　　くららくらげら 
 ふれればぐにゃっと 
 　　　ただようよ 
 指が 
 　　　くららくらげら 
 めり込むとでも？ 
 　　　水母には知性がある。それは 
 　　　　　　とうとうと 
 瞼の千切れ殘りの、だから 
 　　　周知の事實で、彼等は記憶さ 
 　　　　　　ながれ 
 眼窩上部の皮膚片は左右に 
 　　　え持続させ、その知性の中に 
 　　　　　　ゆうゆうと 
 長さが違うから、右の方の 
 　　　さまざまな経験をして軈てそ 
 　　　　　　とどまり 
 目だけ、開き切ったままにウィンクのまねごとをしようとした、そんな気配がある。 
 眉はない。完全にではない。右の尻の方にかろうじて殘っている。そして擦り付けたような…あるいはぁんばっ…と。抉り取ったような？目を横断する傷痕は、目視には、それがぁんばっ…と。火傷によるものなか怪我によるものなんー…のか、終にぃんー…ばっ。なにも明かさない。むしろ、その両方がそこぃんー…ん。ばぅ。で怒っているかのように見え、額に傷。 
 　　　きみの胸に 
 何故？「るぅ…」と 
 　　　したたる鼻血を 
 ささやき、その≪流沙≫のまばたき。 
 もっとも、額の丁度まんなかにはりつけられた四角い絆創膏が、それが本当に傷を覆っているのかどうかは知らない。すくなくとも、（…目？）絆創膏のガーゼには（…目？）血が滲んで（…目？）黝ずんでいる。 
 髮の毛はない。或は脱毛症ということなのか。頭頂からその側面には一切毛が、——産毛にいたるまでも一切なく、そして耳の下にわずかに細い、いかにもおさない子供の髮の毛が、整えられることもなくただ、肩にまで埀れる。凄慘な、と？もっとも、昔 
 　　　何が？ 
 友人の父の末期がんの、だから 
 　　　何が？ 
 抗がん剤治療の副作用に苦しむすがたを 
 　　　何が見ていた？ 
 見た。瘠せほそって 
 　　　何を？ 
 いるぶん、そしてもうすぐ 
 　　　何を？ 
 命の尽きようとしている事實を 
 　　　何を見ていた？ 
 知っている分、そっちのほうが明らかに 
 　　　散り惑う雪 
 凄慘な 
 　　　雪ら散り散り 
 すがたであるべきを、何故？ 
 どうして彼女だけが圧倒的に凄慘なのか？ 
 ≪月白雪≫は、慥かにありふれてはいなくとも異形というには値しない、それらの彼女の特徴に、ただひとり圧倒的な知性の完全な欠如の異形と、そのかたちそのもの異形の息吹きをだけさらした。 
 何故？ 
 直射日光に、正面から殴りつけられ、照らされたその≪月の白ら雪≫はむしろ、ただただ不快な敗殘物にすぎない。わたしにはそうとしか見えない。想えない。だから何故？ 
 どうして彼女だけがこれほどまでに穢いのか。 
 「行きましょうか」 
 川原は云った。「…ちょっと、衝撃でしょ？…でも、」ひたすらやさしい「彼女にも」誰れに？聲で「命の尊厳って、あるんですよ」差別主義者を戒めた？ 
 　　　あなたの背後に 
 　　　　　　殺したろ？ 
 誰れが、いつ、口にだして云った？穢いと。 
 　　　降る雪は 
 　　　　　　それ 
 心に想って、それは差別なのか。 
 　　　あなたに知られず 
 　　　　　　殺したろ？ 
 眼差しが思わず色づいて、それはどうしても 
 　　　とけて消えました 
 　　　　　　いま 
 差別なのか。わたしの抱いた印象は差別なのか。…人の差別を戒める前に、と「お前、男かよ？女かよ」わたしは心のうちにだけ自分の吐くそれらの聲を聞く。 
 「みんな衝撃受けて。ぃんっ…。ここに、面会に、來た…だからっ、…人。それでぇー…ん。逆にファンになっちゃうんでぅっ…すよ」 
 「あのうるさい絵の？」 
 その形容詞に川原は、一瞬あって、そして思わず聲を立てて笑った。「…どうしようもない奇蹟を感じて。で、愛好家になる…」 
 「愚劣じゃない？」 
 「愚劣？」 
 「化ものでしょ。所詮」 
 「そう言い方って」 
 「新種でも突然變異でも何でもいいけど、種として安定してる、その安定の中での變わりだねを畸形と言えばそれは差別かもしれない。でも、単に留保なく畸形で単に単なる化ものに過ぎなければ、そんなものへの辛辣な眼差しって差別も糞もありはしないんじゃないですか？」 
 「でも、彼女だって人間なんです」 
 川原ダニエルは云った。「なんか、荒んでますね」 
 その聲、その、私に捧げられた軽蔑と憐れみの響きをわたしは聞いていた。見れば見るほど眼の前のそれは怪物でしかなく、何故それが怪物と見られなければならないのか、それがわたしには分からなかった。だから目の前に、≪月の白ら雪≫は剥き出しの難解さをだけ、わたしにさらし「想像してみろよ」と、その時に——いつ？ 
 ≪流沙≫は云った。その時、≪流沙≫はまだうつくしい肌をさらし——燒いて居なかったから。彼はまだ、その肌をまだ、自分で「ささげられた響きを」 
 　　　燃やして仕舞え 
 　　　　　　いつまでも 
 「いろんな意見がある」川原は 
 「想像しろよ」 
 　　　燃やしてしまえ 
 　　　　　　永遠にきみを 
 「≪散沙羅≫、…彼女の」 
 「滅び。すべての生き物が亡びた」 
 　　　肉体など 
 　　　　　　きみだけを 
 「絵について。もちろん」 
 「壞滅のあとの誰れもいない」 
 　　　すでに存在 
 　　　　　　感じつづけ 
 「わたしもかなずしも百パーセント」 
 「空虛に響く」 
 　　　存在しないから 
 　　　　　　想いつづけ 
 「認めたわけじゃなくて」 
 「それがその」 
 　　　ちぎって仕舞え 
 　　　　　　忘れないよ 
 「その価値を、ですよ？」 
 「響き」 
 　　　ちぎってしまえ 
 　　　　　　きみが慥かに 
 「彼女の価値を」 
 「想像しろよ。お前らの」 
 　　　その頭部 
 　　　　　　生きた事実を 
 「むしろ絵自体は…」 
 「貧しすぎる想像力で」 
 　　　すでに存在 
 　　　　　　一瞬だって 
 「ただ多くの人」 
 「知ってる？すでに」 
 　　　存在しないから 
 　　　　　　忘れはしないよ 
 「この絵に感動し、もてはやす」 
 「俺たちはみんな」 
 　　　もう二度と 
 　　　　　　きみは慥かに 
 「多くの人は」 
 「みんなすでに」 
 　　　現れないから 
 　　　　　　うつくしい 
 「ただね、結局は、絵自体というより」 
 「滅びてるんだよ。だから」 
 　　　すでにもう 
 　　　　　　泣き伏したいほど 
 「あきらかに彼女の…ね？」 
 「聞け。鳴るべき」 
 　　　現れないから 
 　　　　　　きみは慥かに 
 「≪散沙羅≫の」 
 「響き、今」 
 　　　夜明けだよ 
 　　　　　　うつくしい 
 「人生？」 
 「聞け。ここにも」 
 　　　そこに 
 　　　　　　それは 
 「苛酷でしょ？まだ」 
 「そこにも」 
 　　　ここに 
 　　　　　　永遠に 
 「まだ始まったばかりだけど」 
 「どこにも普く」 
 　　　夜明けだよ 
 　　　　　　消えない事実 
 「いつまでつづくかもわからない」 
 「すでになっていた」 
 　　　誰れもいない海 
 　　　　　　それがぼくに 
 「けど、だからどうしようもなく」 
 「響き」 
 　　　夜明けだよ 
 　　　　　　できること。そしてきみに 
 「魂をゆさぶられるほどに…」と、そう云った川原にわたしは振り向きざま「つまり、絵なんか価値がないって言ってるんでしょ」 
 川原は笑んだ。 
 「わたしには、です、ね。…でも、」 
 「認めちゃった」 
 「ちょっと面白い話があるんですよ」 
 「何？」 
 「外で…」と。 
 川原は云った。そして、だから川原に先導されるまま≪月白雪≫のアトリエを後にする、それでも十分近くの間に、その少女…幼女？彼女はそのまま、ただ立ってゆれるまま何の反応も兆さなかった。ただ、入る前からずっとそうだったに違いない。眼差しの消失した今も。無意味な体躯の揺れをずっと。或は眼差しの消失のあとにさえもわたしたちの眼差しの底にそのゆれる体躯を曝し続けて死者ら語らく、 
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 　　　　えぐるような 
 　　　　　翳りさえ魔物 
 　　　見上げれば 
 
 　　　色彩ら散乱 
 　　　　　　葉々さえ魔物 
 　　　　巢に巢をかさね 
 　　　　　樹木は魔物 
 　　　氾濫。葉の色ら 
 　　　　　　花さえ 
 　　　　その 
 　　　　　花さえ 
 　　　もしも沙羅、それら 
 　　　　　　樹木は魔物 
 　　　　巢に巢をかさね 
 　　　　　葉々さえ魔物 
 　　　見上げれば 
 
 　　　頭の上には 
 　　　　　　なにか言いかけたふとっちょ 
 　　　　巢を壞し 
 　　　　　ふとっちょは魔物 
 　　　だから沙羅 
 　　　　　　沙羅は知っていた 
 　　　　その 
 　　　　　沙羅は知っていた 
 　　　それが葉の影 
 　　　　　　ふとっちょは魔物 
 　　　　巢を壞し 
 　　　　　なにか言いかけたふとっちょ 
 　　　それは、沙羅 
 
 　　　それは木の葉の 
 　　　　　　かがみこんだ老婆 
 　　　　巢を隱し 
 　　　　　老婆は魔物 
 　　　だから沙羅 
 　　　　　　沙羅は知っていた 
 　　　　その 
 　　　　　沙羅は知っていた 
 　　　それが木漏れ日 
 　　　　　　老婆は魔物 
 　　　　巢を隱し 
 　　　　　かがみこんだ老婆 
 　　　それは、沙羅 
 
 　　　翳りの中に 
 　　　　　　さびしがりやの沙羅 
 　　　　巢に隱れ 
 　　　　　悲しんだのだ 
 　　　あなたはいま 
 　　　　　色彩は猶もあざやかすぎて 
 　　　　その 
 　　　　　色彩は猶もあざやかすぎて 
 　　　沙羅、何故 
 　　　　　　悲しんだのだ 
 　　　　巢に隱れ 
 　　　　　さびしがりやの沙羅 
 　　　何故、沙羅 
 
 　　　光の中に 
 　　　　　　繊細すぎた沙羅 
 　　　　巢をつくり 
 　　　　　おののいたのだ 
 　　　あなたはいま 
 　　　　　　色彩がいま褪せた気がして 
 　　　　その 
 　　　　　色彩がいま褪せた気がして 
 　　　沙羅、何故 
 　　　　　　おののいたのだ 
 　　　　巢をつくり 
 　　　　　繊細すぎた沙羅 
 　　　何故、沙羅 
 
 
 





//ふりそそぐ/沙羅、その肌/あざやかに/照らし出し










 
 アトリエの外のひたすら明るい空間に出た時、そこにすでに沙羅もユエンもいなかった。あるいは、その不在にさえ気付いていなかった。わたしたちは誰れの許可があるというわけでもなく木製のソファセットに思い思いに座った。むしろ、こっちと向こうにそれなりの距離を取って。 
 何故？ 
 「あれって…」 
 「あれ？」 
 「あれ、結局、何なんですか？」不意に問い詰めるわたしに、川原は「何ですか？…絵？何を言ってるのかよくわからない」 
 「目ですよ」 
 その、一瞬間を置いたわたしの——何故？回答に川原は雪が？ 
 月の表面、その雪の粒が？ふと、笑みをつくって何故？ 
 無際限なまでふりしきる雪が？ 
 　　　雪が？ 
 「あれは、…いろんな説があって」と、だから 
 　　　月の表面 
 川原謂はく、 
 あるインターネット記事に——英語の、と。川原は國籍は言わずにそれだけ云った。掲載されていた情報によれば、≪散沙羅≫の目は自分で抉り出したのだと。理由は分からない。書いてなかったから。いつかも分からない。ただ幼いころにとしか書いてなく、そして今においても≪月の白ら雪≫はおさないままなので、…すくなくともわたしたちには。だから、結局は大体の時期さえ分からない。自分の指でほじりだし、軈て食べて仕舞ったと。しかも、その母と姉と見ている前で。事態を重く見た家族たちは、それから≪散沙羅≫がはじめて絵を描いたその『奇蹟の時』の到來の直前に至るまで、彼女の両手を拘束帶（…どんな？）に縛り付けていたのだ、と。その記事自体には目の周りの傷痕だか燒痕だかの具体的な説明は一切なかった。ただ、知能障害の盲目の少女、と。 
 又、一説には、同じくインターネットの英語記事だが、≪流波≫は元から目が見えなかった。土地の民間信仰により、眼球を取っ払って神に捧げた、と。そのような信仰・習俗など此のあたりにはない。そう川原は断言し、又、彼に（——彼女に？）言われるまでもなくわたしもそう思っていた。いまだに、例えば映画『地獄の黙示録』が所詮白人アーティストの白人向けの妄想が作り上げた白人たちの風景に過ぎず、そもそもあの映画の風景はロケ地のカンボジアのそれにすぎないことを理解しない野蠻人たちの野蠻な妄想ということなのだろうか。 
 又、一説には、これも英語記事。≪散沙羅≫は母親の虐待により、兩眼をうしなったと。虐待の詳細には触れられていない。 
 又、一説には、街に溢れ返るバイクとバイクの正面衝突により≪散沙羅≫顏面と光を失った、と。 
 又、一説には、≪波旬≫は幼い頃に、貨物トラックの分厚いバンパーに跳ね飛ばされたのだ、と。以上が英語による記事。 
 又、日本語に依る紹介としては、スピリチュアリストのブログ記事として、家屋が火災で失われた時の火傷のせいである、と。燃える柱が落ちてきて、それが眼窩を破壞し眼球を叩き潰したのだ、と。一命をとりとめたのは奇蹟だった。云々 
 又、個人による美術関係のウェブサイトの情報。眼球と視神経が腐敗するという稀な疾患に取りつかれ、やむなく排除したのだ、と。それはまだ≪流波≫の三歳の時だった。 
 基本的にはこれ等のバリエーションが、様々な尾鰭れをつけて展開されているようだ、と、そう川原は云った。もっとも、川原ダニエルともうひとりの日本人スタッフが確認したのは、あくまでも英語、フランス語、そして日本語のウェブ・サイトのみにすぎない。 
 「結局、どれが本当なんですか？」 
 云ったわたしに、「わからないんですよ」川原は惡びれもせず素直にただそう応える。「實際、どれも結構あやしいんです。…虐待というのも、…あれ、たぶんあとであのお母さんにも引き合わされると思いますけど、そんな事やりそうな人じゃないので。…いや、完璧な善人じゃないですよ。そりゃ、人間ですから。わたしたちと一緒。ですが、じゃないけど、…ね？でも、見ればなんとなくわかりませんか？すくなくとも、裏の顏あるひと、ないひと、その雰囲気くらい、…と、言いますか。もちろん、今のやさしい慈母ぶりが嘗てに改心の結果だっていう可能性だってあるにはあります。慥かに。…だから、です。ね？確証というのは、いかなるかたちでも、…」 
 「聞かないんですか？」 
 「家族に？」 
 「聞かないの？噂話収拾する暇が在ったら、彼等、そこにいるんだから」それは、「自分で聞けば」それはです、それ「いいわけでしょう？」それ、 
 「それが、言わないんですよ」 
 「秘密だと？」 
 「じゃなくて、だから、不吉で不幸なことだから、ってことなんじゃないですか？お気持ち、お察しするに、…ですけど。いまさら思い出して、掘り返したってしょうがないでしょって。そういう…ね？じゃないのかな？…たぶん。ま、言わないですよ。悲し気に、こう…首をふったり、こう…手を振ったり、こう…ユンの通訳なくても分かる。…それ、もう聞かないでよって。そう言ってるんでしょ？猶も聞きただすの、どう？どうです？どう？人倫として。そもそもみんなここに來て、聞いて、で、結果同じだったから流言飛言のたぐいをアップしたとかなんじゃないですか？」 
 「沙羅は？…」 
 「≪散沙羅≫？…何？」 
 「いや、ぼくの…」と、云ったわたしはその自分の言葉にむしろ、その沙羅の不在にはっきりと気付く。「僕が連れてきた、」 
 「あの子…すみません。あれ、誰れなんですか？眞砂さんの…」 
 「別に、」 
 「お友達？」と、——恋人？わたしには 
 「それでもいいですよ。別に。」そう聞こえた。「未成年ですけどね」わたしはその時の川原の顏は見なかった。或は聲さえまともに「あれ、男の子？」聞いていなかった。ただ、沙羅の「女の子？」不在をのみ思っていたから？何故？ 
 あるいは。 
 何故？ 
 「あえて、何もいう気はないけど」 
 「あいつ、どこにいったんだろ？」 
 「あの子？…」と、そしてわたしはその聲の響き終わる事には立ち上がっていた。宛てがあるわけでもなく、わたしはその開かれたシャッターの、だから向こうにひろがる庭を見た。近づき、庭を見回す。そこにはだれの人の気配があるわけでもない。夏の日差しに照る明るい風景があるにすぎずに死者ら語らく、 
 　　　ふりそそぐ 
 　　　沙羅、その肌 
 　　　あざやかに 
 　　　照らし出し 
 
 　　　沙羅、光りは 
 　　　与えるもの 
 　　　沙羅、色彩を 
 　　　沙羅、光は 
 
 　　　ふりそそぐ 
 　　　沙羅、そのまぶた 
 　　　褐色の沙羅 
 　　　それら色彩 
 
 　　　沙羅、光は 
 　　　与えるもの 
 　　　沙羅、色彩を 
 　　　色めきを 
 
 　　　沙羅、色彩は 
 　　　燃え尽きた、すでに 
 　　　光の中に 
 　　　ふれた光に 
 
 　　　だから沙羅 
 　　　奪うもの、沙羅 
 　　　壞すもの、沙羅 
 　　　光ら。容赦なく 
 
 　　　ためらいもなく 
 　　　留保もなく 
 　　　例外も 
 　　　おののきもなく 
 
 　　　沙羅、褐色の沙羅 
 　　　色彩は燃えた。すべてもう 
 　　　沙羅、燃え尽きた 
 　　　その色彩は 
 
 　　　だから色らは 
 　　　沙羅、燃え尽きた 
 　　　燃え広がった。すべてもう 
 　　　沙羅、白濁の沙羅 
 
 　　　おののきもなく 
 　　　例外も 
 　　　留保もなく 
 　　　ためらいもなく 
 
 　　　光ら。容赦なく 
 　　　壞すもの、沙羅 
 　　　奪うもの、沙羅 
 　　　だから沙羅 
 
 　　　ふれた光に 
 　　　光の中に 
 　　　燃え広がった、すでに 
 　　　沙羅、色彩は 
 
 　　　色めきを 
 　　　沙羅、色彩を 
 　　　与えるもの 
 　　　沙羅、光は 
 
 　　　それら色彩 
 　　　褐色の沙羅 
 　　　沙羅、そのまぶた 
 　　　ふりそそぐ 
 
 　　　沙羅、光は 
 　　　沙羅、色彩を 
 　　　与えるもの 
 　　　沙羅、光りは 
 
 　　　照らし出し 
 　　　あざやかに 
 　　　沙羅、その肌 
 　　　ふりそそぐ 
 
 かさねて謂はく、 
 　　　ふりそそぐ 
 　　　　　　猫。ほら 
 　　　　その笑った聲 
 　　　　　沙羅、いま走り拔けたのは 
 　　　沙羅、その肌 
 　　　　　　猫。その背後に 
 　　　　ふるわすのはそれ 
 　　　　　猫。その背後に 
 　　　あざやかに 
 　　　　　　沙羅、いま走り拔けたのは 
 　　　　笑う沙羅 
 　　　　　猫。ほら 
 　　　照らし出し 
 
 　　　沙羅、光りは 
 　　　　　　黑猫。そして 
 　　　　何故？ 
 　　　　　あびていた 
 　　　与えるもの 
 　　　　　　瘠せた三毛の 
 　　　　うつむいたまま老婆がひとりで笑っていたから 
 　　　　　瘠せた三毛の 
 　　　沙羅、色彩を 
 　　　　　　あびていた 
 　　　　何故？ 
 　　　　　黑猫。そして 
 　　　沙羅、光は 
 
 　　　ふりそそぐ 
 　　　　　　光りを 
 　　　　昏い綺羅 
 　　　　　誰れ？…と 
 　　　沙羅、そのまぶた 
 　　　　　　立ち止まった三秒 
 　　　　ふるえたのはそれ 
 　　　　　立ち止まった三秒 
 　　　褐色の沙羅 
 　　　　　　誰れ？…と 
 　　　　ふたつの虹彩 
 　　　　　光りを 
 　　　それら色彩 
 
 　　　沙羅、光は 
 　　　　　　お前なんか呼ばなかったよ 
 　　　　何故？ 
 　　　　　無様な躯体をさらすのは 
 　　　与えるもの 
 　　　　　　誰れ？そこに 
 　　　　傾く老婆が笑いを隱していたから 
 　　　　　誰れ？そこに 
 　　　沙羅、色彩を 
 　　　　　　無様な躯体をさらすのは 
 　　　　何故？ 
 　　　　　お前なんか呼ばなかったよ 
 　　　色めきを 
 
 　　　沙羅、色彩は 
 　　　　　　翳る 
 　　　　いく千の目を持つ 
 　　　　　日差しを隱しはじめていたから 
 　　　燃え尽きた、すでに 
 　　　　　　雲は 
 　　　　何も見ないから 
 　　　　　雲は 
 　　　光の中に 
 　　　　　　日差しを隱しはじめていたから 
 　　　　魔物たちは 
 　　　　　翳る 
 　　　ふれた光に 
 
 　　　だから沙羅 
 　　　　　　目のない少女が失神しかけたのを 
 　　　　聞いたのだった 
 　　　　　知っていた 
 　　　奪うもの、沙羅 
 　　　　　　すでに 
 　　　　あふれかえる息吹きを 
 　　　　　すでに 
 　　　壞すもの、沙羅 
 　　　　　　知っていた 
 　　　　魔物たちの 
 　　　　　目のない少女が失神しかけたのを 
 　　　光ら。容赦なく 
 
 　　　ためらいもなく 
 　　　　　　その耳に 
 　　　　淚を流した 
 　　　　　或は鼻にも 
 　　　留保もなく 
 　　　　　　鋭利な耳に 
 　　　　一滴だけ沙羅は 
 　　　　　鋭利な耳に 
 　　　例外も 
 　　　　　　或は鼻にも 
 　　　　恥じらいもなく 
 　　　　　その耳に 
 　　　おののきもなく 
 
 　　　沙羅、褐色の沙羅 
 　　　　　　立ち止まったいた事実などないに等しい 
 　　　　何故？ 
 　　　　　走り去ったことさえ忘れ去られたから 
 　　　色彩は燃えた。すべてもう 
 　　　　　　すでに 
 　　　　魔物たちはしあわせに息吹いていた 
 　　　　　すでに 
 　　　沙羅、燃え尽きた 
 　　　　　　走り去ったことさえ忘れ去られたから 
 　　　　何故？ 
 　　　　　立ち止まったいた事実などないに等しい 
 　　　その色彩は 
 
 　　　だから色らは 
 　　　　　　立ち止まったいた事実などないに等しい 
 　　　　ひらき満ちたり誘う花たちのように 
 　　　　　走り去ったことさえ忘れ去られたから 
 　　　沙羅、燃え尽きた 
 　　　　　　すでに 
 　　　　魔物たちはしあわせに息吹いていた 
 　　　　　すでに 
 　　　燃え広がった。すべてもう 
 　　　　　　走り去ったことさえ忘れ去られたから 
 　　　　ひらき満ちたり誘う花たちのように 
 　　　　　立ち止まったいた事実などないに等しい 
 　　　沙羅、白濁の沙羅 
 
 　　　おののきもなく 
 　　　　　　或は鼻にも 
 　　　　恥じらいもなく 
 　　　　　その耳に 
 　　　例外も 
 　　　　　　鋭利な耳にも 
 　　　　一滴だけ沙羅は 
 　　　　　鋭利な耳にも 
 　　　留保もなく 
 　　　　　　その耳に 
 　　　　淚を流した 
 　　　　　或は鼻にも 
 　　　ためらいもなく 
 
 　　　光ら。容赦なく 
 　　　　　　知っていた 
 　　　　魔物たちの 
 　　　　　目のない少女が失神しかけたのを 
 　　　壞すもの、沙羅 
 　　　　　　すでに 
 　　　　あふれかえる息吹きを 
 　　　　　すでに 
 　　　奪うもの、沙羅 
 　　　　　　目のない少女が失神しかけたのを 
 　　　　聞いたのだった 
 　　　　　知っていた 
 　　　だから沙羅 
 
 　　　ふれた光に 
 　　　　　　日差しを隱しはじめていたから 
 　　　　魔物たちは 
 　　　　　翳る 
 　　　光の中に 
 　　　　　　雲は 
 　　　　何も見ないから 
 　　　　　雲は 
 　　　燃え広がった、すでに 
 　　　　　　翳る 
 　　　　いく千の目を持つ 
 　　　　　日差しを隱しはじめていたから 
 　　　沙羅、色彩は 
 
 　　　色めきを 
 　　　　　　無様な躯体をさらすのは 
 　　　　何故？ 
 　　　　　お前なんか呼ばなかったよ 
 　　　沙羅、色彩を 
 　　　　　　誰れ？そこに 
 　　　　傾く老婆が笑いを隱していたから 
 　　　　　誰れ？そこに 
 　　　与えるもの 
 　　　　　　お前なんか呼ばなかったよ 
 　　　　何故？ 
 　　　　　無様な躯体をさらすのは 
 　　　沙羅、光は 
 
 　　　それら色彩 
 　　　　　　誰？…と 
 　　　　ふたつの虹彩 
 　　　　　光りを 
 　　　褐色の沙羅 
 　　　　　　立ち止まった三秒 
 　　　　ふるえたのはそれ 
 　　　　　立ち止まった三秒 
 　　　沙羅、そのまぶた 
 　　　　　　光りを 
 　　　　昏い綺羅 
 　　　　　誰？…と 
 　　　ふりそそぐ 
 
 　　　沙羅、光は 
 　　　　　　あびていた 
 　　　　何故？ 
 　　　　　黑猫。そして 
 　　　沙羅、色彩を 
 　　　　　　瘠せた三毛の 
 　　　　うつむいたまま老婆がひとるで笑っていたから 
 　　　　　瘠せた三毛の 
 　　　与えるもの 
 　　　　　　黑猫。そして 
 　　　　何故？ 
 　　　　　あびていた 
 　　　沙羅、光りは 
 
 　　　照らし出し 
 　　　　　　沙羅、いま走り拔けたのは 
 　　　　笑う沙羅 
 　　　　　猫。ほら 
 　　　あざやかに 
 　　　　　　猫。その背後に 
 　　　　ふるわすのはそれ 
 　　　　　猫。その背後に 
 　　　沙羅、その肌 
 　　　　　　猫。ほら 
 　　　　その笑った聲 
 　　　　　沙羅、いま走り拔けたのは 
 　　　ふりそそぐ 
 
 
 





//憩いなの？/沙羅、それは/陽だまりの蛇、その/停滞










 
 庭に出た時「いや、サンダル持って來ますよ」背後に、庭に出た時「いや、サンダル持って來ますよ」背後に、庭に出た時「いや、サンダル持って來ますよ」背後に聲。だから、その響き。それは川原の。素足にふむ土、そして（ふむ。）砂利の（ふむ。）散乱も、だが（土を踏み）感じられないもの。感じられない？感じてはいるものの、それとはっきりと感じ切れないもの…むしろ鈍いかたまりとしてしか。それらは草。だから、それは地に散らばった草。 
 匂うのだった。何が？すべてが。すべてがそれら固有の匂いをすべて、——惡臭？ 
 芳香？ 
 何？…だから終に名づけ得ないそれら——何？匂いの群れ。群がる匂い。撒き散らされた、何の？だから土の。だから砂利の。だから草。だから樹木。だからその葉の。正面にブーゲンビリアが、その赤むらさきの、花を擬態した葉のむれをただ、ひたすらうつくしい花のようにみづからただ、ひたすらうつくしい花のようにみづから散らす。 
 色彩の横溢。 
 沙羅はいない。 
 どこにも。どこに？…沙羅は、「ちょっと、言っておきたいこと。あるんですよ」 
 　　　その発熱を 
 　　　　　　燃えますよ 
 「沙羅？」 
 　　　光りら 
 　　　　　　火が 
 「≪散沙羅≫」 
 　　　綺羅ら 
 　　　　　　火が 
 「いま？」思わず 
 　　　その発熱を 
 　　　　　　燃えますよ 
 わたしは——何故？振り返るのだが、それにすこし驚いた川原は、まるで身構えた小心の少女じみて、眉を引き攣らせた。だからお前になんか襲い掛からないよ、と、…女？ 
 なら、女？ 
 「沙羅ちゃん…ですか？どうせ、ユンちゃんと一緒でしょ」 
 「仲惡いのに？」 
 「そうなの？…所詮、上っ面だけ、ですか（…男？川原は男？）」うすくその気も無く笑み、「料理でも作ってるんじゃないですか？」 
 「料理？」 
 「お客さんの爲の」わたしを、そして自分を指さす。「まだ早いですけどね…たぶん、十一時くらいにはスタート？かな？歡迎会。…好きなんですよ。そういうの。ここらへんの人たち。歡迎会的な？…でも、ちょっと、言っておきたい…≪散沙羅≫」と、故に川原ダニエル謂はく、 
 彼（——彼女？）自身は本來かならずしも≪月白雪≫の絵画にも人となりにも興味がなかった。主にネット上で話題になっているのは知っている。しかし、だからどうというでもない。實物を見ても何が變わるでもない…同情はしましたよ、「憐憫、とは言いたくないけど…」 
 「なに？」 
 「共感？いつくしみ？…わからない。なんだろ？…彼女に、…憐れみに似てる、でも憐れみとは謂いたくない何か」その程度だった。二年前、だから≪月の白ら雪≫がまだカリスマ扱いをうけず、その絵が父の觀光絵画の横で二足三文の値段で叩き売られている頃に、その絵を購入した好きものの日本人がいた。或は、目利きというべきなのか。同じ美大を出、今、武蔵野美大で美術史の講義をしている友人である。その男がダ・ナン、ホイ・アンの觀光に來たときにたまたま買い付けたというのだった。男はそのまま飾るともなく部屋の中に、あわせて買った父親の絵と共に置きっぱなしにしていた（或は、≪月白雪≫の絵を、あわせて買ったのだ。むしろ）。立てかけられたいくつかの絵の中に、その存在さえ忘れていたころ、男はホイ・アンの奇蹟の画家がネットで話題になってることを知った。だから、取り出して見た。その時に、その、単にただ白いようでいて事實白く、かつ白一色とは決して言いきれない或は複雑な画面の息吹きに、結局はこの雰囲気の正体は下絵のせいなのではないかと思った。「いろいろアップされてるわけでしょ？≪散沙羅≫について。盲目だとか、知能障害だとか、そういう…もし、…いや、これあまり言いたくない言葉なんですけれども、つまり、もし本当に知性も視覺もない人間が適当に塗りたくっただけなら、この色彩の極端な繊細さは、——と、思いません？だから、これ、何なんだと。なんでこんなふうになるんだと。目が相対的に惡いんじゃない。目そのものがないんでしょ。なにも見えないんでしょ？奇蹟の画家の奇蹟のその科学的な根拠は？と、それを考えると、偶然なの？それだけなの？むしろもっと明確な理由のある必然なんじゃないの？と」下絵の存在を疑ったのは、そもそもの因緣、父の絵の上に塗りたくったという神話に依った。だったらその父の絵が正体なのではないか。男はだから、手持ちのカンバスにＸ線で下絵の存在を探った。 
 「有ったんですよ。やっぱり。下絵」 
 「お父さんの？」 
 「…も、あるのかもしれないけど、それとは全然違う、もうひとつの」 
 云って、川原は手招きした。ちょっと、こっちへ、と、言葉もなく、だからわたしを川原ダニエルが誘導した。 
 もと座っていたソファに。いまや見かけない、おどろくほどの初期型のアップルの白く分厚いノートパソコンの立ち上がるのをわたしは待った。経年劣化のせいか起動におどろくほど時間がかかる。時代を錯覺させるほどに。今は八十年代か、パソ通でも始めるのか、まさかギャラクシアン？…と。それでも、その骨董を川原が愛用してるのは見て取れた。 
 「ちょっと…ね。待って下さい、…ね」と、そして、——これ。 
 川原がさしむけた液晶画面に映っていたのは、それは昏い線のこまかな群れの密集だった。 
 「實は、まだここまで調べた人っていないんですよ。すくなくとも報告されてない。ネット上にも、紙のほうにも、ね。…まだみんな、上に塗られた白い絵のほうばっかりに気を取られてて、」 
 「これ、なんですか？」 
 「すぐには見て取れないでしょ？でも」と、川原は画像を拡大し、シャツの胸ポケットから？…どかこらともなく取り出した（あれ？）鉛筆の先で、画面の（あったの？）一部をさした。太さにも（あれ？）濃さにもばらつきのある、でたらめな（いたの？）線分らしきものらの集まり。「これ、例えば、目に見えません？」 
 　　　あれ？ 
 　　　　　　咲いてるんだよ 
 「目？」 
 　　　あったの？ 
 　　　　　　裂いてるの？ 
 指されたちいさな崩れかけの丸みに、「これが？」 
 　　　あれ？ 
 　　　　　　気付かなかった 
 「ちょっと下にずれてる、これも目」 
 　　　いたの？ 
 　　　　　　その足の下に 
 「下のが口？」 
 　　　あれ？ 
 　　　　　　咲いてたんだよ 
 「ひんまがってゆがんでるの、これ輪郭。又は」 
 　　　なかったの？ 
 　　　　　　裂いてたの？ 
 「…目」と。わたしは云った。「もうひとつの、大きな目」その、言われて見れば歪んだかたちら、あるいは水面の波だつままにくずれた顏のかたちのずさんな模写？そんなふうにもに見えなくもなくそれが、慥かにすぐ近くのもひとつの円形とあわせて目をかたちづくり、その下の顏…らしきもの。それが口、と。それら、さまざまな顏の無数の連鎖に見えなくもない。 
 「でも、そこまで正確じゃないよ…例えば、」 
 「無駄な丸、ちいさい丸がいっぱいとっちらかってますよね」 
 　　　いま、何してる？ 
 「気のせいじゃないですか？」 
 「かもしれませんけど、これ、例えば三つめの目だとしたら？」わたしは 
 　　　そこで、何してる？ 
 川原を見た。 
 「三つ目なの？」ふれそうなほどの至近によせられた肌に、「これ、」川原の体臭が「化ものの絵だと？」匂った。 
 「實は、ここにきて、あの≪散沙羅≫を…≪流波≫を見るまで…彼女の顏かたちの画像、さすがにアップされてませんでしたからね。彼女を見るまでそうとまでは思ってなかった。ただのノイズ。ノイズの散乱。顏のように見える、ノイズ。むしろ錯視だよ、と。ほんとは気にも留めてなかった。でも、あの子見ると、ほら、額に絆創膏…」 
 「あれが目だとでも？あの絆創膏、剝したら…」 
 「じゃなくて、」 
 「化ものの目が出て來るって？」 
 「じゃない。手塚治虫の漫画じゃないから。傷でしょ？あれは。剝して曝させても。ただの傷。…自傷癖とかあるんじゃないですか？だから、目みたいに見えるこれ、その傷を象徴的に目として描いたものか、あるいはその傷そのものなのか。…そう想えません？つまり、これって自画像なんじゃないかと」 
 　　　えぐって、ね？ 
 　　　　　　目は瞬きもせず 
 「なんで自画像なの？…下絵は父親が描いたんじゃないの？」 
 　　　くりぬいて 
 　　　　　　その目はもう 
 「此の層は違うと思う」 
 　　　ほって、ね？ 
 　　　　　　瞬きもせず 
 「なんで？」 
 　　　ほら、 
 　　　　　　流した淚のようにふるえた朝の露 
 「さらにその層の下に、ちゃんと父親のものらしき絵が殘ってるっぽい…」…ほんとはね、と、内緒めかして、潜めた聲に川原は云った。これ、たぶんちゃんと彩色されてるんですね。…他に誰れも聞く物も居ない、そして部屋の広さを無視したふたりの密着のなかに。 
 「彩色…色が？」 
 「線描じゃないんですよ。これ。あくまで色の濃淡。線にみえてるのは、あくまでも、色の、…だからそれが、Ｘ線のデータだと、こんな不揃いの木炭…というか、毛筆でかいたみたいな？それが、このでこぼこする線の正体…だから一番下にお父様の、早い話が觀光客の記念品レベルの油絵、が、あるのかな、と。その上に、たぶん一回全部白塗りして、そこに此の彩色画。その上にさらに白く何層にも塗ってる」 
 「なんで、そんなことを？」 
 「思うに、可能性としては、ひとつには、眞砂さんが最初に云ったように、父親が觀光絵画描いて、それ、たぶん一回白く塗りつぶし、自分でこの顏あるいは目の群れ描いて、それを何故か又、娘が？…白く塗りつぶしてる。もしくは、ですね、塗りつぶさシてる（と、川原ダニエルは言った）…こうなると、父親を精神分析にかけて見たいですね。それからもうひとつの可能性。奇蹟の画家の奇蹟というのは、むしろ、此の二番目の三つ目の絵。此れこそが彼女の本当の奇蹟。本当の、彼女の心に見る彼女の描きたかった風景だって、そういうこと、です、ね。ね？それを彼女は何故か描き終えたあとに又、自分で塗りつぶしてる。…だから、たぶん何度も何度も」 
 「ふり積る雪のように？」 
 　　　その雪は 
 　　　　　　雪は 
 「あるいは、そう。深い深い雪のように。…だから、この白い画面もまた、實は未完成で…」 
 　　　すぐに融けた 
 　　　　　　融けた 
 「未完成？」 
 　　　ふれた瞬間 
 　　　　　　海に降る雪 
 「つまり、これは下塗りなんですよ。此の上に、さらにもう一度、ひょっとしたら同じ、こんな顏か目かの絵が描かれるはず。もしくは、まったく別の風景なのか。でも、そこまで気が廻らないわたしたちが…というか、画廊の人やお父さんたち、ですね。彼等が途中で取り上げちゃう。奇蹟の画家の奇蹟の絵だと。だからもう一度、父親の絵をぬり潰して書き直し始める。最初から。つまり本当は彼女、ずっと一枚の絵を何回も何回も描き重ねつづけて、あるいは永遠に描き終えるのことない絵を一枚だけ描き続けてるんじゃないか、と」 
 「だったら、取り上げずに描き続けさせれば？やらせてみればいいじゃないですか？」 
 その時に、川原は笑んだ。企みのある、たぶん故意にずる賢そうな目。 
 「その爲に今、ここに張りついてるんです。實は。…もうそろそろ、次の展開があるんじゃないか、と。實際に、描き終えて次の作品にとりかかるにせよ、本当にふたたび顏の？目の？絵を描き始めるにせよ、です。次の展開を見たいんです」 
 「その友達は、來ないんですか？來たくないの？自分の目で確認したいでしょ？普通は」 
 「逐一、連絡はしてます。彼にも。もちろん、逐一、…ただ、奧さん経由で。だからたぶん、耳に入ってるとは思う。でも、…どうだろ？言ってないかもな。奥さんも。…いま、無理なんですよ」 
 　　　どうしたの？ 
 　　　　　　雪の中ってかなしいね 
 「話、讀めない。なに？」 
 　　　うるうるしちゃう？ 
 　　　　　　雪の上さえかなしいね 
 「彼、まだ若いけど、…いや、考えられない。…白血病で。ん、…抗がん剤。…もうぜんぜん。ぜんぜん駄目で。彼には。…駄目なんです。あれが。彼の症状は。だから、もう、すごく惡質で、ん、どうもこう…全然改善されない。…し、しかも副作用？そっちはもう、そればっかり。あんなにひどい…稀な症状って担当医からも云われたらしい。奥さんのほうに…いや、ん。だから≪散沙羅≫、悲劇のなんだの謂われてますけど、目と知能のぞいたらぜんぜん彼の方が——友達。東京の。彼の方がもう、ぜんぜん、いたましいですよ。もう、がんばれとしか言えない…あるいは」と、言葉を切って、そして不意に川原は言葉を失った。 
 「何？」 
 「もういいいよ、と。もう、がんばったね、と。もう、…ただ、まだ。言わない。ぜったい、まだ。云いません。…し、言えない。…ん、です。が、…ね？けど…ね？だから、ま…」故に死者ら語らく、 
 　　　憩いなの？ 
 　　　沙羅、それは 
 　　　陽だまりの蛇、その 
 　　　停滞 
 
 　　　憩いなの？ 
 　　　沙羅、それは 
 　　　陽だまりの沙羅、蛇の 
 　　　停滞 
 
 　　　色彩を 
 　　　何と？沙羅、その 
 　　　色彩を何と？ 
 　　　そのふくざつな 
 
 　　　斑ら、沙羅、だから 
 　　　灰色。青みの 
 　　　濃い、うすい青みの 
 　　　黄土色。ほのかに 
 
 　　　茜兆し 
 　　　灰色。あまりに 
 　　　白に、あやうく 
 　　　沙羅、その灰色 
 
 　　　生きてるの？ 
 　　　沙羅、死んでるの？ 
 　　　あるいは生、沙羅 
 　　　あるいは死？ほら 
 
 　　　沙羅、生も死も 
 　　　すでに、沙羅 
 　　　ありはしなかったと？…なにも 
 　　　だから、沙羅 
 
 　　　沙羅、だから 
 　　　ありはしなかったと？…なにも 
 　　　すでに、沙羅 
 　　　沙羅、生も死も 
 
 　　　あるいは死？ 
 　　　あるいは生、沙羅 
 　　　沙羅、死んでるの？ 
 　　　生きてるの？ 
 
 　　　沙羅、その灰色 
 　　　白に、あやうく 
 　　　灰色。あまりに 
 　　　茜兆し 
 
 　　　黄土色。ほのかに 
 　　　濃い、うすい青みの 
 　　　灰色。青みの 
 　　　斑ら、沙羅、だから 
 
 　　　そのふくざつな 
 　　　色彩を何と？ 
 　　　何と？沙羅、その 
 　　　色彩を 
 
 　　　停滞 
 　　　陽だまりの沙羅、蛇の 
 　　　沙羅、それは 
 　　　憩いなの？ 
 
 　　　停滞 
 　　　陽だまりの蛇、その 
 　　　沙羅、それは 
 　　　憩いなの？ 
 
 かさねて謂はく、 
 　　　憩いなの？ 
 　　　　　　はぁー…っと 
 　　　　ひろがるのは 
 　　　　　ゆれない葉 
 　　　沙羅、それは 
 　　　　　　何？…それは 
 　　　　いつも 
 　　　　　何？…それは 
 　　　陽だまりの蛇、その 
 　　　　　　ゆれない葉 
 　　　　見たこともなかった風景に 
 　　　　　はぁー…っと 
 　　　停滞 
 
 　　　憩いなの？ 
 　　　　　　いっ…いっ…と 
 　　　　ひろがったのは 
 　　　　　ゆれうごいた木漏れ 
 　　　沙羅、それは 
 　　　　　　何？…それは 
 　　　　いつも 
 　　　　　何？…それは 
 　　　陽だまりの沙羅、蛇の 
 　　　　　ゆれうごいた木漏れ 
 　　　　見たこともなかった色彩の 
 　　　　　いっ…いっ…と 
 　　　停滞 
 
 　　　色彩を 
 　　　　　　ひひっ…ひっ…と 
 　　　　見はしなかった 
 　　　　　かさなりそうな葉と葉の隙き間 
 　　　何と？沙羅、その 
 　　　　　　何？…それは 
 　　　　かたちなど。だから 
 　　　　　何？…それは 
 　　　色彩を何と？ 
 　　　　　　かさなりそうな葉と葉の隙き間 
 　　　　いつも色彩 
 　　　　　ひひっ…ひっ…と 
 　　　そのふくざつな 
 
 　　　斑ら、沙羅、だから 
 　　　　　　るぅーんっ…と 
 　　　　名づけてすぐに放棄された 
 　　　　　葉に透き通った光りの 
 　　　灰色。青みの 
 　　　　　　何？…それは 
 　　　　色彩。だから誰も見なかった 
 　　　　　何？…それは 
 　　　濃い、うすい青みの 
 　　　　　　葉に透き通った光りの 
 　　　　色彩ら 
 　　　　　るぅーんっ…と 
 　　　黄土色。ほのかに 
 
 　　　茜兆し 
 　　　　　　ひびき 
 　　　　ゆらぐように 
 　　　　　ひびき 
 　　　灰色。あまりに 
 　　　　　　あざやかに見い出されたのはいつも 
 　　　　どこに？ 
 　　　　　あざやかに見い出されたのはいつも 
 　　　白に、あやうく 
 　　　　　　ひびき 
 　　　　ゆらぐように 
 　　　　　ひびき 
 　　　沙羅、その灰色 
 
 　　　生きてるの？ 
 　　　　　　目は耳の孔 
 　　　　融けあうように 
 　　　　　視神経は唾 
 　　　沙羅、死んでるの？ 
 　　　　　　網膜は舌 
 　　　　何が？ 
 　　　　　網膜は舌 
 　　　あるいは生、沙羅 
 　　　　　　視神経は唾 
 　　　　融け合うように 
 　　　　　目は耳の孔 
 　　　あるいは死？ほら 
 
 　　　沙羅、生も死も 
 　　　　　　すべては因果 
 　　　　それはバター 
 　　　　　流れるように見えただけ 
 　　　すでに、沙羅 
 　　　　　　時さえも 
 　　　　気付かれなかった日影の三毛のその振り向きは 
 　　　　　時さえも 
 　　　ありはしなかったと？…なにも 
 　　　　　　流れるように見えただけ 
 　　　　その二秒の停滞は 
 　　　　　すべては因果 
 　　　だから、沙羅 
 
 　　　沙羅、だから 
 　　　　　　留まるように見えただけ 
 　　　　その二秒の停滞は 
 　　　　　すべては因果 
 　　　ありはしなかったと？…なにも 
 　　　　　　有無さえも 
 　　　　気付かれなかった日影の三毛のその振り向きは 
 　　　　　有無さえも 
 　　　すでに、沙羅 
 　　　　　　すべては因果 
 　　　　それはバター 
 　　　　　留まるように見えただけ 
 　　　沙羅、生も死も 
 
 　　　あるいは死？ 
 　　　　　　視神経は唾 
 　　　　融け合うように 
 　　　　　目は耳の孔 
 　　　あるいは生、沙羅 
 　　　　　　網膜は舌 
 　　　　何が？ 
 　　　　　網膜は舌 
 　　　沙羅、死んでるの？ 
 　　　　　　目は耳の孔 
 　　　　融けあうように 
 　　　　　視神経は唾 
 　　　生きてるの？ 
 
 　　　沙羅、その灰色 
 　　　　　　ひびき 
 　　　　ゆらぐように 
 　　　　　ひびき 
 　　　白に、あやうく 
 　　　　　　あざやかに見い出されたのはいつも 
 　　　　どこに？ 
 　　　　　あざやかに見い出されたのはいつも 
 　　　灰色。あまりに 
 　　　　　　ひびき 
 　　　　ゆらぐように 
 　　　　　ひびき 
 　　　茜兆し 
 
 　　　黄土色。ほのかに 
 　　　　　　るぅーんっ…と 
 　　　　色彩ら 
 　　　　　葉に透き通った光りの 
 　　　濃い、うすい青みの 
 　　　　　　何？…それは 
 　　　　色彩。だから誰も見なかった 
 　　　　　何？…それは 
 　　　灰色。青みの 
 　　　　　　るぅーんっ…と 
 　　　　名づけてすぐに放棄された 
 　　　　　葉に透き通った光りの 
 　　　斑ら、沙羅、だから 
 
 　　　そのふくざつな 
 　　　　　　かさなりそうな葉と葉の隙き間 
 　　　　いつも色彩 
 　　　　　ひひっ…ひっ…と 
 　　　色彩を何と？ 
 　　　　　　何？…それは 
 　　　　なたちなど。だから 
 　　　　　何？…それは 
 　　　何と？沙羅、その 
 　　　　　　ひひっ…ひっ…と 
 　　　　見はしなかった 
 　　　　　かさなりそうな葉と葉の隙き間 
 　　　色彩を 
 
 　　　停滞 
 　　　　　　ゆれ動いた木漏れ 
 　　　　見たこともなかった色彩の 
 　　　　　いっ…いっ…と 
 　　　陽だまりの沙羅、蛇の 
 　　　　　　何？…それは 
 　　　　いつも 
 　　　　　何？…それは 
 　　　沙羅、それは 
 　　　　　　いっ…いっ…と 
 　　　　ひろがったのは 
 　　　　　ゆれうごいた木漏れ 
 　　　憩いなの？ 
 
 　　　停滞 
 　　　　　　ゆれない葉 
 　　　　見たこともなかった風景に 
 　　　　　はぁー…っと 
 　　　陽だまりの蛇、その 
 　　　　　　何？…それは 
 　　　　いつも 
 　　　　　何？…それは 
 　　　沙羅、それは 
 　　　　　　はぁー…っと 
 　　　　ひろがるのは 
 　　　　　ゆれない葉 
 　　　憩いなの？ 
 
 
 





//あざやかな？…何が？/沙羅、その色彩/沙羅、それ/震えて










 
 無数の顏。かぞえればいったい、何百体かぞえ出せてしまうのかは知らない。彩色画というそのほんとうのかたちは画像からは想像もできない。すくなくともわたしには。ただ荒らいひしゃげた線分の群れがからまりあい、つながり、融けあい、滲みあいさえしながら、しかしむしろ陰慘な気配は感じられなかった。不思議なくらいに。滑稽なほどに。すくなくともわたしには。すくなくともその画像からは。だから「何だと思います？」 
 川原がそう云った時、わたしが聞いていたのは——聞いた？その、聞いているとも気付かないままに「…此れ？」 
 「何だと？」 
 それは響き。 
 例えば遠くの…不思議に耳元に鳴る、木の葉の、枝の、こすれ合う、だから「惡魔、とか？」 
 「います？惡魔なんて」 
 風の？或は遠くの…不思議に耳元に、「精霊？」 
 「とは、いったい何？」 
 バイクの。車の、或は何かの？…何？「化ものたち？」 
 「もうそれ、」正体のわからない「言葉だけ。もはやなんだかわからない」響き。むしろお前の方こそ、と。あやうくわたしは言いそうになる。何故？川原ダニエル聖の性別。年と共にしずかに劣化していくもと美少年の、そして女聲の、基本的には男の言葉使い？ 
 本当に？ 
 或は、言葉づかいの性別がなにより見た目の所謂先入見に負うところが多いことを知る。そこに敬語を適当に散らせばさらに性別など曖昧になる。木の葉の、枝のこすれあう響きにその性別を問うように。だから、「あなたの意見は？」 
 そうわたしは聞いた。 
 まつげの長い人だった。川原ダニエル聖は。だからその聖ダニエルはそっとまつげとまつげを須臾、こすりあわせ、はじく。 
 彼は（——彼女は？）まばたいたから。その聞こえたはずもないひびきを至近のまなざしのなかにだけ響かせると、むしろ諦めたように？彼は（——彼女は）稀薄な、曖昧な笑みを口に（——頬に）はっきりと浮かべ「わたしの、見解は、ですね」 
 　　　あなたにすべてを 
 　　　　　　しあわせは 
 「何？」 
 　　　すべて 
 　　　　　　あなたの 
 「まず、これは≪波旬≫が自分で描いたもの」 
 　　　すべてをあなたに 
 　　　　　　やさしい 
 「≪波旬≫？」 
 　　　いつでも 
 　　　　　　あなたのほほ笑み 
 「≪散沙羅≫の別名…さっき」だから≪月の白ら雪≫「言いましたよね？」 
 　　　あなたにすべてを 
 　　　　　　しあわせは 
 「そもそも彼女、絵なんて書けないはずでしょ？」 
 　　　すべて 
 　　　　　　あなたの 
 「論理的には。物理的には。でも、彼女が書いたと思う。それ以外に考えられない」 
 　　　すべてをあなたに 
 　　　　　　やさしい 
 「父親は？」 
 　　　いつでも 
 　　　　　　そのほほ笑み 
 「スタイルが違うんですよ。父親の方も、…いや。彼の絵も、かならずしも写實的——っていうことばの定義にも依りますけどね。見たまま、写生そのもの、そういうんじゃない。見ればわかりますが、一応、彼も現代人なんで。肉眼の奴隷、では、ない。けど、見たものを再構成して画面に構図化する、そういうタイプであって、です。在りもしない、見もしない、謂わば心の夢まぼろし妄想空想の産物、ですよね？そういうのを自由に展開させるタイプじゃない。不器用なタイプなんですよ。たぶん。そこに見えてる何かについてに絵にしか書けない。…おそらく、あのひと、シャガールとかが好きだった人だと思う」 
 「でも、マルク・シャガールって、夢と幻想が看板じゃないの？」 
 「どこまでも写實的でしょ？ダリとかと一緒。写實的な形象を幻想的に再構成しいてるだけ。浮いてたり。飛んでたり、溶けたり何だり。だから、カンバス上のその形象自体を、なにこれ？って見る者に混乱させるタイプじゃない。見ればわかるから。何を描いてあるのかは。空飛ぶ恋人たちも、融ける時計も。≪波旬≫の絵はそれとはそもそもの発想が、…所属する世界が違う。日本人とブラジルくらいに違うっていうより、日本海の昆布とアマゾンに飛ぶ鳥くらい違う。つまり、全然別。」 
 「だから…≪波旬≫？…≪散沙羅≫の絵だと？」 
 「結論としては、彼女が見てる風景そのままなんだと思うんですよ。あれ。わたしたち顏って思うでしょ？顏とは限らない。何かもっと、≪波旬≫にしか見えない別のものかもしれない」 
 「例えば？」 
 「さなぎのなかの生きものの見る夢って、さなぎのなかのイノチにでもならない限り見い出せないでしょ？それこそ、輪廻轉生、サンサーラの永遠のいつかにでも」 
 そして川原ダニエルは目を伏せた。思うところが在ったのではない。ただ、わたしを見つめ過ぎた目に、だからたぶん彼には（——彼女に？）倦怠のような一瞬があったのだ。「結論は？」 
 　　　すべてをあなたに 
 　　　　　　やさしい 
 「あれはつぶやき」 
 　　　いつでも 
 　　　　　　そのほほ笑み 
 「彼女の？」 
 　　　あなたにすべてを 
 　　　　　　しあわせは 
 「個人的なつぶやきのむれ。…さっき、未完成なんじゃないかっていいましたけど、あれも、だから覆される。」 
 　　　すべて 
 　　　　　　あなたの 
 「なんで？」 
 　　　すべてをあなたに 
 　　　　　　やさしい 
 「慥かに彼女は、あのわたしたちが勝手に称贊してる白塗りの上にさらに彼女の絵をかさねて書くつもりだと思う。なんども、なんども、なんどでも。でも、そもそも呟きに完成も未完性も、その概念自体ないでしょ？だからあれ、完成するとか未だ完成しないとか、そういう埒外の…」 
 「仮説でしょ？それらすべて」 
 わたしは云った。その須臾に川原ダニエルはふとわたしを見つめなおし、見つめ、まばたきをしそうになった時に、そして彼は（——彼女は？）笑った。聲も無く、表情も無く、そのややほそめられた瞼でだけで死者ら語らく 
 　　　あざやかな？…何が？ 
 　　　沙羅、その色彩 
 　　　沙羅、それ 
 　　　ふるえて 
 
 　　　謎めいた？ 
 　　　沙羅、その色彩 
 　　　沙羅、それ 
 　　　ふるえて 
 
 　　　沙羅、ほら 
 　　　翅の色、沙羅 
 　　　はばたき、蝶 
 　　　蝶らの夏 
 
 　　　沙羅、すでに 
 　　　あざやかでさえ 
 　　　沙羅、すでに 
 　　　謎さえも 
 
 　　　わずかな謎さえ 
 　　　あなたは、沙羅 
 　　　見はしなかった 
 　　　その色も 
 
 　　　沙羅、その 
 　　　ふるえ、沙羅 
 　　　見はしなかった 
 　　　その謎も 
 
 　　　あざやかな？ 
 　　　沙羅、その色彩 
 　　　沙羅、それ 
 　　　ふるえて 
 
 　　　謎めいた？ 
 　　　沙羅、その色彩 
 　　　沙羅、それ 
 　　　ふるえて 
 
 　　　沙羅、ほら 
 　　　気配たち、沙羅 
 　　　はばたきの、沙羅 
 　　　はばたきの夏 
 
 　　　沙羅、すでに 
 　　　虹彩は 
 　　　沙羅、すでに 
 　　　その虹彩は 
 
 　　　滅びていた 
 　　　あなたは、沙羅 
 　　　見はしなかった 
 　　　いかなる色も 
 
 　　　その眼差しは 
 　　　あなたは、沙羅 
 　　　見はしなかった 
 　　　いかなる謎も 
 
 　　　いかなるあらわれも 
 　　　見はしなかった 
 　　　あなたは、沙羅 
 　　　その眼差しは 
 
 　　　その虹彩は 
 　　　沙羅、すでに 
 　　　虹彩は 
 　　　沙羅、すでに 
 
 　　　はばたきの夏 
 　　　はばたきの、沙羅 
 　　　気配たち、沙羅 
 　　　沙羅、ほら 
 
 　　　ふるえて 
 　　　沙羅、それ 
 　　　沙羅、その色彩 
 　　　謎めいた？ 
 
 　　　ふるえて 
 　　　沙羅、それ 
 　　　沙羅、その色彩 
 　　　あざやかな？ 
 
 　　　その謎も 
 　　　見はしなかった 
 　　　ふるえ、沙羅 
 　　　いま、その 
 
 　　　その色も 
 　　　見はしなかった 
 　　　あなたは、沙羅 
 　　　わずかな謎さえ 
 
 　　　謎さえも 
 　　　沙羅、すでに 
 　　　あざやかでさえ 
 　　　沙羅、すでに 
 
 　　　蝶らの夏 
 　　　はばたき、蝶 
 　　　翅の色、沙羅 
 　　　いま、ほら 
 
 　　　ふるえて 
 　　　沙羅、それ 
 　　　沙羅、その色彩 
 　　　謎めいた？…何が？ 
 
 　　　ふるえて 
 　　　沙羅、それ 
 　　　沙羅、その色彩 
 　　　あざやかな？…何が？ 
 
 かさねて謂はく、 
 　　　あざやかな？…何が？ 
 　　　　　　くらくなったり 
 　　　　融けていたのだった 
 　　　　　あかるくなったり 
 　　　沙羅、その色彩 
 　　　　　　ね？ 
 　　　　もう 
 　　　　　ね？ 
 　　　沙羅、それ 
 　　　　　　あかるくなったり 
 　　　　飲み込まれるように 
 　　　　　くらくなったり 
 　　　ふるえて 
 
 　　　謎めいた？ 
 　　　　　　てかったり 
 　　　　消え失せていたのだった 
 　　　　　かげったり 
 　　　沙羅、その色彩 
 　　　　　　ね？ 
 　　　　もう 
 　　　　　ね？ 
 　　　沙羅、それ 
 　　　　　　かげったり 
 　　　　孕み込まれるように 
 　　　　　てかったり 
 　　　ふるえて 
 
 　　　沙羅、ほら 
 　　　　　　雲のせい 
 　　　　何が？ 
 　　　　　やさしい蜘蛛の 
 　　　翅の色、沙羅 
 　　　　　　蜘蛛？ 
 　　　　その老婆は 
 　　　　　蜘蛛？ 
 　　　はばたき、蝶 
 　　　　　　やさしい蜘蛛の 
 　　　　何故？ 
 　　　　　雲のせい 
 　　　蝶らの夏 
 
 　　　沙羅、すでに 
 　　　　　　雲のせい 
 　　　　融けるように 
 　　　　　たなびく蜘蛛の 
 　　　あざやかでさえ 
 　　　　　　蜘蛛？ 
 　　　　消え去るように 
 　　　　　蜘蛛？ 
 　　　沙羅、すでに 
 　　　　　　たなびく蜘蛛の 
 　　　　立ち去っていたから 
 　　　　　雲のせい 
 　　　謎さえも 
 
 　　　わずかな謎さえ 
 　　　　　　雲のせい 
 　　　　何に？ 
 　　　　　ながれる蜘蛛の 
 　　　あなたは、沙羅 
 　　　　　　蜘蛛？ 
 　　　　その踏んでいた影に 
 　　　　　蜘蛛？ 
 　　　見はしなかった 
 　　　　　　ながれる蜘蛛の 
 　　　　何故？ 
 　　　　　雲のせい 
 　　　その色も 
 
 　　　沙羅、その 
 　　　　　　雲のせい 
 　　　　眼差しに 
 　　　　　ちぎる蜘蛛の 
 　　　ふるえ、沙羅 
 　　　　　　蜘蛛？ 
 　　　　見えたから 
 　　　　　蜘蛛？ 
 　　　見はしなかった 
 　　　　　　ちぎれる蜘蛛の 
 　　　　そんなふうに 
 　　　　　雲のせい 
 　　　その謎も 
 
 　　　あざやかな？ 
 　　　　　　雲のせい 
 　　　　どこへ？ 
 　　　　　うっすら蜘蛛の 
 　　　沙羅、その色彩 
 　　　　　　蜘蛛？ 
 　　　　どこへ行ったの？ 
 　　　　　蜘蛛 
 　　　沙羅、それ 
 　　　　　　うっすら蜘蛛の 
 　　　　どこへ？ 
 　　　　　雲のせい 
 　　　ふるえて 
 
 　　　謎めいた？ 
 　　　　　　埀れて 
 　　　　立ち去ったから 
 　　　　　きらきら 
 　　　沙羅、その色彩 
 　　　　　　ゆらゆら 
 　　　　どこかへ 
 　　　　　ゆらゆら 
 　　　沙羅、それ 
 　　　　　　きらきら 
 　　　　たぶん 
 　　　　　埀れて 
 　　　ふるえて 
 
 　　　沙羅、ほら 
 　　　　　　埀直に？ 
 　　　　もういないから 
 　　　　　纔かな傾斜？ 
 　　　気配たち、沙羅 
 　　　　　　ややまがり？ 
 　　　　もうないから 
 　　　　　ややまがり？ 
 　　　はばたきの、沙羅 
 　　　　　　纔かな傾斜？ 
 　　　　その影さえも 
 　　　　　埀直に？ 
 　　　はばたきの夏 
 
 　　　沙羅、すでに 
 　　　　　　それは糸 
 　　　　見ていたのは 
 　　　　　白い綺羅 
 　　　虹彩は 
 　　　　　　蜘蛛は 
 　　　　だから笑うふとっちょ 
 　　　　　蜘蛛は 
 　　　沙羅、すでに 
 　　　　　　白い綺羅 
 　　　　にらみつける目で 
 　　　　　それは糸 
 　　　その虹彩は 
 
 　　　滅びていた 
 　　　　　　肛門の糸 
 　　　　下痢するよ 
 　　　　　肛門の綺羅 
 　　　あなたは、沙羅 
 　　　　　　ゆららきらきら 
 　　　　花を喰ったら 
 　　　　　ゆららきらきら 
 　　　見はしなかった 
 　　　　　　肛門の綺羅 
 　　　　お前は 
 　　　　　肛門の糸 
 　　　いかなる色も 
 
 　　　その眼差しは 
 　　　　　　飛ぶよ 
 　　　　吐き出すよ 
 　　　　　飛ぶよ 
 　　　あなたは、沙羅 
 　　　　　　きらゆら 
 　　　　種子と蕊 
 　　　　　きらゆら 
 　　　見はしなかった 
 　　　　　　飛ぶよ 
 　　　　花粉さえも 
 　　　　　飛ぶよ 
 　　　いかなる謎も 
 
 　　　いかなるあらわれも 
 　　　　　　肛門の綺羅 
 　　　　つぶやく 
 　　　　　肛門の糸 
 　　　見はしなかった 
 　　　　　　ゆららきらきら 
 　　　　ふとっちょは 
 　　　　　ゆららきらきら 
 　　　あなたは、沙羅 
 　　　　　　肛門の糸 
 　　　　叫ぶ聲で 
 　　　　　肛門の綺羅 
 　　　その眼差しは 
 
 　　　その虹彩は 
 　　　　　　白い綺羅 
 　　　　ややうしろに 
 　　　　　それは糸 
 　　　沙羅、すでに 
 　　　　　　蜘蛛は 
 　　　　沈むように 
 　　　　　蜘蛛は 
 　　　虹彩は 
 　　　　　　それは糸 
 　　　　傾いたままで 
 　　　　　白い綺羅 
 　　　沙羅、すでに 
 
 　　　はばたきの夏 
 　　　　　　纔かな傾斜？ 
 　　　　糞撒き散らした？ 
 　　　　　埀直に？ 
 　　　はばたきの、沙羅 
 　　　　　　ややまがり？ 
 　　　　お前はいま 
 　　　　　ややまがり？ 
 　　　気配たち、沙羅 
 　　　　　　埀直に？ 
 　　　　糞飛び散らした？ 
 　　　　　纔かな傾斜？ 
 　　　沙羅、ほら 
 
 　　　ふるえて 
 　　　　　　きらきら 
 　　　　見ろよ。咲いたよ 
 　　　　　埀れて 
 　　　沙羅、それ 
 　　　　　　ゆらゆら 
 　　　　お前の口に 
 　　　　　ゆらゆら 
 　　　沙羅、その色彩 
 　　　　　　埀れて 
 　　　　いっぱいの花 
 　　　　　きらきら 
 　　　謎めいた？ 
 
 　　　ふるえて 
 　　　　　　うっすら蜘蛛の 
 　　　　赤には青が 
 　　　　　雲のせい 
 　　　沙羅、それ 
 　　　　　　蜘蛛？ 
 　　　　青には白が 
 　　　　　蜘蛛？ 
 　　　沙羅、その色彩 
 　　　　　　雲のせい 
 　　　　白には錆色が 
 　　　　　うっすら蜘蛛の 
 　　　あざやかな？ 
 
 　　　その謎も 
 　　　　　　ちぎれる蜘蛛の 
 　　　　咬みついてるだろ？ 
 　　　　　雲のせい 
 　　　見はしなかった 
 　　　　　　蜘蛛？ 
 　　　　噛みちぎったろ？ 
 　　　　　蜘蛛？ 
 　　　ふるえ、沙羅 
 　　　　　　雲のせい 
 　　　　お前のせいだろ？ 
 　　　　　ちぎれる蜘蛛の 
 　　　いま、その 
 
 　　　その色も 
 　　　　　　ながれる蜘蛛の 
 　　　　虹見ろよ 
 　　　　　雲のせい 
 　　　見はしなかった 
 　　　　　　蜘蛛？ 
 　　　　かかった虹を 
 　　　　　蜘蛛？ 
 　　　あなたは、沙羅 
 　　　　　　雲のせい 
 　　　　お前の額にだけ 
 　　　　　ながれる蜘蛛の 
 　　　わずかな謎さえ 
 
 　　　謎さえも 
 　　　　　　たなびく蜘蛛の 
 　　　　ほら、吐瀉液の 
 　　　　　雲のせい 
 　　　沙羅、すでに 
 　　　　　　蜘蛛？ 
 　　　　舞い散るその 
 　　　　　蜘蛛？ 
 　　　あざやかでさえ 
 　　　　　　雲のせい 
 　　　　周辺に 
 　　　　　たなびく蜘蛛の 
 　　　沙羅、すでに 
 
 　　　蝶らの夏 
 　　　　　　やさしい蜘蛛の 
 　　　　七百色の虹 
 　　　　　雲のせい 
 　　　はばたき、蝶 
 　　　　　　蜘蛛？ 
 　　　　見ろよ 
 　　　　　蜘蛛？ 
 　　　翅の色、沙羅 
 　　　　　　雲のせい 
 　　　　七千色の虹 
 　　　　　やさしい蜘蛛の 
 　　　いま、ほら 
 
 　　　ふるえて 
 　　　　　　かげったり 
 　　　　ふれた。いま 
 　　　　　てかったり 
 　　　沙羅、それ 
 　　　　　　ね？ 
 　　　　お前の眼玉が繁茂した蔦 
 　　　　　ね？ 
 　　　沙羅、その色彩 
 　　　　　　てかったり 
 　　　　虹に 
 　　　　　かげったり 
 　　　謎めいた？…何が？ 
 
 　　　ふるえて 
 　　　　　　あかるくなったり 
 　　　　笑んでいたのは 
 　　　　　くらくなったり 
 　　　沙羅、それ 
 　　　　　　ね？ 
 　　　　ふとっちょ 
 　　　　　ね？ 
 　　　沙羅、その色彩 
 　　　　　　くらくなったり 
 　　　　にみつけるように 
 　　　　　あかるくなったり 
 　　　あざやかな？…何が？ 
 
 
 





//散る。沙羅/だから沙羅/見る。沙羅/その翳りの群れ










 
 立ち上がって、立ち去ろうとするわたしに「どこに？」云った。誰れが？だからその川原は（男なの？）。「どこに行かれます？」そのあてもなかったことに、そのときに（女なの？）わたしは——誰れ？気付く。だから——あなた、 
 　　　ゆらめくよ 
 　　　　　　死者たちは 
 誰れ？ 
 　　　こころがそっと 
 　　　　　　死んだこともない 
 左手の翳りに 
 　　　ゆらめいて 
 　　　　　　死者たちは 
 仏間の方に——來た方に？わたしはそっと 
 　　　それは 
 　　　　　　いま 
 顎を向けた。 
 「まだ、準備できてないと思いますよ」 
 　　　ぼくらは蝶だ 
 　　　　　　誰れも見なかった 
 「準備？」 
 　　　風におよいだ 
 　　　　　　自分の顏さえ 
 「だから、來客歡迎パーティ」 
 　　　およぐ蝶 
 　　　　　　誰れも嗅がなかった 
 「そんなの、」 
 　　　その 
 　　　　　　自分の 
 「求めてなくても、彼等、やるから。風習？習俗？習慣？ルーティン？なに？…いつまで此処にいます？」 
 　　　どこにある？ 
 「時間決めてるわけじゃなくて…」 
 　　　國家とは。我々の 
 「リタイアされたんでしょ？」川原は笑む。「すごいですよね。まだ、お若いんでしょ？」 
 　　　無政府状態であること 
 「一応、飲食店は経営してますよ。…ただ、人から譲られたものですけど」 
 　　　無政府状態だったこと 
 「すごいと思う。結果、わたしなんかより好き勝手に…すみません。言葉惡かったら。でも、つまり、好き勝手に好きなような好きなことできるんでしょ？」 
 　　　洪水のように 
 　　　　　　はばたく蝶ら 
 「その好きなことっていうの、もうあまりなんいですけどね。」 
 　　　あふれ出る 
 　　　　　　蝶ら。蝶 
 「行ってみますか？」 
 　　　どこから？ 
 　　　　　　撒いた？鱗粉 
 「どこに？」 
 　　　洪水のように 
 　　　　　　散らした？色粉 
 「ホイアンの画廊」 
 　　　気が付いてみれば 
 　　　　　　はばたく蝶ら 
 「彼女の絵の？」 
 　　　エベレストさえ 
 　　　　　　殘す殘像 
 「…と、お父上の。そこ、≪散沙羅≫の聖地と化してる…もちろんカルト・ヒーローなんで、ひとだかりできるってわけでもない。どうってことないんですけどね。むしろ。ただ、You tubeとか、やってらしたら、動画でも取ったら？」 
 そして「登録ふえるかどうか知らないけど」笑い、川原はひとり、或はわたしたちは翳りの中に入る。入れば、通り過ぎたときには必ずしも見ていたわけではなかった、その部屋…空間の？時空の？實態が 
 　　　流れる 
 　　　　　　生きてるよ 
 知れた。十五疊くらいなのだろうか。安価な 
 　　　流れる 
 　　　　　　生きてるよ 
 ホテルのツイン・ルーム程度の 
 　　　とめどもない 
 　　　　　　みんな 
 空間。さらに 
 　　　移動 
 　　　　　　息をはく 
 左手に又、開口が在って（何と呼ぶべき？）さらにだに昏い空間はその（ドアもない）正体をは（壁面の断絶）あかさない。何？昏さはただ、ガラスのない木製の窓が（何と呼ぶべき？）開かれていないだけだ。何も（ガラスもない）謎は（青いペンキの）ない。埃りの匂い。気のせいかも知れない。気配がある。生き物の。恐らくは住み着いた鼠のそれに違いない。衣装棚と、そして 
 　　　流れる 
 　　　　　　それは鼓動 
 埃だらけのバイクが一台 
 　　　流れる 
 　　　　　　ぼくらは鼓動 
 安置されていた。その意味は 
 　　　とめどもない 
 　　　　　　ぼくらはイノチ 
 知らない。つきあたりの壁に 
 　　　移動 
 　　　　　　蠅の羽搏き 
 ベトナム語アルファベットを書いた毛筆の書があった。独特のひっかき廻すような書体で、その詳細までは確認しない。何故？その書体にわたしはすでに飽きていた。 
 猫が啼いた。 
 　　　どこに？ 
 　　　　　　國家は誰れの爲でもない 
 振り向いた。その 
 　　　どこに？ 
 　　　　　　國家は誰れのものでもない 
 姿は確認できなかった。猫は 
 　　　やさしいあなた 
 　　　　　　君主などいたことがない 
 何処かにいて、そして 
 　　　あなたのほほ笑み 
 　　　　　　下僕も又、 
 わたしたちに呼び掛けてみたのだった。彼の（彼女の）言語で。たぶん、猫は言語を話すから。そのささやきの場所にさえ気付き得ないわたしたちは、憐れむしかない下等な、癡呆動物にすぎないのだろう。彼女（——彼？）にとっては。猫が人になつくのは、いつでもおそらくはあの高等種により、下等種に施された憐れみと恩寵の僥倖なのだ。ホモ・サピエンス。鳥のように飛ぶでもなく、魚のように泳ぐでもなく、獸のように走り、嗅ぎ、察知し、掠め取るように生きていくでもなく、単に無様なかたちと生態をさらすヒトの思い上がりの群れたち。赤裸々な無能種。これは絶望でもなく、自虐でもなく、實際ただ論理的に推して量れば、ホモ・サピエンスに高等種であり得た瞬間などなく、ましてそれが神に最も親しいと？神ないし神々とホモ・サピエンスたちの爲の世界だと？ヒトの名づけた神という神など妄想あるいは虛僞というばかりか、ヒトの口につぶやかれた神とはすべからく魔王にすぎない。なぜなら破壞と汚染と殲滅以外のなにものもないしえないヒトの群れはあるいは客觀的には汚物じみた惡意そのものであって、惡意をささやくものをヒトたちの口は魔物と名づけた。この世界はだからわたしたちの爲に存在したことなどいちどもない。わたしたちは惡意で、惡意の爲に世界があることをヒトたちは容認しない。わたしたちはこの世界の爲に存在したことなど一度もない。いつか排除あるいは淘汰されるか、又は世界そのものを破壞しつくすか。純粋に惡意にすぎないものに、いかなる神聖という概念も、いかなる清淨という概念も、その眼差しにきらめくことなどあり得ない。 
 ふたたび光りをくぐった。だから仏間に出た。左手に光りの、よこ殴りの、そして（たたきつけるような）どうしようもない（鮮烈な）横溢を 
 　　　あふれた！ 
 　　　　　　散る。ちる 
 見た。先導する 
 　　　あふれた！ 
 　　　　　　散る。ちり 
 川原ダニエルの躰はすべて、その 
 　　　あなたの淚！ 
 　　　　　　飛び散り 
 光りの中に赤裸々に 
 　　　あふれ、しかも！ 
 　　　　　　散る。ちる 
 存在した。だからわたしもすでにその中にあった。その躰も、沙羅のそれと同じくに。 
 　　　ぬぐわないで 
 何故？ 
 　　　もう——淚？ 
 沙羅は 
 　　　此の熱い豪雨のなかに 
 そこにいたから。すでに。わたしたちを待っていたというでもなく、だから沙羅は仏間の床の上に 
 　　　時が果てることはない 
 　　　　　　散乱 
 あぐらをかいて。その 
 　　　わたしたちが時を生むから 
 　　　　　　赤裸々な 
 眼の前に、さっきの 
 　　　まるで 
 　　　　　　光りら散乱 
 知能障害の 
 　　　排泄物のように 
 　　　　　　ぼくらは憩う 
 太った女を横たわらせて。 
 「おそくない？」沙羅はその、わたしには聴き取れない彼女の言語で、「もう終わった？」と？その昏い笑みをいきなり癡呆の、こぼれそうなばかりの笑顏に崩し、だから例えば「もう飽きちゃった」と？ 
 川原は沙羅に手を振ってやった。ダニエル聖の、だから擬態。親しく馴れきった友人のように。沙羅は眼差しの隅にさえ川原を入れない。何故？ 
 　　　いたの？ 
 あざやかすぎる 
 　　　いた？ 
 無視。無視？その 
 　　　そこに？ 
 意図もなく、その 
 　　　羽虫たち 
 　　　　　　生きてるよ 
 存在には気付きながらも。 
 　　　羽虫たち 
 　　　　　　イノチあふれて 
 「ここにいたの？」 
 　　　その羽音はね 
 　　　　　　生きてるよ 
 「ベトナム語、できるの？」不意に返り見た川原はわたし云った。わたしは首を振った。そして吹き出し（わたしが？）、すでに笑っている川原に「まったく。全然。興味も無い」 
 「よく、それで生活できますね」 
 「國家ランクの違いってやつでしょ？好きじゃないけど。俺は。そういうの、…ただ意外に、明確に、階層格差によって世界って成立してる…ベトナム人、日本へ行く時日本語勉強するじゃない？日本人、アメリカに行く時英語勉強するじゃない？アメリカ人、英語しか話せないじゃない？…そのうち、」と、わたしは沙羅に顎をしゃくった。「彼等、ベトナム語しか離せなくるんじゃない？」 
 「発展して？」 
 「見て見たい。…そういう、既存社会の崩壞。そしてあたらしい世界秩序。もう滅びてもいい頃…飽きたでしょ？…それが別に中國でもなんでもいいよ」 
 「ぶち壞れてんだよ！」と？ 
 あるいはその肥えた女。 
 　　　陰謀論とは 
 　　　　　　見てたんだ 
 沙羅の組んだ胡坐の向こうに、だから 
 　　　性急な待望と確信 
 　　　　　　ぼくをそっと 
 仏間の庭への段差の突端に、なぜか 
 　　　鞏固な世界秩序と 
 　　　　　　見てたんだ 
 そこにその知性のない健康な女は 
 　　　ゆるがない知性への 
 　　　　　　臆病そうに 
 あお向けてよこたわり、閉じも細めもしないその双渺にただ上を見つめて——天井。木を組み合わせた、その天井。 
 何を？ 
 　　　口はささやく 
 　　　　　　愛を！ 
 「もう今、すぐにぶち壞れてたんだよ！」 
 　　　とめどもなく愛 
 　　　　　　もっと 
 叫ぶ。 
 　　　あなたに 
 　　　　　　辛辣な 
 叫ぶ？…健康な女はただ 
 　　　ささやく 
 　　　　　　愛の洪水を！ 
 むしろ普通に話しているのかもしれない。誰れに？誰れという対象も無い誰れかに。誰れに？彼女ににはすくなくとも明確な？その自然な、叫び聲じみた、のびやかな聲で。その聲が彼女の自分自身に向けられたのではなく、彼女の自分自信以外の誰れかに向けられていることは明らかだった。ましてそれが、例えば姿の無い精霊の如き、神秘的な何かなどではないことも顯らかだった。すくなくとも彼女にはそこに、それら言葉に、赤裸々さはあっても隱された秘密などなにもない。 
 女はだから、「雨なんだよ！」 
 　　　愛を！ 
 　　　　　　それは待ち望まれている 
 それらどこまでも鋭い 
 　　　愛を！ 
 　　　　　　國家は。なぜなら 
 断定的な 
 　　　燃え立つ愛の激烈な雨その 
 　　　　　　存在したためしがないから 
 「ぶち壞しの雨なんだよ」 
 　　　愛の洪水を！ 
 　　　　　　いちどもかつて 
 確信に満ちた言葉の群れ。或はすべての確信は、むしろ狂気にひとしいと？ 
 女は肥満した、如何にも栄養の行き届いた体躯に、ふくれあがった腹部も、豊満すぎる胸も、生地の下、埀れさせたままに震わせる。 
 　　　ひきがえる 
 その聲のたびに。 
 　　　ひき、轢き 
 思う、女は、あるいは返答をしているのだ、…と？ 
 　　　ひき返る 
 誰れに？ 
 　　　ひき、牽き 
 誰れかに？ 
 　　　ひき變える 
 ならば女は、或は≪聲を聞く女≫と？いずれにせよその、叫び、だから≪聲を叫ぶ女≫は。 
 　　　あなた以外に！ 
 　　　　　　ない。いない。なない 
 「ふっとんだんだろ？昨日」 
 　　　あなた以外に！ 
 　　　　　　ない。いない。なない 
 ≪聲の女≫はその口を決して「ふっとばされたんだよ！」閉じなかった。譬え彼女が「ふっとばっ」沈黙する時にも。息づかうだけの、その「ふっ…」時にさえも。 
 　　　ふっ…とっ 
 「飛んで行ったら鯨だよ！」 
 　　　つとっ…ふ 
 ≪聲の女≫は 
 　　　はぁー…ぃん 
 白濁した。庇をくぐって斜めに差し込む日の光りに、その躰の半分以上を。沙羅はわたしを「鯨潮吹き！」見つめ続けた。まるで「潮に咲き！」わたしが愛おしくて「きさっく花！」仕方がないかのように、その「喰ったんだろ！」すでに癡呆のその細く「吐け！吐け！」細くもはや閉じられたにひとしい「吐いた！」崩された目と「鯨噉ったろ！」崩れ切ったその「丸飲みすんな！」唇と頬に。 
 沙羅はだから、笑っていた。わたしは何をいうべき言葉も思いつかずに死者ら語らく、 
 　　　散る。沙羅 
 　　　だから沙羅 
 　　　見る。沙羅 
 　　　その翳りの群れ 
 
 　　　散る。沙羅 
 　　　だから沙羅 
 　　　見る。沙羅 
 　　　その光りの群れ 
 
 　　　庭に 
 　　　沙羅、その庭に 
 　　　沙羅、日差しを浴びた 
 　　　その庭に 
 
 　　　沙羅 
 　　　色彩の群れ 
 　　　沙羅、日差しを隱す 
 　　　その庭に 
 
 　　　光りの 
 　　　翳り、それは 
 　　　沙羅、だから 
 　　　光蝕 
 
 　　　光りの 
 　　　翳り、あざやかに 
 　　　沙羅、それら 
 　　　光蝕 
 
 　　　沙羅 
 　　　隱されの群れ 
 　　　沙羅、日差しを掩う 
 　　　その庭に 
 
 　　　庭に 
 　　　沙羅、その庭に 
 　　　沙羅、庭を浴びた 
 　　　その光り 
 
 　　　散る。沙羅 
 　　　だから沙羅 
 　　　見る。沙羅 
 　　　その光りの群れ 
 
 　　　散る。沙羅 
 　　　だから沙羅 
 　　　見る。沙羅 
 　　　その翳りの群れ 
 
 　　　目ふっとんだ 
 　　　目 
 　　　目 
 　　　目ふっとんだ 
 
 　　　その翳りの群れ 
 　　　見る。沙羅 
 　　　だから沙羅 
 　　　散る。沙羅 
 
 　　　その光りの群れ 
 　　　見る。沙羅 
 　　　だから沙羅 
 　　　散る。沙羅 
 
 　　　その光り 
 　　　沙羅、庭を浴びた 
 　　　沙羅、その庭に 
 　　　庭に 
 
 　　　その庭に 
 　　　沙羅、日差しを掩う 
 　　　隱されの群れ 
 　　　沙羅 
 
 　　　光蝕 
 　　　沙羅、それら 
 　　　翳り、あざやかに 
 　　　光りの 
 
 　　　光蝕 
 　　　沙羅、だから 
 　　　翳り、それは 
 　　　光りの 
 
 　　　その庭に 
 　　　沙羅、日差しを隱す 
 　　　色彩の群れ 
 　　　沙羅 
 
 　　　その庭に 
 　　　沙羅、日差しを浴びた 
 　　　沙羅、その庭に 
 　　　庭に 
 
 　　　その光りの群れ 
 　　　見る。沙羅 
 　　　だから沙羅 
 　　　散る。沙羅 
 
 　　　その翳りの群れ 
 　　　見る。沙羅 
 　　　だから沙羅 
 　　　散る。沙羅 
 
 かさねて謂はく、 
 　　　散る。沙羅 
 　　　　　　ひっくりかえって 
 　　　　さかだつのは 
 　　　　　えびぞりになって 
 　　　だから沙羅 
 　　　　　　のけぞって 
 　　　　そのうぶ毛 
 　　　　　のけぞって 
 　　　見る。沙羅 
 　　　　　　えびぞりになって 
 　　　　何故？ 
 　　　　　ひっくりかえって 
 　　　その翳りの群れ 
 
 　　　散る。沙羅 
 　　　　　　歯頚に触手 
 　　　　さわぎだすのは 
 　　　　　九十九の 
 　　　だから沙羅 
 　　　　　　わさわさ足たち 
 　　　　痛む鳥肌 
 　　　　　わさわさ足たち 
 　　　見る。沙羅 
 　　　　　　九十九の 
 　　　　何故？ 
 　　　　　歯頚に触手 
 　　　その光りの群れ 
 
 　　　庭に 
 　　　　　　這う女 
 　　　　散らばったのは 
 　　　　　這う女 
 　　　沙羅、その庭に 
 　　　　　　息をひそめて 
 　　　　やさしい息吹き 
 　　　　　息をひそめて 
 　　　沙羅、日差しを浴びた 
 　　　　　　這う女 
 　　　　見い出すすべて 
 　　　　　這う女 
 　　　その庭に 
 
 　　　沙羅 
 　　　　　　豊満なからだ 
 　　　　散らばったのは 
 　　　　　豊満なからだ 
 　　　色彩の群れ 
 　　　　　　純な顏 
 　　　　ひしゃげた心 
 　　　　　純な顏 
 　　　沙羅、日差しを隱す 
 　　　　　　甘い聲 
 　　　　気遣いあう 
 　　　　　豊満なからだ 
 　　　その庭に 
 
 　　　光りの 
 　　　　　　完璧な額 
 　　　　ひそめた聲で 
 　　　　　完璧なまぶた 
 　　　翳り、それは 
 　　　　　　完璧な眉 
 　　　　ひそひそ話し 
 　　　　　完璧な眉 
 　　　沙羅、だから 
 　　　　　　完璧なまぶた 
 　　　　まばたくうちにも 
 　　　　　完璧な額 
 　　　光蝕 
 
 　　　光りの 
 　　　　　　後ろ手に跳ねて 
 　　　　ささやく聲で 
 　　　　　土にもぐって 
 　　　翳り、あざやかに 
 　　　　　　肛門に触手 
 　　　　つぶやきあって 
 　　　　　肛門に触手 
 　　　沙羅、それら 
 　　　　　　土にもぐって 
 　　　　醒めた須臾にも 
 　　　　　後ろ手に跳ねて 
 　　　光蝕 
 
 　　　沙羅 
 　　　　　　ヒトのふり 
 　　　　不意の失神に 
 　　　　　化もののふり 
 　　　隱されの群れ 
 　　　　　　啼く 
 　　　　ひびきつづけた 
 　　　　　啼く 
 　　　沙羅、日差しを掩う 
 　　　　　　化ものふり 
 　　　　聲の群れ 
 　　　　　ヒトのふり 
 　　　その庭に 
 
 　　　庭に 
 　　　　　　這う女 
 　　　　散らばったのは 
 　　　　　這う女 
 　　　沙羅、その庭に 
 　　　　　　完璧な啼き聲 
 　　　　何度目かの失神 
 　　　　　完璧な啼き聲 
 　　　沙羅、庭を浴びた 
 　　　　　　這う女 
 　　　　その心 
 　　　　　這う女 
 　　　その光り 
 
 　　　散る。沙羅 
 　　　　　　射精した 
 　　　　立ったまま 
 　　　　　匂う白濁を撒き散らす 
 　　　だから沙羅 
 　　　　　　耳の孔に突き出した男性性器に 
 　　　　みんな笑むから 
 　　　　　耳の孔に突き出した男性性器に 
 　　　見る。沙羅 
 　　　　　　匂う白濁を撒き散らす 
 　　　　立ったまま 
 　　　　　射精した 
 　　　その光りの群れ 
 
 　　　散る。沙羅 
 　　　　　　受胎した 
 　　　　すべて燃やして 
 　　　　　匂う白濁を撒き散らす 
 　　　だから沙羅 
 　　　　　　顎の先に突起させた女性性器に 
 　　　　影も肉体も 
 　　　　　顎の先に突起させた女性性器に 
 　　　見る。沙羅 
 　　　　　　匂う白濁を撒き散らす 
 　　　　肉体も心も 
 　　　　　受胎した 
 　　　その翳りの群れ 
 
 　　　目ふっとんだ 
 　　　　　　こぼす 
 　　　　まばたいたの誰れ？ 
 　　　　　あふれさす 
 　　　目 
 　　　　　　淚のように羊水を 
 　　　　今まばたいた 
 　　　　　淚のように羊水を 
 　　　目 
 　　　　　　あふれさす 
 　　　　まばたいたの誰れ？ 
 　　　　　こぼす 
 　　　目ふっとんだ 
 
 　　　その翳りの群れ 
 　　　　　　匂う白濁を撒き散らす 
 　　　　肉体も心も 
 　　　　　受胎さす 
 　　　見る。沙羅 
 　　　　　　顎の先に突起させた女性性器に 
 　　　　影も肉体も 
 　　　　　顎の先に突起させた女性性器に 
 　　　だから沙羅 
 　　　　　　受胎さす 
 　　　　すべて燃やして 
 　　　　　匂う白濁を撒き散らす 
 　　　散る。沙羅 
 
 　　　その光りの群れ 
 　　　　　　匂う白濁を撒き散らす 
 　　　　立ったまま 
 　　　　　射精した 
 　　　見る。沙羅 
 　　　　　　耳の孔に陥没させた男性性器に 
 　　　　みんな笑むから 
 　　　　　耳の孔に陥没させた男性性器に 
 　　　だから沙羅 
 　　　　　　射精した 
 　　　　立ったまま 
 　　　　　匂う白濁を撒き散らす 
 　　　散る。沙羅 
 
 　　　その光り 
 　　　　　　這う女 
 　　　　その心 
 　　　　　這う女 
 　　　沙羅、庭を浴びた 
 　　　　　　完璧な啼き聲 
 　　　　何度目かの失神 
 　　　　　完璧な啼き聲 
 　　　沙羅、その庭に 
 　　　　　　這う女 
 　　　　散らばったのは 
 　　　　　這う女 
 　　　庭に 
 
 　　　その庭に 
 　　　　　　化もののふり 
 　　　　聲の群れ 
 　　　　　ヒトのふり 
 　　　沙羅、日差しを掩う 
 　　　　　　啼く 
 　　　　ひびきつづけた 
 　　　　　啼く 
 　　　隱されの群れ 
 　　　　　　ヒトのふり 
 　　　　不意の失神に 
 　　　　　化もののふり 
 　　　沙羅 
 
 　　　光蝕 
 　　　　　　土にもぐって 
 　　　　醒めた須臾にも 
 　　　　　後ろ手に跳ねて 
 　　　沙羅、それら 
 　　　　　　肛門に触手 
 　　　　つぶやきあって 
 　　　　　肛門に触手 
 　　　翳り、あざやかに 
 　　　　　　後ろ手に跳ねて 
 　　　　ささやく聲で 
 　　　　　土にもぐって 
 　　　光りの 
 
 　　　光蝕 
 　　　　　　完璧なまぶた 
 　　　　まばたくうちにも 
 　　　　　完璧な額 
 　　　沙羅、だから 
 　　　　　　完璧な眉 
 　　　　ひそひそ話し 
 　　　　　完璧な眉 
 　　　翳り、それは 
 　　　　　　完璧な額 
 　　　　ひそめた聲で 
 　　　　　完璧なまぶた 
 　　　光りの 
 
 　　　その庭に 
 　　　　　　甘い聲 
 　　　　気遣いあう 
 　　　　　豊満なからだ 
 　　　沙羅、日差しを隱す 
 　　　　　　純な顏 
 　　　　ひしゃげた心 
 　　　　　純な顏 
 　　　色彩の群れ 
 　　　　　　豊満なからだ 
 　　　　散らばったのは 
 　　　　　甘い聲 
 　　　沙羅 
 
 　　　その庭に 
 　　　　　　這う女 
 　　　　見い出すすべて 
 　　　　　這う女 
 　　　沙羅、日差しを浴びた 
 　　　　　　息をひそめて 
 　　　　やさしい息吹き 
 　　　　　息をひそめて 
 　　　沙羅、その庭に 
 　　　　　　這う女 
 　　　　散らばったのは 
 　　　　　這う女 
 　　　庭に 
 
 　　　その光りの群れ 
 　　　　　　九十九の 
 　　　　何故？ 
 　　　　　歯頚に触手 
 　　　見る。沙羅 
 　　　　　　わさわさ足たち 
 　　　　痛む鳥肌 
 　　　　　わさわさ足たち 
 　　　だから沙羅 
 　　　　　　歯頚に触手 
 　　　　さわぎだすのは 
 　　　　　九十九の 
 　　　散る。沙羅 
 
 　　　その翳りの群れ 
 　　　　　　えびぞりになって 
 　　　　何故？ 
 　　　　　ひっくりかえって 
 　　　見る。沙羅 
 　　　　　　のけぞって 
 　　　　そのうぶ毛 
 　　　　　のけぞって 
 　　　だから沙羅 
 　　　　　　ひっくりかえって 
 　　　　さかだつのは 
 　　　　　のけぞって 
 　　　散る。沙羅 
 
 
 





//匂う？/沙羅、匂い/匂う？/その匂い










 
 「ユンちゃんも行くかな…」と、川原は云った。庭に出た彼は（——彼女は）、あてもなく人気のない風景を見回しながら。「必要ですか？」わたしは答える。だから死者ら。らんらんと「ユエン…」と、「…ユンちゃん」 
 「彼女がいないと、わたしは」だから死者ら。それららんらんと川原はわたしの後ろに乘った。乘りにくいスズキに陥没。ひらく川原ダニエルは自然、わたしに陥没。孔ひらきしがみつくかたちになるものの、日よけに孔。死者ら羽織ったわたしのジャンパーがその 
 　　　死者ら。らんらんと 
 　　　　　　なに？ 
 性別を伝えるわけでもない。胸の 
 　　　死者ら。それららんらんと 
 　　　　　　なに喰った？ 
 ふくらみがあったとして、目立たない程度の 
 　　　陥没。ひらく 
 　　　　　　ストロンチウム？ 
 それなのだ。わたしの 
 　　　陥没。孔ひらき 
 　　　　　　ポロニウム？ 
 退化しきった鼻孔。あるいは 
 　　　孔。死者ら 
 　　　　　　喰った？ 
 犬なら嗅ぎ取るに違い無かった。川原のおおよその素性は。すくなくとも、その身体上の。匂いか、或はそれ以外の、ホモ・サピエンスの厖大な退化の步みのなかにもはや知られないもうひとつ、ふたつの感官に。 
 わたしたちの外出をは誰れにも告げなかった。≪聲の女≫にも。そして≪月の白ら雪≫にも。沙羅にも。大丈夫ですよね？眞砂さんの死者ら。らんらんとお連れさん、ひとりにして。と、それは死者ら。それららんらんと川原。大丈夫かどうかわたしには陥没。ひらく確証がない。或は火を付けて陥没。孔ひらき燃やすかもしれない。≪聲の女≫を？≪聲の女≫の孔。死者ら聲ごと、木造家屋すべてを。あるいは 
 　　　死者ら。らんらんと 
 　　　　　　ふっとばした？ 
 一家皆殺しにするかもしれない。≪月の白ら雪≫の 
 　　　死者ら。それららんらんと 
 　　　　　　側頭 
 家族すべてを。そして盲目の 
 　　　陥没。ひらく 
 　　　　　　ふっとんだ？ 
 天才…らしき、その 
 　　　陥没。孔ひらき 
 　　　　　　血の花散って 
 障碍者に自分の 
 　　　孔。死者ら 
 　　　　　　だから明日の朝燒けは赤 
 ヌードでも？はかない青春のかがやきの記念に？人類平和への祈念とともに？終に、わたしには何ら確証がない。「沙羅ちゃん…でしたっけ？ちゃんと伝えてくれますよね？」 
 　　　静かだね。もう 
 「あいつに口があったらね」とは、わたしは 
 　　　なにも聞こえないほど 
 返さなかった。そこから 
 　　　静かだね 
 ホイ・アンにはバイクで二、三十分かかる。又は四、五十分。出す速度次第で。二輪に慣れていないらしい川原の爲に、わたしは故意に飛ばした。惡気があったわけでない。ひとつの考えよう。仮りにドライヴァーが腕に自信があったなら、その自信の範囲内で同乘者に未体験の風景をみせてやるのが、それが本当の気遣いとサーヴィスではないか？誰れが 
 　　　惡意たち 
 　　　　　　それは頬に 
 低速でまっすぐすすむジェットコースターを 
 　　　惡意たち 
 　　　　　　ながれた淚 
 喜ぶだろう。だったら 
 　　　もらす息さえ 
 　　　　　　ぼくの心を 
 公園を散步すればいい。足元の 
 　　　惡意たち 
 　　　　　　引き裂いて 
 草花にかがみこみながら。 
 　　　お前、誰れ？ 
 クアン・ナム省に入ると、更地だらけのダ・ナン市がむしろ非常に開けた洗練の都市だということに気付く。それは突然に變わるので、だから容赦なく境界を明示する。道路のクオリティは一気に鄙び、建物もなにも、その風速にまったく嗅ぎ取れないはずの匂いでさえもが鄙びて感じる。車道に附き添う延びた草。草地、そして時に牛。知っている、牛は 
 　　　お前、誰れ？ 
 その目でかならずわたしたちの疾走を見ている。臆病な牛たち。だから草を噉みながらも目と耳、鼻も皮膚も何も自分の周囲の事象のことごとくを察知する。やさしくおいしいイノチ。そして軈ては田園地帯。日本と大して變わらない。ベトナムの、現地産の米を食べたことがある。一般的に、ここらの飲食店で提供されている、おそらくは 
 　　　わたしは羊 
 　　　　　　誰れ？ 
 近年の品種改良の成果たる 
 　　　毛むくじゃらの毛に 
 　　　　　　誰れ？ 
 主流米ではなくて、もっと 
 　　　絡めとられた 
 　　　　　　お前。…そこで 
 安価な、もともとの、臭みの 
 　　　羊。じぶんの 
 　　　　　　鼻血ながす奴 
 つよい、冷えればすぐに 
 　　　羊毛に窒息し 
 　　　　　　誰れ？ 
 ぱさぱさになる米。日本人なら 
 　　　わたしは羊 
 　　　　　　誰れ？ 
 軽蔑し、文化的技術的後進をそこに見るはずだった。ベトナム人たち、こんな家畜の食料を喰ってる、と。わたしはむしろ、その米が好きだった。その、要するに泥水臭い、どぶじみた臭気と、色気のない茹でた木の實じみた触感が。臭気は、米らの母なる湿地帯の移した匂いに想えた。稻はもともと湿地の植物であって、だから日本の過剩に甘く、過剩にふっくらと、過剩にもちもちする触感および匂いはあくまで、もはや原型さえとどめない米の異形にすぎないと、そう考えるほうがまともというものではないか。だから化もの米。ホモ・サピエンスとその想像した宇宙人ほどに隔たるそれら。臭い米にあきらかに稻の素顏を見た気がした。それを家畜の餌と謂うなら、おそらくはそんな原始米を食ったはずの雄略天皇も柿本人麻呂も額田王もなにも家畜に過ぎず、おしなべてしきなべて大和の國は家畜の國にすぎず、東の野に見る陽炎は即ち家畜の目に見た家畜の妄想に過ぎず、読解不能な万葉仮名はそもそも家畜どもの言語だからなのだろう。もっとも、謂わばその太古米を、ここで食べられる機会は基本的には、ない。もはや現地の人々こそがまっさきにそれを厭うから。例えば最早ブルースなど顧みないアフロ・アメリカンたちのように？最も穢い言葉を吐く時ですらそれをダイヤに返えた嘗ての眞黑の、至高の奴隷詩人たち。こうして文化は滅びていく、と或はアフロ・アメリカンに緣もゆかりもない赤の他人のわたしは無責任な嘆息を漏らせばいいのだろうか？いまだ深刻な差別問題の深刻さえ棚上げにして？ 
 　　　その猨は 
 　　　　　　滂沱の淚 
 ホイ・アン旧市街地を、だから 
 　　　猨？ 
 　　　　　　いま地獄の犬が 
 川原とわたしは 
 　　　うつむいて午前十時に 
 　　　　　　吠えたてて 
 步いた。あふれ返るのは 
 　　　狂気した 
 　　　　　　石の雨の 
 現地人、および異國人。その数は半々。黄色、褐色、黑、白。その肌の色の色の無数の差異が、黄色いペンキ塗りの壁に融け込む。 
 「こっちです」と言われるままにわたしは、とはいえその川原は限度を超えて迷い、だから我々は俱に右往左往するしかない。間違いなくわたしの方がここの地理に明るいながら川原の言う場所の説明があまりに要を得ず——中國人の建物の角をまがった所の、おしゃれな感じのカフェかなにかのはす向かい、と。結局はわたしまで無能をさらす以外にすべはないのだった。 
 　　　花散った 
 　　　　　　飛び交う痛み 
 「後悔してます？」 
 　　　飛び散った 
 　　　　　　舞い上がる悲しみ 
 川原は、それでも惡びれずに云った。「ここに來たこと？」 
 「後悔してるでしょ？でも、ユンちゃん連れて來なかったの、眞砂さんですからね？」 
 笑った。 
 だから、川原はひとりで。そして、云った——あんなに愛されてるのに、と。ふいに意図してひそめた聲に。だれも、日本人などだれもわたしたち以外にいない、その往來で。男女の差異も明かさない川原ダニエルは。 
 「そうでもない…」 
 　　　さんさん 
 　　　　　　不穏な聲 
 　　　　　　　　　らんらんと 
 「結婚しないの？」 
 　　　あかるい 
 　　　　　　笑う聲 
 　　　　　　　　　きんきんと 
 「その気はないですね。そもそも」 
 　　　あかるいひざしに 
 　　　　　　誰れの？ひしゃげた 
 　　　　　　　　　てぃんてぃんと 
 「すればいいのに」 
 　　　てらされて、ほら 
 　　　　　　顏。それら顏の 
 　　　　　　　　　すぃんすぃんと 
 「彼女というわけでも無い」 
 　　　わたしもさんさん 
 　　　　　　断片 
 　　　　　　　　　るぁたんるぁたんと 
 「嫌い？…ですか？アジア人」 
 　　　あなたもさんさん 
 　　　　　　ささやきの 
 　　　　　　　　　はぃんぱぃんと 
 「ぼくらも普通にアジア人ですけどね。彼等…例えば白人たちには」 
 　　　さんさん 
 　　　　　　誰れの？ 
 　　　　　　　　　とぁんとぁんと 
 「アジア人って、その概念、白、黑、それ以外のそれ以外全部だから」 
 　　　らんらん 
 　　　　　　四方に 
 　　　　　　　　　りぁんりぁんと 
 「結婚してるんですか？」 
 　　　あかるい 
 　　　　　　音響。…聲らは 
 　　　　　　　　　くはんくはんと 
 不意に、川原に云った。興味があったわけでもなく、ただ話の流れに。だから、「來年しますよ」と。 
 川原はささやく。 
 　　　誰れに？ 
 もの思わし気に、「來年は、します」と。その 
 　　　咲いた花？石の間に 
 不穏さに、だから 
 　　　こぼれた花 
 わたしはただ 
 　　　破壞する花 
 川原の爲に、「なんで？」云った、「なんでユエン、僕にめろめろだって？」或は不用意な、過剩する笑みに聲を飾って。 
 「見せてあげたかったですよ」 
 　　　燃える石に 
 　　　　　　ほうら 
 「何を？」 
 　　　その蒸発に 
 　　　　　　ぼくらは自由 
 「眞砂さんのこと、わたしに紹介するときの、あの彼女の目つき」 
 　　　つまづいたあなた 
 　　　　　　ほうら 
 「こ馬鹿にした？」 
 　　　泣きじゃくるあなた 
 　　　　　　もう何も 
 「まさか。夢見る少女。夢見る少女のお星様いっぱい散ってる目、わたし、始めてリアルに見ましたけどね」と。…好き、と。漸く川原が画廊を突き止めた時、旧市街に入って…好き、と。すでに三十分以上過ごしていたわたしたちふたりは 
 　　　…好き、と 
 　　　　　　　叫ぼう。何度も 
 一様に濡れていた。自分の汗に。肌にも 
 　　　…好き、と 
 　　　　　　　その背後に 
 服にもそれぞれの体臭をおそらくは沁み込ませて、その冷たさと…好き、と。湿気た熱さ…好き、と。わたしの耳たぶに唇をつけたままに九鬼は「…お前だけ」 
 「噓」画廊は、その並びに同じく黄色いペンキの壁に、深い昏い色の古木の柱なす構造体をさらす。そして薄暗い店内にの奧に、明らかに≪月白雪≫のそれとわかるただ白い絵を、壁一面、上下二段に並べつくしていた。 
 纏めてそれらはひとつの大きな絵にも見え、だから壁画のように錯視させる。或はそれをこそ壮麗とでも荘厳とでもいうのか。色彩にあふれ、なまなましい色らの氾濫のこの町で、そこにだけに拡がる唐突な白一色は、だから熱帯の町の曲がった角のさきに不意に、隔離されたちいさな雪國の白い風景が拡がるとでも？まったき、例外。 
 　　　やめて 
 　　　　　　許してあげよ 
 まさに、そんなどうしようもない 
 　　　もうやめて 
 　　　　　　いろんなあやまち 
 違和感。むしろ、ただ 
 　　　傷つけないで 
 　　　　　　繰り返す自分も 
 異常な異常。異常以外の 
 　　　自分で自分を 
 　　　　　　許してあげよ 
 なにものでもない異常。思わず 
 　　　やめて 
 　　　　　　仲よくなろ 
 目を逸らした。 
 　　　やめて 
 　　　　　　大丈夫 
 何故？ 
 　　　傷つけないで 
 　　　　　　こわがらないで 
 なにかどうしようもない羞恥を感じて。 
 　　　明日燃えながら月が降るから 
 　　　　　　愛されるために 
 何故？ 
 　　　どうせ、無数の 
 　　　　　　ぼくらは生まれた 
 例えば眼の前に、内臓と外皮をひっくり返して、生き生きと躍動するホモ・サピエンスの内臓器官と筋肉機構をさらした生きと生きとした畸形の、しかもサピエンスありのままにはちがいない健康人と町でいつものようにすれ違ったような、とでも？あー… 
 「おはようさんっです！んー…元気ですか？」 
 今日も心臓、おげんきそうですね。 
 「ええ。んー…おっかげさま。で、もう、んー…バクバク言ってます。…でも、あー…ちょっと飲みすぎちゃって、んー…だからっ、んー…肝臓っ、ほら」 
 やばい。くすんでますね。 
 「かみさんにぃー…ね？んばっ…叱られたぁーぁぁーところです…んー…んじゃっ！」 
 あやぶんだ。…何を？仮りに此れ、白い壁面の前触れもない出現、此の不意を拡げた風景が≪月の白ら雪≫目あてではない、なにもしらない觀光客の目にふれたところを。いたましい思いがした。何故？彼等、今もそこにいて、今も背後に通り過ぎ、今も視野のすみに現實に存在してる彼等。彼等が目にするという事實そのものを、わたしはただあやぶむ。何故？知ってる。すでに彼等はその目に入れている。見ている。慥かに。それは此の目にすでに見えているから。彼等は絵の前で談笑さえしているから。あやぶんだ。わたしはただ、あやぶんだ。 
 それらの無数の通行人の絶対的多数には当然≪月白雪≫の知識などない。ホイ・アン旧市街地目当ての人々にすぎない。望まれるものをこそ見せればよく、望まれさえしないものを何故そうまでして彼等の目に擦り付けるのか。信じられない暴力、許し難い暴行現場を見ている気がした。公然と、この 
 　　　したい？ 
 　　　　　　切っちゃえば？ 
 絶対多数の人々は 
 　　　痴漢？ 
 　　　　　　裂いちゃえば？ 
 暴行され、強姦され、肉体 
 　　　死姦？ 
 　　　　　　ちぎっちゃう？ 
 破壞され、人格 
 　　　燃え上がる股間？ 
 　　　　　　やぶい 
 破壞さえされている、と。許されていい筈がない。ホロコーストの犠牲者すら、自分がどうせ殺されるだろうことには気付いていた筈ではないか。自分が犠牲者であることなどはっきり、認識してたはずではないか。かわいそうなアンネ・フランクも、ヨーゼフ・メンゲレの苛酷な双子たちも。 
 　　　独立 Độc ｌập 
 　　　　　　日本、ドイツ、イタリアは 
 …いずれにせよ、そんな絵。 
 　　　自由 Ｔự do 
 　　　　　　ベトナム、フィリピン、カンボジア等にひとしい新興國である。なぜなら 
 そんな風景。 
 　　　幸福 Ｈạnh ｐｈúc 
 　　　　　　瓦礫の上の國家だから 
 「どうですか？——はじめてでしょう？」 
 　　　それって責任遁れですか？ 
 川原ダニエルは云った。 
 「これだけまとめて見せられると、これはもう、あらためて、妙な迫力がある。結局、一枚一枚ちがうんですよね。いや、…表面の絵。白い絵。だから、≪散沙羅≫の絵、です、ね。仮りに、顏の絵の方を≪波旬≫の絵と呼んでおく、と。そうすると、——實はまだ、これらにも≪波旬≫の絵がほんとうに隱されてるのかどうか、わかってないんですよ」 
 「Ｘ線あててないから？」 
 　　　犠牲者たち 
 　　　　　　散った。散り 
 　　　　　　　　　不可能なのは加害者の存在であると 
 　　　　　　　　　　　　ゆうらりら 
 「そう。…まちがいないと見てますけどね」 
 　　　犠牲者たちの散乱 
 　　　　　　散りみだれたよ 
 　　　　　　　　　すべての唯物論者は 
 　　　　　　　　　　　　ふうらりら 
 「なんで？根拠は？」 
 　　　無数の犠牲者 
 　　　　　　春の花びら 
 　　　　　　　　　証明するしかなかった 
 　　　　　　　　　　　　ゆうらりら 
 「だから≪散沙羅≫の方。見せてくれる風景は、それぞれに違う。でも、画面の質感はほぼ同じでしょ？妙な作家性を感じる…白一色のくせに。」 
 その時に、たしかにわたしは気付いた。この白い絵、川原の言う≪散沙羅≫の絵には、たしかに固有の記名性がある。かならずしも、というよりはっきりと、あきらかに無記名ではく、サインはなくとも隱しようのない作家名を、だからそれらは作品然としてちらつかせていた。ひとめで、だからすぐに分かる。これがひとりの人物に依って作成されたものだということが。任意の数人に大量生産で作らせたものでないことも。これは誰れの眼にも≪散沙羅≫と呼ばれるその、肉体の有る或る画家の絵なのだ。 
 「この質感の秘密があの下絵である以上、この≪散沙羅≫の謂わば雪景色の雪の隱すのは≪波旬≫。彼の絵だと、わたしはそう想う。實はヒロシマの美術館の人に言って、六枚買わせたんですよ。」 
 「先物買い？…六枚も？」 
 「理由あって…。ひとつは展示の必要の爲…一枚より、数枚ならべて、こんなふうに壁つくちゃった方が絵の本質がよくわかる——ない、と。いや、そう思ってますけどね。本当は≪散沙羅≫の絵に本質なんか。むしろ≪散沙羅≫といま仮りに呼んだ画家の存在自体も」 
 「肉眼に見る白に錯誤したまなざしの見せた虛妄、とでも？」 
 「で、六枚。上下ふたつに、いち、に、さん、と。…ちょうど、こんなふうに。一般も個人購入っていうことでは、それなりに結構な金額にはなるけど、まだ、専門筋にとってはそれほど値が張ってるわけじゃない。」 
 　　　泣いてたよ。みんな 
 　　　　　　何したの？ 
 「いくらなの？」 
 　　　お前のせいで 
 　　　　　　死んで 
 「安いですよ。一枚二百万円ちょっと」彼等はもう狂ってる、と。 
 　　　壞して。全力で 
 　　　　　　お願い死んで 
 わたしは 
 　　　俺を、お願い 
 　　　　　　くさいから 
 思った。彼等、その、 
 　　　壞して 
 　　　　　　お願い 
 老婆以外にまだ対面していない≪月の白ら雪≫の家族たち。誰れにとっても（…いた？）他者であるはずの（…ここに來るとき）障碍児がいて、それが（あの仏間。ブランコに）描く絵が一枚（座っていた？）二百万。それがそれだけの金を生む。ここの物価と貨幣価値を考えて見ればいい。サイゴンの大卒初任給がだいたい五万円程度。地方はその半額くらい。文字通りそれは金どころかダイヤモンドの卵を生む鷄どころか極樂鳥だった。 
 「一千万で買えたらしいですよ。六枚だと」 
 「バルク買いで値下げって？ほとんど大量生産の世界じゃない」 
 「もうひとつ、買わせた理由ですけど、勿論調査の爲ですよ。≪波旬≫の絵の、ね？これで、日本では確認されてるだけで、九枚の≪散沙羅≫の絵があることになる…だから、たぶんその下には≪波旬≫の絵も」 
 画廊の中には他に二組の異人種。もっとも、わたしと川原もあるいは親しくはあっても異人種には違いない。彼がフィリピン人ハーフなら。生物学的な異人種の閾はどこなのだろう？他の二組はともに白人。その所属する大陸さえ私の眼には曖昧に過ぎない。二組ともに男女の二人組。時に不意にささやかれるだけの彼等の言語が何語かさえ、わたしには聴き取れない。そして彼等が≪月の白ら雪≫の愛好者でないことは明白で、とはいえ、奇妙な白い壁に当惑するでもなく衝撃を受けるでもなく、まして感銘を受けている気配もない。あるいは彼等がそこに見ているのは文化的差異にすぎないのだろう。見るからに二十世紀美術然とした絵画の壁が、突如五百年前の旧市街地に出現するそんな、むしろ夢のようであるべき体験を許容するか否かの、文化の寛容の差異。例えば日本人なら倉敷にこんなものの存在はゆるさないはずだ。曰く、美觀をそこなう、と。 
 白い≪月白雪≫の左右の壁の一面に飾られた、民族主義的な？いくつかの油絵の一群が≪散沙羅≫の父の絵だと川原は云った。慥かにそれらの示す画風と川原謂はく≪波旬≫の絵とは、どう見てもかさなるところがない。父の絵は構図を中心に寄せ、丸く凝縮していくように、そしてかさなり、覆いあいながら此の國ベトナム、ホイ・アンの街並みと、そしてもはや普通には存在しないアオ・ヤイに傘で顏をかくした女たちが散る。川原の云ったマルク・シャガールという意味がそれなりに 
 　　　しあわせがふります 
 　　　　　　やばいね 
 分かる。シャガールもこの 
 　　　きみの顏面がふりそそぎます 
 　　　　　　やばいよ 
 画家も、或は 
 　　　燃え滾る岩石のように 
 　　　　　　角生えてるよ 
 幻想的と名づけ得る技法を得た、あくまで 
 　　　無数の硫黄の雨の 
 　　　　　　あんたの脛毛に 
 正気の画家。自分の正気をちゃんと知り、そこから逸脱する事のない端正な、だから隣りにほほ笑み、喰い、糞する人間の言葉にすぎない。例えば 
 　　　幸せ？…いま 
 ≪波旬≫のそれのように、そもそも 
 　　　幸せ？ 
 聴取さえ不可能なものではない。≪波旬≫のそれは、聴取を拒絶するいかめしささえもなく、ただ単に理解できないのだ。鯨の聲のように。鳥の聲のように。蟬の羽のノイズのように。蛇のどこかの立てたノイズのように。…見たと言えるのだろうか？≪波旬≫の絵を？絵具のうす皮数十枚はがせばそこに単なるアンリ・マティスが出てきたら？ 
 とまれ、あるいは≪波旬≫を≪見た≫わたしたちに倣えば慥かにこの画家が≪波旬≫である爲には、彼にもうひとつの全く別の人格でも想定するしかない。ジキルとハイド？いや、それよりさらに見事で苛酷なジキルとハイドを。 
 「この作家、…と謂うほどでもない。もうなんの留保もいらない職業絵描きですけど、彼は≪波旬≫じゃないですよ。絶対に。…でしょ？」 
 わたしは否定も肯定も敢えてしなかった。それを川原がただ素直な肯定ととったことは、その気配で知れた。 
 「衝撃的でしょ？」 
 　　　雪は無謀に 
 　　　　　　駆けた？ 
 　　　　　　　　　あした 
 「なに？」 
 　　　無謀な色ら 
 　　　　　　鼠？いま 
 　　　　　　　　　あしたの明け方 
 「だから≪散沙羅≫の絵」 
 　　　大量の色彩 
 　　　　　　駆け拔けた？ 
 　　　　　　　　　燃える紅蓮の 
 「白い壁？」と、わたしは笑った。何故？思いっきり、これみよがしに皮肉の色を故意につくって。 
 「あれね、光線によっても、環境によっても」 
 「設置場所？」 
 「見せてくる風景が…表情が違う。アトリエでも、あれ、ちょっと他の部屋に移しただけでまったく別の絵になりますよ。それくらい千變万化の、微妙な絵なんですよ」 
 「あれを絵として評価するってことですか？≪散沙羅≫虛像説を、自分で云って、しかも覆して」 
 「覆しはしないですけど、でも、事實としてそう見えてしまう譯です。一枚一枚が、素直に見てると全然違う風景を見せてる。あれ、むしろ、感情の深さをさえ感じさせる。理解できはしぃ…ん、ない。名づけようもぅう…ん、ない。やっ…あっ何故なら、わたしたちのぅやっ…あっ感情とはぁー…ん。ぅうー…まった、全く違う、ぅう…深いぃやっ…あっ感情なので」と。 
 そう川原ダニエル聖は云った。しずかな、むしろ夢見がちな聲、或は自分勝手な躁の聲で？彼の（——彼女の？）その深い感情はわたしにはうまく理解できず、だから名づけようもない。何か言おうとして——何を？だから、わたしが。その時、川原ダニエルを返り見たときに、いきなり彼は（——彼女は？）満面の笑みを浮かべ手を振った。 
 　　　あなたは光り 
 　　　　　　その髮に 
 わたしのまなざしをは素通りして。 
 　　　あなたはこの世の 
 　　　　　　蠅 
 「あれ…彼が、ここの店主」 
 　　　匂うよ 
 川原は言う。 
 　　　匂います 
 小柄な丸い男。振り返ればそこにはわたしと同年齢の、何故かサングラスをかけてにやけた顏をさらす、だから四十代後半にさしかかった男がいて死者ら語らく、 
 　　　匂う？ 
 　　　沙羅、匂い 
 　　　匂う？ 
 　　　その匂い 
 
 　　　沙羅、それは 
 　　　それがイノチ 
 　　　沙羅、それは 
 　　　それらはイノチ 
 
 　　　指先に 
 　　　沙羅、その指先に 
 　　　すくう 
 　　　匂う？沙羅 
 
 　　　匂う？ 
 　　　沙羅その 
 　　　匂う？ 
 　　　その匂い 
 
 　　　沙羅、だれも 
 　　　だれももう 
 　　　沙羅、だれも 
 　　　だれもがもう 
 
 　　　指先に 
 　　　沙羅、匂う？ 
 　　　錆。鐵の 
 　　　匂う？沙羅 
 
 　　　匂う？ 
 　　　沙羅その 
 　　　匂う？ 
 　　　その匂い 
 
 　　　沙羅、紅の 
 　　　鈍い紅 
 　　　沙羅、鈍色の 
 　　　赤い鈍色 
 
 　　　指先に 
 　　　沙羅、腐った錆 
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 　　　匂う？沙羅 
 
 　　　匂う？ 
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 　　　匂う？ 
 　　　その匂い 
 
 　　　沙羅、それは 
 　　　それがイノチ 
 　　　沙羅、それは 
 　　　それらはイノチ 
 
 　　　だから 
 　　　沙羅、いま立ち去った 
 　　　だからいま 
 　　　だれもが、沙羅 
 
 　　　言葉さえ 
 　　　沙羅、最後の言葉？ 
 　　　だれもがもう、沙羅 
 　　　だれもがいま 
 
 かさねて謂はく、 
 　　　匂う？ 
 　　　　　　咬んじゃえ 
 　　　　きれいだろう 
 　　　　　噛みちぎっちゃえ 
 　　　沙羅、匂い 
 　　　　　　ちぎれ 
 　　　　その色 
 　　　　　ちぎれ 
 　　　匂う？ 
 　　　　　　噛みちぎっちゃえ 
 　　　　濃い紅の 
 　　　　　咬んじゃえ 
 　　　その匂い 
 
 　　　沙羅、それは 
 　　　　　　舐めて 
 　　　　飛び散るままに 
 　　　　　吐き捨てて 
 　　　それがイノチ 
 　　　　　　すすって 
 　　　　好き放題に 
 　　　　　すすって 
 　　　沙羅、それは 
 　　　　　　吐き捨てて 
 　　　　飛び散るままに 
 　　　　　舐めて 
 　　　それらはイノチ 
 
 　　　指先に 
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 　　　沙羅、だれも 
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 　　　　　いま、ほら 
 　　　だれももう 
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 　　　　好き放題に 
 　　　　　ぐっちゃくちゃ 
 　　　沙羅、だれも 
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 　　　　　咬み碎いちゃえ 
 　　　その匂い 
 
 　　　沙羅、紅の 
 　　　　　　吐き捨てて 
 　　　　誰れ？いま 
 　　　　　舐めて 
 　　　鈍い紅 
 　　　　　　すすって 
 　　　　笑ったの誰れ？いま 
 　　　　　すすって 
 　　　沙羅、鈍色の 
 　　　　　　舐めて 
 　　　　ほくそ笑んだの 
 　　　　　吐き捨てて 
 　　　赤い鈍色 
 
 　　　指先に 
 　　　　　　噛みちぎっちゃえ 
 　　　　その横溢 
 　　　　　咬んじゃえ 
 　　　沙羅、腐った錆 
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 　　　　罅われそうに 
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 　　　それがイノチ 
 　　　　　　すすって 
 　　　　好き放題に 
 　　　　　すすって 
 　　　沙羅、それは 
 　　　　　　吐き捨てて 
 　　　　轟音のように 
 　　　　　舐めて 
 　　　それらはイノチ 
 
 　　　だから 
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 　　　　さわぐ色彩 
 　　　　　咬み碎いちゃえ 
 　　　沙羅、いま立ち去った 
 　　　　　　碎け 
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 　　　　　碎け 
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 　　　　きれいだろう 
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 　　　　上から下に 
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 　　　沙羅、最後の言葉？ 
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 　　　　　口にころがし 
 　　　だれもがもう、沙羅 
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 　　　　　舌にころがし 
 　　　だれもがいま 
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 ここに川原ダニエルは、おそらくは数回に渡って顏を出したに違いない。≪月の白ら雪≫の家からここまで、近所とは言えないまでもツーリングとして必ずしも遠くはない。だれかが彼を（——彼女を？）後ろにのせて此処まで連れて來るとして、いちいちその勞を厭う人間は此処にはいないだろう。明らかに川原に狎れた店主は、此の、ものの価値というもののわかっている上質な日本人を心から歡待していた。事實、川原の言う事に誇張も噓もなれば、一千万で障碍者の白いだけの絵を買った此の日本人は彼等の貴重な上客の、すくなくともそのひとりであることには間違いない。大げさで陽気な歡待は（…叫ぶような）周囲のまばらな人々の目を（…叫ぶような。だから）引いた。白人たちが（…叫ぶような。むしろ）わたしたちを何人と見なしたかは 
 　　　叫ぶような 
 　　　　　　噎せ返る 
 知らない。川原ダニエルと 
 　　　叫ぶような 
 　　　　　　日差しに 
 わたしを連れて、店主は 
 　　　だから叫ぶような 
 　　　　　　温度 
 はす向かいのカフェに 
 　　　叫ぶような、むしろ 
 　　　　　　燒けつきそうな 
 行った。川原が 
 　　　喚き散らすに似た 
 　　　　　　にじむその 
 目印として此の店を記憶していた意味が 
 　　　吹きすさぶ風よ 
 　　　　　　汗さえも 
 分かった。そこは彼の（——誰れ？）いつもの（誰れの？）歡待の場所なのだ。とはいえ（誰れが？…いま）ちいさなテラス席のテーブルについてすぐにわたしたちはただ、沈黙するしかない。軈て無理やりにでも聲のない笑みをうかべ、それ以外には。何故？共通言語がないから。わかりきっていたこと。ここに來るまえ、手を振ったときにもすでに、わかり切っていたこと。無理やりに話す店主の 
 　　　はなす 
 　　　　　　鳥とはなす 
 英語は、おそらくは 
 　　　はなす 
 　　　　　　海野深くに 
 極度のベトナム語読みで、マイ、 
 　　　鳥をはなす 
 　　　　　　鳥と 
 ネーム、イズさえ聴き取り 
 　　　海の深くに 
 　　　　　　はなす 
 困難だった。讀む以外に 
 　　　鳥をはなす 
 　　　　　　はなす 
 殆ど使わない事が透けて見える川原の英語、そのヒズ、ネーム、イズと、たぶんアメリカ人には變わりない。となりに座る白人は、わたしたちが 
 　　　飛べ！ 
 　　　　　　ついに自由 
 　　　　　　　　　這う 
 　　　　　　自由——飛ぶことを可能にした畸形の 
 何語を話しているのか 
 　　　鳥ら 
 　　　　　　わたしたちの自由 
 　　　　　　　　　蠅ら。カンバス 
 　　　　　　自由——翼なす畸形の 
 分からなかっただろう。英語に決まっているから英語だと 
 　　　飛べ！ 
 　　　　　　すべての喜び 
 　　　　　　　　　表皮に這う 
 　　　　　　歡喜！——畸形の群れら 
 認識するに過ぎない。言葉を聞きとったものなどいない、と。だから≪流沙≫は 
 　　　むしろ沈み込むように！ 
 ささやく。その夜。 
 「言葉を？」 
 返り見て問い返した九鬼に（…どの夜？）——夜。「お前は聴き取りはしなかった」 
 「言葉？」 
 　　　此の夜 
 「俺の言葉。何故なら」 
 　　　こころに雪降るそんな夜は 
 「何？」 
 　　　ほのかに、ほら 
 「自分のことばさえ聴き取れないから」と。 
 　　　雪化粧 
 言って≪流沙≫がひとりで笑う。九鬼のプライヴェート・スタジオ。その傍若無人を、わたしたちは許した。何故？わたしたちが彼の家畜だったから？夜（…いつの？）。だから夜。もしくは夜。≪流沙≫がそのときにはすでに自分の体に火を放った後だったから？ 
 なら、病室の夜。 
 ガソリンを頭から被り、≪流沙≫はそして——本当に？自分で——本当に？火をつけて。朝の有栖川公園、その深夜の桜をわたしたちと見に行った明けの朝に。夜。ガラスに白い、わたしたちは影。 
 「お前、理解してるの？」 
 「あなたを？」 
 　　　…本当ですか？ 
 包帯の 
 「噓つけ。豚。なにも」 
 「言葉、あなたの」 
 　　　…噓ですか？ 
 白い包帯の 
 「聞け」 
 「言葉を？」 
 　　　妄想ですか？ 
 けばだつやわらかな 
 「耳を澄ませ」 
 「何を？」 
 　　　…正気なの？ 
 包帯の 
 「その言葉。お前の吐いた」 
 「僕の？」 
 　　　頭、あるの？ 
 繊維。≪流沙≫。…らしいよ。 
 「言葉、今の」 
 「どの？」 
 　　　吹っ飛んだ？ 
 なに？ 
 「なにも聴き取りはしなかったんだよ。お前は」 
 「言葉を？」 
 　　　碎き済みですか？ 
 手足切るらしい… 
 「なにも、だから、なにも、すこしも」 
 「意味がわからない」 
 　　　粉砕廃棄 
 ぜんぶ？ 
 「意味がわからないことさえあり得ない」 
 「何故？」 
 　　　再起不能 
 三本だけ。 
 「耳なんかないから。お前に」 
 「待って、」 
 　　　胴体ないの？ 
 まじで？なんで？ 
 「口も、目も」 
 「ね、ちょっと」 
 　　　…本当ですか？ 
 化膿するから？ 
 「何もないから。ある気？まだ」 
 「黙れよ。…ね」 
 　　　…噓ですか？ 
 腐敗するから？ 
 「まだ夢、見てる？」 
 「もう」 
 　　　妄想ですか？ 
 まじ？ 
 「聞け。響き」 
 「黙れよ」 
 　　　…まじ？ 
 らしいよ。順次 
 「豚。…俺の」 
 「終わったんですよ」と、九鬼は言った。不意にひややかな聲を作って、「知ってますか？≪流沙≫さん。あなた、もう、にんげんとして終わった」 
 　　　泣きながら 
 　　　　　　こころ 
 「無理。」 
 　　　その 
 　　　　　　こぼれた 
 「事實として」 
 　　　あたたかな 
 　　　　　　こころ 
 「人間さえなかったから」 
 　　　淚のうちに 
 　　　　　　こわれた 
 「お前、もう」 
 　　　ふるえながら 
 　　　　　　こころ 
 「始まりさえ」 
 　　　泣きながら 
 　　　　　　こおって 
 「もう終わりなんだよ」叫んだ。九鬼は、——かなしい。あくまでもその靜かなささやき聲で。≪流沙≫の姿は——なんでだろ？俺、なんか他人事みたいにかなしい、と九鬼は≪流沙≫。焼け爛れた≪流沙≫は慥かに、生き物としての終焉を——崩壞を、——壞滅を？まさに、（——殲滅を）そこに（——殘骸を）曝していた。あるいは（欠落のむれを？）それは（——欠損の群れを？）非常に暴力的で、 
 　　　孔 
 冷酷で、 
 　　　孔 
 容赦なく、 
 　　　あなたは 
 無慈悲で、ただ 
 　　　陥没 
 差別的でさえある印象であるには違いない。そんなことは知っている。知っていながら、肉体の九割近くを燒き、だから 
 　　　孔 
 包帯に包まれ、すでに 
 　　　孔 
 右手と兩足を 
 　　　わたしは陥没 
 切断された≪流沙≫は、車。燃えながら、そして、自ら火を放ったにも関わらず暴れ、（聲は？）走り、（聲は？）轉び、（聲は？）焰をうねらせ、（あなたがあげるべきだった叫び聲は？）飛び散らせ走り、そして（叫んでた？）車に跳ね飛ばされた≪流沙≫は、だから（四次元の果てに？）自業自得だと？ 
 　　　叫んだ 
 　　　　　　泣かないで 
 わたしは彼を見捨てていた？その 
 　　　叫んだ 
 　　　　　　イノチたち 
 ≪流沙≫の、生き殘った、まだ死んではいない成れの果てを？ 
 　　　ほほ笑みながら 
 　　　　　　明日はどしゃぶり 
 「知れ、家畜」と、≪流沙≫は、まるで生前の≪流沙≫そのままにその聴き取りにくい、ざらつく、かろうじて口からもれる聲に言った。 
 「家畜ども。生まれさえ、生まれさえしぃい…ばっ。なかった。滅ろびぃい…ばっ。さえ。家畜ども、その姿さえ、かたちぃい…ばっ。さえ、しかも姿ない、かたちさえないぃい…ばっ。そのぅう…んばっ。姿も、そのかたちさえもぉうっ…ばっ。家畜ども。お前はおまえでぇんっ…ばは。さえなかった。一瞬たりともぉうっ…んばっ。お前以外の者でさえありぃい…ばっ。得ないまま。だからぁんまっ。家畜ども。低能な、畜生以ぃい…ばっ。下の、狂った豚ども。ここにぃい…ばっ。來た事實も、立ちぃい…ばっ。去った事實さえもない。知れ、お前はぁんばっ。ただの狂気そのもの。お前の見た風景。それはぁんまっ。ただの狂気。聞ぃい…ばっ。くもの。吐くぅん。…言葉、その息さえ、ただのぉうん…。狂気。赤裸々なぁんまっ。発狂。知れ、家畜。永遠にぃい…ばっ。穢れた、穢れるべく存在さえしぃい…ばっ。ていない、だからぁんばっ。家畜ども。頭部もなく、心もぉうんぉー…意識もまして魂もぉうんぉー…なにも存在しないぃい…ばっ、だからぁんまっ。家畜ぅん」 
 「死ねよ」つぶやいた。 
 誰れが？ 
 わたしが。「時間の無駄じゃない？」と、思わず吹き出してしまいながら言ったわたしに、「それは、云わないで」川原ダニエルは返す。彼も（——彼女も）すでに、笑っていた。その聲もなく。だから九鬼は昏睡状態の≪流沙≫を見た帰りにささやく、——かなしい、と。「なんでだろ？…いま、俺、他人事みたいにかなしんでる」淚さえわすれた乾いた目にまばたいて、…誰れに？ 
 わたしに？ 
 川原は何か応えようとし、その瞬間に彼は（——彼女は）不意に笑んだ。手を振った。誰れに？ 
 　　　すてきな 
 　　　　　　とりたち 
 振り返るまでもなくその 
 　　　あなた 
 　　　　　　うたったよ 
 背後に立った聲で 
 　　　夢のような 
 　　　　　　くびのない 
 知れた。「…探した、よ」と、ユエン。 
 或はその聲、そして返り見て見止めたその疑いようのない姿にもわたしは、だから、彼女の實在を疑っていた。「なんで、ここに 
 ？」と、つぶやく隙を、ユエンも（——だからユン。彼女はいま）川原も（ユン）わたしに与えない。話す 
 　　　唇。完璧な 
 　　　　　　その朝さえも 
 内容と言えば、最初に 
 　　　額。完璧な 
 　　　　　　その昼さえも 
 画廊に行ったが、奧さんに 
 　　　頬。完璧な 
 　　　　　　その夜こそは 
 言われて何処かに行った、と。それで 
 　　　顎。完璧な 
 　　　　　　あなたの夢を 
 捜して、通を往來し、そして 
 　　　瞼。完璧な 
 　　　　　　あなたの瞼の 
 画廊に返ろうとしたときにここに見つけた、と、そんな。「ここに決まってるじゃない」 
 「奧さん、ね？でも、わからないって。ね？だから、ここじゃない、よ？どこかに、ね？言ったって、ね？そう…だから、思った」 
 川原は笑った。ユエンは 
 　　　きれいだよ。あなたは 
 　　　　　　きらきら 
 多忙だった。川原と 
 　　　いま 
 　　　　　　らんらん 
 店主、ふたりの 
 　　　夢のように 
 　　　　　　るらるら 
 二か國語に対応しなければならなかったから。 
 「もう、いつでもいいよ」 
 テーブルについた時に、ユエンは言った。わたしに。 
 「何が？」 
 　　　イノチのすべての存在形式は轉生 
 　　　　　　永遠の輪廻 
 「もう準備、終わったよ」 
 　　　それはあなたの軈て 
 　　　　　　輪廻の永遠 
 「何の？」 
 　　　その髮のやや上に 
 　　　　　　永遠の燦沙羅 
 「宴会。パーティ」 
 　　　舞ううつり気な蝶は 
 　　　　　　燦沙羅の永遠 
 「必要ないよ。別に」 
 　　　それはあなたの嘗て 
 　　　　　　差異の余地もなき 
 「もう作っちゃったよ」ユエンは笑った。無性におかしくてたまらいとばかりに死者ら語らく、 
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 ユエンの通訳する店主の謂く、≪月の白ら雪≫は生まれつき視力がわるかったようだ。それを手術に依って改善させるという、そんな治療法を紹介された。その詳細は要領を得ない。店主のせいともユエンの語彙知識の不足のせいとも定められない。知った語彙は羅列されながらその謂わんとするところが一切理解できないとき、人は単に聞き捨てる以外のすべをもたない。ともかく≪月白雪≫の父親は、此の店主等にまで借金して金を工面し、サイゴンで視力矯正の施術を受けた。結果は最惡だった。包帯を取った一か月後には眼窩のふちから淚のように膿を流しはじめ、透明な 
 　　　啓示？ 
 膿は軈て濃い 
 　　　あした太陽は燃え盡きた 
 黃綠りに近い膿に 
 　　　啓示？ 
 かわった。終に、虹彩はまるごと變色した。一様に、赤くなったのだった。だから 
 　　　燃えるような 
 　　　　　　燒けたのは 
 クアン・ナム省の國際病院に 
 　　　朝燒けの下に 
 　　　　　　蜻蛉の影 
 連れて行くと、眼球とそれをとりまく組織に（——視神経？）壞死がみられた。それらは周辺組織をまで腐敗させるはずなので、眼球そのもを 
 　　　燃えるような 
 　　　　　　燒けたのは 
 撤去するしかない、と。だから入院し 
 　　　朝燒けの下に 
 　　　　　　蚊たちの羽音 
 その撤去手術を受けた。それがたぶん三歳頃で（これはあくまで私の推察にすぎない。實年齢をは、かたくなに眉を顰め、そして痛ましげに首をふるばかりで口にしようとしないのだった。その必然は知らない。）軈て 
 　　　放っておきなよ 
 　　　　　　おののくバクテリアたち 
 もうそろそろ人間の 
 　　　雪降る夜は 
 　　　　　　融けるヴィルスたち 
 言葉をはなしてしかるべき 
 　　　みんなひそかに 
 　　　　　　變態するきのこ 
 年齢に至っても、言葉どころか 
 　　　死んで行く 
 　　　　　　腸内細菌の夢 
 まともな音聲さえ口にしない。獸のような聲を発するだけだったと。つまりは、ここで≪月の白ら雪≫の知能障害が発覺する。 
 視力も無く言葉も持たない少女は、その画廊の奪われた。店主たち含め、家族、親族、知り合いたちに手厚く奪われた。保護された。ある日、店主がわたしのこころは画家の家を尋ねると、アトリエの入口に数枚の 
 　　　放っておきなよ 
 　　　　　　奪われた 
 白い絵が、——つまりは 
 　　　雪降る夜は 
 　　　　　　奪われた 
 ≪散沙羅≫の絵が 
 　　　みんなひそかに 
 　　　　　　わたしのこころは 
 たてかけてあった。これは 
 　　　死んで行くから 
 　　　　　　雪の花 
 なんだ？變わった絵だな？新作か？と。画家のあたらしい画風にちがいない。そう想った店主は、だから画家にたずねた。画家は困り果てた顏をした。云った。半年前から、實は、あるんだ、と。直感的にその絵の価値に気付いた店主は、だったらまず俺に見せればいいのに。何枚あるんだ？此のシリーズは。答えて、十枚ちょっと、と。だったら、全部俺に見せてみろ、と。すべての絵をじっくり確認した店主は、もはや彼の目には隱しようがなかった（…という意味の事をユエンは云った。此の人、自分が目が、ね、いいから、ね？）絵の価値に気付き、俺に全部売れと、画家に云った。売れないよと、画家。なぜなら、これは普通の絵じゃないから。寺に寄贈した方がいいのかもしれない、と。…此処は仏敎國だから。菜食日さえある。何故？画家は言う。奇蹟が起こったらしい。店主、いったい、何が起きたんだ。画家。これは 
 　　　奇蹟は、ね 
 　　　　　　ありがとう 
 娘が書いた 
 　　　あなた 
 　　　　　　その眸 
 絵なんだ、と。画家は 
 　　　あなたがここに 
 　　　　　　ありがとう 
 あきらかに 
 　　　ここにいること 
 　　　　　　そのくちびる 
 憔悴して見えた。自分の 
 　　　ここにいてくれたこと 
 　　　　　　ありがとう 
 目にした風景を 
 　　　そしてしっかり 
 　　　　　　そのまぶた 
 信じられなかったのだ。だから店主が励まし、勇気づけ、そして今に至る、と。 
 これらの話が本当かどうかは知らない。すくなくとも店主にとって本当であることは見て取れる。仮りにもとは出まかせ誇張の類であったとしても、語り続けられるうちにすでにそれはまったき眞實になっていた。店主の僞りない心にとっては。 
 あたりさわりのない雑談がつづく。川原ダニエルと、ユエン。ユエンを介した店主。その三者の抱かれた、と。わたしは想った。 
 ユエン。彼女は川原ダニエルに。それにはすでに気付いていた。ユエンがわたしの隣り座る爲に、川原のとなりをそれとなく通り過ぎた時に、その、あやうく腕にふれそうになる埀らされた指先の、自然な、だから慥かにあやうい距離感に。 
 　　　きれいだよ 
 　　　　　　瞼。完璧な 
 わたしから乘り換えた、とは 
 　　　かがやいてるよ 
 　　　　　　顎。完璧な 
 言えない。わたしを見る瞳孔も、いつものように夢を見て開く。そして川原にも。ふたりの、時に店主を置き去りにしてふたりで話し始めるその聲に、わたしはふたりの行爲そのものさえ見せられる気がした。思い出す。ユエンの、なにかで見聞きした日本人のそれを、上手に模した日本語の過剩なあえぎ聲。肛門を指にひらいたユエンの臀部にてかる白濁。窓越しの日差し。思う。必ずしも、ユエンにも誰れにも嫉妬もなければ喪失感もない。ただ、わたしはあやしかった。ならば川原ダニエルは男なのだろうか？と。それとも、ユエンは女の川原ダニエルに抱かれたのだろうか？と。 
 どっちなのだろう、と。 
 川原は 
 　　　きれいだよ 
 　　　　　　ぼくらはみんな 
 　　　　　　　　　イノチのよろこび 
 上手に、ユエンにだけその 
 　　　かがやいてるよ 
 　　　　　　星だから 
 　　　　　　　　　いきてくたのしみ 
 特別な心の、特別な意図の群れのひとつひとつの気配を与え、わたしたちには決してさとらせない。とはいえ、わたしも、たぶん店主も気付いている。だから無駄な努力に過ぎない。ユエンはいつでもただ、赤裸々だから死者ら語らく、 
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 　　　沙羅 
 　　　　　　いまくちびるに 
 　　　　その風景に、…凄慘な？ 
 　　　　　いまくちびるに 
 　　　はじめから 
 　　　　　　ふるふると 
 　　　　殘酷な？ 
 　　　　　そのふるえ 
 　　　すでに 
 
 　　　イノチなど 
 　　　　　　わななく 
 　　　　痛ましい？ 
 　　　　　わななく 
 　　　沙羅 
 　　　　　　そのくちびるに 
 　　　　みじめな？ 
 　　　　　そのくちびるに 
 　　　陽炎の 
 　　　　　　わななく 
 　　　　ぶざまな？ 
 　　　　　わななき 
 　　　だから 
 
 　　　散乱 
 　　　　　　ゆがんだ 
 　　　　沙羅が？ 
 　　　　　ゆがむ 
 　　　沙羅、庭 
 　　　　　　くちびるに 
 　　　　誰れが？ 
 　　　　　くちびるだけが 
 　　　散乱 
 　　　　　　ゆがみ 
 　　　　だから咬みちぎる 
 　　　　　ゆがんだ 
 　　　その乱れは 
 
 　　　沙羅 
 　　　　　　ふるえたのだった 
 　　　　誰れも死にはしなかった 
 　　　　　ふるえ 
 　　　生も死も 
 　　　　　　くちびるは 
 　　　　誰れも壞れはしなかった 
 　　　　　そのくちびるは 
 　　　沙羅 
 　　　　　　ふるえていた 
 　　　　誰れも叫びはしなかった 
 　　　　　ふるえ 
 　　　なにも沙羅、なにも 
 
 　　　花の擬態 
 　　　　　　ゆがみ 
 　　　　だから咬みちぎる 
 　　　　　ゆがんだ 
 　　　ブーゲンビリア 
 　　　　　　くちびるは 
 　　　　誰れが？ 
 　　　　　そのくちびるは 
 　　　その色彩 
 　　　　　　そのゆがみ 
 　　　　沙羅が？ 
 　　　　　ゆがんだ 
 　　　眞紅、沙羅 
 
 　　　沙羅、眞紅 
 　　　　　　わなないて 
 　　　　ぶざまな？ 
 　　　　　わななき 
 　　　その色彩 
 　　　　　　いま、くちびるに 
 　　　　みじめな？ 
 　　　　　そのくちびるに 
 　　　ブーゲンビリア 
 　　　　　　わななき 
 　　　　痛ましい？ 
 　　　　　わななくままに 
 　　　花の擬態 
 
 　　　なにも沙羅、なにも 
 　　　　　　ふるふる 
 　　　　殘酷な？ 
 　　　　　だからふるふると 
 　　　沙羅 
 　　　　　　いまくちびるは 
 　　　　その風景に、…凄慘な？ 
 　　　　　くちびるは 
 　　　生も死も 
 　　　　　　ふるえた 
 　　　　その唯中に 
 　　　　　ふるえていた 
 　　　沙羅 
 
 　　　その乱れは 
 　　　　　　ゆららっと 
 　　　　沙羅は 
 　　　　　ゆがんだよ 
 　　　散乱 
 　　　　　　くちびるを 
 　　　　ながく 
 　　　　　そのくちびるを 
 　　　沙羅、庭 
 　　　　　　ゆがめ 
 　　　　息を吐き 
 　　　　　ほら、ゆらがんだ 
 　　　散乱 
 
 　　　だから 
 　　　　　　ひりひりと 
 　　　　それは淚 
 　　　　　ただ、ひりひり 
 　　　陽炎の 
 　　　　　　くちびるが 
 　　　　綺羅ひとすじ 
 　　　　　くちびるが 
 　　　沙羅 
 　　　　　　わなないて 
 　　　　ひとつぶの雫 
 　　　　　ひりひりと 
 　　　イノチなど 
 
 　　　すでに 
 　　　　　　ゆがむのだった 
 　　　　ほのかなゆがみ 
 　　　　　ゆららっと 
 　　　はじめから 
 　　　　　　くちびるは 
 　　　　その、やわらかな顏 
 　　　　　くちびるは、いま 
 　　　沙羅 
 　　　　　　ゆららっと 
 　　　　曖昧な顏 
 　　　　　ゆがむのだった 
 　　　イノチなど 
 
 　　　その乱れは 
 　　　　　　ふるえた 
 　　　　こわかった？ 
 　　　　　ふるふる 
 　　　散乱 
 　　　　　　そのくちびる 
 　　　　うれしかった？ 
 　　　　　くちびるは 
 　　　沙羅、庭 
 　　　　　　ふるふると 
 　　　　それともかなしい？ 
 　　　　　ふるえていたのだ 
 　　　散乱 
 
 　　　赤いむらさき、沙羅 
 　　　　　　ゆがみつづけ 
 　　　　それは淚 
 　　　　　ゆがみ 
 　　　その色彩 
 　　　　　　くちびるは 
 　　　　その音もなく 
 　　　　　くちびるに 
 　　　ブーゲンビリア 
 　　　　　　ゆがんだ 
 　　　　雫をながす 
 　　　　　ゆがむ 
 　　　花の擬態 
 
 　　　生きるものなど 
 　　　　　　ふるえたよ 
 　　　　あなたは 
 　　　　　ふるえているよ 
 　　　沙羅 
 　　　　　　くちびるに 
 　　　　いま泣いた？笑った？怒った？ 
 　　　　　そのくちびるに 
 　　　生きてある 
 　　　　　　ふるえ 
 　　　　違いはなに？ 
 　　　　　ふるえる 
 　　　沙羅 
 
 　　　その乱れは 
 　　　　　　ゆがみ 
 　　　　怒ってる？ 
 　　　　　そのゆがみは 
 　　　散乱 
 　　　　　　くちびるに 
 　　　　笑ってる？ 
 　　　　　そのくちびるに 
 　　　沙羅、庭 
 　　　　　　ゆがみ 
 　　　　泣いてる？ 
 　　　　　そのゆがみは 
 　　　散乱 
 
 　　　うす紅、沙羅 
 　　　　　　わなないて 
 　　　　違い、なに？ 
 　　　　　わななく 
 　　　その色彩 
 　　　　　　くちびるの 
 　　　　いま泣いた？笑った？怒った？ 
 　　　　　くちびるは 
 　　　ブーゲンビリア 
 　　　　　　わななく 
 　　　　あなたは 
 　　　　　わなないて 
 　　　花の擬態 
 
 　　　失われたものなど 
 　　　　　　ふるふる 
 　　　　雫をながす 
 　　　　　ふるえた 
 　　　沙羅 
 　　　　　　くちびる 
 　　　　もの音もなく 
 　　　　　くちびる 
 　　　死んだものらさえ 
 　　　　　　ふるふる 
 　　　　それは淚 
 　　　　　ふるえ 
 　　　沙羅 
 
 　　　その乱れはいま 
 　　　　　　ゆららっと 
 　　　　かなしいの？ 
 　　　　　ゆらら 
 　　　散乱 
 　　　　　　くちびるが 
 　　　　うれしい？ 
 　　　　　くちびるは 
 　　　沙羅、庭 
 　　　　　　ゆがみ 
 　　　　こわい？ 
 　　　　　ただ、ゆがむ 
 　　　散乱 
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 見ていた。何を？わたしは。誰れが？その唇。だからユエンの。誰れの？その、話す時に下唇のみ殊更に膨らむ、或は煽情的でなまめかしく感じられるのはずの、にもかかわらず飽く迄も清楚をだけほのめかす、そのユエンの完璧な唇はかすかに開きかけて何故？知ってる、何故？ユエンは 
 　　　額。完璧な 
 　　　　　　完璧な眉 
 その、言葉を 
 　　　顎。完璧な 
 　　　　　　完璧な鼻 
 吐いた直後に不意に 
 　　　頬。完璧な 
 　　　　　　完璧なほくろ 
 笑った。ふたたび、吸い込むまえに息を又、吐きそうになって、だから纔かに、唇はひらかれ、ひらかれきりもしないまま何故？ 
 　　　唇の右の下に 
 何故、ユエンは？だから 
 　　　ちいさなほくろ 
 聞いた。その時に 
 　　　左？ 
 何故、ユエンの立てた震える——笑ったのだろう？その、聲。 
 　　　しあわせのしるし 
 　　　　　　ひかり。みんな 
 笑い聲。 
 　　　しるし。しあわせの 
 　　　　　　ぼくらはひかり 
 日本人は、みんな、親切だよ、と。ユエンはそう言った。いつ？日本に滞在した七年以上か七年近くか。いずれにせよ——いつ？七年前後の留学。点々とするアルバイトと、——いつ？いちばん長く続いたのはカプセル・ホテルの深夜帶フロント係りで、「恐かった、よ。お客さん、」 
 　　　そそぐのであった 
 「何が？」 
 　　　そそぎまくるのであった 
 「日本人、來ると、ね？きびいしいから、ね？」 
 　　　だから 
 「外國人も來るの？」 
 　　　すべてはもう 
 「ぜんぜん、來ない、ね？」 
 　　　白濁のうちに 
 みんな親切で、日本人は気が利くね、と。ささやきながらユエンは素直にただ懐かしむ眼差しを浮かべ——いつ？ 
 　　　消滅 
 　　　　　　ぜんぶ 
 それは。いつの記憶？誰れの？ 
 　　　きれいに 
 　　　　　　ぜんぶ 
 わたしの。 
 　　　ぜんぜん消滅 
 　　　　　　ほらいま 
 低賃金かつわたしの？虐待に近い扱いをユエンは受けながら、「町がきれい。ぜんぶ」何故？「ぜんぶ、綺麗」彼女は、川原ダニエルを何故選んだのだろう？この男とも女とも知れない（——知ってるのだった。すでにユエン）ここにはほんの纔かの死者ら。孔ひらく滞在の（抱かれたユエンは、つまり）謂わば（その）通行人にすぎない男（素肌を見、その）或は女。いずれにせよ（素肌を見せた）その（ユエンは）川原を。あるいはわたしを。終わるよ、と。 
 「何？」 
 九鬼は言った。「もすうぐ、終わる。全部」 
 いつ？忘れた。或は、例えば十数年前の、最後の時期の≪流沙≫のレコーディングの時に？ 
 桜ケ丘の九鬼のプライベート・スタジオで？ 
 「いまだけだよ」 
 夜に？ 
 「何が？」唐突な、振り向きざまの九鬼の（夜しか働かない九鬼）言葉は（ヴァンパイア、と）意味を成さず（呼ぶ≪流沙≫の）知ってるのだった。すでに、ふいに微笑んだ（…勝利者。その）九鬼は、つまり（不意の勝利者のような）謂わば、すくなくとも彼の（その）つぶやいた言葉の意味のすべて。 
 あるいは切り開くべき風景のすべても？ 
 まさか。何も 
 「≪王子≫との」 
 何も彼は 
 「コラボ。…というか」 
 何も知らずに 
 「奴隷労働」 
 知らない儘、だから 
 「あいつ…もう」 
 つぶやく。九鬼は 
 「あいつの親族の」 
 それら 
 「会社。あそこ」 
 彼の言葉を 
 「傾いてるから」その言葉を聞いたわたしは思わず、「噓」と。 
 知っていた。≪流沙≫の兄が今や経営トップに立っている地方のデベロッパーが、急速にその業績を惡化させていることは。≪流沙≫は、すくなくとも自称では精神分裂症だった。その当時の呼び名では。實際、精神医学に於てどのような診断が降されるべきものなのか、又は事實降されたのか、わたしは知らない。≪流沙≫謂はく、広島にある或る精神病院に入れられ、藥まみれにされるのが嫌で拔けだしたのだ、と。おそらくは彼の噓か、誇張か、妄想かにすぎない。もっとも、それこそが本当だったかも知れない。確証はない。脳を切開されそうになったのだ、とも。 
 「もうすぐ終わる」そう言った九鬼に、想わずわたしは言った。 
 　　　終わったよ 
 　　　　　　燃え尽きた 
 「嫌なの？」 
 　　　その 
 　　　　　　もう 
 「嫌？」 
 　　　その朝燒けは 
 　　　　　　燃え尽きた 
 あきらかに、不可解そうな、或は不快な顏をする九鬼は「嫌って？」 
 　　　まじ？ 
 　　　　　　昨日の夕燒けを道づれに 
 「彼とのコラボ」事實上失職していたわたしたちにとって、頭のおかしな自称詩人にして自称音樂家のゴーストライターを努めることは、必ずしも不利な事ではなかった。言葉のない詩人、音のない音樂家という不可解な肩書の、不可解な静寂の音樂が事實上、わたしと九鬼の共作によるものだということは周知の事實だった。≪流沙≫の指示通り、公表されたゴーストライター。ただし、わたしたちが實作者ではない。わたしたちの預かり知らぬ響きだから。だから、未曽有の例外的天才≪流沙≫の未曽有の作品への評価と人気は（ヒーリング。そして）そのまま（メディテーション）わたしたちの（ほんとの自分に）名聲でもあった。しかも≪流沙≫は一切の報酬を受け取らなかった。ただわたしたちに命じ、名を刻み、印税を施し、そしてそれだけだった。 
 九鬼の顏の不可解の意味は、わたしにはすでに分かっていた。 
 わたしが笑んでいたからだった。 
 何故、この時に笑みが不可解なのか、わたしにはわからない。或は九鬼にも分からないのかもしれない。ただ、九鬼はその笑顏が不快だった。そして「嫌じゃないの？」知っていた。わたしは「お前は、彼との」すでに私自身その「コラボ、嫌じゃないの？」自分の笑顏を単なる愚劣とだけ見なしていたことを。 
 「かならずしも」 
 そう言ったわたしに、九鬼はやさしい、だからほんのわずかの唇の上昇。そして須臾のみとどまり、そらすともなくたちまちに流されたまなざし。そのあわれむ眼差しをわたしになげた。 
 「俺も」 
 九鬼は応えた。その言葉がかならずしも噓でないことは九鬼もわたしも知っていた。「好き？」 
 ささやく。その 
 「好きになった？」 
 やわらかな甘い 
 「好き？」 
 聲につぶやくユエンの「ここ？」 
 「好き？」と、その或は唐突すぎたユエンに問いに、川原は素直に狼狽を曝し、助けを求めるように？あんたの女だよね？救いをもとめるように？あんたの、だよね？川原ダニエルはどうすんの？これ。わたしを見た。 
 　　　死者ら。孔ひらく 
 すぐにそらし、すぐに見直し、また 
 　　　擦りつけられ 
 逸らす。 
 　　　色彩のない 
 狂ってる？ 
 「ここは…でも」 
 　　　死者ら。いま 
 　　　　　　孔ひらき 
 発狂？ 
 「好きだよね」 
 　　　死者ら。ほら 
 　　　　　　擦りつけられ 
 お前 
 「好きだね」 
 　　　死者ら。その 
 　　　　　　無数のゆらぎ 
 狂ってる？ 
 「わたしも」 
 　　　死者ら。いま 
 　　　　　　孔とじて 
 莫迦？ 
 「いいよね。なんか」 
 　　　死者ら。ほら 
 　　　　　　孔吹き出し 
 お前 
 「何が？」 
 　　　死者ら。その 
 　　　　　　とろけるように 
 発狂？ 
 「なに？」 
 　　　死者ら。いま 
 　　　　　　擦られるままに 
 お前 
 「何が好き？」 
 　　　死者ら。ほら 
 　　　　　　陥没し 
 狂ってる？好き？と、その短い二音節を、だからユエンは愛おしむように唇に舐める。——きれいな、言葉、だから？そのやわらかな舌のやわらかなゆらぎにゆれた発音は死者ら語らく、 
 　　　雨だよ 
 　　　沙羅、ほら 
 　　　それら 
 　　　雨 
 
 　　　紅の 
 　　　だから飛沫 
 　　　色もない 
 　　　だから飛沫 
 
 　　　しぶく 
 　　　しぶき、散り 
 　　　しぶく 
 　　　飛び散り 
 
 　　　匂う 
 　　　雨、匂い 
 　　　いきものの？ 
 　　　ほろびるものの？ 
 
 　　　死穢の？ 
 　　　すでにもう 
 　　　なきもらの？ 
 　　　匂い 
 
 　　　沙羅、匂う 
 　　　匂い 
 　　　降るそれら 
 　　　降りそそぎ 
 
 　　　沙羅、匂う 
 　　　匂い 
 　　　溺れるほどに 
 　　　その息さえも 
 
 　　　浴びる 
 　　　雨は 
 　　　雨は 
 　　　雨は沈み 
 
 　　　息さえもう 
 　　　もう、息も 
 　　　もう、息も 
 　　　息さえもう 
 
 　　　雨は沈み 
 　　　雨は 
 　　　雨は 
 　　　浴びる 
 
 　　　その息さえも 
 　　　溺れるほどに 
 　　　匂い 
 　　　沙羅、匂う 
 
 　　　降りそそぎ 
 　　　降るそれら 
 　　　匂い 
 　　　沙羅、匂う 
 
 　　　匂い 
 　　　なきものらの 
 　　　すでにもう 
 　　　死穢の？ 
 
 　　　ほろびるものの？ 
 　　　いきものの？ 
 　　　雨、匂い 
 　　　匂う 
 
 　　　しぶく 
 　　　しぶき、散り 
 　　　しぶく 
 　　　飛び散り 
 
 　　　紅の 
 　　　だから飛沫 
 　　　色もない 
 　　　だから飛沫 
 
 　　　雨 
 　　　それら 
 　　　沙羅、ほら 
 　　　雨だよ 
 
 かさねて謂はく、 
 　　　雨だよ 
 　　　　　　ゆれた 
 　　　　ぬれた牙 
 　　　　　木の葉が 
 　　　沙羅、ほら 
 　　　　　　ゆれた 
 　　　　黃いろい牙 
 　　　　　ゆれた 
 　　　それら 
 　　　　　　木の葉が 
 　　　　あなたの牙 
 　　　　　ゆれた 
 　　　雨 
 
 　　　紅の 
 　　　　　　ぬれた 
 　　　　したたるのは唾液 
 　　　　　木の葉が 
 　　　だから飛沫 
 　　　　　　ぬれた 
 　　　　裂けた舌 
 　　　　　ぬれた 
 　　　色もない 
 　　　　　　木の葉が 
 　　　　酸性の唾液 
 　　　　　ぬれた 
 　　　だから飛沫 
 
 　　　しぶく 
 　　　　　　綺羅きら 
 　　　　擬態の肌 
 　　　　　にぶく 
 　　　しぶき、散り 
 　　　　　　綺羅きら 
 　　　　紅の、綠りの、茶色の、白の 
 　　　　　綺羅きら 
 　　　しぶく 
 　　　　　　にぶく 
 　　　　皮膚の擬態 
 　　　　　綺羅きら 
 　　　飛び散り 
 
 　　　匂う 
 　　　　　　綺羅めき 
 　　　　ひっかく爪 
 　　　　　飛び散った飛沫 
 　　　雨、匂い 
 　　　　　　綺羅めき 
 　　　　掻き毟る爪 
 　　　　　綺羅めき 
 　　　いきものの？ 
 　　　　　　飛び散った飛沫 
 　　　　あなたの爪 
 　　　　　綺羅めき 
 　　　ほろびるものの？ 
 
 　　　死穢の？ 
 　　　　　　ぬらした 
 　　　　柔毛 
 　　　　　木の葉を 
 　　　すでにもう 
 　　　　　　ぬらした 
 　　　　やわらかな光擇 
 　　　　　ぬらした 
 　　　なきものらの？ 
 　　　　　　木の葉を 
 　　　　卷き上がる惡臭 
 　　　　　ぬらした 
 　　　匂い 
 
 　　　沙羅、匂う 
 　　　　　　ゆらした 
 　　　　毛ものだから 
 　　　　　木の葉を 
 　　　匂い 
 　　　　　　ゆらした 
 　　　　變態しつづけ 
 　　　　　ゆらした 
 　　　降るそれら 
 　　　　　　木の葉を 
 　　　　化ものだから 
 　　　　　ゆらした 
 　　　降りそそぎ 
 
 　　　沙羅、匂う 
 　　　　　　だから花さえ 
 　　　　しめった喉 
 　　　　　花さえ 
 　　　匂い 
 　　　　　　びしょびしょ 
 　　　　のたうちまわり 
 　　　　　びしょびしょ 
 　　　溺れるほどに 
 　　　　　　花さえ 
 　　　　吼えたそれ 
 　　　　　だから花さえ 
 　　　その息さえも 
 
 　　　浴びる 
 　　　　　　きれいだね 
 　　　　鱗ら 
 　　　　　きれいだね 
 　　　雨は 
 　　　　　　眞っ赤に染まって 
 　　　　綺羅だつ無数の 
 　　　　　眞っ赤に染まって 
 　　　雨は 
 　　　　　　きれいだね 
 　　　　或は甲殻 
 　　　　　きれいだね 
 　　　雨は沈み 
 
 　　　息さえもう 
 　　　　　　その花さえもう 
 　　　　触手の繁茂 
 　　　　　だから花たち 
 　　　もう、息も 
 　　　　　　びしょびしょ 
 　　　　口蓋を掩う 
 　　　　　びしゃびしゃ 
 　　　もう、息も 
 　　　　　　だから花さえも 
 　　　　触手の繁茂 
 　　　　　花さえも 
 　　　息さえもう 
 
 　　　雨は沈み 
 　　　　　　木の葉は 
 　　　　或は甲殻 
 　　　　　ぬらした 
 　　　雨は 
 　　　　　　ぬらした 
 　　　　綺羅だつ無数の 
 　　　　　ぬらした 
 　　　雨は 
 　　　　　　ぬらした 
 　　　　鱗ら 
 　　　　　木の葉は 
 　　　浴びる 
 
 　　　その息さえも 
 　　　　　　木の葉ら 
 　　　　吼えたそれ 
 　　　　　ぬれた 
 　　　溺れるほどに 
 　　　　　　ぬれてた 
 　　　　のたうちまわり 
 　　　　　ぬれた 
 　　　匂い 
 　　　　　　ぬれて 
 　　　　しめった喉 
 　　　　　木の葉は 
 　　　沙羅、匂う 
 
 　　　降りそそぎ 
 　　　　　　飛び散る飛沫ら 
 　　　　化ものだから 
 　　　　　綺羅ら 
 　　　降るそれら 
 　　　　　　綺羅めき 
 　　　　變態しつづけ 
 　　　　　綺羅きら 
 　　　匂い 
 　　　　　　綺羅めき 
 　　　　毛ものだから 
 　　　　　飛び散った飛沫 
 　　　沙羅、匂う 
 
 　　　匂い 
 　　　　　　にぶく 
 　　　　卷き上がる惡臭 
 　　　　　きらら綺羅きら 
 　　　なきものらの 
 　　　　　　綺羅きら 
 　　　　やわらかな光擇 
 　　　　　綺羅ら 
 　　　すでにもう 
 　　　　　　ららきき 
 　　　　柔毛 
 　　　　　にぶく 
 　　　死穢の？ 
 
 　　　ほろびるものの？ 
 　　　　　　木の葉ら 
 　　　　あなたの爪 
 　　　　　ぬれて 
 　　　いきものの？ 
 　　　　　　ぬれた 
 　　　　掻き毟る爪 
 　　　　　ぬれた 
 　　　雨、匂い 
 　　　　　　ぬれて 
 　　　　ひっかく爪 
 　　　　　木の葉は 
 　　　匂う 
 
 　　　しぶく 
 　　　　　　木の葉たち 
 　　　　皮膚の擬態 
 　　　　　ゆれて 
 　　　しぶき、散り 
 　　　　　　ゆれて 
 　　　　紅の、綠りの、茶色の、白の 
 　　　　　ゆれゆれ 
 　　　しぶく 
 　　　　　　ゆれて 
 　　　　擬態の肌 
 　　　　　木の葉 
 　　　飛び散り 
 
 　　　紅の 
 　　　　　　ぬれて 
 　　　　したたるのは唾液 
 　　　　　木の葉も 
 　　　だから飛沫 
 　　　　　　ぬれ 
 　　　　裂けた舌 
 　　　　　ぬれ 
 　　　色もない 
 　　　　　　木の葉 
 　　　　酸性の唾液 
 　　　　　ぬれた 
 　　　だから飛沫 
 
 　　　雨 
 　　　　　　綺羅らきら 
 　　　　あなたの牙 
 　　　　　にぶく 
 　　　それら 
 　　　　　　綺羅らん 
 　　　　黃いろい牙 
 　　　　　綺羅らん 
 　　　沙羅、ほら 
 　　　　　　にぶく 
 　　　　ぬれた牙 
 　　　　　綺羅めき 
 　　　雨だよ 
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 店主がただ無邪気で陽気な笑い聲を立てた（もしくは、瀟洒なまでに完璧な無邪気と陽気をその笑い聲に作った。…彼は）。単純な、あけすけなほどに人のいい男なのだった（もしくは、あけすけなまでの人の好さ、それをただ美徳としてのみ認識していた。…彼は）。だから唐突に前のめりになって（もしくは、だから前触れもなく笑い聲を断ち、狎れた川原に顏をよせてささやくのだった。…彼は）、例えば「みなさん、いいひとだから」と？或は「埀れてるぞ？おい」と？或は「明日、月が爆発するんだ…ちょうど十一時十七分過ぎに」と？或は「ここでみなさんにひとつ、打ち明け話をしよう」と？或は「耳の中から線虫が腐らせたあんたの脳みそ」或は「あーやめて。そこで糞漏らさないで」と？そう、彼は彼の言語で言った。 
 通訳としては、要するにどうしようもなく凡庸なユエンは逐一いちいち訳さない。まとめて、短く咀嚼して後で言うのが彼女の常だった。だからユエンに訳されないままのそれは、だが、店主の言わんとする意味はすでに明らかだった。なんども足を運んでくれたお礼に、「たぶん明日は雨なんだがね」…他のヒトたちにはこんなこと「いや、天気の話…ほら」言わないんだが、「硫黄の雨が降るはずだから」…いいだろう、つまりね「ま、ピンクの燃える笠だな」——そして店主はユエンをさえ見ずに、「頭の中に風呂が沸いたよ」川原ダニエルだけを見ていた。間違いなく店主は川原が自分の言語を直接解すると誤解してるのだった。何故？川原には一種の間を読む才能があった。だから分かりもしない言語の響きの切れ目に、まるで聴き取り得ているかの相槌をいちいちいれるのだった。意識しているのかどうかは知らない。わたしと話しても相槌を上手に入れた。だからあるいは 
 　　　ふれあい。それは 
 彼の癖だったのかもしれない。面と向かって 
 　　　幸福 
 それをやられる店主は、ユエンに 
 　　　ふれあい。それは 
 いちいち通訳させる川原に、自分の 
 　　　こころの充足 
 理解の曖昧なところを正しているか、単に 
 　　　ふれあい。それは 
 可愛らしいベトナムの女性に鼻を伸ばしているかと、あるいは誇らしくさえもおもっていたのかもしれない。この國の女は一流だ、と。どんな高級な國のやつでも、こうして惚れこむ。女をめぐるアジア的愛國主義——気を付けて！ 
 日本人女性は海外で大人気ですから。 
 店主謂はく、 
 ≪月の白ら雪≫の父親、即ち留保なく凡庸な觀光地絵画の名手とは高校まで一緒だった、と。高校を出てから店主は電気関係の「専門は、ね。電気」専門学校か大学に行った。ユエンの訳した電気の大学というのが、日本でいう四年制大学に相当するのか、専門学校に相当するのか、わたしにはわからない。ちなみに店主はロシアに（彼が今わたしと同じく四十後半なら高校を出るころには所謂ソ連はすでに解体している）留学した。彼とはサイゴンまでバイクで旅行に行ったものだ。距離にして、だいたい東京から九州に行くに等しい。平面地図の縮尺は實際には相当なゆがみを孕んでいるので、正確な距離感はわたしにはわからない。せいぜい広島程度なのかもしれない。いずれにせよ長距離であるには違いない。電気技師になるべき彼が画廊の店主に治まる経緯は言わなかった。もう轉生を繰り返し三十を超えて、お互いに妻も轉生を繰り返しだから子供もできた時に、画家のすでにもはや永遠の家ですでにもはや永遠の絵を見せて貰った店主は、いますぐ 
 　　　轉生をすでに繰り返し 
 　　　　　　散沙羅 
 これを本業にしろと、彼に 
 　　　轉生を繰り返しすでに 
 　　　　　　永遠の 
 勸めた。画家になった男が 
 　　　すでにもはや永遠の 
 　　　　　　ただひとつの 
 最後に作ったのが≪月の 
 　　　イノチたち 
 　　　　　　無数の 
 白ら雪≫である。≪月の 
 　　　わたしはすべて 
 　　　　　　燦沙羅 
 白ら雪≫が生まれる時に、もともともは 
 　　　すべてはわたし 
 　　　　　　燃え盡きた 
 高校の同級生だった彼の 
 　　　すべてはおなじ 
 　　　　　　すべて 
 妻が夢を見た。乞食をする 
 　　　おなじものなど、決して 
 　　　　　　不滅の 
 僧侶が（ここで僧服は黄色い、インドの 
 　　　なにも。おなじことなど 
 　　　　　　讚沙羅 
 沙門の原型により近いもの）夢に 
 　　　決してなにも。おなじ 
 　　　　　　鳥はけもの 
 現れた。夢の中で 
 　　　時など、決して 
 　　　　　　けものは魚 
 人々が悩み 
 　　　なにも 
 　　　　　　魚は鳥 
 苦しんでいるので、導きたいと 
 　　　なにも 
 　　　　　　翼は嘴 
 云う。ところで、下生する爲に 
 　　　なにもない 
 　　　　　　すでにすべては 
 すこし胎を 
 　　　なにも 
 　　　　　　終わらなかった 
 貸してくれないか。 
 　　　なにも 
 　　　　　　すでにすべては 
 妻は謂う、わたしの胎は 
 　　　なにも 
 　　　　　　始まらなかった 
 穢れている。とんでもない、と。かまわない。わたしが選んだのだから、と。 
 迷う妻は、それでも終には、ただ御心のままに、と。その時に乞食は光りかがやいて、觀音菩薩の姿になった（ここでも觀音菩薩は出産等の守護神として信仰されている）。何も心配することはないからと言って、そして 
 　　　それは奇蹟 
 　　　　　　すきっ 
 口の中に飛び込んだ。だから 
 　　　あなたに出逢えた。それこそ 
 　　　　　　だから、すきっ 
 生まれる前から 
 　　　ぼくらの奇蹟 
 　　　　　　すきっ 
 特別な子供が生れるものだと夫婦は確信していた。故に落胆も大きかった。生まれたのは 
 　　　そいら奇蹟 
 　　　　　　きすっ 
 障碍児に過ぎなかったから。ここだけのはなしだが、…と、「これ、だれにも 
 　　　あんぱに出逢えは。そるそそ 
 　　　　　　らかだ、すりっ 
 云わなかった話しなんだって」と、店主は 
 　　　くぼらん奇蹟 
 　　　　　　すすっ 
 謂い、——だから、そのユエンの聲が。≪月の白ら雪≫は子供の頃から病気ばかりしていた。だれもが大人になれないのではないかとあやぶむほどだった。目を失った時も、だからつぎはどこを何を失うものかと親族はなにも失われはしない。みんな身構えたものだ。實は、…と、「これ、だれにもなにも奪われはしない。云わなかった話しなんだって」画家から 
 　　　なにも失わ 
 　　　　　　光り 
 相談されたことがある。いっそ 
 　　　も失われなどしない 
 　　　　　　散沙羅。光り 
 殺してやったほうがいいのではないか、と。むしろ店主は 
 　　　なにも奪わ 
 　　　　　　光り 
 激怒し、気でも狂ったかと、だから 
 　　　にも奪われはしない 
 　　　　　　燦沙羅。光り 
 諫める店主に、しかし 
 　　　永遠になどふれもしないまま 
 　　　　　　翳り 
 生きていて全身に 
 　　　わたしたちはただ 
 　　　　　　光り 
 次々にとりつくさまざまな 
 　　　赤裸々な永遠 
 　　　　　　讚沙羅。光り 
 疾患に苦しんでばかりではないか。この子にとって、生きるとは現状、苦しむこと以外にない。喜びも、樂しみも、纔かなやすらぎさえもない。なら、死んだ方がむしろ幸せなイノチだってあるのではないか。事實、ここにあるのではないのか。自分が罪に問われるなら、それで構わない。死んで地獄に墜ちるなら、喜んで落ちる。地獄落ちなど、この子の今の苦しみの身代わりをだけ意味し、だからそれこそまさにわたしの歡喜だ。だから、——わかるか？いっそ殺してしまったほうがいいのではないのか？ 
 　　　かなしみは 
 なんとか諫めて帰したが、後に彼は、實は 
 　　　いま、ほら 
 あのあとで 
 　　　つめたくとがった如雨露のあたたかな温水のように 
 殺そうとしたのだ、と店主に告白した。画家は娘の首をしめて殺そうとし、そして自分も包丁で首を切ろうとしたのだ、と。近くの海辺で。だからその 
 　　　かなしみは 
 夜、家を拔け出し、まともな意識などなにもない娘を 
 　　　いま、ほら 
 バイクにのせた。運轉する 
 　　　蝸牛ののばした口蓋に散った体液の 
 自分の前に。バイクに乘っている意識すらない娘だから、その運搬には苦労する。…と、その娘の、ぶらぶら手足をゆらし、正体もない白癡をさらす目口の表情を、舌を出してまで店主は演じた。或は、彼等は差別的という謗りを免れざるをえないだろう。いずれにせよ、海辺で、さあ殺そうとして殺し切れない。つまりは、画家の感情は分裂する。一方に、娘を苦痛から解き放つ救済として死をもたらそうとする意志。一方に、生きて在る娘の命を奪う殘酷。生き延びされば、あるのは命の盡きる迄つづく苦痛。殺せば文字通り、娘の尊いイノチの貴さの破壞。或はどちらをとっても救済だろう。生からの救済、死からの救済。或はどちらをとっても殘酷だろう。生への破壞。死の安らぎの簒奪。なら、つまりはどちらを？ 
 だから死にきれずに朝を迎え、海に背を向けた時に見た。画家は空の（だから東向きに海）しずまない白い（此処の海はすべて）月。所謂（東向きの）有明の月。だから（東向きの海。）殺さず帰ったのではない。帰ることもすでにひとつの選択であって、彼には何の選択のしようもなかったのだから。あてのない迷い以外になかったのだから、立ち去ることも留まることも選択できない儘に立ち尽くすに過ぎない。あやしんだ漁師が、彼等ふたりを保護拘束した。 
 漁師の家に留めおかれた画家を迎えに行ったのは 
 　　　やめて 
 　　　　　　耳元に 
 店主だった。その妻も 
 　　　叫ばないで 
 　　　　　　ふれるように 
 母も半狂乱になっていた。だから 
 　　　もう、いま 
 　　　　　　やさしいひびきは 
 第三者がどうして 
 　　　沸騰した雨が降る 
 　　　　　　その耳元に 
 必要だった。店主の息子のに画家の最初の娘が電話をよこしたのだった。それで知ったのだ。息子と娘は同級生だったから。 
 画家の妻らをも俱って訪れた漁師の家で、妻が画家になぐりかかり、髮をひっつかんでひずりまわし、だから自分の髮もふり乱し、思わず止めに入る画家の母の、妻の髮をひっつかんでひずりまわし、だから自分の髮もふり乱す三つ巴の狂態を、あえて店主はそのままにした。なすすべなく想われたから。 
 だから注意してそれからも一家の動向を見守ってはいた。翳りを濃くする一家は、このまますべて崩壞して（——どんな？）おわるのではないかと（どんなふうに？）誰れもが（彼らはあざやかな）確信していた（その崩壞を？）。彼等の凄慘の極みに、その三か月ほどのち、店主は画家に呼ばれた。行くと、一枚の絵を見せられた。だからその新しい画境は、絶望と悲慘の果てに画家が見出した 
 　　　救われた！ 
 　　　　　　腐って匂う 
 風景なのだと、最初は 
 　　　魂よ！ 
 　　　　　　くさっ 
 想っていた。純白の 
 　　　いま救われた！ 
 　　　　　　腐りまくって 
 風景。その心をひとり感動に震わせながら、あつく称賛すると、これは俺が描いたんじゃないと、画家はそう云ったんだ（どんな表情で？）。じゃ、誰れが？…娘が。三人娘のどちらだ。四人目のほうだ、と。それは≪散沙羅≫、八歳の彼女。画家は云った。信じられないだろうが、——俺自身信じられないが、これは本当なんだ、と。そして、これが何かわかるか？ 
 　　　燦沙羅 
 店主、…わからない。なんだ？ 
 　　　ぼくらは全能 
 おれにもわからない。わからないが 
 　　　讚沙羅 
 わかる気がする。 
 　　　全能は限界 
 だからなんだ（…と。そう、おそらくは店主は語っていた。わたしたちのそれぞれの眼差しのなかに、一人二役の即興劇を、そのプラスティックの赤い椅子の上に見せていたから。ユエンは短く、）月だよ（…とだけ、「画家の人、月の絵だよって云ったんだって」そう言った）。 
 月？ 
 　　　月の色 
 　　　　　　夢通う道に 
 おれたちが死のうした朝に 
 　　　それはなに？ 
 　　　　　　降る雪を 
 しずまなかった、此れは 
 　　　月の色は 
 　　　　　　照らせ白い 
 あれだよ、と。 
 　　　いろんな色に 
 　　　　　　在り明けの月 
 そこには雪でも降ってるに違いない。それくらい白い月だった。淡い 
 　　　黃いろだよ。いま 
 　　　　　　そそぐ 
 翳りをほのめかす、そんな 
 　　　金いろよ。いま 
 　　　　　　そそぐ 
 綺麗な月だった、と。 
 　　　茜いろ 
 　　　　　　硫黄をそそぎ 
 「だからだ」と。 
 川原は言った。「あの、異常な細かい重ね塗り、だからですよ。ほら、月の海。見えるようで見え切らない、あれを描こうとしたんだ」と（——≪波旬≫は？）。 
 　　　ラピスラズリの 
 その時にはすでに 
 　　　色彩は青 
 わたしは笑っていた。思わず、聲を立てて。ユエンも店主も不意に、わたしにそれら眼差しを送ったのは知っていた。（かわるがわるに）ただ（わるかかわるに）うたがわしいものを（かがるわかるに）見る一瞥、つまり——今？ 
 　　　散った 
 　　　　　　らんら 
 何故？ 
 　　　玉散り 
 　　　　　　らんらと 
 何故、いま？ 
 　　　月に、朝露 
 　　　　　　鳥らうたえば 
 「云ったじゃない…ほら」 
 ユエンに、だが、わたしは 
 「月の白ら雪」 
 　　　煮えたぎり 
 　　　　　　雨、その 
 ユエンの眼差しの色を（誰れ？と）厭い、 
 　　　贄滾り 
 　　　　　　凍った雨は 
 だから（あなたは） 
 「月に降る雪」 
 川原をだけ（誰れ？…と？）見つめていた。 
 「月の雪？」と、だから、此れは川原ダニエル。 
 「これって夢？…ね、…俺の夢なの？」滅びたんだ、と。 
 ≪流沙≫は云った。いつ？まだ、「俺はもう、」彼が自分を「滅ぼしたんだ」 
 　　　うつくしいもの 
 　　　　　　冗談？ 
 「何を？」 
 「魂。…俺の」 
 　　　うつくしいたましい 
 　　　　　　赤裸々な告白は 
 「魂？」 
 「心、…生き物としての」 
 　　　うつくしいもの 
 　　　　　　いつも下手な 
 「心？」 
 「意識、…人間らしい」 
 　　　ひきさかれたもの 
 　　　　　　冗談？ 
 「意識」 
 「ぜんぶ、もう」 
 　　　もとからすでに 
 　　　　　　笑っていい？ 
 「滅ぼして？」 
 「そんな気なんかない。…いつ？…十二歳の時、いきなり——なんで？わからない。急に、夢から覺めるように？だから、俺は、滅びたの。もう、滅ぼされたの。もう、滅ぼしてたの」 
 　　　ちぎって 
 　　　　　　人間のふり 
 「言ってる事がわからない」 
 「知ってる？俺ってね、もう」 
 　　　むすんで 
 　　　　　　ふり 
 「なに？」 
 「人間じゃないんだよ」 
 　　　にぎって 
 　　　　　　人間だったふり 
 「ね、…」 
 「人間なんて」 
 　　　ひらいて 
 　　　　　　ふり 
 「言葉、はなして」 
 「いない。もう」 
 　　　はなして 
 　　　　　　人間でさえな 
 「ね」 
 「どこにも。最初から」 
 　　　ちぎって 
 　　　　　　人間のふり 
 「人間の言葉」 
 「どこにも」 
 　　　つぶして 
 　　　　　　なにものでさえな 
 「ちゃんと話して」と、だからその時に≪流沙≫その、ながく伸ばされた夢見るようなやわらかな髮。性別を無視してただきめ細やかに、繊細に、狂暴なまでになめらかに流れる背筋の曲線、曲線？曲線というべき、直線というべき、その微妙なあわい。だから或は 
 　　　うつくしい 
 言葉、殊更にすべての 
 　　　あなたはただ 
 形容詞への容赦なき 
 　　　うつくしい 
 侮辱。うつくしい、ただうつくしい≪流沙≫。抱いたわたしを、屈辱でしかない四つん這いのかたちにベッドに 
 　　　うつくしい 
 　　　　　　まるで夢に 
 放置し、ひとり窓際で 
 　　　あなたはただ 
 　　　　　　夢に花開く 
 ひとり彼にしか聞こえない言葉に 
 　　　うつくしい 
 　　　　　　現實の花 
 戲れる気ちがい≪流沙≫、敎えた。彼はわたしに、正気とは単なる凡庸凡愚、稀なる美しさとはただ留保無き畸形、留保無き狂気と、だから稀なる叡智も、稀なる詩魂もすべて留保無き畸形、留保無き狂気と、≪流沙≫。 
 だから≪流沙≫ははじめてそこに、肛門に、しろい体液をながすわたしの存在にはじめて気付いたような、そんな眼差しに死者ら語らく、 
 　　　貪るものら 
 　　　噉らう 
 　　　貪り噉らうものら 
 　　　噉らい 
 
 　　　昏いその 
 　　　その眼差しに、沙羅 
 　　　微笑んでさえ 
 　　　昏いその 
 
 　　　眼差しの沙羅 
 　　　沙羅の狂暴 
 　　　昏いその 
 　　　眼差しに、沙羅 
 
 　　　何を？沙羅 
 　　　沙羅、ほほえみながら 
 　　　沙羅、何を？ 
 　　　その昏い 
 
 　　　眼差しに沙羅 
 　　　ひとりであなたは 
 　　　ほほ笑みながら 
 　　　笑み、沙羅 
 
 　　　色彩を、沙羅 
 　　　飛び散る色 
 　　　沙羅 
 　　　紅の、沙羅 
 
 　　　色をそめた 
 　　　沙羅 
 　　　色にそまり 
 　　　沙羅、ほら 
 
 　　　沙羅、ね？ 
 　　　沙羅 
 　　　沙羅 
 　　　沙羅、ね？ 
 
 　　　沙羅、ほら 
 　　　色に染まり 
 　　　沙羅 
 　　　色をそめた 
 
 　　　紅の、沙羅 
 　　　沙羅 
 　　　飛び散る色 
 　　　色彩を、沙羅 
 
 　　　笑み、沙羅 
 　　　ほほ笑み乍ら 
 　　　ひとりであなたは 
 　　　眼差しに、沙羅 
 
 　　　その昏い 
 　　　沙羅、何を？ 
 　　　沙羅、ほほえみに 
 　　　何を？沙羅 
 
 　　　眼差しに、沙羅 
 　　　昏いその 
 　　　沙羅の狂暴 
 　　　眼差しの沙羅 
 
 　　　昏いその 
 　　　微笑んでさえ 
 　　　眼差しに、沙羅 
 　　　昏いその 
 
 　　　貪るものら 
 　　　噉らう 
 　　　貪り噉らうものら 
 　　　噉らい 
 
 かさねて謂はく、 
 　　　貪るものら 
 　　　　　　空に 
 　　　　殘酷 
 　　　　　鳥たちは 
 　　　噉らう 
 　　　　　　燃えた 
 　　　　色彩は 
 　　　　　燃えた 
 　　　貪り噉らうものら 
 　　　　　　鳥たちは 
 　　　　殘酷 
 　　　　　空に 
 　　　噉らい 
 
 　　　昏いその 
 　　　　　　失神 
 　　　　あかさない 
 　　　　　空は 
 　　　眼差しに、沙羅 
 　　　　　　すでに 
 　　　　色彩は 
 　　　　　すでに 
 　　　微笑んでさえ 
 　　　　　　空は 
 　　　　あかさない 
 　　　　　失神 
 　　　昏いその 
 
 　　　眼差しの沙羅 
 　　　　　　燃えた 
 　　　　みだれない 
 　　　　　だから鳥らは 
 　　　沙羅の狂暴 
 　　　　　　鳥たち 
 　　　　色彩は 
 　　　　　鳥たち 
 　　　昏いその 
 　　　　　　だから鳥らは 
 　　　　みだれない 
 　　　　　燃えた 
 　　　眼差しに、沙羅 
 
 　　　何を？沙羅 
 　　　　　　殘し香も 
 　　　　存在しない 
 　　　　　燃え盡き 
 　　　沙羅、ほほえみながら 
 　　　　　　もう 
 　　　　色彩は 
 　　　　　もう 
 　　　沙羅、何を？ 
 　　　　　　燃え盡き 
 　　　　存在しない 
 　　　　　殘し香も 
 　　　その昏い 
 
 　　　眼差しに、沙羅 
 　　　　　　名殘りさえ 
 　　　　過去さえ 
 　　　　　捨て置き 
 　　　ひとりであなたは 
 　　　　　　殘像 
 　　　　色彩は 
 　　　　　殘像 
 　　　ほほ笑みながら 
 　　　　　　捨て置き 
 　　　　過去さえ 
 　　　　　名殘りさえ 
 　　　笑み、沙羅 
 
 　　　色彩を、沙羅 
 　　　　　　誰れも 
 　　　　未來さえ 
 　　　　　誰れも 
 　　　飛び散る色 
 　　　　　　見なかった 
 　　　　色彩は 
 　　　　　見なかった 
 　　　沙羅 
 　　　　　　誰れも 
 　　　　未來さえ 
 　　　　　誰れも 
 　　　紅の、沙羅 
 
 　　　色をそめた 
 　　　　　　その焰さえ 
 　　　　いまさえ 
 　　　　　燃えあがり 
 　　　沙羅 
 　　　　　　だから 
 　　　　色彩は 
 　　　　　だから 
 　　　色にそまり 
 　　　　　　燃えあがり 
 　　　　いまさえ 
 　　　　　その焰さえ 
 　　　沙羅、ほら 
 
 　　　沙羅、ね？ 
 　　　　　　ほら 
 　　　　永遠にさえも 
 　　　　　いま 
 　　　沙羅 
 　　　　　　すべて失神 
 　　　　色彩は 
 　　　　　すべて失神 
 　　　沙羅 
 　　　　　　いま 
 　　　　永遠にさえも 
 　　　　　ほら 
 　　　沙羅、ね？ 
 
 　　　沙羅、ほら 
 　　　　　　燃えあがり 
 　　　　いまさえ 
 　　　　　その焰さえ 
 　　　色にそまり 
 　　　　　　だから 
 　　　　色彩は 
 　　　　　だから 
 　　　沙羅 
 　　　　　　その焰さえ 
 　　　　いまさえ 
 　　　　　燃えあがり 
 　　　色をそめた 
 
 　　　紅の、沙羅 
 　　　　　　誰れも 
 　　　　未來さえ 
 　　　　　誰れも 
 　　　沙羅 
 　　　　　　見なかった 
 　　　　色彩は 
 　　　　　見なかった 
 　　　飛び散る色 
 　　　　　　誰れも 
 　　　　未來さえ 
 　　　　　誰れも 
 　　　色彩を、沙羅 
 
 　　　笑み、沙羅 
 　　　　　　捨て置く 
 　　　　過去さえ 
 　　　　　名殘りさえ 
 　　　ほほ笑み乍ら 
 　　　　　　殘像 
 　　　　色彩は 
 　　　　　殘像 
 　　　ひとりであなたは 
 　　　　　　名殘りさえ 
 　　　　過去さえ 
 　　　　　捨て置く 
 　　　眼差しに、沙羅 
 
 　　　その昏い 
 　　　　　　燃え盡きた 
 　　　　存在しない 
 　　　　　殘し香も 
 　　　沙羅、何を？ 
 　　　　　　もう 
 　　　　色彩は 
 　　　　　もう 
 　　　沙羅、ほほえみに 
 　　　　　　殘し香も 
 　　　　存在しない 
 　　　　　燃え盡きた 
 　　　何を？沙羅 
 
 　　　眼差しに、沙羅 
 　　　　　　だから鳥ら 
 　　　　みだれない 
 　　　　　燃えた 
 　　　昏いその 
 　　　　　　鳥たち 
 　　　　色彩は 
 　　　　　鳥たち 
 　　　沙羅の狂暴 
 　　　　　　燃えた 
 　　　　みだれない 
 　　　　　だから鳥ら 
 　　　眼差しの沙羅 
 
 　　　昏いその 
 　　　　　　空は 
 　　　　あかさない 
 　　　　　失神 
 　　　微笑んでさえ 
 　　　　　　すでに 
 　　　　色彩は 
 　　　　　すでに 
 　　　眼差しに、沙羅 
 　　　　　　失神 
 　　　　あかさない 
 　　　　　空は 
 　　　昏いその 
 
 　　　貪るものら 
 　　　　　　鳥たちは 
 　　　　殘酷 
 　　　　　空に 
 　　　噉らう 
 　　　　　　燃えた 
 　　　　色彩は 
 　　　　　燃えた 
 　　　貪り噉らうものら 
 　　　　　　空に 
 　　　　殘酷 
 　　　　　鳥たちは 
 　　　噉らい 
 
 
 





//沙羅は笑った/笑った/ひとりで/だから癡呆










 
 騒音。…騒音？或は、騒音とでも、そうとでも呼ぶしかないものの散乱。何？或はざわつき。ホイ・アン旧市街地の。碁盤狀ではないものの、慣れれば迷いようのない平易な道のつならり。實際、二度目に來れば想ったよりも狹い事に気付く。もしくは、旧市街地で迷って仕舞ったその時、唐突に、——醒めたことにさえ気付かなかった夢の終わりのように？絶えるのだった。旧市街地の町並みは、いきなり。そして生き生きとしたベトナム家屋の現在形を残骸のように見る。同じ五百年前ということで、建築様式の相應はまったくないものの、ホイ・アン旧市街地は倉敷の美觀地区と同じだということになる。或は、結果的にはホイ・アンの方が倉敷より見せ方に於いて 
 　　　國家が欺瞞であるからこそ 
 　　　　　　欺瞞であるという以外に 
 勝れているかも知れない。街並みの 
 　　　空は青く見える 
 　　　　　　國家に存在理由はない 
 殘像の群れの唐突な 
 　　　國家がすでに成立し得ていないからこそ 
 　　　　　　そうでなければ 
 果てかたに関して 
 　　　空は青く見える 
 　　　　　　我々は存在しない 
 倉敷のほうががより唐突で、落差が激しいという一点に於て。それは必ずしもこちらの市街地設計がすぐれていることを意味しないかもしれない。当時といまの建築様式の差異が、日本のほうがより甚だしいということなのかもしれない。所謂和風住宅でさえ、隔世どころか覺醒させるほど強烈な差異を持つ。 
 騒音がやまなかった。やむわけもなかった。だから生き生きとした音響がやまなかった。やむわけも無かった。生き生きとした觀光地なのだから（その後、この直後の新型コロナヴィルスのパンデミックで、この町はひたすら路上に建物の影ばかりを投げ、数回の、平静の喧噪を取り戻した時期にも、外國人の姿を消させた市街地はただ、現地人の爲のだけの地方のテーマパークのような雰囲気を生んだ）。だから生き生きとした、かつどうしようもなく稀薄な音響がやまなかった。やむわけも無かった。生き生きとした觀光地で、觀光地に脂ぎった密度の高い聲など普通、響かないから。だから 
 　　　國家が存在するということは 
 　　　　　　あるのは愛 
 騒音。かならずしも 
 　　　権力の實際への 
 　　　　　　いつもいつでも 
 騒がしいとさえ言えなくも、それら 
 　　　意図も無い隱蔽にすぎない 
 　　　　　　あるのはただ 
 騒音とでも呼ぶしかない響きの群れ。何がひびいているとも知れず、しかも 
 　　　罅？ 
 一切の疑いのない 
 　　　罅が？ 
 顯らかな、だから 
 　　　罅われが？ 
 むしろ心地よいだけの空間の中に、「月の雪？」と、——誰れ？ 
 　　　わたしはいちども 
 　　　　　　屍 
 それはダニエル。聖。川原ダニエル聖。男、或は 
 　　　愛以外に 
 　　　　　　わたしの屍 
 女の、うつくしい、だから 
 　　　いちども 
 　　　　　　舐めるのは蟻 
 男、あるいは女。 
 「月の雪の夢ってなんですか？」 
 　　　知らない？ 
 「いつから？」と、口をついて出るままに 
 　　　ぼくの 
 云ったわたしは 
 　　　名前を 
 その時に「え？…」なにを 
 　　　知らない？ 
 云おうとしているのかを、知った。 
 　　　何故？ 
 「いつ、関係したんですか？」 
 わたしはユエンを、そして川原を見（——目を逸らした。わたしは、その川原から。何故？…いたたまれなかったから？）不意に、笑った。その言葉の意味は最早ただ、顯らかなだけのはずだった。川原は 
 　　　ひざまづいて 
 何を云ってるのか 
 　　　肛門舐めて 
 わからない顏をする。だから、まだわたしを狂気の人と見なすでも、加虐の人と見なすでもない、曖昧な川原は、それでも 
 　　　ひざまづいて 
 茫然のままそっと 
 　　　口から花を 
 被害者のまなざしを曝す。 
 「何の話しですか？」 
 　　　みんな 
 　　　　　　心のなかに 
 「ユンちゃん。…あなたの、」と 
 　　　みんな傷ついた 
 　　　　　　きれいな花を 
 わたしの言葉にユエンは 
 　　　みんな、だから 
 　　　　　　心のなかに 
 漸く、解きほぐせなかった日本語の 
 　　　みんな 
 　　　　　　ピュアな 
 意味を察知したのだった。話しやまない店主はだから、例えばそれは「雀のはらわたってかんじだな…」と？ 
 「ふたり、もう」 
 「何？…いま」 
 「内臓破裂したらやばいからね」 
 「関係あるでしょ？」 
 「何？…いま、なに言ってます？」 
 「あれ、降ってくるからね。わんさかと」 
 「男女関係」 
 「今、わたしたち」 
 「空から。…ね？だから」 
 「男と女」 
 「何？」 
 「どさーっとね。もう」 
 「恋人同士」 
 「何の話してるの？…いま」 
 「だからもう、どさーっとね」 
 「エッチな」 
 「嫌だ。…なに？」 
 「そりゃ、雀全部の」 
 「秘密の」 
 「これってなんなんですか？」 
 「全部のはらわただもんで頭も」 
 「ふたりだけの」 
 「何なの？これ」 
 「もう、ケツの孔までびっちょびっちょの」 
 「變態じゃないよ」と、唐突に悲痛なユエンが叫んだ。あくまでささやき聲、ひたすらにだから、悲歎を咬んだ痛ましい聲で。店主は口を閉じた。自分が叱り飛ばされたかに錯覺して？あるいは自分の口にあふれた言葉の群れが何故か知らぬ間に一気に刃物になって、そしてユエンの眼球を突き刺したと？ 
 　　　痛い？ 
 　　　　　　きれいだよ 
 何故？ 
 　　　痛い？ 
 　　　　　　きらきら 
 ユエンはすでに 
 　　　雨の中の 
 　　　　　　きらきら 
 泣いていたから。だから 
 　　　紫陽花の色ら 
 　　　　　　きれいだよ 
 瀧のような、まさに暴流のような、もはや瀑布のような？それはだから、ユエンの滂沱の淚。 
 淚。「變態じゃないよ」と、ユエンはその、輕い冗談程度の意味しかないはずの言葉に（——そう？）重大な、淚。もはや（本当にそう？）だれにも見過ごせない（そう？）悲痛なまでの（本当？）絶望を淚。こめて（そう？）ユエンはそっと（本当にそう？）そう（そう？）つぶやく。 
 その聲を一切震わせることはなく。…何故？ 
 ユエンは、あるいはかならずしも泣いてるとは言えなかった。彼女の、その泣いているのはただ淚、あふれだす滂沱の淚だけに過ぎず、だからその聲は鼻にかからない。鼻水をすするでもない。ゆらぐでもない。かすれるでもない。唇も頬も、額も眉間も、瞼も目じりも、震えたものなどなにもなかった。吐く息さえ乱れず、だからユエンはただ、そのすくなくとも淚にだけ泣きじゃくっていた。 
 　　　泣かないで 
 　　　　　　ゆれます 
 堪えがたくもう 
 　　　空が割れたよ 
 　　　　　　ちらちらゆれ 
 堪え切れずに 
 　　　海に罅 
 　　　　　　紫陽花 
 ユエンは。 
 　　　罅に罅 
 　　　　　　ちっちゃくちっちゃ 
 それ以外のユエンは、むしろ冷淡なまでに醒めきった心に、冴えきった意識のなかに、わたしをだけ見ていた。わたしのかたちなど、その兩眼の厖大な淚に見えもしないはずなのに。 
 「認めたの？」と。わたしはユエンにささやいた。 
 川原はなにも謂わず、押し黙った？言葉を失った？…ただ、なにも謂わず、「變態じゃない。わたしたちは」そう、思い出したに似てささやいたユエンに、わたしは笑んだ。 
 軽蔑では無くて。侮辱でも無くて。懲罰でも無くて。許しでもなくて。ユエンに返されるのは、今、ほほ笑みであるべきだと想われたから。何故？ 
 だからまばたき——誰れが？死者ら語らく、 
 　　　沙羅は笑った 
 　　　笑った 
 　　　ひとりで 
 　　　だから癡呆 
 
 　　　沙羅。虹彩 
 　　　綺羅 
 　　　聲立て笑い 
 　　　ゆらいだ 
 
 　　　上半身だけ 
 　　　引き攣った？ 
 　　　腕だけ 
 　　　のけぞった？ 
 
 　　　首だけ 
 　　　知性などない 
 　　　智慧さえもない 
 　　　首だけ 
 
 　　　のけぞった？ 
 　　　腕だけ 
 　　　引き攣った？ 
 　　　上半身だけ 
 
 　　　ゆらいだ 
 　　　聲立て笑い 
 　　　綺羅 
 　　　沙羅。虹彩 
 
 　　　だから癡呆 
 　　　ひとりで 
 　　　笑った 
 　　　沙羅は笑った 
 
 かさねて謂はく、 
 　　　沙羅は笑った 
 　　　　　　裂かれて 
 　　　　しずかだったから 
 　　　　　雲さえ 
 　　　笑った 
 　　　　　　擦られたように 
 　　　　もうどうしようもなく 
 　　　　　擦られたように 
 　　　ひとりで 
 　　　　　　雲さえ 
 　　　　しずかだったから 
 　　　　　裂かれて 
 　　　だから癡呆 
 
 　　　沙羅。虹彩 
 　　　　　　ただ白く 
 　　　　さんさんと 
 　　　　　綺羅めきながら 
 　　　綺羅 
 　　　　　　遠く 
 　　　　ひかりたち 
 　　　　　遠く 
 　　　聲立て笑い 
 　　　　　　綺羅めきながら 
 　　　　そそぎ 
 　　　　　ただ白く 
 　　　ゆらいだ 
 
 　　　上半身だけ 
 　　　　　　だから思わず 
 　　　　あかるかったから 
 　　　　　息を呑む 
 　　　引き攣った？ 
 　　　　　　沙羅は 
 　　　　もうどうしようもなく 
 　　　　　沙羅は 
 　　　腕だけ 
 　　　　　　息を呑む 
 　　　　あかるかったから 
 　　　　　だから思わず 
 　　　のけぞった？ 
 
 　　　首だけ 
 　　　　　　それは、きれい 
 　　　　こゑをたててわらうのだった 
 　　　　　それが、きれい 
 　　　知性などない 
 　　　　　　ほら沙羅、いまその 
 　　　　沙羅は 
 　　　智慧さえもない 
 　　　　　　それが、きれい 
 　　　　こゑをたててわらうのだった 
 　　　　　それは、きれい 
 　　　首だけ 
 
 　　　のけぞった？ 
 　　　　　　息を吞む 
 　　　　あかるかったから 
 　　　　　だから思わず 
 　　　腕だけ 
 　　　　　　沙羅は 
 　　　　もうどうしようもなく 
 　　　　　沙羅は 
 　　　引き攣った？ 
 　　　　　　息を呑む 
 　　　　あかるかったから 
 　　　　　だから思わず 
 　　　上半身だけ 
 
 　　　ゆらいだ 
 　　　　　　綺羅めきながら 
 　　　　そそぎ 
 　　　　　ただ白く 
 　　　聲立て笑い 
 　　　　　　遠く 
 　　　　ひかりたち 
 　　　　　遠く 
 　　　綺羅 
 　　　　　　ただ白く 
 　　　　さんさんと 
 　　　　　綺羅めきながら 
 　　　沙羅。虹彩 
 
 　　　だから癡呆 
 　　　　　　雲さえ 
 　　　　しずかだったから 
 　　　　　裂かれて 
 　　　ひとりで 
 　　　　　　擦られたように 
 　　　　もうどうしようもなく 
 　　　　　擦られたように 
 　　　笑った 
 　　　　　　裂かれて 
 　　　　しずかだったから 
 　　　　　雲さえ 
 　　　沙羅は笑った 
 
 
 





//沙羅。死ななかった/だれも/すでに/もはや










 
 悲痛な風景なのか。或は滑稽な風景なのか。わたしにはわからなかった。川原はいつか、わたしを咎めるともなく、まったく無関係な人間のように（だれと？）振舞おうと（わたしと？）していた。だから（わたしたちと？）それは擬態とでも？それとなく川原の性格が（——あるいは流儀が）知れた。だれ？すぐに人に心を赦す。本当に（誰れが？）素直なだけの、人好きな人だから。自分が（誰れが？）想う程裏表もないから。だから他人に心を許すことを（…何故？）求める。許し合う。違うと思う。すぐに（いつ？）緣を切る。別に（どうやって？）それを（誰れが？）どうという資格がわたしに（誰れに？）あるわけではなく、この場合その性格の何が起因したとも言えない。誰れの惡意とも言えない。だれにも惡意などない。そもそもわたしは、ユエンを彼女だとも、まして内緣の妻だとも想った事はない。誰れの女になろうが、咎める気はなかった。だから彼女の不幸をさえ求めない。むしろ、ただ、彼女が幸せであればいい。あるいはわたしの唇に、謂わば 
 　　　しあわせは 
 　　　　　　雨ですよ 
 皮肉の翳りが兆している事實をはすでに 
 　　　あならのほほ笑み 
 　　　　　　足元にだけ 
 知ってる。——何故？ 
 　　　しあわせはいつも 
 　　　　　　雨ですよ 
 彼等を（彼女等を？）咎めているに 
 　　　誰れかのほほ笑み 
 　　　　　　育ちます 
 違いない。 
 　　　すべてをあげる 
 　　　　　　ぐんぐん 
 何故？ 
 　　　みんなにあげる 
 　　　　　　どんどんどんどん 
 ユエンが、わたしの女としてここに姿を表してるのは事實だから。未成年の愛人まで同行させた、狂暴で野蠻で傲慢で愚劣な彼氏？奴隷商人の如き。気付いた。木。その木。匂いに、花の——まさか。その花に匂いなど。だからそのブーゲンビリア。傍らの。むらさきに近い紅。そして、或はかならずしも、或は絶対に、或はあやうく、それら散乱する所詮紅のそれぞれに固有のかたちでむらさきには近づききらず、だからただ紅と、言葉への侮辱としてのみそうつぶやかなければない花——のように見える葉。 
 　　　ざわざわっと 
 その密集。 
 　　　いま 
 散乱。 
 　　　ざわざわっと 
 だから色彩の 
 　　　風がそよいで 
 氾濫。 
 　　　だから 
 ブーゲンビリアの本当の花は、色づく花弁を擬態して囲まれた、蕊のようにみえる突起の上の小さな、白いそれ。 
 薫りがないと、一般には謂われる。鼻をちかづけて嗅げば、あたりまえだが匂いはある。なんにしても一切匂いのない葉も花も存在しない。匂いのない肌と産毛のように。花なのだから、かすかで陰湿な臭気さえ花の香りには違い無い。あるいは無臭と呼ばれるこの花の無臭は、ヒトの鼻の許し難い退化をこそ表現するのだろうか？ 
 　　　莫迦？ 
 　　　　　　いまひとびとは 
 つまり、蜂と蝶、蠅とちいさな 
 　　　お前ら莫迦？ 
 　　　　　　しあわせそうに 
 羽虫にとっては。もしくは 
 　　　脳の中に 
 　　　　　　ほほえみあって 
 彼等にとってさえ 
 　　　虫這った？ 
 　　　　　　いまひとびとは 
 匂いはないのだろうか、或は、彼等に嗅覺は？ホモ・サピエンスがその言語に定義した意味での嗅覺は？翳り。頭の上に埀れ、わたしたちの半分を覆うのはそのブーゲンビリアの花と色葉の散乱させた、だから翳り。そしてだから木漏れ日。光り。わたしはふと、放置されたままの店主の顏を伺い見ようとし死者ら語らく、 
 　　　沙羅。死ななかった 
 　　　だれも 
 　　　すでに 
 　　　もはや 
 
 　　　華麗なくらい 
 　　　死んだふりをした 
 　　　みんな 
 　　　生き生きと上手に 
 
 　　　聲なす鳥 
 　　　鳴る羽搏き 
 　　　響くのは 
 　　　頭上に 
 
 　　　聲なす葉 
 　　　枝ら、花ら 
 　　　響くのは 
 　　　頭上に 
 
 　　　終わったよ。だから 
 　　　もう、沙羅 
 　　　ほら燃える色ら 
 　　　原野 
 
 　　　まばたいた 
 　　　目のない沙羅は 
 　　　口のない沙羅は 
 　　　息をはく 
 
 　　　原野 
 　　　ほら燃える色ら 
 　　　もう、沙羅 
 　　　終わったよ。だから 
 
 　　　頭上に 
 　　　響くのは 
 　　　枝ら、花ら 
 　　　聲なす葉 
 
 　　　生き生きと上手に 
 　　　みんな 
 　　　死んだふりした 
 　　　華麗なくらい 
 
 　　　もはや 
 　　　すでに 
 　　　だれも 
 　　　沙羅。死ななかった 
 
 かさねて謂はく、 
 　　　沙羅。死ななかった 
 　　　　　　原野 
 　　　　ほら、いま 
 　　　　　造化の原野に 
 　　　だれも 
 　　　　　　その 
 　　　　みんな 
 　　　　　その 
 　　　すでに 
 　　　　　　造化の原野に 
 　　　　ふれあって 
 　　　　　原野 
 　　　もはや 
 
 　　　華麗なくらい 
 　　　　　　原野 
 　　　　ほら、みんな 
 　　　　　イノチの原野に 
 　　　死んだふりをした 
 　　　　　　その 
 　　　　いま 
 　　　　　その 
 　　　みんな 
 　　　　　　イノチの原野に 
 　　　　くらいあって 
 　　　　　原野 
 　　　生き生きと上手に 
 
 　　　聲なす鳥 
 　　　　　　造花の群れ 
 　　　　ほら、みんな 
 　　　　　擬態の群れ 
 　　　鳴る羽搏き 
 　　　　　　造花の擬態 
 　　　　いま 
 　　　　　擬態の造花 
 　　　響くのは 
 　　　　　　群れなす擬態 
 　　　　ささやきあって 
 　　　　　造花の群れ 
 　　　頭上に 
 
 　　　聲なす葉 
 　　　　　　イノチの原野に 
 　　　　ほら、いま 
 　　　　　原野 
 　　　枝ら、花ら 
 　　　　　　その 
 　　　　みんな 
 　　　　　それら 
 　　　響くのは 
 　　　　　　原野に 
 　　　　みつめあって 
 　　　　　イノチの原野 
 　　　頭上に 
 
 　　　終わったよ。だから 
 　　　　　　造化の原野に 
 　　　　ほら、いま 
 　　　　　原野 
 　　　もう、沙羅 
 　　　　　　それら 
 　　　　みんな 
 　　　　　それら 
 　　　ほら燃える色ら 
 　　　　　　原野に 
 　　　　かぎあって 
 　　　　　造花の原野 
 　　　原野 
 
 　　　まばたいた 
 　　　　　　原野に 
 　　　　ほら、いま 
 　　　　　イノチなす原野 
 　　　目のない沙羅は 
 　　　　　　その 
 　　　　ぼくら 
 　　　　　この 
 　　　口のない沙羅は 
 　　　　　　イノチの原野に 
 　　　　ききあって 
 　　　　　原野 
 　　　息をはく 
 
 　　　原野 
 　　　　　　造花らの群れ 
 　　　　ぼくらはみんな 
 　　　　　擬態の群れら 
 　　　ほら燃える色ら 
 　　　　　　擬態の造化 
 　　　　みんなはぼくら 
 　　　　　造化の擬態 
 　　　もう、沙羅 
 　　　　　　群れた造花ら 
 　　　　なんのちがいも 
 　　　　　擬態の群れら 
 　　　終わったよ。だから 
 
 　　　頭上に 
 　　　　　　イノチの原野 
 　　　　なんらちがいは 
 　　　　　原野に 
 　　　響くのは 
 　　　　　　この 
 　　　　みんなはぼくら 
 　　　　　それら 
 　　　枝ら、花ら 
 　　　　　　原野に 
 　　　　ぼくらはみんな 
 　　　　　イノチの原野に 
 　　　聲なす葉 
 
 　　　生き生きと上手に 
 　　　　　　造花の原野 
 　　　　ききあって 
 　　　　　原野に 
 　　　みんな 
 　　　　　　その 
 　　　　いま 
 　　　　　この 
 　　　死んだふりした 
 　　　　　　原野 
 　　　　ほら、みんな 
 　　　　　造化の原野に 
 　　　華麗なくらい 
 
 　　　もはや 
 　　　　　　原野に 
 　　　　かぎあって 
 　　　　　イノチの原野 
 　　　すでに 
 　　　　　　これら 
 　　　　みんな 
 　　　　　その 
 　　　だれも 
 　　　　　　イノチの原野 
 　　　　ほら、いま 
 　　　　　原野に 
 　　　沙羅。死ななかった 
 
 
 





//目をあけて/沙羅。その/きれいな/綺羅ら。その虹彩










 
 …じゃ、と、口火を切ったのは、だから川原だった。川原ダニエルは繊細で、だから思うままに傍若無人に振舞えた。わたしにはその時、そう想えた。「帰ろうよ」と、ささやき、誰れにともなく、そして川原はユエンの背を撫でた。「泣き已んで…ユンちゃん。…お願い。もう、」と、…ね？ 
 その聲に始めて、ユエンはむしろ泣くという事態に触れた。一気に。赤裸々に。素手で。だからユエンは嗚咽をもらし、肩も胸も喉も額も顎も髮の毛さえもふるわせてすでに、彼女は泣き崩れていた。唐突に店主は立ち上がった。その意味が分からなかった。わたしは見上げ、あるいは被害者じみた顏をしたにいちがいない。店主はなにも云わず、ふてくされた顏をし（或は追われるような顏をし、或は侮辱されたような顏をし）ひとり立ち去った。 
 何故？ 
 泣くユエンの聲だけが無防備に、これ見よがしに、とどめとうもなく溢れ返り目。周囲の人々、何？…と、それら目に死者ら語らく、 
 　　　目をあけて 
 　　　沙羅。その 
 　　　きれいな 
 　　　綺羅ら。その虹彩 
 
 　　　ほら、こんなにすべてはうつくしい 
 　　　ほら、こんなにみんなはうつくしい 
 　　　ほら、こんなにあなたはうつくしい 
 　　　ほら、こんなにひたすらうつくしい 
 
 　　　綺羅ら。その虹彩 
 　　　きれいな 
 　　　沙羅。その 
 　　　目をあけて 
 
 かさねて謂はく、 
 　　　目をあけて 
 　　　　　　縫いあわせちゃう？ 
 　　　　ずたずだ 
 　　　　　孔ぜんぶ 
 　　　沙羅。その 
 　　　　　　まぶた 
 　　　　ぼろろ 
 　　　　　鼻も 
 　　　きれいな 
 　　　　　　縫っちゃう？ 
 　　　　でろてろ 
 　　　　　耳も 
 　　　綺羅ら。その虹彩 
 
 　　　ほら、こんなにすべてはうつくしい 
 　　　　　　耳も 
 　　　　ばらはら 
 　　　　　縫っちゃう？ 
 　　　ほら、こんなにみんなはうつくしい 
 　　　　　　鼻も 
 　　　　ばらぱら 
 　　　　　まぶた 
 　　　ほら、こんなにあなたはうつくしい 
 　　　　　　孔ぜんぶ？ 
 　　　　はらばら 
 　　　　　縫いあわせちゃう？ 
 　　　ほら、こんなにひたすらうつくしい 
 
 　　　綺羅ら。その虹彩 
 　　　　　　ぶち込んじゃう？ 
 　　　　てらてろ 
 　　　　　孔ぜんぶ 
 　　　きれいな 
 　　　　　　孔 
 　　　　でぃらでぃら 
 　　　　　額も 
 　　　沙羅。その 
 　　　　　　ぶち込みつぶす？ 
 　　　　ぅんぱー 
 　　　　　顎も 
 　　　目をあけて 
 
 
 





//褐色の/あざやかに色づく/それは沙羅、その/色彩に名づけた










 
 川原がそれでもわたしのバイクに乘った、その意外の理由は、だから川原ダニエル自身を問いただすより他にすべはない。必ずしも彼がユエンの背を選ぶとわたしがそう決めつていた譯でもなかったにせよ。乘りにくいカタナの後部を選んだ川原はあるいはその選択を軈て後悔しただろうか。殊更にのけぞるように川原は乘った。彼としては（——彼女としては）わたしに身を預けれることに抵抗があったに違いない。わたしの眼差しの範囲ではないそこで、ほぼわたしの体躯にふれずに乘り、彼は（——彼女は）ただやわらかなふとももをだけ密着させた。かたく、羽交い絞めにするように。かつ、その性別をは判別させないままに。ユエンはあれからなにも云わず、わたしもなにも、あの、あるいは不用意なと。そう誰れもが（川原が。そして）想っているはずの（ユエンも。店主も？）突然の？…慥かに（わたしは？）突然の、だからわたしには想われていた、彼女に捧げるべきことばはただ、心の底にからただ、幸せになれるといいね、と。それだけだった。そして知っていた。その言葉はいま、あきらかに彼女にとってはその罪を名指し、断罪し、一方的で殘酷な別れを無慈悲に告げる冷酷そのもの以外ではあり得ないと。仮りに、いかに上質にほほ笑み、やさしく眞心にささやいていたとしても。故にもはや目をもあわさず——何故？だから当然、なんら話しかけもしないわたしはユエンにとって、又は川原にとってさえも冷酷で、苛酷で、強情で、猜疑のかたまりで、単に扱いにくいだけの要するに怪物として？…そう見えていたにちがい。そんなことは知れきっていた。それは望んだ形姿ではなかった。正当なものでもなかった。否定しようとも想わなかった。 
 ふたつのバイクは一緒に帰るしかない。とりあえずは誰れも同じ場所に帰る以外すべをもたなかったから。バイクに乘り、わたしが先導するかたちになった。ユエンが決して、わたしの前にも横にもその姿をさらそうとしなかったから。背後にユエンの極端な低速度運轉につきあって、ホイ・アン旧市街地から画家の家まで、いったいどのくらいの時間をかけねばならないのか想像もできなかった。苦痛以外のなにものでもなかった。いちいちバックミラーで背後を確認をしてやらなければならなかったから。直線のそこここでなんどもユエンを見失い——死角。まっすぐな背後も対角線上のかたわらも結局はまなざしの埒外に過ぎないから。終に、わたしはいつか完全にユエンを見失った。そうではなかったかもしれない。三度確認したほんの一秒の三度、だから都合三秒のそれぞれに、貞淑でやさしく純情なユエンはわたしの死角に追從していたのかもしれない。帰り道なら知ってるはずだった。だからわたしはエンジンを吹かした。思いのままに。 
 ベトナムの交通は、あるいは日本人にとって困難なものだった。バイクがあふれかえり、交通法規以上に個人の所謂マイ・ルールが幅を利かせ、時に対向車さえどうどうと対角線をはみ出して追い越す。わたしが出したのはそれほどのスピードとは言えない。だが危険なほどに安全運轉のユエンに慣れているはずの川原に、それはひとつの冒険だったに違いない。行きと同じくに。背後に、川原は身を固めているのが知れた。なんども身を固めなおす瞬間にはそれぞれ、「…あ、」と、ちいさな女聲が背後にたったのを聞いた気がした。ほんの七十キロ超程度であれ、野蠻な公道を駆けるその風景は彼には（——彼女には）ディズニーのアトラクションでこそ見るべき風景だったかもしれない。一気に向かって來て、飲み込みもせずに流れ去るだけの街並み。飾られていない、より現代風俗に染まっただけのホイ・アン旧市街地、と、そう見えなくもないふつうのそれら、他人たちの日常の風景の中に、風圧を無視して光が猶も肌に温度を与えた。光にとっては、カタナのほんのひと吹かし如き、伝説のアイルトン・セナが蟻を追い越すような、と？その瞬間に（——どの？）見た。左手に一気に（いつの？）だからそれ（どこの？）海が。海（誰れ？）青い？まさか（誰れの？）ただの綺羅。 
 左手に。 
 それは綺羅の白濁。…分かった。 
 おもわず、わたしはそうつぶやいた、「分かった。今、俺」誰れに？ 
 「糞尿埀れてますか？」と？風に後方に流され聴き取りようもない川原のささやきが、ただ響きとしてだけ聲に応えた。 
 「あれ、あの絵、あなたの」 
 「もう燃えてるの。もう…」 
 「所謂≪波旬≫…あの絵」 
 「俺の糞尿。さっきから」 
 「あれも≪散沙羅≫も、ぜんぶあれ」 
 「すっげぇよ。まじさっきからもう」 
 「親父の絵だよ。…聞いてみな」 
 「放屁していい？」 
 「違う…言わないに決まってる。みんな」 
 「飛び散る下痢便」 
 「あの親父、護りたいから」 
 「蝶々の爲に。だから」 
 「護ろうとして」 
 「蝶の愛した」 
 「でも、≪月の白ら雪≫…あの」 
 「蠅の爲に。だから」 
 「≪流波≫？…あの子」 
 「その白い蠅たち」 
 「あの額に傷つけてるの、抉って」 
 「その白い子供たち」 
 「傷だらけにしてるの、あれ」 
 「こころをこめて育んで」 
 「あの親父だよ。あの」 
 「生きてるよ！ねぇ」 
 「虐待。≪波旬≫は娘の肖像」 
 「ごめん。生きてんだ！」 
 「及び、自分自身の自画像」 
 「わかる？」 
 「白い≪散沙羅≫…あの白い絵は」 
 「莫迦だろお前」 
 「だから…何？」 
 「生きてるよ。みんな」 
 「救済の風景とでも？」 
 「みんなだよ！糞」 
 「もはやなにもない、だから」 
 「燃えそう。だから」 
 「自分も娘も存在しない、だから」 
 「漏れそう。糞」 
 「涅槃の色とでも？」 
 「分かる？莫迦」 
 「精神鑑定でもかけてみなよ。親父のほう。でも」 
 「蜜の匂いの」 
 「自覺ないかも」 
 「糞さえ燃えてるよ」 
 「監視カメラでもつけとけよ」 
 「何？」 
 「わかった…」と叫ぶわたしは死者ら語らく 
 　　　褐色の 
 　　　あざやかに色づく 
 　　　それは沙羅、その 
 　　　色彩に名づけた 
 
 　　　沙羅と。…沙羅 
 　　　何故？ 
 　　　その花は白 
 　　　白く、ただ、白く散るから 
 
 　　　昏い目。沙羅は 
 　　　ほほ笑んでさえ 
 　　　狂暴の綺羅 
 　　　その狂いに名づけた 
 
 　　　沙羅と。…沙羅 
 　　　何故？ 
 　　　その花は白 
 　　　白く、ただ、白く散るから 
 
 　　　ただの癡呆。その顏は 
 　　　無邪気な笑顏に 
 　　　知性などない 
 　　　その恥辱に名づけた 
 
 　　　沙羅と。…沙羅 
 　　　何故？ 
 　　　その花は白 
 　　　白く、ただ、白く散るから 
 
 　　　何を見る？沙羅 
 　　　そのまなざしに、侮辱以外に 
 　　　そのくちびるに、軽蔑以外に 
 　　　何を知る？沙羅 
 
 　　　白く、ただ、白く散るから 
 　　　その花は白 
 　　　何故？ 
 　　　沙羅と。…沙羅 
 
 　　　その恥辱に名づけた 
 　　　知性などない 
 　　　無邪気な笑顏は 
 　　　ただの癡呆。その顏は 
 
 　　　白く、ただ、白く散るから 
 　　　その花は白 
 　　　何故？ 
 　　　沙羅と。…沙羅 
 
 　　　その狂いに名づけた 
 　　　狂暴の綺羅 
 　　　ほほ笑んでさえ 
 　　　昏い目。沙羅は 
 
 　　　白く、ただ、白く散るから 
 　　　その花は白 
 　　　何故？ 
 　　　沙羅と。…沙羅 
 
 　　　色彩に名づけた 
 　　　それは沙羅、その 
 　　　あざやかに色づく 
 　　　褐色の色ら 
 
 　　　綺羅ら、沙羅 
 　　　散る綺羅散り沙羅 
 　　　綺羅ら散る沙羅 
 　　　沙羅ら、綺羅 
 
 かさねて謂はく、 
 　　　褐色の 
 　　　　　　ちぎれるよ 
 　　　　だれ？ 
 　　　　　ちぎっちゃえ 
 　　　あざやかに色づく 
 　　　　　　はんばらはぱば 
 　　　　ちぎったのは 
 　　　　　はんばらはぱば 
 　　　それは沙羅、その 
 　　　　　　ちぎっちゃえ 
 　　　　だれ？ 
 　　　　　ちぎれるよ 
 　　　色彩に名づけた 
 
 　　　沙羅と。…沙羅 
 　　　　　　口裂き 
 　　　　散り撒いた 
 　　　　　笑うから 
 　　　何故？ 
 　　　　　　花ら 
 　　　　にぎって 
 　　　　　花ら 
 　　　その花は白 
 　　　　　　笑うから 
 　　　　ほうって 
 　　　　　口裂き 
 　　　白く、ただ、白く散るから 
 
 　　　昏い目。沙羅は 
 　　　　　　裂けてるよ 
 　　　　だれ？ 
 　　　　　裂いちゃえ 
 　　　ほほ笑んでさえ 
 　　　　　　はんばらはぱば 
 　　　　ひき裂いたのは 
 　　　　　はんばらはぱば 
 　　　狂暴の綺羅 
 　　　　　　裂いちゃえ 
 　　　　だれ？ 
 　　　　　裂けてるよ 
 　　　その狂いに名づけた 
 
 　　　沙羅と。…沙羅 
 　　　　　　目裂き 
 　　　　投げ撒いた 
 　　　　　笑うから 
 　　　何故？ 
 　　　　　　花ら 
 　　　　つかんで 
 　　　　　花ら 
 　　　その花は白 
 　　　　　　笑うから 
 　　　　ぶちまけ 
 　　　　　目裂き 
 　　　白く、ただ、白く散るから 
 
 　　　ただの癡呆。その顏は 
 　　　　　　つぶれたよ 
 　　　　だれ？ 
 　　　　　つぶしちゃえ 
 　　　無邪気な笑顏に 
 　　　　　　はんばらはぱば 
 　　　　やぶりつぶしたのは 
 　　　　　はんばらはぱば 
 　　　知性などない 
 　　　　　　つぶしちゃえ 
 　　　　だれ？ 
 　　　　　つぶれたよ 
 　　　その恥辱に名づけた 
 
 　　　沙羅と。…沙羅 
 　　　　　　耳裂き 
 　　　　舞い散った 
 　　　　　笑うから 
 　　　何故？ 
 　　　　　　花ら 
 　　　　いっぱいに 
 　　　　　花ら 
 　　　その花は白 
 　　　　　　笑うから 
 　　　　飛び散った 
 　　　　　耳裂き 
 　　　白く、ただ、白く散るから 
 
 　　　何を見る？沙羅 
 　　　　　　光りらみんな 
 　　　　溢れ返ってほら 
 　　　　　光りら綺羅ら 
 　　　そのまなざしに、侮辱以外に 
 　　　　　　しあわせにするよ 
 　　　　色彩ゆらら 
 　　　　　しあわせにするよ 
 　　　そのくちびるに、軽蔑以外に 
 　　　　　　光りら綺羅ら 
 　　　　溢れ返ってほら 
 　　　　　みんな光りら 
 　　　何を知る？沙羅 
 
 　　　白く、ただ、白く散るから 
 　　　　　　笑うから 
 　　　　飛び散った 
 　　　　　鼻裂き 
 　　　その花は白 
 　　　　　　花ら 
 　　　　いっぱいに 
 　　　　　花ら 
 　　　何故？ 
 　　　　　　鼻裂き 
 　　　　舞い散った 
 　　　　　笑うから 
 　　　沙羅と。…沙羅 
 
 　　　その恥辱に名づけた 
 　　　　　　つぶしちゃえ 
 　　　　だれ？ 
 　　　　　つぶれたよ 
 　　　知性などない 
 　　　　　　はんばらはぱば 
 　　　　やぶりつぶしたのは 
 　　　　　はんばらはぱば 
 　　　無邪気な笑顏に 
 　　　　　　つぶれたよ 
 　　　　誰れ？ 
 　　　　　つぶしちゃえ 
 　　　ただの癡呆。その顏は 
 
 　　　白く、ただ、白く散るから 
 　　　　　　笑うから 
 　　　　ぶちまけ 
 　　　　　顏裂き 
 　　　その花は白 
 　　　　　　花ら 
 　　　　つかんで 
 　　　　　花ら 
 　　　何故？ 
 　　　　　　顏裂き 
 　　　　投げ撒いた 
 　　　　　笑うから 
 　　　沙羅と。…沙羅 
 
 　　　その狂いに名づけた 
 　　　　　　裂いちゃえ 
 　　　　だれ？ 
 　　　　　裂けてるよ 
 　　　狂暴の綺羅 
 　　　　　　はんばらはぱば 
 　　　　ひき裂いたのは 
 　　　　　はんばらはぱば 
 　　　ほほ笑んでさえ 
 　　　　　　裂けてるよ 
 　　　　だれ？ 
 　　　　　裂いちゃえ 
 　　　昏い目。沙羅は 
 
 　　　白く、ただ、白く散るから 
 　　　　　　笑うから 
 　　　　ほうって 
 　　　　　腦裂き 
 　　　その花は白 
 　　　　　　花ら 
 　　　　にぎって 
 　　　　　花ら 
 　　　何故？ 
 　　　　　　腦裂き 
 　　　　散り撒いた 
 　　　　　笑うから 
 　　　沙羅と。…沙羅 
 
 　　　色彩に名づけた 
 　　　　　　ちぎっちゃえ 
 　　　　だれ？ 
 　　　　　ちぎれたよ 
 　　　それは沙羅、その 
 　　　　　　はんばらはぱば 
 　　　　ちぎったのは 
 　　　　　はんばらはぱば 
 　　　あざやかに色づく 
 　　　　　　ちぎれたよ 
 　　　　だれ？ 
 　　　　　ちぎっちゃえ 
 　　　褐色の色ら 
 
 　　　綺羅ら、沙羅 
 　　　　　　咬み 
 　　　　ららんら 
 　　　　　燃えた 
 　　　散る綺羅散り沙羅 
 　　　　　　えづく 
 　　　　どこにいる？ 
 　　　　　燒け 
 　　　綺羅ら散る沙羅 
 　　　　　　咬み千切り 
 　　　　らんらら 
 　　　　　燃え焦げ 
 　　　沙羅ら、綺羅 
 
 
 





//世界はやさしい/みんなにやさしい/化ものたち/前例もない










 
 一目で分かった。パーティの準備などなにもないことは。画家たちの家屋の庭に。何を見るともなくに。何故？何に？気配？わからない。わかっていた。すでにわたしは知っていた。何を？庭にバイクを止め、その時にはすでに、だからその凄慘な風景。…何が？血が飛び散っていた。四方に。だからそこら中に飛び散った血。ブーゲンビリアの翳りにも。幹にも。木漏れ日、散る、そのバイクの蹈む土にも。壁にも。開かれた木戸にも。佛敎祭壇。その荘厳にも。床にも。天井にも。沙羅は？ 
 だれもいなかった。人のすがた。気配すら。だから沙羅すら。だから死んだ人ら。それら血を飛び散らせた、誰れも。 
 「何なの？…なに？」 
 さきに地を踏んだ川原が「あんたなの？これ」 
 つぶやく。「あんたがやったの？」 
 「黙ってろ」と、あるいは、我を忘れたわたしは云った。すくなくとも心には。聲には？知らない。すでにわたしは駆けていた。土足のまま、だから沙羅は？と。 
 　　　愛してるふり？ 
 　　　　　　生きてるよ 
 沙羅は？ 
 　　　好きなふり？ 
 　　　　　　みんな 
 暗がりにも人影はなく 
 　　　大切なふり？ 
 　　　　　　ほら。その 
 死屍もなく、だから 
 　　　莫迦？ 
 　　　　　　けなげな息吹き 
 まばたき、暗んだ奧の居間にも誰れも。死屍も。人気もなにも。 
 つきあたり、開口の光り。その（背後の叫ぶ聲。それは）光りのなかに、だから（…川原？）その軈て目の慣れた正面の庭の（——撒き散らされた色彩）その中に死者ら語らく、 
 　　　世界はやさしい 
 　　　みんなにやさしい 
 　　　化ものたち 
 　　　前例もない 
 
 　　　息吹きをゆらし 
 　　　まばたいて 
 　　　ふるえ 
 　　　沙羅 
 
 　　　すべては綺羅ら 
 　　　綺羅きら綺羅ら 
 　　　綺羅きら綺羅ら 
 　　　すべては綺羅ら 
 
 　　　沙羅 
 　　　ふるえ 
 　　　まばたいて 
 　　　息吹きをゆらし 
 
 　　　前例もない 
 　　　化ものたち 
 　　　みんなにやさしい 
 　　　世界はやさしい 
 
 かさねて謂はく、 
 　　　世界はやさしい 
 　　　　　　イノチの綺羅めき 
 　　　　あふれかえる 
 　　　　　果てさえもない 
 　　　みんなにやさしい 
 　　　　　　途方もなく 
 　　　　ただ、もう 
 　　　　　途方もなく 
 　　　化ものたち 
 　　　　　　果てさえもない 
 　　　　やさしさにだけつつまれて 
 　　　　　イノチの綺羅めき 
 　　　前例もない 
 
 　　　息吹きをゆらし 
 　　　　　　イノチの綺羅めき 
 　　　　こぼれだす 
 　　　　　盡きさえしない 
 　　　まばたいて 
 　　　　　　限りなく 
 　　　　ただ、もう 
 　　　　　翳りなく 
 　　　ふるえ 
 　　　　　　盡きさえしない 
 　　　　やさしさにだけつつまれて 
 　　　　　イノチの綺羅めき 
 　　　沙羅 
 
 　　　すべては綺羅ら 
 　　　　　　光りらざわめき 
 　　　　ほら、すでに 
 　　　　　その静寂のうちに 
 　　　綺羅きら綺羅ら 
 　　　　　　翳りらざわめき 
 　　　　原野にきらきら 
 　　　　　翳りらざわめき 
 　　　綺羅きら綺羅ら 
 　　　　　　その静寂のうちに 
 　　　　もう、すでに 
 　　　　　光りらざわめき 
 　　　すべては綺羅ら 
 
 　　　沙羅 
 　　　　　　盡きさえしない 
 　　　　やさしさにだけつつまれて 
 　　　　　イノチの綺羅めき 
 　　　ふるえ 
 　　　　　　限りなく 
 　　　　ただ、もう 
 　　　　　限りなく 
 　　　まばたいて 
 　　　　　　イノチの綺羅めき 
 　　　　こぼれだす 
 　　　　　盡きさえしない 
 　　　息吹きをゆらし 
 
 　　　前例もない 
 　　　　　　果てさえもない 
 　　　　やさしさにだけつつまれて 
 　　　　　イノチの綺羅めき 
 　　　化ものたち 
 　　　　　　途方もなく 
 　　　　ただ、もう 
 　　　　　途方もなく 
 　　　みんなにやさしい 
 　　　　　　イノチの綺羅めき 
 　　　　あふれかえる 
 　　　　　果てさえもない 
 　　　世界はやさしい 
 
 
 





//ブーゲンビリア/花、色葉、あふれ/散乱し、それら/色彩のかおり










 
 沙羅は庭の、だからその光りの横溢の中にいた。明るい居間にもすでに誰れのともなく夥しい血の、吹き出したままの色彩が——花。ブーゲンビリア。 
 庭の沙羅の足元にも散った。踏みにじられ、そして頭上、やわらかな翳りの盡きたさきにもだから、ブーゲンビリア。色彩の氾濫。沙羅はその木陰にいたから。立って。ひとり、そして振り向き、その昏いまなざしに笑んだ。 
 虹彩の色の、ただ昏いままで。 
 光りの、及び、そして翳り、それら散乱の夥しい色彩の散乱（…あふれ）の中に——わたしも。 
 同じように、すでに（…あふれかえり）その散乱に（…だから充溢）。 
 「いたんじゃん…」と、思わずわたしは、或はその年齢不詳の碎けた日本語を笑って？「そこ、いたんじゃん…」と。 
 もはやとめどもなく、こぼれんばかりの笑顏を事實こぼれ散らして沙羅は、だから、その顏のあざやかな癡呆。すでに、その、白癡の沙羅。 
 もう、もはや庭の土を踏んでいたわたしは温度。 
 だから、日差しの温度。 
 日差し。步み寄るしかなかった。癡呆の沙羅に。あるいは「何？…いったい」と？ 
 あるいは唇にささやいたわたしに——誰れが？沙羅は云った、「花が食ったんじゃね？」笑いながら。聲を立てて「裂いてんじゃん。腐るほど。」沙羅はその低い聲に「糞ブーゲンビリア」と？沙羅たちの「喰いてぇ」言語。あるいは「まじ喰いてぇ糞」そうとでも？沙羅。 
 あるいは軽蔑？あるいは侮辱？その眼差しの、見た。血まみれの風景のなかで沙羅だけの、もしくは奇蹟的に血を被っていない躰に、華奢な太ももにだけ流れていたふたすじの血。血が。失禁するに似た、流れ出す血の、だから——死んだ？ 
 もう、沙羅。 
 きみは、と。 
 口をついて出そうになった瞬間にそれら死者らのかさねて謂はく、 
 　　　ブーゲンビリア 
 　　　　　　ゆらぎ 
 　　　　すでにひろがり 
 　　　　　ゆらぎ 
 　　　花、色葉、あふれ 
 　　　　　　色彩。それら 
 　　　　燃え盡き 
 　　　　　色ら。それら 
 　　　散乱し、それら 
 　　　　　　ゆらぎ 
 　　　　すでに 
 　　　　　ゆらぐ 
 　　　色彩の翳り 
 
 　　　翳り。庭に 
 　　　　　　捕らわれ 
 　　　　焰。それら 
 　　　　　蝶ら 
 　　　光り。庭に 
 　　　　　　何に？ 
 　　　　彩色。不可視 
 　　　　　何に？ 
 　　　横溢し、その 
 　　　　　　蝶ら 
 　　　　ゆらぎ 
 　　　　　捕らわれ 
 　　　それは何？ 
 
 　　　眞夏。光り 
 　　　　　ちぎられ 
 　　　　焰。それら 
 　　　　　蝶ら 
 　　　正午。光り 
 　　　　　　何に？ 
 　　　　かたち。不可視 
 　　　　　何に？ 
 　　　あふれかえり、その 
 　　　　　　蝶ら 
 　　　　ゆらぎ 
 　　　　　ちぎられ 
 　　　それは何？ 
 
 　　　いちどもなかった 
 　　　　　　ゆらぎ 
 　　　　陽炎のよう 
 　　　　　散り交う 
 　　　わたしがわたしであったことなど 
 　　　　　　蝶ら 
 　　　　蝶らのように 
 　　　　　蝶ら 
 　　　いちども 
 　　　　　　散り交う 
 　　　　陽炎のように 
 　　　　　ゆらぎ 
 　　　すでに 
 
 　　　なにも生まれも滅びもなにも 
 　　　　　　瀑布。もはや 
 　　　　なんら差異など 
 　　　　　暴流。もはや 
 　　　さらすべきなにも、かたちもなにも 
 　　　　　　ゆらぐ色ら 
 　　　　焰と蝶に 
 　　　　　ゆらぐ色ら 
 　　　隱すべきなにも、秘密もなにも 
 　　　　　　暴流。もはや 
 　　　　なんら差異など 
 　　　　　瀑布。もはや 
 　　　なにも在りも消え去りもなにも 
 
 　　　すでに 
 　　　　　　散り交う 
 　　　　陽炎のように 
 　　　　　ゆらぎ 
 　　　いちども 
 　　　　　　蝶ら 
 　　　　蝶らのように 
 　　　　　蝶ら 
 　　　あなたがあなたであったことさえ 
 　　　　　　ゆらぐ 
 　　　　陽炎のよう 
 　　　　　散り交う 
 　　　いちどもなかった 
 
 　　　それは何？ 
 　　　　　　ちぎられ 
 　　　　ゆらぐ 
 　　　　　蝶ら 
 　　　あふれかえり、その 
 　　　　　　何に？ 
 　　　　かたち。不可視 
 　　　　　何に？ 
 　　　正午。光り 
 　　　　　　蝶ら 
 　　　　焰ら。それ 
 　　　　　ちぎられ 
 　　　眞夏。光り 
 
 　　　それは何？ 
 　　　　　　捕らわれ 
 　　　　ゆらぎ 
 　　　　　蝶ら 
 　　　横溢し、その 
 　　　　　　何に？ 
 　　　　彩色。不可視 
 　　　　　何に？ 
 　　　光り。庭に 
 　　　　　　蝶ら 
 　　　　焰ら。それ 
 　　　　　捕らわれ 
 　　　翳り。庭に 
 
 　　　色彩の翳り 
 　　　　　　ゆらぎ 
 　　　　すでに 
 　　　　　ゆらぎ 
 　　　散乱し、それら 
 　　　　　　色ら。それら 
 　　　　燃え盡き 
 　　　　　それは色彩 
 　　　花、色葉、あふれ 
 　　　　　　ゆらぎ 
 　　　　すでにひろがり 
 　　　　　ゆらぎつづける 
 　　　ブーゲンビリア 
 
 ふれた。血に。沙羅のかすかにあたたかな太ももの、そしてもはやショートパンツの股の生地をも内側から染め始めるそして、匂い。鼻先の指の、掬った血の立てていた匂いは沙羅。饐えた、腐った、オリーブオイルに新鮮なパルメザンチーズを溶かしこんだ、そんな、血の？血。それは沙羅の生理の、と。彼女の股をぬらしたそれだけは？瞬いたその瞬間にわたしは燃え上がる。何故？焰に。何に？体中を包むだからその焰に、焰、焰に誰れが？ 
 燃えた。 
 何故？燃えた。 
 何が？ 
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 以上は黎マに依って二〇二一・一一・〇三-一二・一四に書かれた中編小説 
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